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お客様へ 


このたびはメルセデス-ベンツをお買 
い上げいただを、ありびとラござい 
ます。 

この取扱説明書は、車の取り扱い方法 
をはじめ、機能を十分に発揮させるた 
めの情報や、危険な状況を回避ずるた 
めの情報、万一のとをの処置などを記 
載しています。 

車をご使用になる前に、本書をおずお 
読み < ださし、。 


• 巳 LK クラスには、クーぺ （ COUPE ) 
と、ソフトトップを装備したカブ I 」 
オレ （ CABRIOLET ) びありまず。 

クーペやカブ U オレ独自の装備や 
記述、クーペとカブ U オレで異な 
る装備や記述については、"（クー 
ぺ）"（カブ U オレ）’’のよラに巧 
术してし''ます。 

-取扱説明書は、いつでち読めるよう 
におず車内に保管してくださし、。 

-この取扱説明書には、日本仕様とは 
異なる記述やイラスト、操作方法な 
どび含まれている場合びありまず。 

-装備や仕様の違いなどにより、一 
部の記述やイラストび、お買い上 
げいただいた車とは異なることび 
あ0ます。 

-スイッチなどの形状や装備、操作 
方法などは予告なく変更されるこ 
とびあります。 


-オーディオやナビゲーションに関 
しては、別冊の「マルチファンク 
ションコント□ーラー取扱説巧 
書」をお読みください。 

-車を次の オーナーにお譲りになる 
場合は、車と一緒にすベての取扱説 
明書と整備手帳をおミ度しください。 

-オプションや仕様により異なる装備 
には*マークびついています。 

-関連ずる内容び他のページにちあ 
る場合は、該当ぺージを (3-50) 
のよラなかたちで示しています。 

-操作手順などは、文頭に ► を記して 
います。 

-ご不明な点は、お買い上げの販売店 
または指定サービスエ場におたず 
ね < ださい。 


メルセデス.ベンツ日本株式会社 




表記と記載内容について 


A 


重大事故や命にかかわるけびを未然 
に防ぐために必ず巧つていたださた 
いことでず。 


I ま意！ 

けびや事故、車の損傷を未然に防 
ぐため、必ず巧ってし''ただをたし、 
ことでず。 

I 知識 

知っていると便利なことや、知っ 
ておいていただをたいことです。 

環境 9 


環境保護のためのアドバイスや 
守ってし''たださたし''ことを記載し 
ています。 


環境な護について 


ダイムラー社では、大気巧染の抑制、 
資源の有効利用をはじめとずる環境な 
護巧策に取り組んでいます。環境保護 
のため、お車をご使用になるとをはじ ( 
下の点にご協力ください。 

• タイヤの空気圧び適正であること 
を確認してください。 

• 停車したままの暖機運転は必要あ 
りません。 

• 急発進や急加速は避けてください。 

• エンジン回転数びその車の許容限 
度の2/3 (許容限度び6,000回転 
のときは約4,000回転）を超えな 
いように運転してください。 

• 不必要な荷物を載せたままにしな 
いでください。 

• スキーラックやルーフラックびお 
要でないとさは、車から取り外し 
てください。 


• 長時間の停車時は、エンジンを停 
止してください。 

• 指定サービスエ場で適切な時期に 
点検整備を受けてください。 
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ダイムラー社は、資源を有効活用 
ずるため、 U サイクル部品を積極的 
に導入しています。 


A 


車両には警告ラベルび貼付されてい 
ます。これらの警告ラベルには危険 
な状況を回避ずるための情報をはじ 
め、車をま全に使用ずるための情報 
び記されています。 

警告ラベルは絶巧にはびさないでく 
ださい。 
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. 安をのために 


駐停車ずるとを 

1-1 1 

雨降りや濃霧時の運お 

1-12 

才ートマチック車の取り扱い 

1-13 

こんなことにちま意 

1-15 



安をのために 


ちずる前に 


をす5ず々刖 


点検と壁倫 

曰常点検や定期点検は、使用ち自身の 
責任において実施することび法律で義 
務付けられています。これらの点検項 
目については、別冊の r 整備手帳」を 
お読み < ださい。 


夏季の取り扱い 

• 夏を迎える前にエアコンディシヨ 
ナーの冷媒に不足びないか、指定 
サービスエ場で点検を受けて<だ 
ごい。 

• オーバーヒートの予防策として、 
し、つちより頻繁に冷却水量を点検 
して < ださい。 


日ごろの化態と異なるとさ 

エンジンをかけたとを、いつ石と異な 
る音やにおいを感じたり、駐車して し、 
た場所に水やオイルの跡び残っている 
とさは、すみやかに指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 


ドアを開<と 

ドアを開くと、一部の装置び自動的に 
動を始め、作動音などび聞こえること 
びありまずび、異常ではありません。 


タイヤの点検 

タイヤの空気圧や溝の深さび十分あ 
り、タイヤに損傷や異當な摩耗びない 
ことを点検して<ださい。タイヤの空 
気圧びほかったり、損傷したタイヤで 
走行ずると、タイヤび破裂したり、乂 
災び発生するなど、事故を起こすおそ 
れびあります。 
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シートベルトはがず着用 

走行を開始する前に、すべての乗員び 
シートベルトを着用して<ださい。 


運輯席足元にま意 

• 運転席の足元には、物を置かない 
でください。 ブレーキ ペダルやア 
クセルペダルの下に物び入ると、 
ペダルを操作でをな<なるおそれ 
びありまず。 

• フ□アマットは純正品のみを正し 
く使用してくだごい。車に合った 
をのを使用しないと、ペダル操作 
びでさな < なるおそれびありまず。 






ま全のために 


車庫内では 

車庫などの換気の悪い場所ではエンジ 
ンを停止してください。排気ガスに含 
まれる一酸化炭素を吸い込むと、一酸 
化炭素中毒を起こしたり、死 t ずるお 
それびありまず。 

一酸化炭素は、無色無臭のため気び付 
かないラちに吸い込んでいるおそれび 
ありまず。 


ウォーミングアップ（暖機運転） 

エンジンび冷えているときでを、停車 
したままでの履機運転は必要ありませ 
ん。エンジンの始動後は、急加速を適 
けて車をウオーミングアップしてくだ 
さい。 


燃料の給油 

-燃料は無鉛プレミアムガソ U ンを 
使用してください。有鉛ガソ U ン 
や粗悪なガソリン、指定な外の燃 
料（高濃度アルコール含有燃料な 
ど）を使用したり、添加剤などを 
混入すると、エンジンなどを損傷 
するおそれびあります。 

-目的地まで余裕ををって走れる 
よラに、十分な量を補給してく 
ださし、。 

-燃料給油□には、純正品(がの 
キャップを使用しないでください。 

• セルフ式のガソ U ンスタンドなど 
で給油するとをはおずじ(下の点を 
守り、ま全に十分ま意して作業を 
行なってくださし)。 

◊エンジンを停止して、ドアやド 
アウインドウなどを閉じて<だ 
さい。 

◊ 燃料給油□を開くことからはじ 
まる一連の給油作業は、必ずひ 
とりで行なってくださし、。 


走行'す々目な I し 

〇給ミ由作業をする人(がは燃料給 1 
油□に近付かないでください。 — 

〇給ミ由作業をする人は、作業の前 
に金属部分に触れるなどして身 
体の静電気を除去してください。 

身体に静電気を帯びていると、 

放電による火花で燃料に引火し 
たり、火傷をするおそれびあり 
ます。 

〇作業中は車内に戻らないでく 
ださい。帯電ずるおそれびあ 
ります。 

◊キヤップの取り外し/取り付 
け （3 -已吕）はお実に行ない、 

火気を近付けないよ5にして< 
ださい。 

〇燃料び塗装面に付着しないよラ 
にま意してください。塗装面を 
損傷するおそれびありまず。 




安全のために 


走た r 3 る刖 IL 

◊ 給油ノズルは給油□の奥まで確 
実に差し込んで < ださい。 

◊給油び自動的に停止したら、そ 
れじ(上は給油しないでくだごし、 
燃料を入れすざると、燃料漏れ 
のおそれや、エンジンび不調に 
なったり停止ずるおそれびあり 
ます。 

◊手動で給油しているとさは、状 
況を見なびら、給油の勢いを強 
くしないでゆっくりと給油して 
ください。燃料び吹さこぼれる 
おそれびありまず。 

◊ 気化した燃料を吸い込まないよ 
ラにま意してくださし、。 

◊ ガソ U ンスタンド内に掲示され 
ているま意事項を遵守してくだ 
さし、。 


荷物を積むとき 

• 荷物はでさるだけトランクに積ん 
でください。 

• 車内に荷物を積むとをは、動かな 
いよラに確実に固定してください。 
急ブレーキ時などに荷物び放り出 
され、乗員びけびをするおそれび 
あります。 


• U アへッドレスト後方のスぺース 
に荷物を置かないでください。急 
ブレーキ時などに荷物び放り出さ 
れ、乗員びけびをずるおそれびあ 
りまず。 


• 鋭い角のあるをのは、角の部分に 
必ず カバーを してください。 

• 荷物をシートのバックレストより 
ち高く積み上げないでください。 


燃えるものは積まない 

燃料を入れた容器や可燃性のスプレー 
宙などを積まないでください。万一 
のとをに引火や爆発のおそれびあり 
ます。 


1-4 




ま全のために 


子供を乗せるとき 


子供を乗はるとき 


子供にち必ずシートベルトを着用 

• モ供であってち、シートベルトを 
正しく着用して、シートやヘッド 
レストび正しし'>位置になって し、 る 
ことを大人び確認してください。 
正しくシートベルトび着用でをな 
いルさな子供は、チャイルドセー 
フテイシートを使用してくださし、。 

-乳児や子供を抱いたり、膝の上に 
乗せて走行しないで<ださい。急 
ブレーキ時や事故のとを、大人と 
車の間に挟まれて重大なけびをす 
るおそれびあります。 


ルさな子供にはチヤイルドセーフティ 
シート 

日歳未満の子巧にはチヤイルドセーフ 
テイシート（吕-1 8) を使用することび 
法律で義務付けられていまず。 


子供はを席に 

-テ供はでさるだけ後席に乗せてく 
ださい。助手席では、テ供の動を 
び気になったり、モ供び運転装置 
に触れるなど、運転の妨げになる 
ことびあります。 

• チャイルドセーフテイシートは、 
おず後席に装着してください。や 
むを得ず助手席に装着するとをは、 
車の進行方向に向けてチャイルド 
セーフティシートを装着し、助手 
席シートを最後部に移動して<だ 
さい。 

-子供を助手席に座らせるときは、 
助手席シートを最後部にし、正し 
く座らせてください。エアバッグ 
の作動時に大さな衝撃を受けるお 
それびあります。 







安全のために 


子供を乗せるとき 

子供には操作させない 

• ドアやドアウインドウ、 U アサイ 
ドウインドウは大人び開閉してく 
ださい。テ供び操作ずると、身体 
を挟んだり、けびをするおそれび 
あります。 

• U アサイドウインドウの セーフ 
テイスイッチ （3 -已 8) を活用してく 
ださい。 


ドアウインドウやリアサイドウインド 
ウ、スライディングルーフ（クーぺ） * 
の開□部か百身体を出さない 

子供びドアウインドウや U アサイドウ 
インドウ、スライディング ルーフの 開 
□部から身体を出さないよラにミ主意し 
て<ださい。けびをずるおそれびあり 
ます。 


車か5離れるとを 

子供だけを車内に残して車から離れな 
いでくださし、。 

〇運転装置に触れてけびをするおそ 
れびありまず。 

◊誤ってドアを開き、事故の原因に 
なるおそれびありまず。 

◊炎天下では車内び高温になり、熱 
中症を起こずおそれびあります。 

◊寒冷時には車内び低温になり、命 
にかかねるおそれびありまず。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります。 
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ま全のために 


慣5し運転 


新車の場合、エンジンなどの機械部分 
び馴染むまで r 慣らし運転」ずること 
をお勧めしまず。 

新車時に十分な慣らし運転を行な5こ 
とにより、将来にわたってを定した性 
能を維持ずることびでをまず。 

知識 

新車時の高速走行後など、 エン ジ 
ン ルームから わずかに白煙び出た 
り、独特の臭いびすることびあり 
ます。これは防鐘な護ワックスび 
加熱されて発生ずるちので、故障 
や異萬ではあ D ません。走行距離 
び増すと臭いはな< なりまず。 


最初の1,已〇 0km までは liTF のミ主意事 
項を守ってください。 

-エンジン回転数び許容限度の 
2/3(許容限度び已,000回転のとさ 
は約4,00□回転)を超えないように 
運転してください。 

-エンジンに大をな負担のかかる崖 
転は適けてくだごい。 

-いつち一定のエンジン回転数で走 
行ずるのではなく、負担のかから 
ない範囲で回転数と速度を変えて 
<ださし、。 

. キックダウンや過度のエンジンブ 
レーキは避けてくださし、。 

-ギアレンジ位置およびギア位置 
H、 ■■は山道などを低速 
で走行するとをにだけ使用してく 
ださい。 

• できるだけ、走行モードを C モー 
ドにして走行してください。 

走行距離び1,已 00km を超えたら、ェ 
ンジン回転数を徐々に高回転まで上げ 
てください。 


慣5し運転^ ■ 

知識 1 

• CLK 日3 AMG は、ムソ下のミ主意 
を事項を巧ってくださし、。 

0走行距離び1，已〇 0km になる 
までは走行速度び140 km/h 
を超えないよラにしてくだ 
さい。 

〇エンジン回転数び4,已〇〇回 
転を超えた状態で長時間走 
行しないでください。 

-エンジンや駆動系部品の分解や 
交換をした後ち、慣らし運転を 
行なって< ださし、。 

. キックダウン： 走行中にアクセ 
ルペダルをいっぱいに踏み込む 
と、自動的に低いギアに切り替 
わり、エンジンの回転数び上 
びって素早<加速しまず。これ 
をキックダウンといいまず。 

• エンジンブレーキ： 走行中、ア 

クセルペダルを戻したとをに発 
生するエンジンの内部抵巧を利 
用した減速をエンジンブレーキ 
といいます。低いギアのときほ 
ど効をび強くなります。 





安をのために 
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走行ずるとを 


アクセルペダルはおだやかに操作 

• 発進や加连ずるとをは、タイヤを 
空転させないよラにおだやひにア 
クセルペダルを操作して<ださい。 
タイヤを空転させると、タイヤだけ 
でなくトランスミッションや駆動系 
部品を損傷するおそれびあります。 

• 車間距離を十分に確保して、不要 
な急発進や急加速、急ブレーキを 
避けて < ださし、。 


横風び強いとを 

横風び強<、車び横方向に流されそラ 
なとをは、ステア U ングをしっかりと 
握り、いつちより速度を下げて進路を 
保ってくださし、。 


トンネルの通過 

トンネルに進入するときは、ヘッドラ 
ンプを点灯してください。内部照明び 
暗いトンネルでは、進入直後に視界び 
悪くなることびありますので、十分ま 
意してくだごし、。 


エンジンブレーキのミき用 

下り坂び続くときは、エンジンブレー 
キを活用して < ださい。 ブレーキぺダ 
ルを長時間踏み続けると、ブレーキ 
ディスクび過熱してブレーキの効をび 
悪くなるおそれびあります。 


知識 

エンジンブレーキ：走行中、ァク 

セルペダルを戻したとさに発生ず 
るエンジンの内部あ巧を利用した 
減速をエンジンブレーキといいま 
す。低いギアのとさほど効さび強 
くなります。 


滑りやずい路面 

滑りやすい路面では、シフトダウン操 
作による急激なエンジンブレーキを効 
かせないで < ださい。 


自動車電話、携帯電話 

運転ちは、走行中に自動車電話やお帯 
電話を使用しないでください。道路交 
通法違反になりまず。なお、八ンズフ 
U —機能は使用でをますび、ミ主意力び 
散漫になり事故の原因になるおそれび 
あります。ま全な場所に停車してから 
使用してくださし、。 


1-8 






ま全のために 


水たまりの通過を 

水たまりの通過をや洗車直後は、ブ 
レーキの効さび遅れたり、悪くなるこ 
とびあります。このよラなとさは、後 
続車にミ主意しなびらほ速で走行し、ブ 
レーキの効をび回復するまでブレーキ 
ペダルを数回軽く踏んでくださし、。 


スタック（立ち往生）したとを 

-めかるみなどでタイヤび空転した 
り脱輪した状態から脱出するとさ 
は、タイヤを高速で空転させない 
でください。脱出直後に車び急発 
進して、事故を起こずおそれびあ 
ります。 


また、タイヤを高速で空転させる 
と異苗な過熱び起こり、タイヤの 
破裂や火災などの事故び起をたり、 
トランスミッシヨンを損傷ずるお 
それびあります。 

-スタックした状態から脱出ずると 
さは、タイヤ前後の±や雪などを 
取り除いたり、タイヤの下に板や 
石などをあてびうと効果的でず。 


走行ずるとき ■ 

道路冠水や車が水没したとを 1 

-冠水した道路を走行するとをに許 ~~ 
容されている最大水深は約2已 cm 
です。 

• 波び立たないよラな速度で走行し 
て < ださし、。 

-豪雨などで道路び冠水し、マフ 
ラーに水び入ったときはミ夫してエ 
ンジンを始動しないで < ださし、。 
そのままエンジンを始動すると、 
エンジンに重大な損傷を与えるお 
それびあります。 

. 車び水没した場合は、水び引いた後 
で石エンジンを始動せずに、指定 
サービスエ場に連絡して < ださい。 


1-9 




安全のために 


走行中に異常を感じた曰 


走行中に異常を感じたら 


警告灯び点灯したとをやマルチファン 
クシヨンディスプレイに故障/警告 
メッセージび表をされたとを 

ただちにを全な場所に停車してエンジ 
ンを停止し、本書に従い対処してくだ 
さい。それでち警告 I 灯や故障/警告 
メッセージび消好しないとをは、指定 
サービスエ場に連絡して<ださい。そ 
のまま走行を続けると、事故を起こ 
したり、車に重大な損傷を与えるお 
それびあります。 


ボディ下部に強い衝撃を受けたとを 

ただちにま全な場所に停車してボディ 
の下部を点検し、ブレーキ液や燃料な 
どび漏れていないか確認してくださ 
し、。漏れやボディ下部に損傷を見つけ 
たとをは、運転を中止して指定ヴービ 
スエ場に連絡してください。損傷を放 
置したまま走行を続けると、事故を起 
こずおそれびあります。 


走行中にタイヤがパンクしたり、破裂 
したとを 

あわてずにしつかりステア U ングを支 
えなびら、徐々に減速してま全な場所 
に停車してください。急 ブレーキや 急 
八ンドル操作をすると、車のコント 
□ールを失い、事故を起こすおそれび 
あります。 
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ま全のために 


駐停車ずるとを 


駐車ずるときのを意事項 

-マフラーは 非當に高温になりまず。 
周囲に枯れ草や紙くず、油など燃 
えやずいちのびある場所には駐停 
車しないでくださし、。 

-同柔をびドアを開くときは、周囲 
に危険びないことを運転をび確認 
して < ださし、。 

• 見通しの悪い場所や暗い場所では 
駐車しないでくださし、。 

-炎天下での駐車時には、車内各部の 
温度びが苗に高くなりまず。ステア 
U ングやセレクターレバー、シート 
などに触れると、义傷をずるおそれ 
び友ります。 

-炎天下に駐車するとをは、ウインド 
ウにカバーをしたり、ステアリング 
やセレクターレバー、シートなどに 
カバーやタオルをかけて、温度の上 
昇を抑えてください。 


-炎天下に駐車したをは、柔車する 
前に換気をずるなどして、車内各 
部の温度を下げてください。 

• フ□ントウインドウやボンネット 
の周囲に枯れ葉や異物びある場合 
は必ず取り除いてください。車両 
下部の排水□び目詰まりを起こし、 
車内に水び侵入ずるおそれびあり 

Ct^ 9 〇 


雪が降っているとさ 

車の周囲び雪で覆われているときは、 
雪を取り除いてからエンジンを始動し 
てください。積雪により マフラーび ふ 
さびれ、排気ガスび車内に侵入するお 
それびあ0まず。 


急な坂道では 

急なあ道で駐車ずるときは、セレク 
ターレバーを la に入れ、パーキング 
ブレーキを確実に効かせて < ださし、。 
さ日に輪止めをして前輪を歩道方向に 
向けてくだごし、。 


駐停車ずるとき ■ 

仮眠ずるとき 1 

やむを得ず車内で仮眠するとさは、ま 
全な場所に駐車して必ずエンジンを停 
止してください。無意識のうちにセレ 
クターレバーを動かしたり、アクセル 
ペダルを踏み込むと、車び動を出し、 

事故を起こずおそれびあります。 

また、アクセルペダルを踏み続けると、 
エンジンや マフラーび 異常過熱して义 
災の原因になるおそれびありまず。 


後退ずるとを 

後方視界び十分に確保でをないとを 
は、車から降りて後方のま全を確認し 
てくださし、。 






安全のために 


雨降りや濃霧時の運転 


雨降りや濃露時の運輯 


雨降りや濃霧時の注意事項 

雨び降っていたり、濃震び発生して 
いるとをは、路面び磊れて滑りやず 
く視界ち悪くなりまず。(下の点に 
ま意して、いつちより慎重に運転し 
てください。 

• 路面び滑りやすいので、タイヤの 
接地力び大さく低下し、通常より 
制動距離ち長くなりまず。 

また、見通しび悪いので歩行ちや 
障害物の発見び遅れびちになりま 
す。いつちより速度を下げ、車間 
距離を十分に確保してくだごい。 

• 濡れた路面では急激なエンジンブ 
レーキを効かせないで<ださい。 
滑りやずい路面で急激なエンジン 
ブレーキを効かせると、ス1」ップ 
して車のコント□ールを失い、事 
故を起こずおそれびありまず。 
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• 路面び蕭れているとさは、クルー 
ズコント□ールを使用しないで< 
ださい。 

• 水たまりの通過後や激しい雨の中 
で長時間ブレーキを使用しないで 
走行しているとをは、ブレーキの 
効きび悪くなることびあります。 
このとをは、後続車にミ主意しなび 
ら低速で走行し、ブレーキの効を 
び回復ずるまでブレーキペダルを 
数回軽 < 踏んで < ださい。 

• ま全な視界を確保ずるため、必要 
に応じてデフ□スターや U アデ 
フオッガーを作動させてくださし、。 
またはエアコンデイシ ヨナー を作 
動させて車内を除湿してください。 


-雨降りや濃震時は、自分の車の存 
在を周囲に知らせるため、ヘッド 
ランプやフォグランプを点灯して 
ください。ただし、ヘッドランプ 
を上向さにすると、雨や濃震に反 
射して視界を損なったり、対向車 
を眩惑するので、下向をで点灯し 
て < ださし、。 

-濃霧のとさはフォグランプを点灯 
し、速度を落として走行してくだ 
さい。危険を感じるとさは、震び 
晴れるまで安全な場所に停車して 
ください。 






才ートマチック車の取り扱い 


運転する前に、オートマチック車の特 
性や操作上のま意を理解し、正し<操 
作してください。「オートマチック車 
の運転」ちあわせてお読みください 

(已 -1 巨)。 


才ートマチック車の特性 

ク U - プ現象：エンジンびかかってい 
るとを、セレクターレノ（一び ra、d 
じ(外に入っていると、動力びつなびっ 
た状態になり、アクセルペダルを踏み 
込まなくてち車びゆっくり動さ出しま 
ず。これをク U —プ現象といいまず。 

キックダウン：走行中にアクセルぺダ 
ルをいっぱいまで踏み込むと、自動的 
に低いギアに切り替わり、エンジンの 
回転数び上びって素早く加速します。 
これをキックダウンといいます。 


ま全のために 


オートマチック車の取り扱い 


エンジンの始動前 

-ブレーキ ペダルは必ずち足で操作 
してください。不慣れな左足で操 
作ずると、事故を起こずおそれび 
あ0ます。 

-ブレーキ ペダルを踏み込んだとさ 
に、ペダルび一定のところで停止 
することやペダルの踏みしろの量 
を確認してください。 


エンジンの始動 

セレクターレバーび la に入ってい 
ることを確認して、ブレーキペダル 
を確実に踏んでエンジンを始動しま 
す。アクセルペダルを踏む必要はあ 
りません。 


発進 

-エンジンび適正なアイド U ング回 
転数になっていることを確認して 
<ださい。 

. セレクターレバーを|〇、 la に入 
れるとをは、必ず ブレーキ ペダル 
を十分に踏み込んでください。 

-アクセルペダルを踏んだまま、セ 
レクターレバーを動かさないでく 
ださい。車び急発進するおそれび 
あります。 

-急な上りあで発進するとをは、 
パーキングブレーキを効かせたま 
まアクセルペダルを静かに踏み込 
み、車びわずかに動を出すのを確 
認してからパーキングブレーキを 
解除して発進して < ださい。 







安全のために 


オートマチック車の取り扱い 
走行中 

• 走行中はセレクターレバーを Dl 
に入れないでください。エンジン 
ブレーキびまった<効かないため 
事故につなびったり、トランス 
ミッシヨンを損傷するおそれびあ 
ります。 

• 滑りやずい路面で急激なエンジン 
ブレーキを効かせると、ス U ップ 
して車のコント□ールを失い、事 
故を起こずおそれびありまず。 



停車 

• 停車中はエンジンの空ぶかしをし 
ないでください。万一、セレク 
ターレバーび 走行位置に入ると、 
車び急発進して事故を起こすおそ 
れびありまず。 

• 急な上り坂での停車時、後退しよ 
ラとする車を、アクセルペダルを 
踏むことにより停止状態を保たな 
いで<ださい。トランス S ツシヨ 
ンを損傷ずるおそれびあります。 

• 完全に停車する前に、セレクター 
レバーを la に入れないで くださ 
し、トランスミッションを損傷ず 
るおそれびありまず。 


駐車 

• 駐車時や車から離れるときは、必ず 
セレクターレバーを la に入れ、 
ノ （ー キングブレーキを確実に効かせ 
て、エンジンを停止してくださし、。 

• 後退したあとは、すぐにセレク 
夕ーレバーを la か！3■に戻すよう 
にむびけてください。 m に入っ 
ていることを忘れてアクセルぺダ 
ルを踏み込むと、車び後退して事 
故を起こずおそれびありまず。 
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安全のために 


こんなことにも注意 


運車5ずるときのを意事項 

-服用後の運転び禁止されている薬 
や、酒類を飲んだ後は絶対に運転 
しないで < ださい。 

. ライターを車内に放置しないでく 
ださい。炎天下の車内は非常に高 
温になるため、ライターび発义し 
たり爆発ずるおそれびあります。 

-ペダル操作の巧げになるよラな靴 
(厚底靴など）やサンダル履をで運 
転しないで < ださし、。 

-ウインドウなどに吸盤を貼り付け 
ないでください。吸盤びレンズの 
働ををし、火災び発生するおそれ 
びありまず。 


違法改造はしない 

-違法改造はしないでください。違 
法改造や純正でない部品の使用は、 
保証の適用外になるだけでなく、 
事故の原因になります。 

-定期交換部品などは純正品だけを 
使巧し、燃料や油脂類などは指定 
品を使用してくださし、。 

-承認されていない燃料やオイルの 
添加剤などは一切使用しないでく 
ださい。故障の原因になるおそれ 
びありまず。 

-無線機やオーディオなどの電装品 
を取り付けたり取り外ずとさは、 
指定サービスエ場におたずねくだ 
さし、。 


こんなことにち注意 

ナ ピゲーシヨ ンシステムは走行中に操 1 

作しない — 

ナビゲーシヨンシステムの操作は、で 
をるだけ走行中を避け、ま全な場所に 
停車してから操作してください。走行 
中に画面を見るとさは、必要最ル限 
(約]秒じ(内）にとどめてくださし、。 


をびしいを件下での運転 

発進、停止を繰り返す市街地走行、山 
間部や路面の悪い道路などさびしい条 
件下での走行びをいとさは、タイヤや 
エアクリーナー、オイル、フィルター 
類の点検整備や交換を、定期的な交換 
時期よりち早 < 行なラことび必要にな 
りまず。 






正しい運輯姿勢 

2-2 

チヤイルドセーフテイシート 

2-18 

シートベルト 

2-3 

才ートマティック □ —ルバー 


SRS エアバッグ 

2-1 1 

(カブリオレ） 
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安全装備 


■ III I 11 



正しい運転姿勢になるよラに上記の 
点にま意してシートを調整して<だ 
さし、。 


警告 A 


• 運転席の柔員は必ず運商前に自 
分の運転姿勢に合った正しい 
シート位置に調整してください。 
運転中に調整して操作を誤ると、 
車のコント□ールを失い、事故 
を起こすおそれびあります。 

-バックレストと背中の間に物を挟 
まないでください。事故のとを、 
けびをずるおそれびありまず。 

• シートのバックレストを大さく 
後方に傾けた状態で走行しない 
で<ださい。急 ブレーキ 時や衝 
突時などに身体びシートベルト 
の下を抜けてベルトの力び腹部 
や首にひかり、致命的なけびを 
するおそれびあります。 


ま意！ 

-シートを調堅しているとをは、 
シートの下や横に身体を入れた 
り、作動部に触れないでくださ 
し、挟まれてけびをするおそれ 
びあります。 

-シートの一部び身体や物に当 
たったとさは、それ liLh 操作し 
ないで < ださい。 

-誤ってシート調整スイッチに触 
れるとシートび動さ、柔員びけ 
びをするおそれびあります。子 
供を柔せているとをは十分を意 
してください。 


※車種や仕様によりシートのお状などは異なります。 
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安全装備 


シート^'^ 


シートベル 


シートベルトは、万一の衝突時などに 
乗員び受けるけがの被害を軽減させる 
乗員保護装置でず。 

急ブレーキや衝撃などを感知ずると 
シートベルトをロックして乗員び 
シートから放り出されないよラに拘 

■5^ しよ9 a 


シートベルトの効果を十分に発揮させ 
るためには、走行前に正しく着用し、 
正しく取り扱ラことが必要です。 



ベルトを急に引を出して 
□ックずることを確認する 


腰骨のでさるだけ低い位置 
を通っている 


シートベルトのプレートび 
バックルに正しく差し込ま 
れてし、る 


シートベルトび首に当たったり、 
肩からがれないよラに、 

シートを調整する 


ねじれびない 


肩の中央にかかっている 


2 


※車種や仕様によりシートの形状などは異なります。 
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安全装備 


シ—トベルト 

警告 A 


• すべての乗員びシートベルトを 
着用して<ださい。シートべル 
卜を正し<着用していなかった 
り、シートベルトのプレートび 
バックルに確実に差し込まれて 
いないと、急ブレーキ時や衝突 
時などに身体を車内に激しくぶ 
つけたり、車外に放り出されて 
致命的なけびをするおそれびあ 
0ます。 

• シートベルトの機能び十分発 
揮でさるよラに、じ(下の点に 
ミ主意して正し<着用して<だ 
さい。 

◊バックレストをできるだけま 
直の位置にしてください。 

◊コートなどの厚手の衣類は着 
用しないでください。 


◊ シートに深く腰かけてくだ 
さい。 

◊ 肩を通るベルトを協の下に通 
さないでください。上体を固 
定でをず、衝突したとをなど 
に強い衝撃を受けまず。 

〇腰を通るベルトは腰骨のでを 
るだけあい位置にひけてくだ 
さい。腹部にかけると衝突し 
たとさなどに腹部び強 < 圧迫 
されます。 

◊ シートベルトびねじれた状態 
で着用しないでください。衝 
撃を分散でをなくなります。 

〇1本のシートベルトを2人が 
上で共用したり、シートべル 
卜と身体の間にパッグなどを 
挟み込まないでください。 


〇シートベルトク U ップなどを 
使用してシートベルトにたる 
みをつけないで < ださし、。 

〇子供を膝の上に柔せて走行し 
ないで<ださい。急 ブレーキ 
時や衝突時などに身体を車内 
に激しくぶつけたり、車夕りこ 
放り出されて致命的なけびを 
するおそれびあります。 

◊子供び着用ずるときは、着用 
状態を運転ちび確認して < だ 
さし、また、正しく着用でさ 
ない体格の子供は適切なチヤ 
イルドセーフテイシートを使 
用してください。 

◊着用前に、シートベルトや 
バックルに損傷やちれびない 
ことを確認してくださし、。 
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ま意！ 

• シートベルトを正しく機能さ 
せ、損傷を防ぐために(下の点 
にを意してください。 

◊ ドアや シートレールに 挟ま 
ない 

◊ 鋭利な部分にかけない 

◊ペンや眼鏡など、巧類のポ 
ケットに入れた鋭利でこね 
れやずい物にかけない 

◊たばこの义など、熱いちの 
をお付けない 

◊バックル部分に異物を入れ 
ない 

◊ 分解や改造などをしない 

• 衝突後やシートベルトび大をな 
衝撃を受けたとさは、指定サー 
ビスエ場で新品と交換し、関連 
部品の点検を受けてください。 


シート^'^} 


• 純正部品(外のシートベルトは 
使用しないで < ださし、。 

• 妊娠中の方やけびの治療中の方 
は、医師に相談の上、シートべ 
ルトを着用してくださし、。 

• シートベルトの強度び低下し、 
柔員保護機能び損なわれるので 
清掃ずるとをは(下の点にミ主意 
して < ださい。 


〇強い酸性やアルカ U 性洗剤、 
有機溶剤などを使用しなし、 

◊乾燥時にドライヤーや直射 
日光を当てない 

〇シートベルトを漂白したり、 
染色しなし、 
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シ—トベルト 


シー トベルト①着用 



⑦プレート 

② 解除ボタン 

③ バックル 


シートベルトを着用ずる 

► プレート①を持ってシートベルトを 
ゆっくり引を出します。シートべル 
卜び□ックして引さ出せないとを 
は、シートベルトを少し戻してから、 
再びゆっくり引さ出します。 

► シートベルトにねじれびないこと 
を確認して、フレート①の先端を 
バックル③に差し込みまず。 

► 腰を通るベルトび腰骨のでをるだ 
けイ氏い位置にかかるよラにして、 
ベルトにたるみびないよラに身体 
に密着させます。 

肩を通るベルトび肩の中巧にかか 
つてし''ることを確認しまず。 


シートベルトを夕1•ず 

► 手でプレート①を持ち、バックル③ 
の解除ボタン③を押して、シートべ 
ルトをゆつくり巻を取らせまず。 

1 ミ主意！ 

分割巧倒式リアシート（クーペ） 
を操作するとをは、 U アシートべ 
ルトを巧み込まないよラにを意し 
てください。 U アシートベルトび 
挟み込まれると正し<着用でさな 
くなります。 
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シート^'^ 


L シー^トヘルトィー づ— 



ドアを閉じてエンジンスイッチを1か 
2の位置にすると、シートベルトフィ 
ーダー①によりフロントシートベルト 
が前ちに送り出され、シートベルトの 
着用を容易にします。シートベルトを 
着用ずると、シートベルトフィーダー 
①は元の位置に戻ります。 

シートベルトを着用しないで次のいず 
れかの操作をしたとさち、シートベル 
トフィーダー①は元の位置に戻ります。 

-ドアを開いたとさ 

-エンジンスイッチを0の位置にした 
とさ 

. シートベルトが前方に送り出されて 
から約6日秒 Li (内にシートベルトを 
着用しなかったとさ 

-フ□ントシートのバックレストを前 
方に倒したとさ 


警告 A 


• シートベルトを着用したとさは、 2 

必ずシートベルトフィーダーが — 
元の位置に戻っていることを確 
認してください。シートベルト 
フィーダーが完全に元の位置に 
戻ってし''なし'!と、シートベルト 
の効果が発揮されません。 

. シートベルトを着用してちシー 
トベルトフィーダーが元の位置 
に戻らなかったとさは、手で押 
し込んでください。元の位置に 
戻せないとさは、走行せずに指 
定ヴービスエ場に連絡して < だ 
さい。 


ま意！ 

乗降時などには、シートベルトフ 
ィーダーに身体や物び当たらない 
よラ注意してください。 








安全装備 


ジ—卜へ/レト 
知識 

-シートベルトび前ちに送り出さ 
れているとさに障害物などに当 
たると、シートベルトフイーダ 
一は元の位置に戻ってから再作 
動します。 

. シートベルト フイ ータ’—は、障 
害物に8回当たると作動しなく 
なります。再び作動させるには、 
ドアを開閉してエンジンスイツ 
チを一度0の位置にしてから1 
か2の位置にします。 


シート ベルトテン シヨナー 

シートベルトテンシヨナーは、車の前 
後ち向から大さな衝撃を受けたとさに 
シ—トベルトを引さ込み、シートベル 
卜の効果を高める装置です。 

シートベルトテンシヨナーは、エンジ 
ンスイッチび2の位置にあり、シート 
ベルトのプレートびバックルに確実に 
差し込まれているとさに作動します。 

助手席には乗員検知機能を装備してお 
り、助手席に乗員がいないと判断した 
とさは助手席のシートベルトテンシヨ 
ナーは作動しません。 


「ベ J レ トノオ~ 乂リ 三:■ツタ~_ ] 

ベルトフ オース リ三ツ ターはシー トべ 
ルトに一定 Li (上の荷重びかかったとさ 
に作動し、乗員の胸にかかる力を軽減 

U 9 〇 
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ま意！ 

• シートベルトテンシ ヨナー び作 
動ずると、シートベルトに強く 
締め付けられることびありまず。 

• シートベルトに強く締め付けら 
れている状態でシートベルトを 
外ずときは、シートベルトのプ 
レートを確実につかみなびら 
バックルの解除ボタンを押して 
ください。シートベルトの張力 
により、解除したプレートび跳 
ね返り、けびをするおそれびあ 
ります。 

• 後席のシートベルトテンシヨ 
ナーは、作動するとバックルび 
引さ込まれます。バックル部分 
に作動の妨げになるよ5な石の 
びないことを確認してくださし、。 

また、バックルをつかまなし、で 
ください。 

• 作動したシートベルトテンシヨ 
ナーは、必ず指定サービスエ場 
で新品と交換して < ださし、。 


知識 

• シートベルトテンシ ヨナー の作 
動時にわずかなびら白煙び発生 
することびありますび、火災の 
む配はありません。 

また、ぜんそくなどの呼吸疾患 
のあるちは一時的に呼吸障害を 
起こずおそれびありまずので、 
を全を確認のラえ車外へ出るか、 
ドアやドアウインドウなどを開 
さ換気を行なってください。 

• シートベルトテンシ ヨナーの 作 
動時に爆発音び聞こえまずび、 
通萬では聴力への影響はありま 
せん。 


• シートベルトテンシヨナーび作 
動ずると、エアバッグシステム 
警告巧び点灯しまず。 


シートベルト 

-助手席に重い荷物などを積ん 
で、シートベルトのプレートを 
バックルに差し込んでいるとさ 
は、助手席シートベルトテン 
シヨナーび作動することがあり 
ます。 

• ドア□ックスイッチや車速感応 
ドア□ックなどにより車が施錠 
されていても、シートベルトテ 
ンシヨナーやエアバッグが作動 
ずると、ドアは自動的に解錠さ 
れます。 

• 未作動のシートベルトテンシヨ 
ナ ーを 廃棄するとをは、廃棄専 
用の処置が必要です。指定ヴー 
ビスエ場、または専門業者に依 
頼してください。 
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シ—トベルト 


シートベルト着用警告 
pq シートベルト警告灯 

エンジンスイッチを吕の位置にすると 
点灯し、数秒後に消好しまず。 

点灯しないとさは警告 I なの異萬ですの 
で、ずみやひに指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 

エンジンびひかっているとをに運転席 
または助手席の柔員びシートベルトを 
着用していないとをは、シートベルト 
警告灯び点灯します。 


シートベルト警告音 

運転席の柔員びシートベルトを着用せ 
ずにエンジンスイツチを吕の位置にす 
るかエンジンを始動ずると、警告音び 
数秒間鳴り、シートベルトの着用を促 
しまず。 


走行中のシートベルト警告 

走行速度び約2已 km / hLi ( 上になった 
とさに、運転席または助手席の柔員び 
シートベルトを着用していないかシー 
トベルトをバックルからがしたとを 
は、シー h ベル h 警告巧び点滅して、 
断続的な警告音ち鳴ります。 

そのままの状態で約60秒間走行する 
か、または停車したとさは警告灯は点 
灯に変わり、警告音を鳴り止みまず。 
ただし、シートベルトを着用しなし、ま 
ま再び走行を始めて速度び約 
2已 km / h じ(上になると、この警告は 
繰り返し行なわれまず。 


知識 

助手席に重い荷物などを積んでし、 
ると、エンジンびかかっていると 
さにシートベルト警告び行なわれ 
ることびあります。 
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安全装備 



エアバッグは、シートベルトの効果を 
補助する装置でず。 


エアバッグの効果を発揮させるために 
は、シートベルトの正しい着巧び条件 
になりまず。 

衝突時のよラに車び強い衝撃を受ける 
と、収納されているエアバッグび瞬時 
にふくらんで柔員の前面や周囲にエア 
クッションを作り、柔員への衝撃を分 
散-軽減します。 

衝撃を受ける状況によって、作動する 
エアバッグび異なります。 


運輯席/助手席エアバッグ 



ち八ンドル車 
①運転席エアバッグ 
ステアリングパッド部 
③助手席エアバッグ 

助手席ダッシュボードノ（ネル部 


SRS ェァバッグ ■ 

前方からの強い衝撃を受けると作動 
し、柔員の頭部や胸部への衝撃を分 
散-軽減します。 

2 

また、車び横転したとさち、運転席/ — 
助手席エアバッグは作動することび 
ありまず。 

運転席/助手席エアバッグは、シー 
トベルトを着用しているとさに作動 
しまず。 

助手席には柔員検知機能を装備して 
おり、助手席に柔員びいないと判断 
したとをは助手席エアバッグは作動 
しません。 


知識 

SRS は Supplemental Restraint 
System (柔員保護補助装置）の 
略です。 


2-11 











安全装備 


II 1 


サイドバッグ 

フロント/リアサイドバッグ 
(ク-ぺ） 



③ フ□ントヴイドバッグ 
左ちのドアの内張0部 

④ リアサイドバッグ 
リアシート左ちの内張り部 


横方向からの強い衝撃を受けると、衝 
撃を受けた側のサイドバッグび作動 
し、陶部への衝撃を分散-軽減しまず。 

また、車び横転したとさちサイドバッ 
グは作動ずることびあります。 

フ□ント/ U アサイドバッグは、 
シートベルトを着用しているとをに作 
動します。 

助手席には乗員検知機能を装備してお 
り、助手席に柔員びいないと判断した 
とさは助手席側のフ□ントサイドバッ 
グは作動しません。 


へッドソラックスサイドバッグ/ 
リアサイドバッグ（カブ U オレ） 



⑤ へッドソラックスサイドバッグ 

フ□ントシートのバックレスト側面 

⑥ U アサイドバッグ 

リアシー ト左ちの内張0部 
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横方向からの強い衝撃を受けると、衝 
撃を受けた側のサイドパッグび作動 
し、頭部および胸部への衝撃を分散- 
軽減しまず。 

へッドソラックスサイドバッグ/ U 
アサイドバッグは、シートベルトを着 
用しているとをに作動しまず。 

助手席には乗員検巧機能を装備してお 
り、助手席に柔員びいないと判断した 
とさは助手席側のへッドソラックスサ 
イドバッグは作動しません。 


安全装備 


SRS エアバッグ 


ウインドウバッグ（クーぺ） 



⑦ウインドウバッグ 

フ□ントピラーからリアピラー間の 
ルーフ ライニング部 

横ち向からの強い衝撃を受けると、衝 
撃を受けた側のウインドウパッグび作 
動し、頭部などへの衝撃を分散-軽減 
します。 


エアバッグシステム警告口 

エンジンスイッチを1の位置にずると 
数秒間点打します。また、吕の位置に 2 
すると点巧し、エンジン始動後に消灯— 
し Ct ^ 9 〇 

点好しないとさは、警告巧び故障して 
いまず。 

数秒後またはエンジン始動後に消好し 
ないとを、エンジンびかかっていると 
をに点打したときはエアバッグシステ 
ムや シー トベルトテンシヨ ナーの 故障 
でず。ただちに指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 

知識 

エアバッグび作動すると、エアバッ 
グシステム警告灯び点灯します。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異なります。 
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安全装備 


SRS エァバッグ 

警告 A 


• エンジン始動をちエアバッグシ 
ステム警告灯び点灯するとをは、 
事故などの衝撃びあってちエア 
バッグや シー トベルトテン シヨ 
ナーび作動しないおそれびあり 
ます。また、不意に作動ずるお 
それちあ0まず。すみやかに指 
定サービスエ場で点検を受けて 
くだごい。 

• 運転席シートは正しい位置に調 
整し、助手席シートはでさるだ 
けを方に動かし、エアバッグと 
の間隔を確保してください。間 
隔び狭すざると、エアバッグび 
作動する衝撃でけびをずるおそ 
れびあ0ます。 

• 運転中はステア1」ングのパッド 
部を持ったり、身体をステア1」 
ングやダッシュボードにのせな 
いでください。 


-ウインドウやドアの内張り部、 
U アシート左ちの内張り部、ピ 
ラーの周囲にアクセサ U —など 
を取り付けないで < ださし、。 

• アシストグ U ップ やコートフ ッ 
クにひたい物や鋭利な物をかけ 
ないでください（クーペ）。 

• ステア U ングのパッド部やエア 
バッグ収納部に、バッジ、ス 
テッカー、 U モコンなどを貼付 
したり、市販のカップ ホルダー 
やアクセサ U —などを取り付け 
ないで < ださし、。 

• フ□ントシートには巿販のシー 
トカバーを使用しないで くださ 
し、。 へ、ソ ドソラックスサイド 
バッグの作動び巧げられるおそ 
れびあります（カブ1」オレ）。 


-エアバッグ収納部やその近くに 
物を置かないでください。 

-膝の上にペットや荷物を抱える 
など、エアバッグと柔員との間 
に物を置かないでください。 

-ルーム 云 ラーに 市販のワイド S 
ラーなどを取り付けないでくだ 
さい。 

-ドアなどの内張りやピラー、ウ 
インドウに寄りかからないでく 
ださい。 

-巧服のポケットなどに重い物や 
鋭利な物を入れないでくださし、 
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ま意！ 

• エアバッグは高温のガスにより 
面<らむため、すり傷や火傷、 
打撲などをすることびありまず。 

• エアバッグの作動後はエアバッ 
グや関連部品に身体を触れない 
で<ださい。部品び熱<なって 
おり、乂傷をするおそれびあり 
まず。 

• エアバッグび作動したをは、必 
ず指定サービスエ場で新品と交 
換してください。 

• エアバッグを取り外したり、 
関連部品や配線などを改造し 
ないでください。誤作動でけ 
びをしたり、正しく作動しな 
<なりまず。 


知識 

• 車の前ちからの衝撃び弱いとさ 
は シート ベル ト テンシヨ ナーだ 
けび作動し、運転席/助手席ェ 
アバツグは作動しないことびあ 
りまず。 


• 助手席シートに重い荷物などを 
積んで、シートベルトをバック 
ルに差し込んでいるとさは、助 
手席エアパッグや助手席側のフ 
□ントサイドバッグ（クーペ） 
またはへッドソラックスサイド 
バッグ（カブI」オレ）び作動ず 
ることびあります。 

• ドア□ックスイッチや車速感応 
ドア□ックなどにより車び施錠 
されていてち、エアバッグや 
シー トベルトテン シヨナーび作 
動すると、ドアは自動的に解綻 
されます。 


SRS ェァバッグ ■ 

-エアバッグの作動時にわずか 
に白煙び発生ずることびあり 
まずび、火災のむ配はありま 
せん。 _L 

また、ぜんそくなどの呼吸疾 
患のあるちは一時的に呼吸障 
害を起こすおそれびあります 
ので、を全を確認のラえ車が 
へ出るか、ドアやドアウイン 
ドウなどを開を換気を行なっ 
て < ださい。 

-エアバッグの作動時に爆発音 
び聞こえまずび、通常では聴 
力への影響はありません。 

• ボディの部位によって受けた衝 
撃を吸収する度合いび異なるの 
で、損傷の大ささとエアバッグ 
の作動は必ずしを一致しません。 

• 未作動のエアパッグを廃棄する 
とさは、廃棄専用の処置び必要 
です。指定サービスエ場、また 
は専門業者に依頼して < ださい。 
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II 1 


運転席/助手席エアバッグび作動ず 
るとさ 


サイドバッグ/ウインドウバッグ 
(クーぺ）が作動ずるとき 


運輯席/助手席エアバッグが作動し 
ないとを 


正面衝突など車の前ち左ち 
約30度な内の方向から強 
し、衝撃を受けたとさ 

-の30’ 約 30— - 

作動範囲 



かたいコンク1」ートの壁 
などに正面衝突したとさ 


客室部分に横方向から強い衝撃を 
受けたとき 
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安全装備 


I I ■ 


運転席/助手席エアバッグが作動し 
ない場合があるとさ 


サイドバッグ/ウインドウバッグ 
(クーぺ）び作動しない場合びあるとき 


いずれかのエアバッグび作動ずる場合 
びあるとき 





斜めち向から衝撃を受けたとさ 
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安全装備 


チャイルドセーフテイシート 



シートベルトは身長1己日 cmLU 上の人 
が使用することを前提にしています。 
シートベルトが正しく着用でさない体 
格のモ供などは、適切なチャイルドセ 
—フテイシートを使用してください。 

チャイルド セーフテイシー トの取り 
扱いや装着ち法については、製品に 
添付されている取扱説明書をお読み 
<ださい。 


警告 A 


. シートベルトび正しく着用でさ 
ない体格のテ供などは、チヤイ 
ルドセーフテイシートを使用し 
ないと、急ブレーキ時や衝突時 
などに身体を車内に激しくぶつ 
けたり、車がに放り出されて致 
命的なけびをするおそれびあり 
ます。 


• 曰歳未満の子供を柔せるときは、 
チャイルドセーフテイシートを 
使用することび法律で義務付け 
られています。 

-日歳!;(上の子イ共でち、シートべ 
ルトび正しく着用でをない子供 
は、チャイルド セーフ テイシー 
卜を使用してくださし、。 

-身長]已 0 cm 未満のモ供はチャ 
イルドセーフテイシートを使用 
して確実に身体を固定してくだ 
さい。 


-子供の体格に適合したチャイル 
ドセーフテイシートを使用し、 
子供を正しい姿勢で座らせ、身 
体をシートベルトで確実に固定 
してください。 

. シートベルトび正しく着用でを 
ない体格の子供び、そのまま 
シートベルトを着用ずると、首 
を締め付けたり、腹部を強く圧 
迫して致命的なけびをするおそ 
れびあります。 

• チャイルドセーフテイシートび 
損傷しているとさは新品と交換 
してください。大さな衝撃を受 
けたり、損傷したをのは子供を 
保護でさません。 

• チャイルドセーフテイシートを 
使用しないとをは、車から取り 
がすか、確実にシートへ装着し 
てください。急ブレーキ時など 
に、チャイルドセーフテ イシー 
卜び放り出されて乗員びけびを 
するおそれびあります。 
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安全装備 


チヤイルドセーフテイシート 


• チャイルドセーフテイシートの 
下にクッシヨンなどを置ひない 
で<ださい。チャイルドセーフ 
ティシートび確実に装着されな 
いおそれびありまず。 

• チャイルドセーフテイシートは 
直射日光に当てないでください。 
炎天下では車内に置いたチャイ 
ルドセーフティシートび高温に 
なり、テ供び火傷をずるおそれ 
びあります。 

-子供だけを車内に残して車ひら 
離れないでくだごい。 

〇運輯装置に触れてけびをする 
おそれびあります。 

◊誤ってドアを開き、事故の原 
因になるおそれびあります。 

◊寒;令時には車内び低温にな 
り、命にひひねるおそれびあ 
ります。 

〇炎天下では車内び高温にな 
り、熱中症を起こすおそれび 
あります。 


注意！ 


純正チャイルドセーフテイシート 


後席にチャイルド セーフティシー 
卜を装着するとをは、バックレス 
卜を起こして、シートクッシヨン 
とバックレストを確実に□ックし 
て<ださい（クーペ）。 


ダイムラー社の純正チャイルドセーフ 
テイシートには、チャイルドセーフ 2 

テイシート検知システム装備車の助手— 
席に装着ずると、助手席エアバッグの 
作動を解除ずる、センサー付さシート 
(ベビーセーフプラス、デュオプラ 
ス、キッド）びあります。 


純正チヤイルドセーフテイシートに 
は、が下のタイプびありまず。詳しく 
は販売店におたずね < ださい。 

選択の目を 


シートを 

体 重 

年齢 

ベビー t ーフ 
プラス 

約1日哪下 

新生旧〜9力月位 

デュオプラス 

目〜1 8 k 旨 

助月〜4歳立 

キッド 

1已〜3目 k 旨 

3歳半〜12歳位 


※チャイルドセーフティシートの種類や名称 
は予告なく変更されることびあります。詳 
しくは販売店におたずねください。 
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ま全装備 


チャイルドセーフテイシート 

チャイルドセーフテイシート 
検知システム （ CLK 巨3 AMG ) 

助手席シートの座面に検巧システムび 
装備されており、センサー付さ純正 
チャイルドセーフテイシートとの間で 
自動的に信号の発信/受信を行なし、、 
チャイルドセーフテイシートの有無を 
判断し、助手席エアバッグの機能を解 
除ずるシステムです。 

助手席エアバッグの機能び解除される 
と、助手席エアバッグオフ表示灯び点 
灯しまず。 


警告 A 


チャイルドセーフテイシート検知 
システム非装備車にセンサー付さ 
純正チャイルドセーフテイシート 
を装着したとを、助手席エアバッ 
グオフ表示灯び点打することびあ 
りますび、助手席エアバッグの機 
能は解除されません。 

必ずが下の点にま意してください。 

-センサー付さ純正チャイルド 
セーフ テイ シー トであってを、 
おず後席に装着してくだごい。 

. やむを得ず助手席に装着ずると 
さは、必ず前向さに装着し、助 
手席シートをちっとち後ろの位 
置にしてください。 

• 後ろ向をに装着ずるタイプの純 
正チャイルドセーフテイシート 
は助手席に装着しないでくださ 
し、。助手席エアパツグび作動ず 
る衝撃で致命的なけびをするお 
それびありまず。 


を意！ 

助手席のシート座面とセンサー付 
さ純正チヤイルドセーフティシー 
h の間に物を入れないでくださし、。 
チヤイルドセーフテイシートを検 
知でをな < なるおそれびありまず。 


知識 

-センサー付さ純正チャイルド 
セーフテイシートを装着して、 
助手席エアパッグオフ表示巧び 
点打してを、サイドバッグ、ウ 
インドウバッグ（クーペ）、 
シー トベルトテンシヨナ ーの 機 
能は解除されません。 

• 純正チャイルドセーフテイシー 
卜でち、チャイルドセーフテイ 
シート検知システムに対応して 
いないタイプびあります。詳し 
くは販売店におたずねください。 


2-20 







安全装備 


助手席エアバッグオフ表示な 



①助手席エアバッグオフ表示灯 


チャイルドセーフテイシート検巧シス 
テム装備車は、センサー付さ純正チャ 
イルドセーフテイシートを助手席に装 
着しているとをにエンジンスイッチを 
1か吕の位置にすると、助手席エア 
バッグオフ表示灯①び点灯し、助手席 
エアバッグの機能び解除されます。 

点巧しないとをは、チャイルドセーフ 
テイシート検知システムび故障してし、 
まず。助手席でチャイルドセーフテイ 
シー h を使用せずに、すみやかに指定 
サービスエ場で点検を受けて < ださい。 


チャイルドセーフテイシート 
を意！ 

チャイルド セーフテ イシート検巧 
システム装備車の助手席にセン 2 
サー 付き純正チャイルド セーフ — 
テイシートを装着していないとさ 
や、チャイルド セーフ テイシート 
検知システム非装備車は、エンジ 
ンスイツチを！か吕の位置にずる 
と、助手席エアパツグオフ表示灯 
び点巧し、数秒後に消打しまず。 

点I灯しないとさや点打後に消打し 
ないときは、警告Iなやシステムの 
故障です。すみやかに指定サービ 
スエ場で点検を受けてください。 
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チャイルドセーフテイシート 
警告 A 


センサー付を純正チャイルドセー 
フテイシートを装着するとさは、 
じ(下の点にま意して正し < 使用し 
て < ださし、。 

チャイルドセーフテイシート検知 
システムが装備車の場合 
(CLK 200 / 3已 0) 

• 純正チャイルドセーフテイシー 
卜は後席に装着してください。 

• やむを得ず助手席に装着ずると 
さは、必ず前向をに装着し、助 
手席シートををつとち後ろの位 
置にしてください。 

• 後ろ向さに装着するタイプの純 
正チャイルドセーフテイシート 
は助手席に装着しないでくださ 
し、助手席エアパツグび作動す 
る衝撃で致命的なけびをずるお 
それびありまず。 


• チャイルドセーフティシート検 
知システム非装備車にセンサー 
付さ純正チャイルドセーフティ 
シートを装着したとき、助手席 
エアバッグオフ表お灯び点巧ず 
ることびありまずび、助手席エ 
アバッグの機能は解除されてい 
ません。純正チャイルドセーフ 
ティシートは後席に装着してく 
ださし、。 

チャイルドセーフティシート検知 
システム装備車の場合 
(CLK 巨3 AMG) 

-センサー付さ純正チャイルド 
セーフティシートを助手席に装 
着したとさは、必ず助手席エア 
バッグオフ表示灯び点灯するこ 
とを確認してくださし、。 


-助手席エアバッグオフ表示灯び 
点I灯しないときは、助手席エア 
バッグの機能は解除されてし、ま 
せん。純正チャイルドセーフ 
テイシートは後席に装着してく 
ださい。また、ずみやかに指定 
サービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

-助手席のシートクッションに、 
電源の入ったパソコンや携帯電 
話などの電子機器、または磁気 
カードやにカードなどを置かな 
いでください。チャイルドセー 
フテイシート検知システムび誤 
作動して、事故のとさに助手席 
エアバッグび作動しないおそれ 
や、センサー付さ純正チャイル 
ドセーフテイ シー トを検巧でを 
ずに助手席エアバッグび作動ず 
るおそれびあります。 
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チャイルドセーフテイシート 


ISO - FIX 対応チャイルドセーフティ 
シート 固定装置 



クーぺ 


①固定装置 

後席の左ちに、 IS 日- FIX 対応チヤイル 
ドセーフティシート用の固定装置①を 
装備しています。 


警告 A 


• この固定装置は、体重 22k 旨 L ソ 
下の子供を乗せるとさに使用し 
てください。体重 22k 旨上の 
モ供を乗せるときは、シートべ 
ルトでチャイルドセーフテイ 
シートを固定してくださし、。 

• チャイルドセーフテイシートは、 
必ず製品の取扱説明書の指示に 
従い、左ちの固定装置に装着し 
て<ださい。装着のしかたを誤 
ると、事故のとを、十分な効果 
が得られなかったり、チャイル 
ドセーフテイシートががれるお 
それがありまず。 

• チャイルドセーフテイシートや 
固定装置が事故で損傷したり強 
し''負荷を受けた場合は、指定 
サービスエ場で新品に交換して 
<ださい。 


2 
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■才ートマティック □ —ルバー（カブリオレ) 


才ートマティック □ ールバー 
(カブリオレ） 


オートマティック□ールバーは、車 
が大さ<傾いたとさや衝突時、横転 
時に瞬時に作動し、乗員を保護する 
装置です。 

• リアヘッドレストを上げていると 
さに才ートマティック □ ールバー 
び作動ずると、リアヘッドレスト 
内部をオートマティック□ール 
バーが、瞬時に上方に動さまず。 

• リアヘッドレストを格納していると 
さは、才ートマティック □ ールバー 
の作動に連動して、リアヘッドレス 
卜も瞬時に上びりまず。 


警告 A 


•才ートマテイックロールバーび 

作動すると、連動してリアへッ 
ドレストも瞬時に上がりまず。 

じ(下のことにミ主意してください。 

◊後席に乗車するとをは、必ず 
リアへッドレストを完全に引 
さ出してください（3-28)。 
リアへッドレストを格納して 
いると、瞬時に上びるリア 
へッドレストでけがをずるお 
それがあります。 

◊ペットなどを乗せるときは、ソ 
フトトップを閉じ、 U アヘッド 
レストを引さ出して<ださい。 

〇 U アへッドレストの周囲や上 
方■に荷物などを置かなし''で< 
ださい。 


•才ートマテイツク □ ールバーが 
作動してち、シートベルトや 
チヤイルドたーフテイシートを 
使用していないと、事故のとさ、 
致命的なけがをするおそれがあ 
ります。 

-エンジンがかかっているとさに 
□ールバー警告灯が点灯または 
点滅したとをは、オートマテイツ 
ク□ールノ（一を手動で上げて< 

ださいに-26)。 


知識 

オートマテイック□ールバーが作 
動したときは、リアヘッドレスト 
を格納したりソフトトップを開閉 
ずることはでさません。 

作動したオートマテイック□ール 
バーを手動で下げるときはに- 28) 
をご覧 < ださし、。 
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才ートマティック □ —ルバー（カブリオレ） 



①□ールバー警告灯 


□-ルバー警告口 

エンジンスイツチを1の位 
置にずると数秒間点灯します。また2 
の位置にすると点巧し、エンジン始動 
後に消灯します。 

点灯しないとをは警告灯び故障してし、 
9 〇 

数秒後またはエンジン始動後も□ール 
バー警告灯①が点灯/点滅している 
とき、またマルチフアンクシヨンデイ 
スプレイに "[J-l レ A''- うヴケ''テクタ''サイ!"な 
どと表示されたときは、オートマ 
テイツク□ールバーが故障しているお 
それがありまず。ただちに指定ヴービ 
スエ場で点検を受けてください。 


警告 A 


□ールバ ー 警告 I 灯び点丹または点 2 

滅したとさは、オートマティック ~ 
□ールバーを手動で上げてくださ 
し、に-吕巨）。車び横転したときな 
どに才ートマティック □ ールバー 
び作動せず、重大なけびをずるお 
それびあります。 
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■才ートマティック □ —ルバー（カブリオレ） 

才ートマティック □ —ルバーの手動操作 才ートマティック □ —ルバーを手動 

才ートマティック□—ルバーは手動で 
操作することびでをまず。 

警告 A 


• エンジンびかかっているとさに 
□ー ルノ く一警告なび点灯または 
点滅したとをは、ただちに停車 
してオートマティック□ール 
バーを手動で上げてください。 
車び横転したとさなどにオート 
マティック□ールバーび作動せ 
ず、重大なけびをするおそれび 
友0まず。 

.U アヘッドレストを格納してい 
るとをに才ートマテイック □ 一 
ルバーび上びると、1」アヘッド 
レストち連動して瞬時に上びり 
ます。(下の作業をする前に、 
U アへッドレストび上びる範囲 
に乗員やぺットなどびいなし、こ 
とを確認してください。けびを 
するおそれびあります。 


► ソフトトップを閉じます（巨-已0)。 

ま意！ 

ソフトトップを閉じる操作は、必 
ずオートマテイック□ールバーを 
上げる前に行なってくださし飞。 
才ートマテイックロールパーび上 
びると、ソフトトップび閉じなく 
なりまず。 

► ラゲッジカバーを開をまず （3- 

4巨)。 

► 車載の六角レンチを用意します。 
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才ートマティック □ —ルバー（カブリオレ） 



①差し込み □ 


► 六角レンチで、トランクルーム前 
側にある差し込み□①を開をます。 

知識 

差し込み□を切り取る必要はあり 
ません。 



①差し込み口 
③六角レンチ 


► 差し込み□①に六角レンチ②を差 
し込みまず。 

► 六角レンチで底部のボタンを押し 
まず。 

大をな作動音ととちにオートマテ 
ィック□ールバーび上びりまず。 

U アへッドレストを格納していた 
ときは U アへッドレストび瞬時に 
上びりまず。 

► ちラ片方のオートマティック□ール 
ノ く一でち同様の操作を斤ないまず。 


を意！ 

オートマティック□ールバーを手動 
で上げたとさち、指定サービスエ 2 
場で才ートマティック □ ールバーの 
点検を受けてください。 
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■才ートマティック □ —ルバー（カブリオレ) 


才ートマティック □ —ルバーを手動 
で下げる 

ま意！ 

才ートマティックロールバーを手 
動で下げる操作は、ソフトトップ 
び開いているとをにだけ行なって 
ください。 

ソフトトップび閉じているときは、 
指定ヴービスエ場でオートマティッ 
ク□ールバーを下げて < ださい。 


知識 

才ートマティックロールバーび下 
びっていないとをは、 U アヘッド 
レストを格納することはでさませ 
ん。また、ソフトトップの開閉ち 
でさません。 



① 差し込み巧 

② 六ちレンチ 


► 車載の六角レンチ②を用意します。 

► U アヘッドレスト左側面の差し込 
み巧①に合わせて六角レンチ②を 
差し込みます。 

► 底部のボタンを押しなびら、へッ 
ドレストを下げます。 

内部のオートマテイック□ールバ 
一び下びることにより、ヘッドレ 
ストを連動して下びります。 

► をラ片方のオー h マティック□ール 
ノ（一でを同様の操作を行なし、ます。 
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インストルメントパネル 

3-2 

センターコンソール 

3-4 

キー 

3-5 

フ□ントシート 

3-17 

U アシート 

3-2 百 

ドア 

3-32 

トランク 

3-39 

ボンネット 

3-49 


. 運転ずる前に 


燃料給油 □ 3-52 

盗難防止警報システム 3-54 

パワーウインドウ 3-已色 

スライディングルーフ（クーぺ） 3-59 
ルームミラー 3-64 

ドアミラー 3-66 

ステアリング 3-70 

メー ターパネル 3-71 
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運転ずる前に 


インストルメントパネル 



左八ンドル車 

※装備、仕様の違いにより、スイッチなどの位置やお状び実際の車両と異なることびありまず。 
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運転ずる前に 



名称 

ぺージ 

① 

パドル* 

5-11、 

已 -14 

③ 

コンビネーシヨン 

己-含已 


レバー 

已 -28 


(へッドランフ/ち向 
指お/ヮィパー） 

5-30 

③ 

クルーズコント□ール 

5-45 


/可変スピード U ミッ 
ターレバー 

5-50 

④ 

ステアリング 

3-70 

⑥ 

メーターパネル 

3-71 

⑧ 

ホーン/ 

運転席エアバッグ 

2-1 1 

⑦ 

ボイスコント□—ル 

レバー 

別冊 

⑨ 

エンジンスイッチ 

己-2 



名称 

ぺージ 

⑨ 

パークト□ニック* 
インジケーター/ 

作動表示の 

5-55 

⑩ 

ルームランプスイッチ 
/読書灯スイッチ/ス 
ライデイングルーフス 
イッチ（クーぺ） * 

6-31 

3-59 

⑩ 

グ□ーブボックス 

6-41 

⑩ 

カップホルダー 

巨-40 

⑩ 

センターコンソール 

3-4 

⑩ 

ボンネット 
□ック 解除 レバー 

3-49 

⑩ 

ステア U ング調整 
レバー 

3-70 

⑩ 

パーキングブレーキ 
ペダル 

5-34 


インストルメントパネル 



名称 

ぺージ 

⑩ 

パーキングブレーキ 
解除八ンドル 

曰-34 

⑩ 

トランクオープナー 
スイッチ 

3-40 

⑩ 

パつーウィンドウ 
スイッチ/ 

セーフティスイッチ 

3-56 

3-目谷 

⑩ 

ランプスイッチ 

曰-22 

⑩ 

ドアミラー調整スイッチ 
ドア S ラー格納/展開 

スイッチ 

ドア三ラー選択ボタン 

3-66 

3-67 

3-巨谷 

⑩ 

へッドランプウォッ 
シャースイッチ 

曰-33 


* オフシヨンまたは仕様により装備び異なります。 
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運転ずる前に 


センターコンソール 



* オプションまたは仕様により装備び異なります。 



名称 

ぺージ 

① 

シートヒータースイッ 
チ（左側前席）* 

3-22 

③ 

パークト□ニック 

オフスイッチ* 

已-己日 

③ 

1」アブラインド 
スイッチ（クーぺ）去 

6-34 

④ 

ESP オフスイッチ 

已 -43 

⑥ 

非常点滅灯スイッチ 

已ぶ目 

⑧ 

ドア□ックスイッチ 

3-3 已 

⑦ 

U アへッドレスト格納 
スイッチ 

3-25 

3-2 谷 

⑨ 

盗難防止警報システム 
表示灯* 

3-54 

⑨ 

シートヒータースイッ 
チ（ち側前席）* 

3-22 

⑩ 

助手席エアパッグオフ 
表示灯 

2-21 



を称 

ぺージ 

⑩ 

マルチフアンクシヨン 
コント□—ラー 

別冊 

⑩ 

エア コンデイシ ヨナー 

6-3 


コント□ールパネル 

巨-16 

⑩ 

灰皿 

6-35 


ライター 

巨-37 


警告 A 


チャイルドセーフテイシート検知 
システム非装備車にセンサー付さ 
純正チャイルドセーフテイシート 
を装着したとき、助手席エアバッ 
グオフ表示灯⑩び点打することび 
ありますび、助手席エアバッグの 
機能は解除されません。詳しくは 
に- 21) をご覧ください。 
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運転ずる前に 


キ— 


U モコン機能付さのキーび2本付属し 
ています。 

エンジンの始動および車の解錠/施 
錯に使用しまず。 

また、 それぞれのキーにはエ マージ ェ 
ンシーキーを収納していまず。 


警告 A 


• モ供だけを残して車から離れな 
いでください。施錠されていて 
ち、誤って車内からドアを開い 
たり運転装置に触れて' 事故やけ 
びをずるおそれびあ0まず。 


-短時間で石、車内にキーを残し 
たまま車から離れないでくださ 
し、事故や盗難のおそれびあり 
ます。 


• 重い物や必要が上に大さな物、 
ステア U ングなどの操作部に接 
触ずる物をキーホルダーとして 
使用しないでください。 
キーホルダー自体の重みや、キ 
ーホルダーびステア U ングなど 
に接触することでキーびまねる 
と、エンジンび停止して事故を 
起こすおそれびあ0ます。 


キ- ■ 

を意！ 

-キーを紛失したとさは、盜難 
や事故を防ぐため、ただちに 
指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 

• キーを強い電磁波にさらすと、 

U モコンに障害び発生ずるおそ 
れびありまず。 

-キーは強い衝撃や水から避け 
てくださし'!。故障の原因にな 
りまず。 

-キーの先端部をミちした0覆った 
りしないで<ださい。故障や誤 
作動の原因になります。 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込んでいるとさは、わずかに電 
力を消費しています。走行しな 
いとをは、バッテ U —な護のた 
め、エンジンスイッチからキー 
を巧いて < ださし、。 
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運転ずる前に 


キ— 


知識 


• 2つのキーを見わけるため、 
キーのストツパー （3-10) の色 
は異なります。 

-新たにキーをつくる場合は、指 
定ヴービスエ場におたずねくだ 
さい。 


① 発信部 

② 表示打 

③ 施錠ボタン 

④ 解錠ボタン 

⑥トランク オープナー ボタン 
⑥ エマージェンシーキー 


エンジンスイッチにキーを差し込んで 
いないとさにじ(下の操作びでさまず。 

-ドア、トランク、燃料給油フラッ 
プの解綻/施湿 


-トランクを開< 

-ドアウインドウと U アサイドウイ 
ンドウの開閉 

-スライディン グルー フ（クーペ） 
* の開閉 

. ソフトトップ（カブ U オレ）の開閉 
• グ□ーブボックスの解錠/施錠 
(カブ U オレ） 

操作時に表示巧②び1回点滅します。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異な D まず。 
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運転ずる前に 


解錠ずる 

► 解綻ボタン④を押しまず。 

ドア、トランク、燃料給油フラッ 
プ、グ□ーブボックス（カブ1」才 
レ）び解錠され、非常点滅 I 灯び1 
回,百、滅します。 

飽錠ずる 

► 施綻ボタン③を押しまず。 

ドア、トランク、燃料給油フラッ 
プ、グ□ーブボックス（カブ1」才 
レ）び施錠され、非常点滅 I 灯び3 
回,百、滅します。 

トランクを開< 

► トランク オープナー ボタン⑥を巧 
し続けまず。 


U モコン操作ですベてのドアウインド 
ウと U アサイドウインドウ、スライデ 
イングルーフ（クーぺ; ） *、ソフトト 
ッフ（カブ U オレ）を開閉ずることび 
でをます。 

詳しくは （3-1 1、 13) をご覧ください。 

ミち意！ 

-高圧電線や電波発信塔付近など 
の強電界下で U モコン操作を行 
なラと、 U モコンび作動しな 
かったり、誤作動することびあ 
りまず。 

• ソフトトップ開閉時には、身体 
や物び挟まれないよラ十分にま 
意してください（カブ U オレ）。 


キー 

• U モコン操作で施錠したとさ 
は、非常点滅打び3回点滅した 
こと、ドア、トランク、燃料給 
油フラップ、グ□ーブボックス 
(カブ U オレ）び確実に施湿さ 
れたことを確認してください。 

• トランクを開くときは、後ちや 
上ちに十分な空間びあることを 
確認してくださし、。 

-貴重品は絶巧に車内やトランク 
内に置いたままにしないでくだ 
さい。盗難のおそれびありまず。 

知識 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込んでいるとをは、 U モコン操 
作はでさません。 

• トランクび独立施銳 (3-42) 
ごれているときは、 U モコン操 
作でトランクを解錠したり開く 
ことはでさません。 


* オプションまたは仕様により装備び異な D ます。 
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運転ずる前に 


キ— 


U モコン機①設定切曾 _ 

U モコン操作での解綻の作動内容を切 
り替えることびでをまず。 

U モコン機能の設定を切り替える 

► 施綻ボタン③と解錠ボタン④を同 
時に約已秒間押し続けます。 

キーの表示灯②び2回点滅し、設 
定び切0替わ0ます。 

この状態ではじ(下のよラに作動し 
まず。 

◊ 解錠ボタン④を]回押すと、運 
転席ドアと燃料給油フラッフ、 
グ□ーブボックス（カブ U オレ） 
び解錠されます。 

◊ 続けて約40秒(内に解錠ボタ 
ン④を押ずと、助手席ドアと卜 
ランクび解錠されます。 


知識 

• U モコン操作での解綻後約40秒 
• L ソ内に、下のいずれかの操作 
をしないと、再び施錠されます。 

〇ドアを開く 
〇トランクを開く 

〇エンジンスイッチにキーを 
差し込む 

〇ドア□ックスイッチ（解錠） 
を巧す 

. 車びバッテ U —あびりを起こし 
たとさは、 U モコンの電池び正 
苗でち U モコン操作での解綻/ 
施錠はでをません。 

- U モコンの電池び消耗すると操 
作時に表示打び点巧せず、 U モ 
コン操作びでさなくなります 
び、エンジンは始動でをまず。 


U モコン機能の設定を元に戻ず 

► 再度、施錠ボタン③と解錠ボタン 
④を同時に約白砂間押し続けまず。 

キーの表示灯③び2回点滅し、元 
の設定に戻ります。 
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運転ずる前に 


施綻時のドア5ラーの格納 

U モコン操作で施綻するとさにドア 
ミラーち併せて格納することびでさ 
ます。 

格納されたドアミラーは、ドアを開く 
と展開します。 

この機能の設定と解除については （4- 
39) をご覧ください。 


知識 

• ドアを開かなくてち、格納され 
たドア S ラーの位置び少し動< 
ことびあります。その場合は、 
ドア云ラー格納/展開スイッチ 
(3-67) を押して、展開してく 
ださい。 

• ドア云ラー格納/展開スイッチ 
(3-67) でドアミラーを格納し 
てから施錠したときは、ドアを 
開いてち、ドア云ラーは展開し 
ません。 


キ- ■ 

□ケイターライティング 

周囲び暗いとを、 U モコン操作で車 
を解錠すると、車幅灯、フ□ント 
フォグランプ、テールランプ、ライ 
センスランプび点巧します。 

点 I 灯したランプは、運転席ドアを開 — 
いたとさ、または約4□秒後に消打し 
ます。 

この機能の設定と解除につい口ま （4- 
31) をご覧ください。 


3-9 




運転ずる前に 




エマージェンシーキー 



キーに収納されていまず。 

フ□ントアームレストのル物入れを施 
錠/解錠する （巨- 39) ときに使用し 
ます。 

また、 U モコンび作動しない場合に、 
運転席ドアを解顏/施錠 （3-37、 38) 
したり、トランクを解綻する （3-43) 
とさや、トランクを独立施綻するとを 
などに使用しまず。 


⑦エマージェンシー キー 
②ストッパー 


エマージェンシーキーを使用ずる 

► ストッパー③を矢印の方向に押し 
なびら、 エマー ジェン シー キー① 
を矢印の方向に抜さます。 

収納ずるとをは元の位置に差し込 
みます。 
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運転ずる前に 


r ヴ マーオープ ニング機能_ ] 

注意！ 

-高圧電線や電波発信塔付近など 
の強電界下で U モコン操作を行 
なラと、 U モコンび作動しな 
かったり、誤作動ずることびあ 
0ます。 

• U モコン操作でドアウインドウ 
や U アサイドウインドウを開く 
ときは、ウインドウに身体を寄 
りかけないでください。ウイン 
ドウとドア フレームの 間に身体 
び引を込まれてけびをするおそ 
れびあ0ます。 

知識 

• U モコン操作をするとをは、 
キーの発信部を運転席ドアのド 
ア八ンドルに向けて操作してく 
ださい。 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込んでいるとをは、 U モコン操 
作はでをません。 



① 発信部 

② 施錠ボタン 

③ 解錠ボタン 


車内び暑くなっているとをなど、柔車 
する前に車内の空気を換気したいとを 
などは、 U モコン操作でドアウインド 
ウと U アサイドウインドウ、スライ 
ディングルーフ（クーペ）*、ソフト 
トップ（カブ1」オレ）を開くことびで 
さます。 


キー 

クーぺ 

► キーの発信部①を運転席ドアのドア 
八ンドルに向けて解錠ボタン③を押 
し続けまず。 

ドアウインドウと U アサイドウイ 
ンドウ、スライディングルーフ* 
び開をます。 

解綻ボタン③から手を放ずと、作 
動中のドアウインドウと1」アサイ 
ドウインドウ、スライデイング 
ルーフはその位置で停止します。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります。 
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運転ずる前に 




カブ U オレ _ 

ソフトトップび閉じているとを 

► キーの発信部①を運転席ドアのド 
ア八ンドルに向けて解錠ボタン③ 
を押し続けます。 

ソフトトップび開を、ドアウイン 
ドウと U アサイドウインドウび開 
じます。 

ソフトトップび開いているとを 

► キーの発信部①を運転席ドアのド 
ア八ンドルに向けて解綻ボタン③ 
を押し続けます。 

閉じているドアウインドウと U ア 
サイドウインドウび開をます。 


警告 A 


ソフトトップを開くとさは、絶巧 
にソフトトップび作動ずる部分に 
触れないでください。身体び挟ま 
れてけびをするおそれびあります。 


知識 

• U アヘッドレストび上びって 
いるとをにソフトトップを開 
くと、 U アヘッドレストび下 
びります。 

• ソフトトップを開いているとを 
は、マルチフアンクシヨンディ 
スプレイに"ソフトトッフ°力'' 
サドウチュウテ''ス"と表示されます。 


3-12 








運転ずる前に 


キ— 


コンビニエンスク□—ジング機能 
注意！ 

-高圧電線や電波発信塔付近など 
の強電界下で U モコン操作を行 
なラと、 U モコンび作動しな 
かったり、誤作動ずることびあ 
0ます。 

• U モコン操作でドアウインドウ 
や1」アサイドウインドウ、スラ 
イディングルーフ（クーペ）*、 
ソフトトップ（カブ I 」オレ）を 
閉じているとをに身体や物び挟 
まれそラになったとさは、ただ 
ちにボタンから手を放してくだ 
ごい。 

作動中のドアウインドウやリア 
サイドウインドウ、スライディ 
ン グルー フ、ソフトトツプはそ 
の位置で停止します。 


• 車から離れる前に、ずべてのド 
アウインドウと U アサイドウイ 
ンドウ、スライデイングルーフ、 
ソフトトップび閉じていること 
を確認してください。 

知識 

• U モコン操作をずるとをは、 
キーの発信部を運転席ドアのド 
ア八ンドルに向けて操作してく 
ださい。 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込んでいるとさは、 U モコン操 
作はでさません。 


① 発信部 

② 施錠ボタン 

③ 解錠ボタン 

U モコン操作でドアウインドウとリア 
サイドウインドウ、スライデイング 
ルーフ、ソフトトツプを閉じることび 
でさます。 

車から降りた後に、ウインドウやスラ 
イデイングルーフ、ソフトトツプを 
閉じたいとをなどに便利でず。 



* オプションまたは仕様により装備び異な D ます。 
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運転ずる前に 


キー 

クーぺ_ 

► キーの発信部①を運転席ドアのドア 
八ンドルに向けて施錠ボタン②を押 
し続けまず。 

ドアウインドウと U アサイドウイ 
ンドウ、スライディングルーフ* * 
び閉じます。 

施錠ボタン②から手を放すと、作 
動中のドアウインドウと U アサイ 
ドウインドウ、スライデイング 
ルーフはその位置で停止します。 


* オフシヨンまたは仕様によ D 装備び異なりまず。 


カブ U オレ 

ソフトトツプが開いているとを 

► キーの発信部①を運転席ドアのド 
ア八ンドルに向けて施綻ボタン③ 
を押し続けます。 

ソフトトツプび閉じ、ドアウイン 
ドウと U アサイドウインドウび閉 
じまず。 


ソフトトツプが閉じているとを 

► キーの発信部①を運転席ドアのド 
ア八ンドルに向けて施錠ボタン③ 
を押し続けます。 


開いているドアウインドウと1」ア 
サイドウインドウび閉じます。 


警告 A 


ソフトトップを閉じるときは、絶巧 
にソフトトップび作動ずる部分に触 
れないでください。身体び挟まれて 
けびをするおそれびありまず。 


知識 

• U アヘッドレストび上びって 
いるとをにソフトトップを開 
くと、 U アヘッドレストび下 
びります。 

• ソフトトップを開いているとを 
は、マルチフアンクシヨンディ 
スプレイに"ソフトトッフ°力'' 
サドウチュウテ''ス"と表示されます。 
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運転ずる前に 


電ミせ①交換 

U モコンの作動可能距離び短くなっ 
たり、キーのボタンを押してち作動 
しない場合は、電池の消耗び考え日 
れます。指定サービスエ場で点検を 
受けてください。 

電池の交換は指定サービスエ場で巧 
なラことをおすすめします。 

警告 A 


電池は子供の手の届かないところ 
にな管してください。誤って電池 
を飲み込むおそれびあります。 

電池を飲み込んでしまったときは、 
ただちに医師の診断を受けてくだ 
さい。 



① エマー ジェン シーキ ー 

② ストッパー 


電池の交換手順 

► ストッパー②を矢印の方向に押し 
なびら、 エマー ジてン シー キー① 
を矢印の方向に抜さまず。 


知識 

キーのボタンを押したとさに、 
キーの表示灯 （3 - 巨） び 1 回点滅ず 
れば電池は正南です。 





® な 


① エマージェンシーキー 

③ 電池ケース 

④ 凹部 

► エマージェンシーキー①を凹部④ 
に差し込み、矢印の方向に引さな 
びら電池ケース③を引さ抜さます。 
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運転ずる前に 




► 電池⑥を横にスライドさせて取り 
出しまず。 

► 新しい電池と交換します。 

2個とち®び上になるようにして、 
電極板⑥の間に取り付けます。 

► 電池ケース③を本体の溝に合わせ、 
押し込んで□ックします。 

► エマージェンシーキー①をキーに 
③電池ケー乂 収納します。 

⑤ 電池 

⑥ 電極板 



知識 

- I 」チウム電池 （ CR 202 已）を 
2個使巧しています。 

-電池を交換ずるとをは2個同時 
に交換してくださし、。 

-電池の表面に、巧れや脂分など 
び付着していないことを確認し 
て < ださい。 


環境 9 


環境保護のため、使用済みの電池 
を廃棄するとをは、新しい電池を 
お買い巧めになった販売店で処分 
をお願いして < ださい。 
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フ□ントシー 


シートの調整 


左側ドアのスイッチ 


運転ずる前に 


フ□ントシート 


エンジンスイツチた n か2の位置のと 
き、または調整する側のドアび開いて 
いるときに操作できます。 

シートを調整ずる 

► シート調整スイッチを①〜⑤の方 
向に動かして調整しまず。 


警告 A 


• 運転席の乗員はおず運乾前に自 
分の運転姿勢に合った正しい 
シート位置に調整してください。 
運転中に調整して操作を誤ると、 
車のコント□ールを失い、事故 
を起こずおそれびあります。 

-モ供だけを車内に残して車から 
離れないで<ださい。シート調 
整スイッチに触れるとシートび 
動さ出し、けびをするおそれび 
ありまず。 


矢印の 
ち向 

調整内容 

① 

シートの前後位置 

へッドレストの高さを連動 
して上下します。 

③ 

シートの高さ 

③ 

バックレストの角度 

④ 

シートクッシヨンの角度 

⑤ 

へッドレストの高さ 

へッドレストの中央が目 
の高さになるよラに調整 
します。 

シートの前後位置に連動して 
へッドレストが上下しまず。 
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運転ずる前に 


III I 



へッドレストの前を位置調整 


へッドレスト①前を位置を調壁ずる 

►へッドレストを持って矢印の方向 
に動かします。 

へッドレストび後頭部に接ずるよ 
ラに調整します。 

知識 

へッドレストを取り外すことはで 
きません。 


ま意！ 

. シートを調整ずるとをは柔員の 
身体や物などび挟まれないよラ 
にミ主意してください。 

-シートの前後位置を調整したと 
をは、ヘッドレストの中央び目 
の高さになってし''ることを確認 
してください。必要に応じて 
へッドレストの高さを調整して 
くださし、。 


NECK PRO アクティブヘッドレスト 

NECK PRO アクティブヘッドレスト 
は、追突など万一の事故のときにフロ 
ントシートのへッドレストび前方に動 
くことにより、運転席と助手席柔員の 
頭部をより効果的に支持して衝撃を軽 
減するシステムです。 

衝撃の大ささや衝撃を受けたち向に 
よっては 、 NECK PRO アクティブへッ 
ドレストび作動しないことびありまず。 


A 


フ□ントシートに巿版のシートカ 
バーを使用しないでくださし U 
NECK PRO アクティブへッドレス 
卜の作動び巧ばられるおそれびあ 
ります。詳しくは指定サービスェ 
場におたずねください。 


ま意！ 

ま全のため、追突など後方からの 
衝撃を受けたときは 、 NECK PRO 
アクティブへッドレストの点検を 
受けてください。 
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作動した NECK PRO アクティブへツ 
ドレストをリセツトずる 

事故などのとをに NECK PRO アク 
ティブへツドレストび作動した場合、 
U セツ h をしないと次に後ちから衝撃 
を受けたとをに NECK PRO アクティ 
ブへツドレストび作動せず、頭部-頸 
部を保護ずることびでをません。 

この U セット作業は、指定サービスェ 
場で行なラことをお勧めします。 



① U セツトツール 


► へッドレスト上部中央にある巧に、 
車載の U セットツール①を差し込 
み、□ックずる音び聞こえるまで 
押し下げまず。 

► U セットツールを抜き、ヘッドレ 
ストを後方に強く押し戻して確実 
に□ックさせまず。 

ちラー方のへッドレストでを同様の作 
業を行なって < ださし、。 


運転ずる前に 


フ□ントシート 
シート位置のメモリー機能 

警告 A 


運乾席のシート位置の記憶/呼び 
出しは、必ず停車中に行なってく 3 

ださい。走行中に行なって操作を — 
誤ると、事故を起こすおそれびあ 
ります。 
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運転ずる前に 


III I 



ち側ドアのスイッチ 

① メモ U — スイッチ 

② ポジションスイッチ 


シート位置などをポジシヨンスイッチ 
に記憶させることびでさます。 

エンジンスイッチび 1 か 2 の位置のと 
さ、または記‘慮/呼び出しずる側のド 
アび開いているとをに操作でをます。 


シート位置を記憶させる 

► 正しいシート位置に調整します。 

運転席では、さらにステアリング 
の位置（3-70)、ドアミラーの角 
度 （3 -巨巨）を調整します。 

知識 

ドアミラーの角度を調整するとを 
は、エンジンスイッチを1か吕の位 
置にしてくださし、。 

► ポジションスイッチ②をまわし 
て、 ] 〜3のいずれひの番号に合 
わせまず。 

► メモ U — スイッチ①を押します。 

► 3秒じ(内にポジションスイッチ② 
を押します。 

そのとをのポジションスイッチの 
番号にシート位置などび記憶ごれ 
ます。 


記憶させたシート位置を呼び出ず 

► ポジションスイッチ②を呼び出した 
いシート位置などを記憶させたま号 
(1 〜 3) に合わせまず。 

► ポジションスイッチ③を押し続け 
9 〇 

シートなどび動をはじめ、記憶さ 
せた位置になると停止しまず。 

ミ主意！ 

パックレストを大をく後方に傾け 
た角度にしているときは、記憶位 
置を呼び出す前に、バックレスト 
を起こしてくださし)。 

知識 

ま全のため、ポジションスイッチ 
から手を放すと、シートなどの動 
さび停止しまず。 


ポジションスイツチの他の番号にち、 
同様の方法でシート位置などを記憶さ 
せることびでをまず。 
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運転ずる前に 


III I 


リアシートへの柔り降り 



バックレストを倒ず 

► □ック解除レバー①を引を上げな 
びら、バックレストを少し前方に 
倒します。 

へッドレストび自動的に下びり 
ます。 

► へッドレストび完全に下びってか 
らバックレストを前方に倒し、シ 
ート全体を前方に引さ上げまず。 

ま意！ 

へッドレストび完全に下びってか 
らバックレストを前方に倒し、 
シート全体を前方に引さ上げてく 
ださい。ヘッドレストとルーフ内 
張りび接触し、損傷するおそれび 
あ0ます。 


バックレストを元の位置に戻ず 

► バックレストを□ックずるまで後 
ちに起こします。 

► シートを下方に押して□ックさせ 
ます。 


を意！ 

シートを元の位置に戻すときは、 
乗員の身体や物などび挟まれない 
よラにを意してくださし、。 

知識 _3 

• エンジンびかかっていてシート 
び完全に□ックされていないと 
さは、マルチフアンクション 
ディスプレイに警告メッセージ 
び表示ごれます。 

-バックレストを元の位置に戻す 
とへッドレストを自動的に元の 
局さにおります。 

-シートび前後調整範囲の前方に 
あるとさは、バックレストび倒 
れるだけでシートを前ちに引き 
上げることはできません。 

• シートび完全に□ックされてい 
ないときは、シート調整スイッ 
チ （3-17) でシートを調整ずる 
ことはでさません。 
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運転ずる前に 


トシ—卜 
シートヒーター本 



①シート ヒーター スイッチ 
© 表示灯 

エンジンスイッチび1か2の位置のと 
をに使用でをまず。 


* オフシヨンまたは仕様によ D 装備び異なりまず。 


シートヒーターを使用ずる 

► シートヒータースイッチ①を押し 
ます。 

シート ヒーター スイッチを押すご 
とに点打ずる表示巧③の数び変わ 
り、シート ヒーターの 作動内容び 
切り替わります。 

シートヒーターを停止ずる 

► シートヒータースイッチ①を押し 
て、表示灯②を消巧させます。 


点なしてし、る 

作動内容 


3 

シー ト ヒーターが 強 
で作動します。 

約已分後に自動的に 
中に切り替わります。 


2 

シー ト ヒーターが 中 
で作動します。 

約1日分懐に自動的に 
弱に切り替わります。 



シー ト ヒーターび 弱 
で作動します。 

約吕〇分後に自動的に 
停止します。 


〇 停止しています。 
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運転ずる前に 


ま意！ 

• コートや厚手のを服などを着用 
している状態や、毛巧などの保 
温性の高いをのをシートにかけ 
た状態で シー ト ヒーターを 使用 
しないで<ださい。また、 シー 
ト ヒーターを 連続して使用しな 
いで < ださい。 

異常過熱によるあ温火傷（紅巧、 
水ぶくれ）を起こしたり、シー 
ト ヒーターび 故障ず る おそれび 
ありまず。 


• (下の事項に該当する方は、熱 
すざたり、低温火傷をずるおそ 
れびありますので、十分にま意 
して < ださい。 

◊幸 L 幼旧、お年寄り、病人、 
身体び不自由な方 


0皮膚の弱い方 
◊疲労の激しい方 

〇眠気をごそう薬を日 g 用され 
た方 


〇飲ミ酉した方 

• シートに凸部のある重量物を置 
かないで<ださい。故障の原因 
になります。 


フ□ントシート 

知識 

をくの電気装備を使用していたり 
バッテ U —の電圧び低くなると、 
シートヒーターび停止することび 
あります。このとをは表示巧び点 
滅します。電圧び回復すると、再 3 
び自動的に作動し、表示灯び点灯 
します。 
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運転ずる前に 


フ□ントシート 

マルチコントロールシートバック* 



ち側シートのスイツチ 

①シートクツシヨン前部のヴポートの 
調整 

③下部ラン バーサポー トの調整 

③ 上部ラン バーサポー トの調整 

④ バックレスト横ち向のヴポートの調整 


* オフシヨンまたは仕様によ D 装備び異なりまず。 


シートのサポートを調整でをまず。 

エンジンスイッチび1か2の位置のと 
をに調整でをまず。 


シートクッシヨン前部のサポートを調 
舊ずる 


► スイッチ①を前後に操作します。 


ランパ’ーヴポートを調壁ずる 

腰部の下部および上部のサポートを調 
整ずることびでをます。 

► スイッチ②(下部)または③(上部)を 
前後に操作しまず。 

バックレスト横ち向のサボートを調整 
ずる 

► スイッチ④を左ちに操作します。 


知識 

スイツチを操作してち調整でをな 
いとさは、エアタンクの圧力び低 
下しています。エンジンを始動し 
てから再度調整してください。 
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運転ずる前に 



乗車ずるとさは、必ずヘッドレス 
卜を取り付けて起こしてくださし、。 
衝突時に重大なけびをするおそれ 
びあ0ます。 



ヘッドレストをホ各細ずる 


► エンジンびかかっているとさに、 
へッドレスト格納スイッチ①を押 
しまず。 


U アへッドレストび後方に倒れます。 





②□ック解除ボタン 


または 

► □ック解除ボタン②を押します。 
へッドレストび後方に倒れまず。 
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運転ずる前に 




知識 

• いずれか一方のへッドレストを 
取り外しているとをは、ヘッド 
レスト格納スイッチで格納でを 
ない場合びあります。 

-ヘッドレスト格納スイッチは、 
空気圧によりへッドレストを 
格納ずるため、ヘッドレスト 
び同時に格納されないことび 
あります。 



〜.、卜 A い 


へッドレストを起こず 

► ヘッドレストを手で引を起こして 
□ックごせます。 


A 


柔車するときは、必ずヘッドレス 
卜を起こして□ックしてくださし、 
衝突時に重大なけびをするおそれ 
びあります。 


ヘッドレスト①角度調整 



③□ック解除ボタン 

へッドレストの角度を2段階に調整す 
ることびでさます。 

► □ックするまで矢印の方向に引を 
起こします。 

► □ック解除ボタン②を押しなびら、 
矢印の方向にちラ]段階引さ起こ 
ずことびでさます。 

ヘッドレストび後頭部に接するよ 
ラに調整してください。 
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運転ずる前に 




へッドレストの高さ調整 



③□ックボタン 

へッドレストを高くずる 

►へッドレストを引を上げます。 

もっとをほし'!位置のとをは、□ッ 
クボタン③を押しなびら引き上げ 
まず。 


ヘッドレストをほくずる 

► □ックボタン③を押しなび5、へ 
ッドレストを下げます。 

へッドレストの中央び目の高さになる 
ように調整します。 


ヘッドレスト①脱着 

へッドレストを取りかず 

► トランク内にある UU —ス八ンド 
ル （3-29) を引き、バックレスト 
の□ックを解除します。 

► □ック解除ボタン②を押して、へ 
ッドレストを格納します。 

► U アシートのバックレストを前方 
に傾けます。 

► □ックボタン③を押しなびら、へ 
ッドレストを引を巧をます。 

へッドレストを取り付ける 

► トランク内にある UU —ス八ンド 
ル (3-29) を引き、バックレスト 
の□ックを解除しまず。 

► U アシートのバックレストを前方 
に傾けます。 

► 切り欠をのある支柱び左側になる 
よラにして、支柱を取り付け巧に 
差し込みます。 
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運転ずる前に 




リアへッドレスト（カブリオレ） 

警告 A 


乗車するとをは、必ずヘッドレス 
卜を完全に引き出してくださし 
衝突時に重大なけびをするおそれ 
びあります。 



①へッドレスト 


へツドレストを引き出ず 

► 両手でへツドレスト①の上部をしつ 
かりつかみ、完全に引を出します。 



②へッドレスト格納スイッチ 


へッドレストを格納ずる 

エンジンスイッチび1か2の位置のと 
さに操作でさます。 

► ヘッドレスト格納スイッチ②を押 
します。 

U アへッドレストび下びります。 


知識 

オートマティック□ールバー （2- 
24) び作動したときは、スイッチ 
でへ ッドレストを格納することは 
でさません。へッドレストを手動 
で 格納ずるときは （2-28) をご覧 
ください。 
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運転ずる前に 




分割巧倒式リアシート（クーぺ） 

リアシートのバックレストの左ちいず 
れか一方、または両方を巧りたたむこ 
とびでをます。 

警告 A 


• 重い荷物などを積むとをは、動 
かないよラに確実に固をしてく 
ださい。急ブレーキや事故など 
のとさに荷物び前方に放り出ご 
れ、柔員びけびをするおそれび 
ありまず。 

-エンジンをかけた状態で、トラ 
ンクを開いたままにしないで< 
ださい。排気ガスび車内に入り、 
意識不明になったり中養死する 
おそれびあります。 



①リリース八ンドル 


U アシートを巧りたたむ 

► トランク内にある1」 U — ス八ンド 
ル①を手前に引いて □ ックを解除 
しまず。 



感 八ンドル 

③ シー トクッション 

④ バックレスト 


► フ□ントシートび後方にあるとき 
や、フ□ントシートのバックレス 
卜び後方に倒れているとをは、フ 
□ントシートを前方に移動して、 
バックレストを起こします。 

► U アシートのヘッドレストををつ 
とち低い位置にして格納します。 

► 八ンドル③を引き、シートクッシ 
ョン③を前方に引を起こします。 

► バックレスト④を前方に倒します。 


3-29 





















運転ずる前に 


リアシート 
ま意！ 

U アシートを巧りたたんだ状態でフ 
□ントシートを後方に動かしたり、 
フ□ントシートのバックレストを後 
方に倒ずとさは、 U アシートクッ 
シヨンに当たらないよラにを意して 
ください。シートを損傷ずるおそれ 
びあります。 



③ シー ト クッション 

④ バックレスト 


リアシートを元に戻ず 

► バックレスト④を元の位置に戻し 
て確実に□ックします。 

□ックインジケーター⑥び見えな 
くなっていることを確認します。 



⑥□ックインジケーター 
► シートクッション③を元の位置に 


戻して確実に□ックします。 
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運転ずる前に 


リアシート 


警告 A 


□ ックインジケーター⑥び見えて 
いるとをはバックレストび□ック 
されていません。□ックインジ 
ケーターび見えなくなるまでノ（ッ 
クレストを確実に□ックしてくだ 
ごい。事故や急ブレーキ時に、荷 
物び前方に放り出されてけびをす 
るおそれびありまず。 

ま意！ 

• U アシート中央のトレイ部分 
に、飲み物び入った容器や重量 
物、大をな荷物を置かないで< 
ださい。 

• U アシートを元の位置に戻すと 
をは、シートベルトび巧まれな 
いよラにを意してくださし、。 


バスモジュール(カブリオレ) 



①バスモジュール 

U アシートの中央にはバスモジュール 
(スピーカー）①びあります。 


ミ主意！ 

バスモジュール①の内部には、指 
や物を入れないよラにま意して< 
ださい。バスモジュールび故障す 
るおそれびありまず。 
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運転ずる前に 






①ドア八ンドル 



® ドア レバー 

③ イン ナー グリップ 

④ □ックノブ 


車かか5開く 

► ドア八ンドル①を引きます。 

車かか5閉じる 

► ドア八ンドル①を持って確実に開 
じます。 
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車内か5開< 

► ドアレバー③を矢印の方向に引き 
ます。 

ドアび施綻ごれているとさは、 □ 
ックノブ④び上びって解錠され、 
ドアち開をまず。 

車内か5閉じる 

► インナーグ U ッフ③を持って確実 
に閉じます。 





















運転ずる前に 


警告 A 


-ドアは確実に閉じてください。 
ドアの閉じかたが不完全（半ド 
ア）な場合、走行中にドアび開 
<おそれがありまず。 

-ドアを開くとさは、周囲の安全 
を十分確認して < ださい。 

-同乗者がドアを開くときは、危 
険がないことを運転者が確認し 
て < ださい。 


ドア 


ミ主意！ 

• 車から離れるときは、エンジン 
を停止して、必ずドアを施錠し 
て < ださい。 

• ドアを閉じるとさは、身体や物 
を挟まないよラにま意してくだ 
さい。車の周りに子供がいると 
さは、特にま意して<ださい。 

-ドアウインドウやリアサイドウ 
インドウが凍結していたり、 
バッテ U - があびっているとさ 
は、ドアを開いたとさにドアウ 
インドウやリアサイドウインド 
ウは下降しません。 

このときは、無理にドアを閉じ 
ないで < ださい。ドアウイン 
ドウやリアサイドウインドウ、 
シール部を損傷ずるおそれび 
あ0ます。 


知識 

-ドアウインドウと U アサイドウ 
インドウび全開のとさ、ドアを 
開くとドアウインドウとリアヴ 
イドウインドウがかし下降し、 
閉じると上昇しまず。 

-助手席ドアは、開いているとき 
に□ックノブを押し込んでから 
閉じると施錠されます。 

-ドアび完全に閉じていない状態 
で走行すると、警告音び鳴り、 
マルチフアンクシヨンディスプ 
レイに警告 マークび 表示されま 

す （10-6)。 

-ドア□ックスイッチや車速感応 
ドア□ックなどにより車が施錠 
されていてち、シートベルトテ 
ンシヨナーやエアバッグび作動 
すると、ドアは自動的に解錠さ 
れます。 
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運転ずる前に 




①□ックノブ 
③ドア レバー 


解錠ずる 

► ドアレバー②を矢印の方向に引を 
ます。 

□ックノブ①び上びり、ドアび解 
錠され、開をます。 

施綻ずる 

► □ックノブ①を矢印の方向に押し 
込かます。 


ま意！ 

• 施錠後は、□ックノブび完全に 
下びっていることを確認してく 
ださし、。 

• □ックノブび完全に下びってい 
ないドアびあるとさは、そのド 
アをいったん開を、再度閉じて 
から施綻してください。 

• □ックノブび下びっていてち、 
車内のドア レバーを 引くとド 
アは開をまず。子供び乗車し 
ているとさは特にを意してく 
ださし、。 
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運転ずる前に 




ドア□ックスイッチ 



①解錠スイッチ 
③施錠スイッチ 


車内から、ずべてのドアとトランクを 
スイッチ操作で解錠/施錠でをます。 

解綻ずる 

► 解綻スイッチ①を押しまず。 

施綻ずる 

► 施綻スイッチ③を押しまず。 

次のような場合はドア□ックスイッチ 
で解錠/施綻でをません。 

• U モコン操作で施錠しているとを 
-助手席ドアび開いているとさ 


注意！ 

• ドアの□ックノブび下びってし、 
て石、車内のドア レバーを 引く 
とドアは開をます。テ供び柔車 
しているとさは特にを意してく 
ださし、。 

• ドア□ックスイッチで施錠した 
ときは、各ドアの□ックノブ 
(3-32.34) び完全に下びって 
いることを確認してください。 


知識 

-ドア□ックスイッチで施綻して 
あるとさ、車内のドアレバーを 
引いてドアを開くと、他のドア、 
トランクを解綻されます。 

-ドア□ックスイッチで施綻して 
ち、燃料給油フラップは施銳さ 
れません。 

• 運転席ドアび開いているとをに 
ドア□ックスイッチを操作する 
と、助手席ドアとトランクび解 
綻/施綻ごれます。 

• ドア□ックスイッチにより車び 
施錠されていてを、シー h ベル 
トテンシヨナーやエアバッグび 
作動ずると、自動的に解綻され 
ます。 

• トランクび独立施錠されている 
とさは、ドア□ックスイッチで 
解錠してち、トランクは解銳さ 
れません。 
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運転ずる前に 


ドア 

車速感応ドア□ック 

速度び約]已 km / hm 上になると、ド 
アとトランクを自動的に施綻します。 

この機能の設定と解除については （4- 
3巨）をご覧くださし、。 

ま意！ 

車速感応ドア□ックを設定した状 
態で、車を押したり、持ち上げると 
さや、ダイナモメーター上でテスト 
などを行なうときは、エンジンス 
イッチを0の位置にしてくださし、 
車輪び回転すると施錠され、車外 
に閉め出されるおそれびあ0まず。 

知識 

• 車速感応ドア□ックで施錠され 
たドアをドア□ックスイッチで 
解錠ずると、ドアを開くかエン 
ジンを再始動ずるまで、車速感 
応ドア□ックは作動しません。 

• 車速感応ドア□ックにより車 
び施綻されていてち、シート 
ベルトテンシ ヨナー やエア 
バッグび作動すると、自動的 
に解錠されます。 


イージーエントリー機能 

運転席への乗り降りを容易にするた 

め、なのいずれかの操作をすると、ス 

テア U ングび上方に移動しまず。 

• エンジンスイッチからキーを巧く 

• エンジンスイッチび0か1の位置の 
とさに運転席ドアを開く 

ステアリングは、なのいずれかの操作 

をずると、元の位置に戻りまず。 

-運転席ドアび閉じた状態でエンジン 
スイッチにキーを差し込む 

• エンジンスイッチび0の位置のとを 
は、運転席ドアを閉じてから、1の 
位置にずる 

• エンジンスイッチび1の位置のとき 
は、運転席ドアを閉じて、吕の位置 
にずる 


この機能の設定と解除については （4- 
38) をご覧ください。 


警告 A 


テ供だけを車内に残して車から離 
れないで<ださい。誤ってドアを 
開いたとさなどにイージーエント 
U —び作動し、身体び挟まれてけ 
びをするおそれびあ0ます。 


知識 

. イージーエント U 一の作動を停 
止するときは、ステア U ング調 
整レバー (3-70) を操作するか、 
運転席ドアのポジシヨンスイツ 
チ （3 -吕 0) を押してください。 

• ステア U ングの位置によって 
は、ステア U ングび上方に移動 
しないことびありまず。 
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運転ずる前に 


ドア 


エマージェンシーキーで 運輯席ドア 
を解錠ずる 



ち八ンドル車 



ち八ンドル車 

①エマージェンシーキーを差し込む/ 
巧 < 位置 
③解錠の位置 


U モコン操作びでさないとさは、運 
転席ドアのドア八ンドルのキー シ U 
ンダーにエマージェンシーキー （3- 
10) を差し込み、解錠ずることびで 
をまず。 

運転席ドアを fi 军綻ずる 

► エマージェンシー キーを 運転席ドア 
の キーシ U ンダーに 差 し 込みまず。 

► エマージェンシーキーを解錠の位 
置③(前方)にまわしまず。 

► エマージェンシーキーを ①の位置 
にまわして巧きまず。 


を意！ 

-盗難防止警報システム装備車 
は、 U モコン操作で施錠した後 
に、 エマー ジェンシーキーで運 
転席ドアを解錠して開くと、盗難 
防止警報び作動しまず。警報を -5 
停止ずるには、キーをエンジン 
スイッチに差し込むか、キーのし、 

ずれかのボタンを押しまず。 

-エマージェンシーキーで運転席 
ドアを解錠/施錠してち、助手 
席ドア、トランク、燃料給油フ 
ラップは解錠/施綻ごれません。 


知識 

• エマージェンシーキーで運転席 
ドアを解錠して開いたあと、エ 
ンジンスイッチにキーを差し込 
むと、燃料給油フラップび解錠 
されまず。 

• 助手席ドアにはキーシリンダー 
はありません。 


3-37 


















運転ずる前に 


ドア 




1」モコン操作で車を施錠でをないと 
をは、1;(下のち法で車を施錠してく 
ださい。 

施綻ずる 

► 運転席ドアを開さます。 

► 助手席ドアとトランクを閉じまず。 

► ドア□ックスイッチ(施錠） （3-3 已） 
を押します。 

ドア□ックスイッチび作動しない 
ときは、助手席ドアの□ックノブ 
を押し込みます。 

► 運転席側から車を降り、運転席ド 
アを閉じまず。 

► エマージェンシーキーを運転席ド 
アのキーシ U ンダーに差し込み、 
施錠の位置③(後方)にまわします。 

► エマージェンシーキーを①の位置 
にまわして抜をまず。 


ち八ンドル車 

① エマージェンシーキーを差し込む/ 
巧 < 位置 
③施錠の位置 


ま意！ 

ドア□ックスイッチび作動せず、 
□ックノブを押し込んで車を施綻 
したときには、状況によりトラン 
クび施錠されていないことびあり 
ます。このときは、トランクを独 
立施綻して < ださい。 
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運転ずる前に 


トランク 


A 


エンジンをかけた状態で、トラン 
クを開いたままにしないでくださ 
い。排気ガスが車内に入り、意識 
不明になったり中毒死するおそれ 
があ0ます。 


ま意！ 

-トランクを開< とさは、トラン 
クの周りに障害物がなく、人や 
物に当たるおそれがないことを 
確認してください。 

-トランクを開くとさは、後方や 
上方に十分な空間があることを 
確認して < ださし、。 

-トランクを閉じるときは、身体 
や物を挟まないよラに十分ま意 
してください。車の周りに子イ共 
がいるとさは、特に注意してく 
ださい。 

• トランクを閉じたとさは、確実 
に閉じていることを確認してく 
ださい。 

• トランクに乗車しないでくださ 
し、。 事故などのとさ、けびをす 
るおそれがありまず。 


トランク ■ 

• モ供などびトランクに閉じ込めら 
れないよ5にを意して < ださい。 

• 強風のとをにトランクを開く 
と、風にあおられて、トランク 
び不意に下びることびありま 
ず。風の強い曰は十分にを意し 3 

て < ださし、。 

また、トランクに雪び積をって 
いるとさち同様にミ主意してくだ 
ごい。 

• トランクび開いているとをに U 
モコン操作で施綻し、トランク 
を閉じるとトランクは施綻ごれ 
ます。キーの閉じ込みにを意し 
て < ださし、。 
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運転ずる前に 




トランクを開< 



①八ンドル 


トランクを開< 

► 八ンドル①を手前に引きます。 
トランクが開さまず。 

リモコン操作でトランクを開く 

► トランクび開さはじめるまで、キ 
一の トランク オープナー ボタン （3- 
6) を押し続けます。 

知識 

車が施錠されているとさ、キーの 
トランク オープナー ボタンを押ず 
と、トランクだけび解錠されて開 
きます。この状態でトランクを閉 
じると、トランクは施錠されます。 



感 トランク オープナー スイッチ 
感 表示灯 
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トランクオープナースイッチでトラン 
クを開< 

車内からスイッチ操作でトランクを開 
くことびでをます。 

トランクオープナースイッチ③は運転 
席ドアにあります。 

► トランク オープナー スイッチ②を 
押します。 

トランクび開をます。 

トランクび開いているとさはス 
イツチの表示灯③び点巧します。 
トランクを閉じると表示好③ち消 
灯します。 


トランクを閉じる 






①凹部 


知識 

走行中は、トランク オープナー ス 
イッチでトランクを開 < ことはで 
きません。 


運転ずる前に 




トランクを閉じる 

► 凹部①に手をかけてトランクを引 
さ下げます。 

► 外側からトランクを軽く押さえます。 


トランクび完全に閉じていない状 
態で走行ずると、警告音び鳴り、 
マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イに警告マークび表示されまず。 
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運転ずる前に 


トランク 

トランクの独立施錠 

トランクを独立して施綻でさます。 

知識 

駐車場などで キーを 預ける場合に、 
この機能を使用してください。そ 
の際は、エマージェンシーキーを 
キー 本体から取0がして携帯して 
くだごい。 



① キーシリンダー 

② 独立施錠解除位置 

③ 独立施錠位置 

④ エマージェンシーキー 

トランクを独立施錠ずる 

► トランクを閉じます。 

► トランクの キーシ U ン ダー ①にエ 
マージェン シーキー④ （3-10) 
を差し込みます。 

► エマー ジェンシー キー ④を独立施 
錠位置③にまわします。 

► キーシ U ンダー ①から エマー ジェ 
ンシーキー ④を巧をます。 


ま意！ 

トランクを開いた状態でを、上記 
の 操作を行なってトランクを閉じ 
ると独立施錠されます。このとさ 
は、エマージェンシー キーの 閉じ 
込みにミ主意して < ださい。 

独立飽錠を解除ずる 

► トランクの キーシ U ン ダー ①にエ 
マージェンシーキー④ （3-10) を 
差し込みます。 

► エマー ジェンシー キー ④を独立施 
綻解除位置②にまわします。 

► キー シ U ンダー ①から エマー ジェ 
ンシーキー④を抜さます。 
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トランクランプ 

トランクを開くと点打し、閉じると消 
の■しまず。 

知識 

トランクを開いたままにずると、 
トランクランプは約] 0分後に消 
灯します。 


運転ずる前に 


トランク 



① キー シリンダー 

② 解錠の位置 

③ エマージェンシーキーを差し込む/ 
抜 < 位置 

④ ハンドル 


エマー ジェン シーキーで トランクを解 
錠ずる 

1」モコン操作でトランクを開いたり、 
解綻でをないとさはエマージェンシー 
キー （3-10) で解錠します。 

► トランクのキーシ U ンダー①にエマ 
ージェンシーキーを差し込みます。 

► エマージェンシーキーを解錠の位 
置②にまわします。 

► 八ンドル④を引いてトランクを開 
さます。 

► エマージェンシーキーを③の位置 
にまわして、キーシ U ンダー①から 
抜さます。 
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運転ずる前に 


トランク 


ま意！ 

-盗難防止警報システム装備車 
は、 エマー ジェンシーキーで卜 
ランクを解湿して開くと、盗難 
防止警報び作動しまず。警報を 
停止ずるには、キーをエンジン 
スイッチに差し込むか、キーの 
し、ずれかのボタンを押します。 

• エマー ジェン シー キーで解錠し 
て開いた後に、 エマー ジェン 
シーキーをキーシ U ンダーから 
抜いてトランクを閉じると再び 
施綻ごれます。キーをトランク 
内に放置しているとキーを取り 
出せなくなりまず。 

知識 

エマージェンシーキーでトランク 
を解錠してを、ドアと燃料給油フ 
ラップは解銳されません。 


トランクフ□アポ‘ード下の収納スぺース 



① トランクフ□アボード 

② フック 


トランクフ□アボード①の下には、応 
急用スペアタイヤ*や車載工具、 
ジャッキなどび^?納されています。 

トランクフ□アボードを開く 

► フック③を矢印の方向に起こして 
トランクフ□アボード①を持ち上 
げます。 

► トランクフ□アボード①をすえな 
びら、トランク開□部の上の縁に 
かけまず（円内）。 

ま意！ 

トランクフ□アボードのフックを 
トランク開□部の縁にかけた状態 
でトランクを閉じないでください。 
フックやシール部を損傷します。 


* オフシヨンまたは仕様によ D 装備び異なりまず。 
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CLK 200 / CLK 3 已〇 


ラゲツジトレイ 

(CLK 200 / CLK 3已 0) 

トランクフ□アボードの下にラゲツ 
ジトレイびありまず。 


ラゲツジトレイには、ル物を収納する 
ことびでさまず。 

ま意！ 

ラゲツジトレイには重量の軽い物 
だけを収納してください。ビンや 
ち、割れやずい物、鋭利な形状の 
物を入れないでください。 



運転ずる前に 




CLK 350 CABRIOLET 



⑦固定スク u ユー 
②ラゲツジトレイ 

ラゲツジトレイを取り出ず 

► 固定スク U ユー①を反時計回りに 
まわして外します。 

► ラゲツジトレイ②を取り出します。 
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運転ずる前に 


トランク 

ラゲッジカパー（カブリオレ) 



ラゲッジカバーを閉じている状態 

① ラゲ ッジカバー 

② ハンドル 

ソフトトツプび閉じているとさに、 
ラゲツジカノ（一を開閉することびで 
さます。 


ラゲッジカパーを閉じる 

► 八ンドル②を持ってラゲッジカ 
ノ く一①を手前に弓 I き出します。 

この状態のとさに、ソフトトップ 
を開くことびでさます。 

ラゲッジカパーを開く 

► 八ンドル②を持ってラゲッジカ 
バー①を奥に押します。 

この状態のとさには、ソフトトッ 
プを開 < ことはでをません。 

’知識 

ラゲッジカバーび確実に閉じてい 
ないとをにソフトトップを開こラ 
とすると、警告音び鳴0、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに’’トラ 
ンクル-ムラドッグ加''-ヲトシ''テクゲサイ!’’と 
1表示されまず。 


ま意！ 

ソフトトップ開閉時にソフトトッ 
プや荷物を損傷させないため 、 LU 
下の点にミ主意して < ださい。 

-荷物はラゲッジカバーの下に積 
み、荷物びラゲッジカバーを押 
し上げていないことを確認して 
ください。 

-ラゲッジカバーの上や前側に物 
を置かないで < ださい。 

• トランクルーム内の左ちには 
開□部びありますび、開□部 
の内側に物び入らないよラに 
ミ主意してください。 

-荷物をラゲッジカバーより高く 
積み上げないでください。 
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運転ずる前に 


トランクに荷物を積むとき 



クーペ 

① トランクに荷物を積んだ状態 

② 1」アシートを巧りたたんで荷物を積ん 
だ状態 


荷物の積み方は車の走行ま定性に大を 
く影響しまず。荷物はできるだけトラ 
ンクに積み、じ(下の点にま意してくだ 
さい。 

-重量び偏らないよラ均等に積んで 
<ださい。 

-重い物は車の中む近く（トランク 
の前ち）に積み、確実に固定して 
ください。確実に固定でさていな 
いと、急ブレーキ時などに荷物び 
動を、トランク内部を損傷ずるお 
それびあります。 

-燃料を入れた容器やスプレーちな 
どを積まないで<ださい。引义や 
爆発のおそれびありまず。 

• 荷物の重量び、制限重量 （9-14) 
を超えないよラにしてください。 

• 荷物は後席バックレストまたは前 
ちに倒したシートクッシヨン（クー 
ぺ)、前席バックレスト（クーペ）に 
接するようにしてくだごい。 


トランク ■ 

-荷物はできるだけ乗車していなし、 

シートの後方に積んでくださし、。 

• 荷物をシートのバックレストより 
高く積み上ばないでください。 

-ウインドウに荷物び当たらないよ 3 

ラにしてください。ウインドウガ — 
ラスを損傷したり、 U アデフォッ 
ガーの熱線やアンテナなどを損傷 
ずるおそれびありまず。 
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運転ずる前に 




荷物固定用リングを使用ずる 

► トランクフ□アボードのス U ツト 
に通して、荷物固定用リングのを 
使用します。 

荷物固定用のアクセサリーは、ダイム 
ラー社の巧奨品の使用をお勧めしま 
す。詳しくは指定サービスエ場におた 
ずねくだごい。 


ま意！ 

. 4個の荷物固定用 U ングに均等 
に力びかかるようにして荷物を 
固定してください。 

. 荷物固定用 U ングに過大な力び 
かからないよラま意してくだご 
し、荷物固定用 U ングを損傷す 
るおそれびあります。 

. 伸縮率7%しソ下および耐荷重張 
力7 ] 4 k 旨(已 OOdaN 似上の擦 
れに強<丈夫な□ープやスト 
ラップ、ネットを使用してくだ 
ごい。 

-固定する□ープやネットび荷物 
の角にかからないよラにしてく 
ださい。 

• 鋭い角のあるちのは、角の部分 
にカバーをしてください。 

-締め付けストラップは、荷物の 
上で交差ずるようにかけてくだ 
ごい。 



荷物固定用リング（クーぺ) 


①巧物固定用リング 
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運転ずる前に 




ボンネッ 


A 


-ボンネットから炎や煙び見えた 
とさは、ボンネットを開かなし、 
でください。火傷をずるおそれ 
びあります。 

-走行中はボンネット□ック解除 
レバーを引かないでください。 
ボンネットび開いて事故を起こ 
すおそれびありまず。 

-エンジンを始動しているとさや 
エンジンびかかっているとを、 
エンジンスイッチび吕の位置の 
とさは、エンジンルーム内には 
手を触れないで < ださい。 

イグニッションシステムやキセ 
ノンへッドランプのバルブソ 
ケット、配線には、高電圧の発 
生部分や高温部分びあり、それ 
らに触れると非當に危険です。 


• エンジンスイッチひらキーを抜 
いているとをでち、：令却水の温 
度び高いとをはエンジンフアン 
などび自動的に回転することび 
あります。エンジンフアンなど 
の回転部分には身体や物を近付 
けないでください。 



3 


左パンドル車 

① ボンネット□ック 解除 レバー 


► 運転席側のインストルメントパネ 
ル下にあるボンネット□ック解除 
レノ（一①を手前に弓 I きます。 
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運転ずる前に 





③ □ック解除 レバー 


► ボンネットの裏側にある□ック解 
除レバー③を押し上げなびらボン 
ネットを持ち上げます。 


注意！ 

-ワイパーアームを 起こしたまま 
ボンネッ トを 開かないで<ださ 
し、 ボンネットと ワイ パーび接 
触して、損傷するおそれびあり 
ます。 


-強風のとをにボンネットを開く 
と、風にあおられ、ボンネット 
び不意に下びるおそれびありま 
す。風の強し''曰には十分にま意 
してください。 

また、ボンネットに雪び積ちつ 
ているとさ石同様にミ主意してく 
ださい。 


ボンネットを閉じる 

► グ U ル上部から約 20 cm 〜 30 cm 
の位置で手を放して閉じまず。 

完全に閉じなかったとさは、をラ 
一度ボンネットを開さ、同じ方法 
で少し強めに閉じまず。 
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運転ずる前に 




警告 A 


走行前に、ボンネットび確実に 
□ックされていることを確認して 
ください。走行中にボンネットび 
開いて事故を起こずおそれびあり 
ます。 

ま意！ 

• ボンネットを閉じるとさは、身 
体や物を挟まないよラにま意し 
てください。 

• エンジンルーム内に物を置い 
たままボンネッ h を閉じると、 
ボンネッ h び変形するおそれ 
び友0まず。 

知識 

ボンネットび完全に閉じていない 
状態で走行すると、警告音び鳴り、 
マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イに警告マークび表示されます。 


垂直位置まで開く 

► 向かってち側にある支せ下部（矢 
印）の□ック解除ボタン①を押し 
なび日、ボンネットを押し上げて 
垂直の位置にします。 

□ ック解除ボタン①び支柱上部に 
移動し、□ックされます。 

垂直位置か5閉じる 

ボンネットを押し上げなびら、す 
せ上部に移動した□ック解除ボタ 
ン①を押して、ボンネットを閉じ 
ます。 

知識 

垂直に開いたボンネットは、支柱 
上部に移動した□ック解除ボタンを 
押さなくてを通萬の開く位置まで下 
げることはでさますび、その位置か 
ら閉じることはでさません。 

一度、垂直に開さ、□ック解除ボ 
タンを押しなびら閉じてくだごし、。 


ボンネットを垂直に開く 



□ック解除ボタンび支は下部にある状態 
①□ック解除ボタン 
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運転ずる前に 





(ち）キャップをホルダーに差し込んだ状態 

① 燃料給油フラップ 

② キャップ 

③ ホルダー 

④ タイヤ空気圧ラベル 


燃料給油フラップを開く 

► エンジンスイッチからキーを抜を 
ます。 


► 燃料給油フラップ①の矢印の部分を 
押します。 


キャップを夕1•ず 

► キャップ②を反時計回りに少しまわ 
して、タンク巧の圧力を抜をます。 

► 圧力び巧けたら、さらに反時計回 
りにまわして、給油□から取り外 
しまず。 

► 外したキヤッフ②をホルダー③に 
差し込みまず。 


キャップを取り付ける 

► キャッフ③を燃料給ミ由□に合わ 
せまず。 

► キャッフ②を時計回りにいっぱい 
までまわしまず。 

燃料給油フラップを閉じる 

► 燃料給油フラップ①を押しまず。 
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運転ずる前に 


警告 A 


• エンジンをかけたまま給ミ由しな 
いでください。火災び発生する 
おそれびあ0ます。 

-周囲に燃料びあるとさや燃料の 
巧いびするとをは、みして火気 
をお付けないでください。火災 
び発生するおそれびあ0ます。 

-肌やを服に燃料び付着しないよ 
ラにを意して<ださい。燃料び 
肌に直接触れたり、気化した燃 
料を吸い込むと、健康を害する 
おそれびあ0ます。 


ま意！ 

• 燃料は無銘プレミアムガソリン 
を使用してください。 

• 給油ノズルび最初に自動停止し 
た時点で給油を停止してくださ 
し、。燃料を入れすざると、燃料 
漏れのおそれや、エンジンび不 
調になったり停止するおそれび 
あります。 


• 燃料をこぼさないよラにま意し 
てください。 

燃料び車の塗装面に付着した 
とをは、すぐになを取ってく 
ださい。塗装面を損傷するお 
それびありまず。 


知識 

• 燃料給ミ由フラップの裏側に、夕 
イヤ空気圧ラベル④び貼付し 
てあります。タイヤ空気圧ラ 
ベルの見かたについては （8- 
18) をご覧ください。 

• U モコン操作での解綻/施綻に 
連動して、燃料給油フラップち 
解綻/施錠ごれまず。 


燃料給油 

燃料給油フラップび開かないとさ 

燃料給ミ由フラップを手動で解綻するこ 
とはでをません。 

車び解錠されているとをに燃料給油フ 
ラップび開かないとさは、ずみやかに 。 
最寄りの指定サービスエ場で点検を受— 
けてください。 
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運転ずる前に 


盗難防止警報システム 



①表示灯 


盗難防止警報 システムが 待機状態のと 
をに、ドアやトランクが開けられたり 
ボンネットの□ックび解除されると警 
報び作動しまず。 

システムを待機:!犬態にずる 

► U モコン操作で車を施錠します。 

表示巧①び点滅し、約10秒後に 
待機状態になりまず。 

システムび待機状態のとをは、表 
お灯①び点滅を続けます。 


知識 

U モコン操作で施銳した後、エマー 
ジェンシーキーで運転席ドアや卜 
ランクを解錠して開くと、警報び 
作動します。 


ま意！ 

-システムを待機状態にするとを 
はボンネットび確実に閉じてい 
ることを確認してください。ボ 
ンネッ h の□ックび解除された 
状態でシステムを待機状態にし 
たとさは、ボンネットび開けら 
れてを警報は作動しません。 

-システムび待機状態のとをに車 
内のドア レバーを 引いてドアを 
開いたり、ボンネット□ック解 
除 レバーで ボンネットの□ック 
を 解除ずると警報び作動します。 
車内に人びいるとをは待機状態 
にしないで < ださい。 

-システムを待機状態にしてち、 
表示灯①び点滅しない場合は、 
システムび故障しています。す 
みやかに指定サービスエ場で点 
検を受けて < ださい。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異な D まず。 
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運転ずる前に 


システムの待機状態を解除ずる 

► U モコン操作で解錠します。 
表示打①び消好します。 


警報の作動 


システムび待機状態のとを、し i (下のよ 
ラな状況を感知ずると警報び作動し 
ます。 

-ドアび開けられたとを 
-トランクび開け5れたとさ 

• ボンネットの□ックび解除された 
とを 

警報び作動すると、サイレンび約30 
秒間鳴り、非當点滅灯び通常の約2倍 
の速さで約已分間点滅しまず。また、 
) レームランプち約已分間点灯します。 


盗難防止警報システム 

警報び作動したとをの解除方法 

► キーのいずれかのボタンを押すひ、 
エンジンスイッチにキーを差します。 

知識 

ドアやトランクび開けられたり、ボ jL 
ンネットの□ックび解除されて警 
報び作動したとさは、それらをす 
ぐに閉じてち、警報は解除されま 
せん。 
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運転ずる前に 


ウインドウ 



運転席ドアのスイッチ（左八ンドル車） 
①ドアウインドウスイッチ 
③リアサイドウインドウスイッチ 


パワーウインドウスイッチは各ドアと 
U アシートクッションの左ち脇にあり 
ます。 

運転席ドアには、ずべてのドアウイン 
ドウとリアサイドウインドウのスイッ 
チびありまず。 

エンジンスイッチび1か2の位置のと 
をに、開閉でをまず。 

警告 A 


-テ供だけを車内に残して車から 
離れないで<ださい。運転装置 
に触れてけびをしたり、事故の 
原因になります。 

また、車内び高温または低温に 
なると、命に関わるおそれがあ 
0ます。 

. テ供び車内からドアやドアウイ 
ンドウを開 < と、事故やけがの 
原因になります。 

テ供を乗せるときは、リアサイ 
ドウインドウの セーフテイス 
イッチ （3 -己 8) を使用してく 
ださい。 


ドアウインドウを開< 

► スイッチを軽く押します。 

押している間だけ開さまず。 

スイッチをいっぱいまで押すと、 
自動で開さます。 

ドアウインドウを閉じる 

► スイッチを軽く引さます。 

引いている間だけ閉じまず。 

スイッチをいっぱいまで引<と、 
自動で閉じます。 

リアサイドウインドウを開く 

► スイッチを押します。 

押している間だけ開さまず。 

リアサイドウインドウを閉じる 

► スイッチを引さます。 

引いている間だけ開じまず。 
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運転ずる前に 


ミ 主意！ 

-ウインドウを開いているとさ 
は、ウインドウに身体を寄りか 
けないで<ださい。ウインドウ 
とドアフレームのずさ間などに 
身体び引さ込まれてけびをする 
おそれびあります。 

-ウインドウを閉じるときは、身 
体や物が挟まれないよラに注意 
して<ださい。挟まれそラに 
なったとさは、ただちにスイッ 
チを押して、ウインドウを開い 
て < ださい。 

• 車から離れるとさや洗車のとさ 
は、ドアウインドウや U アサイ 
ドウインドウび完全に閉じてい 
ることを確認してくださし、。 

• モ供びリアシートに乗るとさな 
どは、セーフティスイッチを設 
定してください（3-58)。 


知識 

-ドアウインドウび自動で開閉し 
ているときに、スイッチを操作 
すると、その位置で停止します。 

-エンジンスイッチを0の位置に 
するか、エンジンスイッチから 
キーを抜いてから約目分間は、 
ウインドウを開閉することびで 
きます。約已分じ(内にドアを開 
くと、ウインドウの開閉はでさ 
な < なりまず。 

• リアサイドウインドウび全閉の 
とさにドアウインドウを開< 
と、リアサイドウインドウもか 
し下降します。ドアウインドウ 
を閉じるとリアサイドウインド 
ウも全閉します。 


-運転席ドアのスイッチで助手席 
ドアのドアウインドウや U アサ 
イドウインドウを開閉している 
とさは、運転席ドア私外のス 
イッチでウインドウを操作する 
ことはでさません。 


パヮーゥィンドゥ ■ 

-ドアウインドウには挟み込み防 
止機能びあります。ドアウイ 
ンドウび自動で閉じていると 
さに挟み込みなどの抵抗びあ 
ると、ドアウインドウびただ 
ちに停止し、その位置から少 3 
し下降します。 — 

-運転席のドアウインドウは、挟 
み込み防止機能び作動してから 
約已秒じ(巧に再度閉じたとをは、 
挟み込みを感知しません。 

• ドアウインドウの挟み込み防止 
機能には、挟み込みを感知しな 
い範囲びあります。 

. ソフト トツプ スイ ツチで ドアウ 
インドウと U アサイドウインド 
ウを開閉でさます（カブ U 才 
レ）。詳しくは （6 -已 1) をご覧 
ください。 
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運転ずる前に 


パワーウインドウ 


セーフテイスイッチ 



ち八ンドル車 

①セーフテイスイッチ 


1」アシートクッシヨン脇のスイッチに 
よる U アサイドウインドウの開閉操作 
びでさなくなりまず。 

子供びリアシートに乗車するとをなど 
に使用してください。 

セーフテイスイッチを設定ずる 

► D び見えるよラにセーフテイスイ 
ッチ①をち側に動かしまず。 

U アシートクッシヨン脇のスイッ 
チからは U アサイドウインドウの 
操作びでさなくなります。 

セーフテイスイッチを解除ずる 

► 0び見えるよラにセーフテイスイ 
ッチ①を左側に動かしまず。 


ドアウインドウび自動で開閉しない 
とを 

バッテ U —あびりやバッテ U —の交換 
などで、一時的に電源び断たれたとさ 
は、ドアウインドウび自動で開閉でを 
な < なることびあります。 

このときは、スイッチを軽く引いて全 
開にし、そのまま2秒じ(上保持してく 
ださい。この操作を他のドアウインド 
ウでち行なってください。再び、ドア 
ウインドウび自動で開閉でさるよラに 
なりまず。 

詳しくは指定サービスエ場におたずね 
<ださい。 


知識 

セーフテイスイッチの位置にかか 
わらず、運転席ドアのスイッチで 
は U アサイドウインドウを開閉ず 
ることびでをます。 
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運転ずる前に 


スライデイングルーフ（クーベ） 


r ングルー フ（ク ーぺ) 


A 


-柔員全員びシートベルトを着用 
してください。車び横転したと 
をなどにスライディングルーフ 
の開□部から車夕りこ放り出され 
て、致命的なけびをずるおそれ 
びあります。 

また、スライディング ルーフの 
ガラスは事故などの際の衝撃で 
割れることびあります。スライ 
ディングルーフび閉じていてを、 
シートベルトを着用していなし、 
と、車び横転したとさなどに車 
がに放り出されて、致命的なけ 
びをずるおそれびありまず。 

-子供だけを車内に残して車から 
離れないでください。スライディ 
ングルーフを操作してけびをし 
たり、事故の原因になりまず。 



①開く 

③チルトアップ 

③ 閉じる/チルトダウン 

④ スライデイングルーフスイッチ 


スライディング ルーフを 開閉ずる 

エンジンスイッチび1か吕の位置のと 
をに操作でをます。 

スライディングルーフを開く 

► ①の方向に軽く操作します。 3 

操作している間だけ開をます。 

①の方向にいっぱいまで操作ずる 
と、自動で開をます。 

スライディングルーフを閉じる 

► ③の方向に軽く操作しまず。 

操作している間だけ閉じます。 

③の方向にいっぱいまで操作ずる 
と、自動で閉じます。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異なります。 
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運転ずる前に 


スライディングルーフ（クーぺ） 

スライディングルーフをチルトアッ 
プ/チルトダウンずる 

スライディングルーフをチルトアップ 
ずる 

► ②のち向に軽く押します。 

押している間だけチルトアップし 
まず。 

③のち向にいっぱいまで巧すと、 
自動でチルトアップします。 

スライディングルーフをチルトダウン 
ずる 

► ③の方向に軽く操作しまず。 

操作している間だけチルトダウン 
します。 

③の方向にいっぱいまで操作する 
と、自動でチルトダウンしまず。 


ま意！ 

-走行中はスライデイングルー 
フから身体を出さないで < だ 
ごい。けびをずるおそれびあ 
0ます。 


-スライディングルーフには挟み 
込み防止機能びありますび、ス 
ライディングルーフを閉じると 
さやチルトダウンずるとさは、 
身体などを挟まないようにま意 
してください。特に子供にはま 
意してください。 

-スライディング ルーフに 身体な 
どび挟まれそラになったとを 
は、スライディングルーフス 
イッチを操作して、スライディ 
ング ルーフを 開いてください。 

-スライデイング ルーフの 開□部 
に腰をかけたり、荷物を載せた 
りして大をな力を加えないでく 
ださい。スライディングルーフ 
を損傷するおそれびあります。 


-車から離れるとをや洗車のとを 
は、ウインドウとスライディン 
グルーフび完全に閉じているこ 
とを確認してください。 

-スライ デ ィング ルーフの 開□部 
から、角の尖ったをのを出し入 
れしないでください。スライ 
デ ィング ルーフのシー J レ 部を損 
傷するおそれびあります。 

-降雨後やを雪後にスライディン 
グルーフを 開く とさは、ルーフ 
上の水や雪などを取り除いてく 
ださい。車内に水や雪などび入 
るおそれびあります。 

-スライディングルー フ 上に雪や 
氷び付着した状態で操作しない 
で<ださい。スライディング 
ルーフを 損傷するおそれびあり 
ます。 
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運転ずる前に 


スライデイングルーフ（クーベ) 


知識 

• スライディングルーフは車外か 
ら U モコン操作で開閉すること 
びできまず。 （3-1 K 13) 

• スライディング ルーフび 自動で 
開閉またはチルトアップ/チル 
トダウンしているとをに、ス 
イッチを操作すると、その位置 
で停止します。 

• スライディングルーフには挟み 
込み防止機能びあります。スラ 
イディングルーフび自動で閉じ 
ているとをやチルトダウンして 
いるとさに挟み込みなどの®巧 
びあると、スライディングルー 
フびただちに停止し、その位置 
から少し開をまず。 


エンジンスイッチを0の位置に 
するか、エンジンスイッチか 
らキーを抜いてから約已分間 
は、スライディングルーフを 
操作することびできまず。約已 
分じ(内にドアを開くと、スラ 
イディングルーフの操作はで 
さなくなりまず。 

スライディング ルーフを 開し、 
て走行してし''ると を、 走巧風 
の影響などで空気の振動を感 
じる場合は、スライディング 
ルーフの 開度を変えるひドア 
ウインドウや U アサイドウイ 
ンドウを少し開くと、解消ず 
ることびあります。 
スライディング ルーフび 自動 
で開閉しないとさは、スライ 
ディン グルーフ を U セッ トし 
てくだごい (3 -巨3)。 

スライディングルーフを開閉 
でをないとさは、指定サービ 
スエ場におたずねくださし、。 


サンシエード 



①グリップ 
③サンシェード 

サンシェードを開閉ずる 

► グ U ップ①を持って開閉します。 

スライディングルーフを開くと、連動 
して開をまず。 
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運転ずる前に 


スライデイングルーフ（クーぺ） 

ま意！ 

サンシエードび開いているとをに、 
サン シエー ド②と ルーフ 内張りの 
間に身体び巧まれないよラにミ主意 
してください。 

知識 

スライデイングルーフび開いてい 
るとをは、サンシェードを閉じる 
ことはでさません。 


自動チルトアップ機能 

スライディングルーフを開いた状態 
で、エンジンスイッチを0の位置にす 
るか、エンジンスイッチひらキーを巧 
いたとさは、け下のとさにスライディ 
ングルーフび自動で閉じ、チルトアッ 
プした状態で停止しまず。 

-降雨などによりレインセンサーび 
雨滴を感知したとさ 

-外気温度び極端に高い、または低 
し)とを 

-バッテ U —の電圧びお下したとさ 

• エンジンスイッチを0の位置にす 
るか、エンジンスイッチひらキー 
を抜いてから、約已時間経過した 
とさ 


知識 

レインセンヴーに雨滴びひからな 
いとをは、自動チルトアップ機能 
は作動しません。 


ま意！ 

-自動チルトアップ機能は、エン 
ジンスイッチび1か2の位置の 
とをやスライディング ルーフび 
チルトアップしているとをは作 
動しません。 

• エンジンスイッチを0の位置に 
ずるか、エンジンスイッチから 
キーを巧いてから約30秒間は、 
自動チルトアップ機能は作動し 
ません。 

• スライディングルーフから身体 
や物などを出さないでくだご 
し、自動チルトアップ機能でス 
ライディングルーフび閉じてい 
るとさに挟み込みなどの®巧び 
あると、挟み込み防止機能び作 
動し、スライディングルーフび 
ただちに停止して、その位置ひ 
ら少し開きます。自動チルト 
アップ機能は解除されます。 

• 磊れたタオルなどでフ□ントウ 
インドウを拭くと、スライディ 
ング ルーフび 閉じることびあり 
ます。 
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運転ずる前に 


スライデイングルーフ（クーベ) 


スライデイングルーフのリセット 

のときは、スライデイングルーフ 
び自動で全開しないことびあります。 
スライデイングルーフの U セツトを行 
なつてください。 


バッテ U —あびりやバッテ1」一交 
換などで電源び断たれたとを 
スライ デイ ング ルーフびスムーズ 
に作動しないとを 

スライデイングルーフを修理した 
とを 


スライディングルーフをリセットずる 

► エンジンスイッチを吕の位置にし 
ます。 

► スイッチを②の方向 （3 -已 9) に操 
作して、スライディングルーフを 
完全にチルトアップし、そのまま 
約2秒じ(上保持しまず。 

► スライディング ルーフび 自動で開 
開することを確認します。 

自動で開閉しないとをは、再度 U 
セツト操作を行なって<ださし、。 


知識 

スライデイング ルーフの リセットが 
でさないとをなどは、指定サービ 
スエ場で作業を行なってくださし、。 
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運転ずる前に 


II 


ル—ムニフ— 


A 


S ラー類は必ず走行前に、後ちが 
十分確認でさるよラに調整してく 
ださい。走行中に調整すると、事 
故を起こすおそれがあります。 


「ルームニフーの調整 



①センサー 


ルーム S ラーを 調整ずる 

► 手で ルーム S ラーの 角度を調整し 
ます。 

ま意！ 

ルームミラーには死角びありまず。 
車線変更をするとさは、必ずドア 
云ラーでち後ちを確認してくださ 
し^。また、肩ごしに直接斜め後方 
を確認してください。 
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運転ずる前に 


自動防眩機能 

周囲び暗く、エンジンスイッチび1か 
吕の位置のとを、 ルーム S ラーの セン 
ヴー①び後続車のライトを受けると、 
自動的に ルーム S ラーの 色の濃度び変 
わり眩しさを防止します。 


知識 

• ルーム 云 ラーのセンサーに 後方 
からのライトび当たらないとを 
は自動防眩機能び作動しないこ 
とびありまず。 

• セレクターレバーび ra に入つ 
ているとさやフ□ントルームラ 
ンプび点灯しているとをは自動 
防眩機能び解除されます。 

• ルーム S ラーと 連動して運転 
席側のドア云ラーち防目をにな 
りまず。 

注意！ 

• S ラーのガラスび破損ずると、 
液体び漏れ出ずことびありま 
す。この液体は物を腐食ごせる 
性質びありまずので、皮膚や目 
に直接触れないよラミ主意してく 
ださい。 


ルーム5ラー ■ 

• 万一、液体び目に入ったとをや 
皮膚に付着したとさは、ただち 
に清潔な水で十分に洗い流し、 

医師の診断を受けて < ださい。 

• 液体び車の塗装面に付着した 
とさは、ただちに水で湿らせ 3 
た巧などで巧を取って < ださ 
し塗装面を損傷するおそれ 
びあります。 

-ルーム云ラーのミちれを取るとさ 
にガラスク U —ナーを使用する 
とさは、必ず指定サービスエ場 
にご相談ください。ガラスク 
U ~ナ~によっては、ルーム 
S ラーが変色ずるおそれびあ 
りまず。 

- u アブラインド（クーペ）を 
展開したとさやドラフトス 
トップ（カブリオレ）を装着 
したとさなど、 ルーム 云 ラー 
び後続車のライトに照射され 
ない場合は、自動防眩機能は 
作動しません。 U アブライン 
ドやドラフトストップを収納 
して < ださい。 
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運転ずる前に 




ドアミラー 


ドア三ラーの角度調整 



①左側ドア S ラー選択ボタン 
® ち側ドア S ラー選択ボタン 
@調整スイッチ 


警告 A 


云ラー類は必ず走行前に、後方び 
十分確認でさるよラに調整して< 
ださい。走行中に調整すると、事 
故を起こすおそれびあ0まず。 


エンジンスイッチび1か吕の位置のと 
をに調整でさまず。 

ドアミラーのち度を調豊ずる 

► 調整したい側のドア云ラー選択ボ 
タン①または③を巧しまず。 

► 調整スイッチ③を操作してドアミ 
ラーの角度を調整します。 

知識 

-ドア S ラーには ヒーター び装着 
されています。外気温度び下び 
ると自動的に温められ、凍結を 
防ぎます。 

-ドアミラーの角度は、運転席 
シートやステア1」ングの位置と 
併せて記憶させることびでさま 

す（3-19)。 

-運転席側ドアミラーはルームミ 
ラーに連動して防眩になりまず 

(3 -巨已）。 

• より広い視界を確保ずるため、 
ドア S ラーのが側部分は凸面に 
なつていまず。 


ま意！ 

-ドア云ラーに写った像は実際よ 
りち遠くにあるように見えます。 
ドアミラーで後方を確認すると 
さは十分ミ主意してくださし''。 

-ドアミラーには死角びあります。 
車線変更をずるとをは、必ず 
ルーム S ラーで ち後ちを確認し 
てください。また、肩ごしに直 
接斜め後方を確認してください。 

-ドア S ラーは車体の側面から突 
さ出ています。ずれ違いや車庫 
入れのとさ、また、歩行をなど 
に十分を意してください。 

-ドアミラーの巧れを取るとさに 
ガラスク U —ナーを使用すると 
さは、おず指定 サービス エ場に 
ごホ目談ください。ガラスク U - 
ナーによっては、ドアミラーが 
変色するおそれびあります。 
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運転ずる前に 




ドアミラーの格納/展開 



左八ンドル車 
①格納スイッチ 
③展開スイッチ 


エンジンスイッチび1か吕の位置のと 
さに操作でをます。 

ドア5ラーを格納ずる 

► 格納スイッチ①を押しまず。 

ドア S ラーを 展開ずる 

► 展開スイッチ③を押しまず。 

知 i 哉 

U モコン操作での施錠時にドア S 
ラーを格納することびでをます。 
詳しくは （3-9) をご覧ください。 


を意！ 

-ドアミラーは手で格納したり、 
展開しないでください。ドア 
云ラーを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

-ドア S ラーを格納/展開してい 
るとをは、身体や物び挟まれな 
いようにを意してくだごい。車 
の周りに子供びいるとをは、特 
にミ主意してくださし、。 

-洗車機を使用するときはドアミ 
ラーを格納してください。ドア 
云ラーを損傷ずるおそれびあり 
9 〇 

-走行時はドア S ラーび完全に展 
開していることを確認してくだ 
ごい。後方視界び確なでをなく 
なるおそれびあります。 
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運転ずる前に 





ち八ンドル車 

①運転席側ドア吉ラー選択ボタン 
感 助手席側ドア吉ラー選択ボタン 

③ 調整スイッチ 

④ メモ1」ースイッチ（運転席ドア) 


セレクターレバーを la に入れたとを 
に、助手席側ドアミラーの角度びあら 
かじめ記憶されていた角度になり、車 
両後方の視界を確保して、後退を容易 
にします。 

エンジンスイッチび吕の位置のとをに 
作動しまず。 

► 助手席側ドア S ラー還がボタン③ 
を押します。 

► セレクターレバーを13に入れます。 
助手席側ドア云ラーの角度び、あ 
らかじめ記憶させていた角度にな 
りまず。 


※左八ンドル車はスイツチ類の配列び異な 
ります。 


助手席側ドア云ラーは次のいずれかの 
ときに元の角度に戻ります。 

• セレクターレノ く一を la から他の位 
置に入れて約10秒経過したとを 

-走行速度び約1 Okm / h け上になった 
とを 

-運転席側ドアミラー選がボタン① 
を押したとさ 

知識 

運転席側ドア S ラー還択ボタン① 
び押されているとをは、助手席側ド 
アミラーの角度は変わりません。 
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運転ずる前に 


助手席側ドア5ラーの角度の記憶 

► エンジンスイッチを吕の位置にし 
まず。 

► 助手席側ドアミラー選択ボタン③ 
を押しまず。 

► 調整スイッチ③で、後退時に後方 
を確認しやずい角度に助手席ドア 
S ラーを調整します。 

► 運転席ドアのメモ U — スイッチ④を 
押し、約3秒じ(内に調整スイッチ③ 
のいずれかの方向を押します。 

このとさ、助手席側ドアミラーび 
動かなければ、そのとをの角度に 
記憶されます。 


ま意！ 

走行する前に、必ずドアミラーの 
角度を後方び十分確認でさるよ5 
に調堅してください。 

知識 

助手席側ドア S ラーび後退時の角 
度に自動調整されているときに、 
助手席側ドア云ラーの角度を調整 
すると、調整した角度び新たに記 
憶されまず。 


知識 


助手席側ドア S ラーび動いたとさ 
は最初からやり直してください。 

► 調整スイッチ③で、走行時の角度 
に助手席ドアミラーを調堅します。 


ドァ5ラ- 

ドア5 ラーの リセット_ 

バッテ U —の接続び一時的に断たれた 
とさは、施綻時のドアミラー格納 （3- 
9) び作動しないことびありまず。こ 
のよラなとさは、ドア云ラーを1」セッ 
卜して < ださい。 3 

► エンジンスイッチを1の位置にし 
ます。 

► 格納スイッチ （3-67) を押しまず。 
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運転ずる前に 


I 


ステア IJ ング 


r ステア U ング位置の調壁 



① ステア U ング調整レバー 

② 前後位置の調整 

③ 上下位置の調整 

知識 

ステア U ングの位置は、運転席 
シー トの位置やドア S ラーの 角度 
と併せて記憶ごせることびでをま 

す（3-19)。 


エンジンスイッチび1か2の位置のと 

を、または運転席ドアび開いている 

とさにステア U ングの位置を調整で 

をます。 

前後位置を調舊ずる 

► ステア U ング調整レバー①を③の 
方向に操作します。 

上下位置を調壁ずる 

► ステア U ング調整レバー①を③の 
ち向に操作します。 

注意！ 

-ステア U ングをいっぱいにまわ 
した状態を長く保持しないでく 
ださい。ステア U ング装置を損 
傷するおそれびあります。 

• 故障などでエンジンを停止して 
けん引ずるとさは、十分ま意し 
てください。エンジンび停止し 
ていると、通萬のとさに比べて 
ステア U ング操作にが苗に大を 
な力び必要です。 


警告 A 


-ステア U ングの調整は、必ず運 
転前に行なってください。運転 
中に調整すると、事故を起こす 
おそれびありまず。 

-子供だけを残して車から離れな 
し、でください。エンジンスイッチ 
からキーび巧かれていてち運乾 
席ドアび開いているときは、誤っ 
てステア U ング調整レバーを操 
作すると、ステア U ングび動を、 
けびをするおそれびあります。 

-運転中はステア U ングのパッド 
部を持たなし'!で < ださし、万一 
のとさ、エアバッグの作動を巧 
げるおそれびあります。 

• ステア U ングのパッド部に力 
バーをしたり、エアバッグの上 
にバッジ、ステッカー、才一 
ディ オの 1」 モコ ン などを 貼付し 
ないでください。エアバッグの 
作動を妨げたり、作動時にけび 
をするおそれびありまず。 
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運転ずる前に 


II ■ 
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運転ずる前に 


メーター パネル 

①メーター照度調節ノブ/ 

リセットボタン 

メーターの 照度を調整ずる 

メーターパネルび点打しているとを 
に、明るさを調節でをます。 

► ノブ①を時計回りにまわすと明る 
くなります。 

► ノブ①を反時計回りにまわずと暗 
くなります。 

卜 U ップメーターやさ種設定などをリ 
セットずる 

► U セットボタン①を押します。 

詳しくは （4 -已、7、17、吕已、41、4吕） 

をご覧ください。 


I ⑨燃料計_ I 

燃料の残量をノ（ーグラフで表示します。 
燃料タンク容量は約巨2 U ットルです。 

ま意！ 

給油のとをはエンジンを停止して 
<ださし、。 


r ③時計_ I 

時刻は、マルチフアンクシヨンコント 
□ーラーに連動しまず。 

時刻を調整ずることはでをません。 
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運転ずる前に 


II ■ 


④⑨方向指示表示な ^ 


⑥ ESP 表示口 

〇 


方向指示灯や非苗点滅 I 灯を作動させた 
とさに点滅しまず。 

詳しくは（已-吕 S 、29) をご覧くださし、 


エンジンスイッチを吕の位置にずると 
点灯し（点灯しないとをは表示灯び故 
障しています）、エンジン始動後に消 
灯します。 


ESP の機能を解除したとをに点灯し 
ます。 


⑥スピードメーター 


車の走行速度を km/h で表示しまず。 


3 


また、 ESP び作動したとさに点滅し 
ます。 

詳しくは（已 -41) をご覧ください。 


知識 

ESP の機能を解除しているとさに 
タイヤの空転や横滑りを感知する 
と、 ESP 表示灯び点滅しまずが 
ES 円ま作動しません。 


ただし、このとさにブレーキを効 
かせたときは、 ES 円ま自動的に作 
動します。 
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運転ずる前に 


メーター パネル 

⑦マルチフアンクシヨンディスブレイ 

各種設定画面や故障/警告メッセー 
ジなどを表示します。 


マルチフアンクシヨンデイスプレイは 

じ(下のとをに点なします。 

• 運転席ドアを開いたとをや閉じた 
とを（約30秒後に消好） 

• U セットボタンを巧したとを 
(約30秒後に消灯） 

• エンジンスイッチを1か吕の位置に 
したとを（エンジンスイッチを0 
の位置にずるか、キーを抜いてか 
ら約30秒後に消打） 

• 車外ランプび点巧しているとを 
(車外ランプび消好してか5約3 0 
秒後に消灯） 

詳しくは （4-1 〜）をご覧くださし、。 




この表示打/警告打は、他の表示灯/ 
警告灯と同様に点I灯しまずび、日本仕 
様車には該当しない装備のため、表示 
灯/警告打としては機能しません。 
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⑩ タコメーター 

1分間あたりのエンジン回転数を表示 
します。 

注意！ 

指針びエンジンの許容回転数を超 
えて、レッドゾーンに入らないよ 
5にしてください。エンジンを損 
傷するおそれびあります。 

知識 

エンジン回転数び許容回転数を超 
えると、エンジンな護のため、燃 
料供給び行われなくなります。 


環境 9 


必要 L ソ上にエンジン回転数を上げ 
ないよラに走行してください。燃 
料を不必要に消費し、大気ミち染の 
原因になります。 


運転ずる前に 


II ■ 


r ⑩冷却水ミ豆度計_ ] 

:令却水の温度をパーグラフで表示し 
ます。 

知識 

• 指定の冷却水を適切なミ居合比で 
使用しているとさは、約] 20で 
までは オーバーヒー トを起こし 
ません。 

• 暑い曰や上り坂び続くとをなど 
に、 ] 20で付近をおすことびあ 
りまずび、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに;令却水に関す 
る故障/警告メッセージ (10- 
巨、9，10)び表おされない限り、 
異苗ではありません。 

• オーバーヒートび起さたとを 
は、冷却水量’冷却水温度警告 
灯⑩びホ色に点好しまず。 


⑩を却水量- 

—冷却水温度警告口 — RgM 

エンジンスイッチを吕の位置にずると 
点巧し（点 I 灯しないとさは警告灯び故 
障しています）、エンジン始動後に消 
打します。 

エンジンびかかっているとをに点灯し 
たとをは、冷却水量び不足していまず。 
ま全な場所に停車してエンジンを停止 
し、冷却水びをえてから、冷却水量を 
点検してくだごし、。 

冷却水量び不足しているとさは 、 U 
ヴーブタンクにを却水を補給してくだ 

さい (8-7) 〇 

警告灯び赤色に点好し、警告音び鳴っ 
たとをは、冷却水温度び約120でな 
上になり、才ーノ（ーヒートしていまず。 
ただちにま全な場所に停車し、エンジ 
ンを停止してを却してくだごし、。 

詳しくは、オーバーヒートしたとさ 
(7-32) をご覧ください。 
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運転ずる前に 


II 


⑩ シートベルト警告打 

^9 


® ABS 警告灯 

■(⑩ )■ 


エンジンスイッチを2の位置にすると 
点灯し（点灯しないとをは警告灯び故 
障しています）、数秒後に消灯します。 

詳しくは に- 10) をご覧ください。 


エンジンスイッチを吕の位置にずると 
点灯し（点灯しないとをは警告灯び故 
障しています）、エンジン始動後に消 
に[します。 

エンジン始動後に消好しないとをやエ 
ンジンびかかっているとさに点打した 
ときは A 日 S に異苗びありまず。通萬 
のブレーキ時の制動力は確保されまず 
け' A 巨 S 、 曰 AS 、 ESP の機自封ま角军除 
ごれます。 


いつちより慎重に運転し、ずみやかに 
指定サービスエ場で点検を受けてくだ 
さい。 

詳しくは （已 -39) をご覧くださし、。 


ま意！ 

A 巨 S 警告 I 灯び点灯したとさは 
ESP 、 巨 AS ち機能び解除されます。 
指定サービスエ場で点検を受けて 
ください。 


知識 

バッテ U —電圧び低下すると A 日 S 
警告打び点巧し、 A 日 S の機能び解 
除されまず。バッテ U —電圧び回 
復ずると警告灯び消え、 A 日 S ち機 
能を回復しまず。 
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運転ずる前に 


II ■ 


⑩ 八ィビーム表示な 

团 


⑩ エアバッグシステム 
警告な 

SRS 


⑩ 走行モード表示/シフトアップ 
マーク * 


へッドランプを上向をで点灯させたと 
をに点'灯しまず。 


⑩ へ、ソ ドランプ表示な 


^3 


へッドランプを点灯させたとさに点灯 
します。 


エンジンスイッチを1の位置にずると 
数秒間点好しまず。また、2の位置に 
すると点灯し、エンジン始動後に消な 
しよす a 

詳しくは に- 13) をご覧ください。 


オートマチックトランス云ッシヨンの 
走行モードやマニュアルギアシフト* 
にしたとさのシフトアップマークを表 
おします （已-7、1已）。 

⑩オドメーター 

これまでに走行した距離の総合計を 
お77^します。 


3 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異なります。 
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運転ずる前に 


II 


吸シフト位置表示 
ギアレンジ表示 
ギア表示* 


才ートマチックトランスクッションの 


シフト位置を表おしまず（已-巨）。 


また、テイッフシフト 巧- 9) にした 
とさのギアレンジや、マニュアルギア 
シフト* (5-12) にしたときのギア 
を表巧します。 


⑩ エンジン警告な 



エンジンスイッチを吕の位置にずると 
点灯し（点好しないとさは警告灯び故 
障しています）、エンジン始動後に消 
に[します。 


エンジンびかかっているとさに点灯し 
たとをはエンジンの制御システムに異 
常びあります。ただちに指定サービス 
工場で点検を受けてください。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異な D まず。 


知識 

-エンジン警告灯び点灯するとエ 
ンジンびエマージェンシーモー 
ドになることびありまず。エ 
マージェンシー モー ドではエン 
ジンの回転数び制限ごれ、アク 
セルペダルを踏んでちエンジン 
の回転び上昇しなくなります。 
この場合、お速で走行でをるこ 
とちありますび、ただちにま全 
な場 F 斤に停車して、指定サービ 
スエ場に連絡してください。 

-燃料切れによりエンジン警告灯 
び点灯したとさは、燃料を補給 
した後にエンジン始動を 3 〜 4 
回繰り返ずと、エマージェン 
シーモードび解除されまず。 
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運転ずる前に 


II ■ 


⑩ ブレーキ警告な pgj 


③□- ルバー警告口 
(カブ U オレ） 

因 


领 燃料残量警告口 

〇 


エンジンスイツチを吕の位置にすると 
点灯し（点灯しないとをは警告 I なび故 
障しています）、エンジン始動後に消 
'灯しまず。 


エンジンスイッチを1の位置にずると 
約2秒間点打します。また吕の位置に 
すると点灯し、エンジン始動後に消 I 灯 
しよす Q 


エンジンスイッチを吕の位置にずると 
点打し（点 I 灯しないとさは警告灯び故 
障しています）、エンジン始動後に消 
灯します。 


3 


1；^下のよラなとさに点巧します。 

-ブレーキ液の量び不足しているとを 

-パー キングブレーキを解除していな 
いとさ（エンジンスイッチび1の位 
置のときち点 I 灯） 

ま意！ 

• ブレーキ液の量び不足して点打 
したとさはブレーキシステムに 
漏れびあることび考えられま 
す。ま全な場所に停車して、指 
定サービスエ場に連絡して < だ 
ごい。 

• パーキング ブレーキを 解除して 
ち消打しないときは、ただちに 
指定サービスエ場で点検を受け 
てくだごい。 


点灯しないとをは警告灯び故障してし、 
9 〇 

詳しくは（吕 -2 已）をご覧ください。 


エンジン始動後に消灯しないとをやエン 
ジンびかかっているとをに点灯したとを 
は燃料の残量び少なくなつています。 


車種 

警告な点な時の残量 

CLK 200 

CLK 350 

約 8U ッ トル 

CLK 63 AMG 

約 ] 2 リ ッ トル 


注意！ 

走行前に燃料の残量び十分あるこ 
とを確認してください。高速道路 
や自動車専用道路などでの燃料切 
れは道路交通法違反になりまず。 
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ステア IJ ングスイッチ 

4-2 

メイン画面一覧 

4-3 

車両情報 

4-4 

AMG 表示 

4-12 

オーディオ 

4-20 



ンディスプレイ 


ナビゲ—シ ヨン. 進行ち向ち位表示 


4-20 

故障表示 4-21 

各種設定 4-23 

卜 U ップコンピューター 4-40 

電話 4-44 


4-1 




ンディスプレイ 


ステア U ングスイッチ 



を称 

①マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 

③設定スイッチ/音量スイッチ 
口 各種設定の設定グループ選 
B 択画面でグループを選択し 
ます。また、設定項目画面 
で数値や設定を変更した 
り、機能のオン/オフを選 
択します。 

各メイン画面とオーディオ 
画面表示中に操作ずると、 
音量を調節でをまず。 

CLK 巨3 AMG では、レー 
スタイマーび操作でさまず 

(4-15)。 

③通話開始/終了スイッチ(電話） 
K 電話を受信/切断するこ 
因 とびでさます。 


※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 


4-2 


④表示切り替えスイッチ 

1^ メイン画面を選択します。 

国 

⑥スク□—ルスイッチ 

E 3 選択したメイン画面巧の各 
Eg 画面を切り替えまず。 


警告 A 


マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イを操作ずるときは、萬に周囲の 
状況にま意してください。 

ミ主意！ 

走行中にステア U ングのスイッチを 
操作するとをは、直進時に行なって 
ください。ステア U ングをまねしな 
びらスイッチを操作すると、事故を 
起こずおそれびあります。 

&電話の操作については、別冊「マルチフ 
アンクシヨンコント□-ラー取扱説明 
書」をお読みください。 
















ンディスプレイ 


メイン画面-^ 


メイン画面一 



※巧障びあるとを 
に表示されます 


100 


22な 


240 


■、 no 


too 


22か 


240 


み80 


> 00 


IBO 


IBO 


22な 


22か 


240 


240 


■、 no 


か 80 


ISO 


fBO 


220 


220 


を。 


00 


?80 ■- 


240 


240 


200 


なか 


240 


マルチフアンクシヨンディスプレイは、 
故障/警告><ッセージや各種情報など 
を表示-設定ずるシステムです。 


①車両情報 

4-4 

② AMG 表示* 

4-12 

③オーディオ 

4-20 

④ナビゲーシヨン- 
進行方向方位表示 

4-20 

⑥故障表お 

4-21 

⑥各種設定 

4-23 

⑦卜 U ツプコンピユーター 

4-40 

⑨電話 

4-44 


※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることがあります。 
* オプションまたは仕様により装備が異なります。 
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車両情報 


ンディスプレイ 



① 

車両情報メイン画面 
(外気温度表示/走行 
速度表お、卜1」ッフメ 
—夕一 ) 

4-5 

③ 

タイヤ空気圧警告シス 
了ム画面 

4-6 

③ 

走行連度/外気温度表 
示画面 

4-9 

④ 

メンテナンスインジケ 
一夕一画面 

4-10 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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マ J レチフアンクシヨンディスプレイ 


夕惊温度表示/走行速度表示 

車両情報メイン画面には、外気温度ま 
たは走行速度び表示されます。 

表示の切り替えは各種設定の"メータ 
ークラスタ’’の"車両情報メイン画面の 
表示設定画面’’ （4-28) で行ないます。 

卜 U ップメーター 

U セット後の走行距離を表示します。 

トリップメーターをリセットずる 
(0.0 に戻ず） 

► U セットボタン （3-7 吕）を、表示 
び 0.0 になるまで押し続けまず。 

車両情報メイン画面を表示させる 

► またはを押して、車両情報 
メイン画面を表示させます。 


車両情報メイン画面 
(夕1•気温度表示/走行速度表示、 
トリツプメーター ） 



①外気温度表示/走行速度表示 
感 トリップメーター 


※画面表示や操作ち法などは予告なくを更されることびあります。 


車両情報 

警告 A 


外気温度表おび crcii (上でを、路面 
び凍結していることびありまず。 
走行には十分ミ主意してくださし、 

を意！ 

が気温度の上昇や下降は、少し遅 
れて表示に反映されまず。 

知識 

が気温度をフ□ン h バンパー付近で 
測定しているため、温度表示は路面 
からの簡射熱などの影響を受けま 
す。したびって、温度表示び実際の 
か気温度と異なることびありまず。 
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車両情報 


ンディスプレイ 


r タイヤ空気圧警告システム画面 I 

4輪すベてのタイヤの回転速度をモニタ 
一し、タイヤ空気圧が低下することに 
より他のタイヤとの回転速度に差び生 
じると、マルチフアンクシヨンデイス 
プレイに警告 X ッセージを表示しまず。 


タイヤ空気圧警告システムは、 Li (下の 
状況のとさは作動しません。 

•力ーブを巧がってし''るとさ 
• 加連または減速をしているとき 

• 砂地や舗装されていない地面など 
の滑りやすし>路面を走行してし'!る 
とさ 

• 積雪路や凍結路などを走行してい 
るとさ 

-スノーチェーンを装着しているとさ 
• 重い荷物を積んで走行しているとさ 

上記に該当しない条件で約2日 km/h 
似上の速度で数分間走行した後、異萬 
び検知されると警告び行なわれます。 


警告 A 


-空気の入れすざなど、誤った夕 
イヤ空気圧の調整に巧しては警 
告び行なわれません。燃料給油 
フラップの裏側にあるタイヤ空 
気圧ラベルを参照して、必ず規 
定の空気圧に調整して < ださい。 

. タイヤ空気圧警告システムは、4 
本のタイヤから同量の空気び漏 
れた場合などは検知でをません。 
また、タイヤ空気圧の点検を行 
なラシステムではありません。 

-急激な空気圧1氏下（タイヤに異 
物び貫通した場合など）に巧し 
ては警告を行なうことびでさま 
せん。このとをは、急ブレーキ 
や急八ンドルを避け、しっかり 
ステア U ングを支えなびら、 
徐々に減速してま全な場所に停 
車してください。 


※画面表おや操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
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ンディスプレイ 




タイヤ空気1^告システムを再*3；!1ずる 

LU 下のとをは、タイヤ空気圧警告シス 
テムを再起動させてください。 

. タイヤ空気圧を調整したとを 

-ホイールやタイヤを交換したとさ 

-新しいタイヤやホイールを装着し 
たとさ 


► タイヤ空気圧警告システムを再起 
動する前に、燃料給油フラップの 
裏側に貼付されているタイヤ空気 
圧ラベル （8-1 S ) を参照して、す 
ベてのタイヤび、適正な空気圧に 
調整されていることを確認します。 


► エンジンスイッチを吕の位置にし 
ます。 

知識 

マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに"タイヤクウキ巧ケイ]クシステムイク’'こッシヨン 
オンテ'' ヴドゲと表示されたときは、 
エンジンスイツチを吕の位置にし 
てください。 



► WBI または 田11 を巧して、車両情報 4 

メイン画面を表示させます （4 -已）。— 

► ra または区 a を押して、タイヤ空 
気圧警告システム画面を表示させ 
ます。 

"タイヤクウキアツケイ]クシステムサドウメニュ-： 

R ホ''タン’’と表おごれます。 

► U セットボタン （3-7 吕）を押します。 


警告 A 


タイヤ空気圧警告システムは、夕 
イヤ空気圧び適正に調整されてし、 
ないとさは、正萬に作動しません。 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 










車両情報 


ンディスプレイ 


80 18 < 

40 MggM 

20 



マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに"夕仆クウキア、ツケイ]クシステムヴイシドウ？" 
と表示されます。 


マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに"夕仆クウキア'ツケイ]クシステムヴイシドウ" 
と表示されます。 


► ra を押して、 " A イ"を反転表示に 
レます。 


数秒後に、タイヤ空気圧警告シス 
テムび作動を始めます。 


知識 

マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに"タイヤクウキアリクイ]クシステムサイシドウ？" 
と表示されてから、約]已秒間何も 
操作をしないと、再起動は中断さ 
れまず。 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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ンディスプレイ 


「走行速度/か気温度表示画面 



①走行速度/外気温度表示 
③ディスプレイ下段の表示 


走斤速度/外気温度表示①は、走行速 
度またはが気温度を表おしまず。 

表示の切り替えは各種設定の"メータ 
—クラスタ’’の"車両情報メイン画面の 
表示設定画面’’ （4 -吕 8) で行ないます。 


走行速度/夕 1•気温度表示画面を表示 
させる 

► IMBI または 田11 を巧して、車両情報 
メイン画面を表示ごせます (4-5) 〇 

► ra または区 a を押して、走行速度 
/夕'!'気温度表お画面を表示ごせ 
ます。 


※画面表示や操作ち法などは予告なくを更されることびあります。 


車両情報 ■ 

ディスプレイ下段の表示③は、が気温 
度または走行速度を表示しまず。 

表おの切り替えは各種設をの"メータ 
—クラスタ’’の"ディスプレイ下段の表 
示設定画面’’ (4-28) で行ないます。 

知識 

• マルチフアンクシヨンディスフ 4 
レイの走斤速度の表お単位を 
km/h または mph に切り替える 
ことびできます（4-27)。 

• "ディスプレイ下段の表示設定画 
面’’ （4-28) の設定によっては、 

走行速度表示画面またはか気温 
度表示画面を表示させたとを 
に、ディスプレイ下段の表示② 

は表おごれません。 
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車両情報 


ンディスプレイ 


メンテナンスインジケーター画面 I 



走行距離や経過時間などに応じて、 
><- カー指定点検整備の実施時期を表 
しよ9 〇 


木 ンテナンスインジケーター画面が表 
示されたとさは、 X — 力一指定点検整 
備を行なって < ださい。 


自動表示機能 

次の 一力一指定点検整備の実施時期 
が近付 < と、エンジンスイッチを2の 
位置にしたとさやエンジンびかかって 
いるとさに、><ンテナンスインジケー 
ター画面び自動的に表示されます。 

表示中に画面を戻すとさは、リセット 
ボタンを押しまず。 


X ンテナンスインジケーター画面は手 
動でち表示でさます。 

手動で表示させる 

► エンジンスイッチを1か2の位置に 
します。 


表のメッセーシ 

表示><ッセージは、日頃の運転スタイ 
ルなどに応じてじ(下のよラに変化し 
ます。 

点検整備実施前の表お例 

"メンテナンス A アト XX ゴ" 

ソンテナンス B アト XX ゴ" 

ソンテナンス A アト XX km " 

"メンテナンス巨アト XX km " 

点検整備実施時期になったとをの表 
示例 

ソンテナンス A ヲウケテクタ''サイ!" 

"メンテナンス巨ヲウケテクタ''サイ!" 


► 國または固を押して、車両情報 
イン画面を表示させまず （4 -已)。 


► ra または区3を押して、><ンテナ 
ンスインジケーター画面を表おさ 
せます。 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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ンディスプレイ 




点検醫備実施時期を過ぎたとさの表 
示例 

実施時期を過ざたときは、^^(下のよう 
なメッセージび表示され、警告音び鳴 
0ます。 

ソンテナンス A XX こチ]1テイの’’ 

ソンテナンス日 XX こチ]1テイの’’ 

ソンテナンス A XX km ] I テイの" 

ソンテナンス日 XX km ]1テイの" 

ま意！ 

• メンテナンスインジケーター 
は、エンジンオイル量表おやエ 
ンジンオイル量の警告表示では 
ありません。 

-メーカー指定点検整備を指定の 
時期までに行なわなかった場合 
は、保証などの対象外になるこ 
とびあります。 


知識 

• "メンテナンス A " ソンテナ'ノス日’’は、次回 
のメーカー指定点検整備の内容 
を示ずちので、どちらび表示さ 
れるかは日頃の運転スタイルや 
走行距離などにより異なりま 
す。詳しくは整備手帳をご覧く 
ださい。 

• メンテナンスインジケーターび 
自動的に表おされる時期は一定 
ではなく、運転スタイルや走行 
距離などにより変わります。 

エンジン回転数を適度になち、 
短距離短時間の運転を避ける 
と、なのメーカー指定点検整備 
の実施時期までの走行距離び伸 
びることびあります。 

• バッテ U —の接続をがしている間 
の経過日数は、加算されません。 


メンテナンスインジケーターのリセット 

メーカー指定点検整備後に、指定サー 
ビスエ場でメンテナンスインジケー 
ターを U セットしてください。 

リセットを、次回メーカー指定点検整 
倫までの基本サイクルは、走行距離で 
(ま]已 ,000 km 、 曰を女で I ま3已已曰 I こ言受 
定されます。いずれか先に達する距離 4 

または時期を次回のメーカー指定点検 
整備時期として表示しまず。 

ま意！ 

メンテナンスインジケーターの表 
示などに異常びあるとをは、すみ 
やかに指定サービスエ場で点検を 
受けてくださし、。 


※画面表示や操作ち法などは予告なくを更されることびあります。 
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AMG 表示 


ンディスプレイ 



① 

ギア表示- 
画面 

油; nn ふ巧 

4-13 

③ 

ギア表示- 
画面 

電圧表お 

4-14 

③ 

ギア表示- 
マー 曲を] 

レース タイ 

4-1 己 

④ 

計測結果表示画面 
(全ラップ） 

4-1 谷 

⑥ 

計測結果表示画面 
(ラップ別） 

4-1 9 


《 AMG 表示は、 CLK 63 AMG のみ 
表示されまず。 


※画面表示や操作ちまなどは予告なく変更されることがあります。 
* オプションまたは仕様により装備び異なります。 
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ンディスプレイ 




ギア表示-油温表示画面 



①ギア表示 
③油温表示 

ギア表示-油温表示画面を表示させる 

► WBI または 田11 をキ甲して、ギア表 
示-油温表示画面を表示させます。 


ギア表示①は、オートマチックトラン 
ス S ッシヨンの実際のギア位置を表示 
します。 

油温表示®は、エンジンオイルの油温 
を表巧します。 


ま意！ 

油温表示画面のマークが点滅して 
いるとさは、エンジンオイルび温 
まっていません（油温び約8日で 
未満になっていまず）。このとさ 
はエンジン回転数を必要(上に上 
げないよラに運転して<ださい。 


エンジンスイツチが1の位置のとき 
は、油温は表汀^できません。このと 
きは"---で"が表示されます。 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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AMG 表示 


ンディスプレイ 


「丰六表 • 電圧表术画面 



①ギア表示 
© 電圧表示 


ギア表示①は、オートマチックトラン 
ス S ッシヨンの実隙のギア位置を表示 
します。 

電圧表示③は、バッテリーの電圧を表 
/ J \しふ9 〇 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 


ギア表示-電圧表示画面を表示させる 

► WBI または 田11 をキ甲して、ギア表 
示-油温表示画面を表示させます 

(4-13)。 

► ra または区 a を押して、ギア表 
示-電圧表示画面を表示させまず。 
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ンディスプレイ 




ギア表示. レースタイマー画面 ギア表示-レースタイマー画面では、 

ヴーキットコースなどで周回ごとのラ 
ップタイムを計測•記録したり、その 
結果を一覧表示でをまず。 

レースタイマーは、エンジンスイッチ 
が2の位置のとき、またはエンジンび 
かかっているときに使用できます。 


①ギア表示 
③計測タイム 
③ラップ表示 



ギア表示-レースタイマー画面を表示 
させる 

► WBI または 面11 をキ甲して、ギア表 
お-油温表示画面を表示させます 

(4-13)。 

► 巨 a または区 a を押して、ギア表 
お-レースタイマー画面を表示さ 
せます。 4 


知識 

-計測タイムは]秒単位で表示さ 
れます。 


• ギア表示-レースタイマー画面 
を表示させているとさは、 ra 
または D を押してオーディオ 
などの音量を調節することはで 
きません。 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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AMG 表示 


ンディスプレイ 


タイム計測を開始ずる 

► ra を押します。 

タイム計測び開始されます。 

タイム計測を停止ずる 

► タイム計測中に ra を押します。 
タイム計測び停止しまず。 


スプ U ットタイムを表示ずる 

► タイム計測中に D を押します。 

スプ U ットタイムび約已秒間表示 
ごれます。 

約已秒経過後に、タイム計測の表 
示に戻0まず。 

知識 

スフ U ットタイムを表示している 
ときに再度 D を巧ずと、スプ U 
ットタイムびラップタイムとして 
記録され、次のラップのタイムび 
表示されます（4-17)。 


知識 

-タイム計測を停止しているとさ 
にを押すと、停止した時点 
からタイム計測び再開されまず。 

• タイム計測中に、停車してエン 
ジンスイッチを1の位置にずる 
と、タイム計測び停止します。 

その後、エンジンスイッチを吕の 
位置にするかエンジンを始動して 
ra を押すと、停止した時点から 
タイム計測び再開されます。 


※画面表おや操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 


言十測したタイムを消'去ずる 

► タイム計測び停止しているときに 
D を押します。 

計測タイムび消去され、表おび 
00:00〇〇に戻ります。 
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ンディスプレイ 


ラップタイムを iS 録ずる 



①ギア表示 
感 計測タイム 


③ 最まラップタイム 

④ ラップ数 

最大日件までの計測タイムをラッフタ 
イムとして記録することびでをまず。 


► タイム計測中に D を押します。 

スフ U ットタイムび約已秒間表示 

されます。 

知識 

このとさから、なのラップタイム 

の計測び開始されます。 

► スフ U ットタイムび表示されてい 

るとをに、再度 D を押します。 

スフ1」ットタイムびラップタイム 

として記録され、次のラップタイ 

ムび表示されまず。 

知識 

• ラップタイムび記録されてい 
るときは、計測タイム③の下 
に最速ラップタイム③び表示 
されます。 

• ラップタイムび9件記録される 
と、それな上計測びでさなくな 
りまず。新たにタイム計測を行 
なうときは、記録したラップタ 
イムを消去してください。 


AMG 表示 

記録したラップタイムを消去ずる 

► タイム計測び停止しているときに、 

U セットボタン （3-7 吕）を2回押 
しまず。 

記録したずべてのラップタイムが 
消まされ、表示が日日:日日00に戻り 
ます。 

4 

知識 ~ 

• 記録したラップタイ厶を個別に 
消去ずることはでさません。 

• エンジンスイッチを0の位置に 
するか、エンジンスイッチから 
キーを抜いてから約3日秒経過 
すると、計測タイムとラップタ 
イムは消去されまず。 


※画面表示や操作方まなどは予告なく変更されることびあります。 


4-17 








AMG 表示 


ンディスプレイ 


「全ラップの計測結果を確認ずる I 


2 周 li (上のラップタイムが記録されて 
いるとさは、タイム計測後に計測結果 
を表示でさます。 


計測結果表示画面（全ラップ） 

①合計時間 

霞計測した全ラップでの最高速度 
@計測した全ラップの総走行距離 
® 計測した全ラップの平均速度 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 


計測結果表示画面（全ラップ）を表示 
させる 

► WBI または 田11 をキ甲して、ギア表 
示-油温表示画面を表示させます 

(4-13)。 

► 巨 a または区 a を押して、計測結果 
表示画面（全ラップ）を表示させ 
^ 〇 

知識 

タイムを計測しているとをは、全ラ 
ップの計測結果は確認でさません。 
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ンディスプレイ 




ラップごとの計測結果を確認ずる 



計測結果表示画面（ラップ別) 
①ラップ表示 
©ラップタイム 


③表示されているラップでの最高速度 
® 表示されているラップの走行距離 
愈表示されているラップの平均速度 


ラップタイムが記録されているとき 
は、タイ厶計測後にラップごとの計 
測結果を表示でさまず。 


計測結果表示画面（ラップ別）を表示 
させる 

► WBI または 田11 をキ甲して、ギア表 
お-油温表示画面を表示させます 

(4-13)。 

► 巨 a または区 a を押して、表おさせ 
たし''ラップの計測結果表示画面を 
選択します。 4 

知識 

-表示されているラップび最速ラ 
ップのときは、ラップ表示①び 
点滅します。 

• タイムを計測しているとさは、 

ラップごとの計測結果は確認で 
きません。 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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ンディスプレイ 


オーディオ/ナビゲーシヨン-進行方向方位表示 

オーディオの使用時にそれぞれの情報 
を表します。 

オーディオのメイン画面を表示させる 

► WBI または 面11 をキ甲して、才ーディ 
才のイン画面を表示させます。 

オーディオの ><イン画面表示中に、 
巨 a または区 a を押すと、ラジオや 
テレビの選局、 CD の選巧などがで 
さます。 

音量調節 

► ■■ またはをキ甲ずと、音量を調 
節でさます。 


※詳細については、別冊「マルチファンク 
シヨンコント□ーラー取扱説明書」をお 
読みください。 



※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 



マルチフアンクシヨンコント□ーラー 
のナビゲーシヨ ン機能でルート案内を 
しているとさに、ルート案内をマルチ 
フアンクシヨンディスプレイに表示す 
ることびでさます。 

ルート案内を行なっていないときは、 
画面に進行方向の方位び表示されます。 

ナビ ゲー シ ヨン. 進行方向方位表示画 
面を表巧させる 

► またはを押して、ナビゲー 
シヨン-進行ち向方位表示画面を 
表示させます。 


※詳細については、別冊「マルチファンク 
シヨンコント□ーラー取扱説日月書」をお 
読みください。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 



① 故障件数画面 

にの例では、3件故障びありまず） 

② 故障メッセージ画面の例 

故障や異當び発生したとさ、車の状況 
をメッセージで表示します。 

知識 

故障びないとをは、故障表示画面 
は表おされません。 


※画面表示や操作ち法などは予告なくを更されることびあります。 


故障表示 ■ 

自動表示機能 

エンジンびかひっているとをに故障び 
起さたとさは、故障メッセージ画面び 
自動的に表示されます。 

ステアI」ングの 圏 BliHI や P3 じ3 、ま 
たは U セットボタンを押すと、故障メ 
ッセージび消えまず。 

4 
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ンディスプレイ 


故障メツセージを確認ずる 

エンジンスイツチび1か2の位置のと 
をに表示でをまず。 

► WBI または 田！ を巧して、故障件数 
画面①を表示ごせまず。 

故障件数び数字で表おされます。 

► ra または区 a を押して、故障メツ 
セージ画面②を順番に表示させま 
す。すべて表示されると、故障件数 
画面①に戻ります。 


故障表示のリセット 

マルチフアンクションディスプレイに 
故障メッセージび表示されているとを 
は、エンジンスイッチを0の位置にす 
ると、故障メッセージの表示び消え 
ます。 

ただし、故障状況び変わらない場合は、 
次にエンジンスイッチを1か吕の位置 
にするか、エンジンを始動したとを、 
再び故障メッセージび表示されます。 


※画面表おや操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 


ミ主意！ 

-表示される故障や異常は一部 
の限られた装備についてであ 
り、表示ごれる内容ち限られ 
ています。故障や異常の表示 
は運転をを支援ずるちのです。 
発生した故障に対処して車の 
ま全性を確保する責任は運転 
ちにあります。 

-故障メッセージび表示されたと 
さは、必ず指定サービスエ場で 
点検を受けて < ださい。 

-表示される故障メッセージに 
ついては （10-3 〜）をご覧く 
ださし、。 
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※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 


ンディスプレイ 




① 

各種設定メイン画面 

4-24 

③ 

設定グループ選択画面 

4-24 

③ 

各種設定項目の初期化 
曲を 

4-2 已 

④ 

各種設定項目の初期化 
完了画面 

4-2 已 


I を意！ 

走行中でち設定を変更することび 
でをますび、ま全のため、必ず停 
車中に操作してください。 














各種設定 


ンディスプレイ 


[を種設定メイン画面 


] 


k 、 8 

、60 

40 

20 




リセッい、 

R ホ'’タンヲ 
3ヒ。ヨウカンオシマス 


80つ 
200 

220 

240 


各種設定メイン画面を表示させる 

► またはを押して、各種設定 
メイン画面を表示させます。 


G 設定グループ選択画面 



設定グループ選択画面を表示させる 

► 各種設定メイン画面表示中に ra 
を押して、設定グループ選択画面 
を表示させます。 


※画面表おや操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 


設定グループを選択ずる 

► ra または D を押して、設定グ 
ループを 選択します。 

► 選択したグループ名を確認して、 
ra を押すと、還択したグループ 
内の最初の設定項目画面び表示ご 
れまず。 
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ンディスプレイ 




設定項目画面を選択ずる 

選択した設定項目画面の数値や設定を 
変更でをます。 

► ra または区 a を押して、設定項目 
画面を選択しまず。 

設定項目を選択ずる 
機能のオン/オフを選択ずる 

► ra または D を押して、設定項目 
を選択したり、機能のオン/オフ 
を還択します。 

選択した設定び記憶されまず。 


各種設定項目の初期化 


户80 
60 
40 
20 


セッテイ 

コウシ''ヨウシュッカ 
ン ノセツテイニ 
リセットシマスカ？ 
シ''ッ〕か、 R ホ''タン! 


180つ 
、200— 

220 
240 


初期化画面 


各種設定のすべての項目を工場出荷時 
の設定に初期化ずる（戻ず）ことびでさ 
まず。 



右]期化完了画面 


► 初期化画面の表お中（約5秒(内） 
に、再度 U セツトボタンを押しまず。 


巧期化び実行され、上記の初期化 
完了画面び表示されます。 


各種設定項目を巧]期化ずる 


知識 


またはを押して、各種設定 
メイン画面を表示させます （4- 

24)。 

U セツトボタン（3-7吕）を約3秒間 
押し続けます。 

上記の初期化画面び表示されます。 


-初期化画面び表おされてから約 
已秒間 U セツトボタンを押さず 
にいると、各種設定メイン画面 
に切り替わります。 

-各種設定項目を初期化ずると、 
設定グループ選択画面び表示さ 
れまず。 


※画面表示や操作ち法などは予告なくを更されることびあります。 


走行中に初期化操作を行なった 
とさは、ま全のため、初期化さ 
れない項目びあります。 
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ンディスプレイ 


各種設定 



※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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① 

各種設定メイン画面 

4-24 

③ 

設定グループ選択画面 

4-24 

③ 

連度-距離単位設定 
画面 

4-27 

④ 

ディスプレイ言語設定 
画面 

4-2 谷 

⑥ 

ディスプレイ下段の表 
示設定画面 

4-2 谷 

⑥ 

車両情報メイン画面の 
表术設定画面 

4-2 谷 













ンディスプレイ 




設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種設定 
メイン画面を表示させまず （4- 

24)。 


► 各種設定メイン画面①表示中に ra 
を押して、設定グループ選択画面 
②を表示させまず。 

設定グループを選択する 

► ra または D を押して、"メータ 
ークラスタ’’を選択します。 


速度.距離単位設定画面 



■© 

マイル 




80 // 

200 * 

I 220 
240 


マルチフアンクシヨンデイスプレイの 
速度や走行距離などの表示単位の設定 
びでをまず。 


► ra または〇を押して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 

km 

表示び km / h 、 km にな 
ります。 

マイル 

表示び mph 、 マイル、 
Ml になります。 


を意！ 


► Ea を押します。 

メータークラスタの最初の設定項 
目画面③び表示されます。 


] マイル （ mph ) は約].已 km / h で 
す。マルチフアンクシヨンディス 
プレイの表お単位びマイル表おに 
なってし''ると、誤って速度を超週 
するおそれびあります。必ず km 
( km / h ) 表示を選択してくだごし、。 


※画面表示や操作ち法などは予告なくを更されることびあります。 
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各種設定 


ンディスプレイ 


ディスプレイ言語設定画面 


ディスプレイ下段の表示設定画面 


車両情報メイン画面の表示設定画面 



ディスプレイに表示ずる言語の設定が 
でさます。 


ディスプレイ下段に表示される項目の 
設定びでさます。 


80 180 // 

.laP ぶ…」 

車両情報メイン画面に表示ごれる項目 
の設定びでさます。 


► ra または D を押して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 

ニホン T 

日本晶表术1しなります。 

English 

英語表示になります。 


知識 


マルチファンクシヨンコント□一 
ラーの表示言語や案内音声言語 
を、この画面で設定した言語に連 
動させることびでさまず。詳細に 
ついては、別冊「マルチファンク 
シヨンコント□—ラー取扱説明 
書」をお読み<ださい。 
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► ra または D を押して、反転表示 
を移動しまず。 


表示 

設定内容 

ソクド 

ディスプレイ下段の 
表おび走行速度にな 
ります。 

力''イキオンド 

ディスプレイ下段の 
表おびが気温度にな 
りまず。 


► ra または D を押して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 

ソクド 

車両情報メイン画面 
の表ホび走行速度に 
なりまず。 

力‘'イキオンド 

車両情報メイン画面 
の表おびが気温度に 
なりまず。 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 


































ンディスプレイ 




① 

各種設定メイン画面 

4-24 

③ 

設定グループ選択画面 

4-24 

③ 

へッ ドランプ点打 モー 
ド設定画面 

4-30 

④ 

□ケイ ター ライテイン 
ク設定画面 

4-31 

⑤ 

車外ランプ消打遅延機 
能設定画面 

4-32 

⑥ 

ルームランプ消灯遅延 
機能設定画面 

4-33 



※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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各種設定 


ンディスプレイ 


設定グループ選択画面を表示させる へツドランプ点打モード設定画面 


► またはを押して、各種設定 
メイン画面を表示させまず （4- 

24)。 


► 各種設定メイン画面①表あ中に ra 
を巧して、設定グループ選択画面 
②を表示ごせまず。 

設定グループを選択ずる 

► u または D を押して、"ライト’’ 
を選択します。 


k 、 80 
、60 

40 
20 


へッ r ラ仆 
スイッチ 



@ 

ツネニオン 


180 // 
200 
|220 
240 


へッ ドランプの点灯 モー ドの設定びで 
さます。 


► Ea を押しまず。 

ライトの最巧の設定項目画面③び 
表示されます。 


► ra または D を押して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 

にユ乃レ 

手動点灯モードでず。 

へッドランプなどを 
点灯するとさはラン 
プスイッチを操作し 
ます。 

曰本ではこのモード 
に設定して < ださい。 

ツにオン 

苗時点灯モードでず。 

ランプスイッチを 
H ひの位置に 
してし）るとさに、エ 
ンジンを始動ずると、 
へッドランプなどび 
苗に点打します。 


※画面表おや操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
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ンディスプレイ 




ま意！ 

設定び萬時点灯モードのとさは、 
ま全のため走行中に設定を変更す 
ることはでをません。 

このとをは、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに"セツテイ"テイシチュウノ 
ミカノが、て' と表示され ます。 


知識 

-萬時点灯モードは、走行中の常 
時点灯び義務付けられている諸 
国に対応していまず。日本では 
手動点灯モードに設定して使用 
して < ださし、。 


□ケイターライティング設定画面 




80 


60 

40 

20 


□ケイタライテインク 


爱賛各 



周囲び暗いとさに U モコン操作で解綻 
すると車外ランプび点灯する機能の設 
定びでさます。 


► ra または〇を押して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

周囲び暗いとさに、 U モコ 
ン操作で解錠すると、車幅 
灯、フ□ントフォグランプ、 
テールランプ、ライセンス 
ランプび点打します。 

オフ 

□ケイターライティングは 
作動しません。 


詳しくは （3-9) をご覧ください。 


-苗時点灯モードで自動的に点灯 
するランプは、ヘッドランプ、 
車幅灯、テールランプ、ライセ 
ンスランプです。へッドランプ 
を上向きにしたり、フォグラン 
プなどを点灯するとをは、各ス 
イツチを操作してくださし、。 


※画面表示や操作ち法などは予告なくを更されることびあります。 
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各種設定 


ンディスプレイ 


きがランプ消灯遅延機能設定画面 


80 


60 

m 

20 


へッ r ライトオフ 
ノチェン 


^ 180 // 

占 200' 


220 

240 


周囲び暗いときにエンジンを停止ずる 
と車がランプび点打ずる機能の設定び 
でをます。 


► ra または D を押して、反転表示 
を移動しまず。 


表示 

設定内容 

オン 

周囲び暗いとさにエンジ 
ンを停止すると、車幅打、 
フ□ントフォグランプ、 
テールランプ、ライセン 
スランプび点1 灯し、ドア 
やトランクを開いて閉じ 
た後、約]已秒後に消打 
します。 

オフ 

車がランプ消1 灯遅延機能 
は作動しません。 


詳しくは（已 -2 巨）をご覧くださし、。 


※画面表おや操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
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ンディスプレイ 




ルームランプ消灯遅延機能設定画面 


户 80 
、60 
40 
20 



ル-ムランフ°オフ 
ノチェン 


© y @ 

オフ を 


h 180 / 

^200 

I 


220 

240 


ルームランプび自動点なモードで周囲 
び暗いとさにエンジンスイッチからキ 
一をなくと、ルームランプび点打する 
機能の設定びでさます。 


► ra または〇を押して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

ルームランプび自動点打 
モードで周囲び暗いとさ 
にエンジンスイッチから 
キーを抜ぐと、ルームフ 
ンプび約]日秒間点丹し 

9 〇 

オフ 

ルームランプ消灯遅延機 
能は作動しません。 


詳しくは（巨- 31) をご覧くださし、 


※画面表示や操作ち法などは予告なくを更されることびあります。 
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各種設定 


ンディスプレイ 



※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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① 

各種設定メイン画面 

4-24 

③ 

設定 グループ 選択画面 

4-24 

③ 

ウインタータイヤスピー 
ド U ミッター設定画面 

4-3 己 

④ 

車速感応ドア□ック設 
疋曲を 

4-36 













ンディスプレイ 




設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種設定 
メイン画面を表示させまず （4- 

24)。 

► 各種設定メイン画面①表示中に ra 
を押して、設定グループ選択画面 

② を表示させまず。 

設定グループを選択ずる 

または D を押して、”シャ U 
" を選択しまず。 

► Ea を押します。 

シヤ U ヨウの最巧の設定項目画面 

③ び表示されまず。 


ウインタータイヤスピードリミッター 
設定画面 



最高速度の制限のない国などで、ウィ 
ンタータイヤ装着時にタイヤの許容最 
高速度に応じた最高速度を設定するた 
めの機能です。 

曰本仕様でち設定はでをまずび、法定 
速度を守って走行してください。 


► ra または〇を押して、設定内容 
を選択します。 

表示 設定内容 

ウインター タイ ヤス 
オフ ピー ド U 云ッターは 

作動しません。 

吕 40 km/h 
吕 30 km/h 
吕吕 Okm/h 

210 km/h 最高速度びそれぞ 
吕〇 Okm/h れのま度に設定され 
1 90 km/h まず。 

1 80 km/h 
1 70 km/h 
1 臣 Okm/h 

知識 

ウィンタータイヤスピード US ッタ 
一を設定しているとをは、巧変スピ 
—ドリミッター （已 -49) で設定で 
をる制限速度は、ウィンタータイヤ 
スピード U 云ッターの設定速度び上 
限となります。 


※画面表示や操作ち法などは予告なくを更されることびあります。 
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ンディスプレイ 


各種設定 

走行速度び約]已 km/hLi (上になつたと k ra または〇を押して、反転表示 
きに、ドアとトランクを自動的に施湿 を移動しまず。 

する機能の設定びでさます。 

表示 設定内容 

車連感応ドア□ックび作 
み 動しまず。 

車連感応ドア□ックは作 
。つ 動しません。 

詳しくは （3-3 巨）をご覧ください。 


車连感応ドア□ック設定画面 


80 
、60 
40 
20 



才-トマティック 
卜、'アロック 


h 180 // 

占 200' 


220 

240 


※画面表おや操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
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コンフオート 



※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 


@ 


?B0 


| 22 & 

^240 



ンディスプレイ 




① 

各種設定メイン画面 

4-24 

② 

設定 グループ 選択画面 

4-24 

③ 

イージーエント U —設 
定曲を 

4-3 谷 

④ 

施綻時のドア S ラー格 
納設定画面 

4-3 白 
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各種設定 


ンディスプレイ 


設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種設定 
メイン画面を表示させまず （4- 

24)。 


► 各種設定メイン画面①表あ中に ra 
を巧して、設定グループ選択画面 
②を表示ごせまず。 

設定グループを選択ずる 


ra または〇を押して、"コンフ 
オート’’を選択しまず。 


► Ea を押しまず。 


イージーエントリー設定画面 



イー/’ーエントリ- 


180 // 
200 — 
220 
240 


運転席への柔り降りを容易にするィ 
ージーエント U —機能の設定びでを 
ます。 


► ra または〇を押して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

ステア U ングび上方に移 
動しまず。 

オフ 

イージーエント U— 機能 
は作動しません。 


詳しくは （3-3 巨） をご覧くださし、 


コンフオートの最巧の設定項目画 
面③び表示されまず。 


※画面表おや操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
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ンディスプレイ 




施錠時のドアミラー格納設定画面 



U モコン操作での施綻時にドアミラー > ra または〇を巧して、反転表示 
を格納する機能の設定びでをます。 を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

U モコン操作での施旋時 
にドア云ラーび格納され 
ます。 

オフ 

U モコン操作での施錠時 
にドア S ラーは格納され 
ません。 


詳しくは （3-9) をご覧くださし、 


※画面表示や操作ち法などは予告なくを更されることびあります。 


4-39 









ンディスプレイ 


トリップコンピューター 



① 

シヨー トト U ツプ 
六ーター画面 

4-41 

③ 

□ングト U ツプ 
六一夕—画面 

4-42 

③ 

走行可能距離画面 

4-43 



※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


卜 U ップコンピューター 


ショートトリップ メーター 画面 


8 

、60 

40 


0 眉 


スタ-トカラ 
1:30 h 
一 1 35 km 90 km/h 
7.0 km/l - 


、180 / 
■^200 


®;o 


①エンジン始動からの走行距離 (km) 

③エンジン始動からの経過時間 （h) 

③エンジン始動からの平均速度 （km/h) 
@エンジン始動からの平均燃費 (km/I) 


ショートト U ップ; ><- 夕一は、エンジ 
ンを始動したとさを起点とした情報を 
みの U J 〇 


エンジンスイッチを0の位置にしてか 
ら、またはキーを抜いてから約4時間 
経過ずると、ショートトリップ一夕 
一は自動的にリセットされます。 

ショートトリップメーター画面を表お 
させる 

► またはを押して、ショート 
トリップ X- ター画面を表おさせ 
ます。 


ショートトリップターは、手動で 
U セットすることちでさます。 

ショートトリップ メーターを 手動でリ 
セットずる 

► ショートトリップ一夕一画面が 
表示されているとさに、X— 夕一 
パネルのリセットボタン （3-72) 

を押し続けて、表示をリセットし 4 
ます。 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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ンディスプレイ 


トリップコンピューター 


「□ン グト リツプメーター画面 



①リセットからの走行距離 （ km ) 
©リセットからの経過時間 （ h ) 

@リセットからの平均速度 （ km / h ) 
® リセットからの平均燃費 ( km / I ) 


□ングト U ップ一夕一は、リセッ 
卜したとさを起点とした情報を表示 
しまず。 

□ングトリップメーター画面を表示 
させる 

► またはを押して、ショート 
トリップ一夕一画面を表示させ 

ます（4-41)。 

► ra を押して、□ングト U ップメー 
夕一画面を表示させます。 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 


□ングトリップメーターをリセットずる 

► □ングトリップ一夕一画面び表示 
されているとさに、 X —夕ーパネル 
のリセットボタン （3-72) を押し 
続けて、表示をリセットします。 

知識 

U セット後、□ングト U ップ X — 
ターは、目|9目目時間経過後、また 
は目目，日目吕 km 走行後に自動的にリ 
セットされます。 
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ンディスプレイ 


卜 U ップコンピューター 



走行可能距離画面 



現在の燃料残量で走行可能なおよそ 
の距離を計算し、予測値として表示 
します。 


走行可能距離画面を表示させる 

► エンジンスイッチを吕の位置にし 
ます。 

► またはを押して、ショート 
トリップメーター画面を表示させ 

ます（4-41)。 


► 区 a を押して、走行可能距離画面 
を表示させます。 


を意！ 

走行可能距離は、現在までの平均 
燃費と燃料残量から計算した予測 
値です。今後の走行状況に応じて 
大をく変動することびありますの 
で、燃料計を確認して、早めに給 
ミ由して < ださし、。 

燃料残量び少ないとをは、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイに"ネンリヨウキユウ 
1シテクタ''サイ’’と表示されるか、下のマ 
-クび表示されます。 



最寄りのガソ U ンスタンドですみやか 
に給油してくださし、。 


※画面表示や操作ち法などは予告なくを更されることびあります。 
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電話 


ンディスプレイ 



電話画面を表示させる 

► IMBI または 田11 を巧して、電話画面 
を表示ごせます。 


通話ずる（電話を夏信ずる） 

► 電話びかひってきたとをにステア 
リ ングの通話開始スイ、ソチ屈を 
押します。 

電話を受信でをます。 

通話を終える（電話を切断ずる） 

► ステア U ングの通話終了スイッ 
チ^を押します。 

電話を切断でさます。 


※画面表おや操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 


メモ U - 番号による電話の発信 

メモリーしてある電話番号に電話をひ 
けることびでをます。 

► 電話画面表示中に、 G3 または区3を 
押して、電話をかける巧手先のメモ 
U —ま号を選択しまず。 

► ステア U ングの通話開始スイッ 
チ®を押します。 


※詳細については，別冊「マルチファンク 
シヨンコント□ーラー取扱説日月書」をお 
読みください。 
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エンジンスイッチ 

己-2 

エンジンの始動と停止 

已 -4 

オートマチックトランスミッション 

已 -6 

マニュアルギアシフト 

已 -12 

才ートマチック車①運輯 

百-16 

パーキング□ック①解除 

百-21 

ランプ 

5-22 

方向指示 

5-28 

非甫点滅灯 

已 -29 


. 運転ずるとさ 


ワイパー 

己-30 

へッ ドランプウォッシャー 

百-33 

パ ーキングブレーキ 

己-34 

ブレーキ 

百-3百 

ABS 

己-38 

BAS 

5-40 

ESP® 

5-41 

クルーズコントロール 

百-44 

巧変スピードリミッター 

已 -49 

パークト□ニック 
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運転ずるとき 


ンスイッチ 



ち八ンドル車 


链 化 

口 

A 


ごく短時間でち、車から離れると 
をはエンジンスイツチから キーを 
抜いてください。また、子供だけ 
を車内に残さないでください。い 
たずらから車の発進、火災などの 
事故び発生するおそれびあ0ます。 
また、炎天下では車内びが萬に高 
温になり、熱中症を起こすおそれ 
びあります。 



作動内容 

⑩ 

0:キーを差し込む/抜く位置 

① 

1:エンジンを停止したまま電 
気装備の一部を使用すると 
さの位置 

② 

吕：走行ずるとさの位置 

すべての電気装備び使用で 
をます。 

③ 

3:エンジンを始動する位置 

エンジンスイツチを③の位 
置までまねして手を放す 
と、 自動的にスターターび 
作動し続け、エンジンび始 
動しまず。 


タツチスタート 

エンジンスイツチを③の位置までま 
わすと、手を放してち自動的にスタ 
ーターび作動し続け、エンジンび始 
動しまず。 
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運転ずるとさ 


ま意！ 

• 走行中にエンジンを停止しない 
でください。エンジンブレーキ 
び効かな<なりまず。また、ブ 
レーキやステア U ングの操作に 
非常に大さな力び必要になり 
9 〇 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込んでいるとをは、わずかに電 
力を消費しています。走行しな 
いとをは、バッテ U —な護のた 
め、エンジンスイッチからキー 
を抜いて < ださい。 

• エンジンスイッチにエマージェ 
ンシーキーを差すことはでをま 
せん。 


知識 

• セレクターレバーび la に入つ 
ていないとをはエンジンスイッ 
チからキーを巧くことびできま 
せん。 


• エンジンスイッチからキーを巧 
かずに0の位置で長時間放置し 
ていると、キーびまわせな<な 
ることびあります。このとをは、 
キーをいったん抜さ、再度差し 
てからまわして < ださし、。 

• キーの発信部び覆われていた 
り、ミちれていると、エンジンを 
始動でをな < なります。 


エンジンスイッチ 

ステアリング□ック 
ステア U ングを□ックずる 

► エンジンスイッチからキーを巧き 
ます。 

ステア1」ングび□ックされまず。 

ステア U ング□ックを解除ずる 

► エンジンスイッチにキーを差し込 
みます。 

ステア U ングの□ックび解除され 5 
ます。 ~~ 
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運転ずるとさ 


エンジンの始動と停止 


エンジンの始動と停止 


r エンジンを始動ずる_ ] 

► パーキングブレーキび確実に効い 
ていることを確認します。 

► セレクターレバーび la に入って 
いることを確認します。 

► 確実にブレーキペダルを踏みます。 
► エンジンスイッチにキーを差し込 
み、アクセルペダルを踏まずに3 
の位置までまわして手を放します。 


ま意！ 

-エンジンは、セレクターレバー 
び Ul に入っているとさち始動 
でさまずび、ま全のため、必ず 
セレクターレバーを la に入 
れ、 ブレーキ ペダルを踏んで始 
動してください。 

• 少しでを車を動かずときはエン 
ジンを始動してください。エン 
ジンび停止していると、ブレー 
キやステア U ングの操作にが萬 
に大さな力び必要になります。 


知識 

ランフやエアコンディショナーな 
ど、バッテ U —の負担になる装置 
を停止しておくと始動性び良くな 
りまず。 
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運転ずるとさ 


エンジンび始動しないとを 


[エンジンを停止ずるとき 



► セレクターレバーび la に入って 
し、ることを確認します。 

► エンジンスイッチを0か1の位置に 
戻してから再始動しまず。 

それでちエンジンを始動でをないとさ 
は、指定サービスエ場に連絡してくだ 
さい。 


► 完全に停車しまず。 

► ブレーキペダルを踏んだまま、パ 
ーキングブレーキペダルを確実に 
踏み込み、セレクターレバーを 
■ a に入れます。 

► エンジンスイッチを0の位置にし 
ます。 

► ブレーキペダルから足をゆつ<り 
放します。 


エンジンの始動と停止 

を意！ 

水温び高めのとをは、少しの間ア 
イド U ング状態でエンジンを冷却 
してから、エンジンを停止してく 
ださい。 
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運転ずるとき 


オートマチックトランスミッション 


オートマチックトランスミッション 



①シフト位置表示 

( ドライブに入っている状態） 

エンジンスイッチを 2 の位置にすると 
メーターパネルにシフ ト位置表示① 
び表示されます。 


L セレクターレバー 


②セレクタ ーレバー 


► セレクターレバー③を動ひして、 
シフト位置を選択します。 

知識 

エンジンスイツチび吕の位置で、 
ブレーキ ペダルを踏んでいないと、 
セレクターレノ (一を la から動かす 
I ことはでさません。 

I ま意！ 

セレクターレバーを ra に入れる 
ときは、完全に停車してください。 



シフト位置 


El 

パーキング 

駐車およびエンジン始動/停止の位置 

■3 

リバース 

後退ずるとをの位置 

ニユートラル 

動力び伝わらない位置 

押したり、けん引して石らラことで車を移動できまず。 

|〇 

ドライブ 

走行ずるとをの位置 

] 連〜已速 （7 G - TR 0 N に装備車は1速〜7ま）の範囲で自動的に 
変速します。 
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運転ずるとさ 


オートマチックトランスミッション 


I 走行モード 



①走1了 t — 卜表 TJX 

路面の状況や運転に合わせてオートマ 
チックギアシフトの走行モードを切り 
碧えることができまず。 

エンジンスイッチを2の位置にすると 
ターパ ネルに走行 モー ド表示 ① 
び表示されまず。 



マニュアルギアシフトが装備車 
® 走行モード選択スイッチ 

走巧モードを選択ずる 
(マニュアルギアシフト非装備車） 

► 走行モード選択スイッチ®を押し 
よ9 〇 

S モー ドー C モー ドー S モー ドと 切 
り誓わります。 



マニュアルギアシフト装備車 

感 走行モード選択スイッチ 5 

走行モードを選択ずる 
(マニュアルギアシフト装備車） 

► 走行モード選択スイッチ感を押し 
ます。 

CLK 63 AMG を除く車種は 、 S モ 
— ドー C モー ドー M モー ドー S モ 
-ドと切り替わります。 

CLK 63 AMG は 、 S モー ドー M 
モー ドー C モー ドー S モー ドと切 
り替わります。 


《車種や仕様により、走行モード選択スイ 
ッチの絵柄は異な0ます。 




















運転ずるとき 


オートマチックトランスミッション 


走行モード 


C モード 

S モードより早めにシフトアップび巧なねれます。ゆるやか 
な運転や滑りやすい路面を走行ずるとをに適しています。 

セレクターレパーを|〇に入れたとさは S モードよりゆるやか 
に後退します。 

S モード 

十分な加連を得たいとさに使用しまず。セレクターレバーを 
m に入れた-户ホは C モードより力強く後退します。 

M モード* * 

マニュアルでギアシフトずることびでさます。 

詳しくは(已 -12) をご覧ください。 


警告 A 


選択したモードにより変速特性び 
変わります。必ず路面の状況に 
合ったモードを選択してくださし、。 


知識 

- S モードまたは C モードを選択 
した状態でエンジンを停止ずる 
と、次にエンジンを始動したと 
さは停止したとさのモードにな 
0まず。 


• M モードを選択した状態でエン 
ジを停止ずると、なにエンジン 
を始動したとさは、 S モードま 
たは C モードになります。 


* オフシヨンまたは仕様によ D 装備び異なりまず。 


5-8 







運転ずるとさ 


オートマチックトランスミッション 


テイッブシフト 

オートマチックトランス S ッシヨン 
のギアの変速範囲（ギアレンジ）を 
変えることにより不必要に変速しな 
いよラにすることびでさまず。 

走行モードび C モードひ S モードのと 
をにテイップシフトにずることびでさ 
まず。 


A 


滑0やすい路面状況やカーブを走 
行しているとをは、低いギアレン 
ジを選択してエンジンブレーキが 
効くと、駆動輪がグリップを失う 
おそれがあります。低いギアレン 
ジを選択するとさは十分ま意して 
<ださい。また、滑りやすい路面 
状況で駆動輪を空転させると、駆 
動系部品を損傷するおそれがあり 
ます。 



①ギアレンジ表示 


^ー ターパ ネルにギアレンジ表示①が 
表示されまず。 


レンジ 


|〇 

1连〜已速 (7 G - TR 0 N に装 
倫車は1连〜7连)の範囲で 
自動的に変ましまず。 

〇本 

1速〜已连の範囲で自動的 
に変速します。 

且本 

1速〜已连の範囲で自動的 
に変速します。 

E 1 

1速〜4まの範囲で自動的 
に変速します。 


1連〜3速の範囲で自動的 
に変速します。 

緩やかな坂道などを走行す 
るとさに使用します。 

且 

1速〜2连の範囲で自動的 
に変速します。 

急な坂道やエンジンブレーキ 
び必要なときに使用します。 

a 

] 速に固定されます。 
エンジンブレーキび最大に 
作用しまず。 


* オプションまたは仕様により装備び異な0ます。 
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運起ずるとき 


オートマチックトランスミッション 
知識 

-ギアレンジ表示の数字は選がし 
たギアレンジを示しており、必 
ずしを実際のギアを示すちので 
はありません。 

-力□速時にエンジンの許容回転数を 
超えるよラなとさは、自動的に高 
し、 ギアレンジび選択されまず。 

• エンジンび暖まっていないとさ 
は、シフト操作を行なって石、 
選択したギアレンジに変わらな 
し、ことびありまず。 

• テイップシフトにしたときに選 
択されるギアレンジは、そのと 
をの走行状況や走行速度により 
異なりまず。 


セレクターレパーによる操作 



③ほいギアレンジを選択 
③高いギアレンジを選択 


テイッブシフトにずる 

► セレクターレバーび I 田のとさにセ 
レクターレノ（一を③側に操作しまず。 

テイップシフトになり、選択ごれた 
ギアレンジ①びメーターノ f ネルに表 
示されます。 

あいギアレンジを選択ずる 

► セレクターレバーを②側に操作し 
ます。 

高いギアレンジを選択ずる 

► セレクターレバーを③側に操作し 
ます。 

テイッブシフトを解除ずる 

► セレクターレバーを③側に操作し 
てな持します。 

ギアレンジ①に’’ぴび表示されまず。 


知識 

ティップシフトにしていないとをに 
セレクターレノ（一を③側に操作する 
と、走行速度やエンジン回転数に応 
じてシフトアップび行なわれまず。 
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運転ずるとさ 


パドルによる操作* 



④ 左側パドル 

(ほいギアレンジを選択) 

⑤ ち側パドル 

(高いギアレンジを選択) 


テイップシフトにずる 

► セレクターレバーび|田のときに左 
側のパドル④を引きまず。 

テイップシフトになり、選択された 
ギアレンジ①びメーターパネルに表 
おごれます。 

おいギアレンジを選択ずる 

► 左側のパドル④を引をまず。 

高いギアレンジを選択ずる 

► ち側のパドル⑤を引をまず。 

テイッブシフトを解除ずる 

► ち側のパドル⑥を引いて保持し 
ます。 

ギアレンジ①に’’ D ’’ び表示されます。 


オートマチックトランスミッション 
知識 

-テイップシフトにしていなし、 
ときに、ち側のパドル⑥を引 
くと、走行速度やエンジン回 
転数に応じてシフトアップび 
行なわれます。 

• CLK 200スポーツパッケージ 

/ CLK 3已〇 AMG スポーツ 
パッケージでは、ち側のパドル 
には" + 左側のパドルには 日 

"一"の表示びあります。 

• CLK 63 AMG では、ち側のパ 
ドルには " UP "、 左側のパドルに 
は " DOWN " の表示びあります。 


* オプションまたは仕様により装備び異な0ます。 
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運転ずるとき 


マニュアルギアシフト 


マニュアルギアシフ 


セレクターレバーまたはパドルを操 
作して、マニュアルでギアを選択で 
をます。 


警告 A 


路面び滑りやずいとをやカーブを 
走行しているとをは、シフトダウ 
ンによってエンジンブレーキび効 
くと、駆動輪びグ U ップを失うお 
それびあります。シフトダウンず 
るとをは十分ミ主意してくださし^。 
また、滑りやすい路面状況で駆動 
輪を空転ごせると、駆動系部品を 
損傷するおそれびありまず。 


* オフシヨンまたは仕様によ D 装備び異なりまず。 


ま意！ 

エンジンび暖まるまでは、エンジ 
ンやトランスミッションに大きな 
負担びひかるよラな運転をしない 
で < ださし、。 

知識 

• マニュアルギアシフトでは、 
ESP の機能を解除しないで走行 
ずることをお勧めします。 

• エンジンび暖まっていないとを 
は、シフト操作を行なってち、 
選択したギアに変速しないこと 
びあります。 
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運転ずるとさ 


マニュアルギアシフト 


マニュアルギアシフトの選択 



①走行モード選択スイツチ 


マニュアルギアシフトを選択ずる 

► 走行モード選択スイッチ①を押し 
て、マルチフアンクシヨンデイス 
プレイの走行モード表示③に " M " 
を表示させます。 



③走わド表 ZT ； 

③ギア表示 

ギア表示③には選択されているギアび 
表示されます。 


知識 

-マニュアルギアシフトを還択し 
た状態でエンジンを停止する 
と、なにエンジンを始動したと 
さは S モードまたは C モードに 
なりまず。 

• マニュアルギアシフトではギア 
表示③に表示される数字は実際 
のギアをおしています。 

マニュアルギアシフトを解除ずる 

► 走行モード選択スイッチ①を押し 
て、 S モードか C モードを選択し 
ふ9 〇 


※車種や仕様によ0、走行モード選巧スイ 
ッチの絵柄は異なります。 
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運転ずるとき 


マニュアルギアシフト 
セレクターレバーによる操作 



④シフトダウン 
⑥シフトアップ 

シフトアップずる 

► セレクターレバーを⑤の方向に操 
作します。 

シフトダウンずる 

► セレクターレバーを④の方向に操 
作します。 


パドルによる激乍 



⑥ 左側パドル（シフトダウン） 

⑦ ち側パドル（シフトアップ） 

シフトアップずる 

► ち側のパドル⑦を引さまず 

シフトダウンずる 

► 左側のパドル⑥を引さまず。 


知識 

• シフトダウン操作をしなくて 
を、走行速度とエンジン回転数 
に応じて、自動的にシフトダウ 
ンすることびありまず。 

• CLK 200スポーツパッケージ 
/ CLK 3已〇 AMG スポーツ 
パッケージでは、エンジン回転 
数び上昇しレッドゾーンに近付 
くと、自動的にシフトアップさ 
れます。このとを、ギア表示の 
数字ち変わります。 

-シフトアップ/ダウン操作をし 
てち、選択したギアび適切でな 
い場合は、エンジンな護などの 
ため、シフトアップ/ダウンさ 
れません。 

• 車種や仕様により、停車時に選 
択でさるギアは異なりまず。 

• 停車ずると、ギアは]速にシフ 
卜されます。 
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運転ずるとさ 


マニュアルギアシフト 


CLK 200 スポーツパッケージ 
/ CLK 350 AMG スポーツ 
パッケージでは、マニュアルギ 
アシフトを選択しているとさに 
キックダウンを行なラことがで 
さます。 

CLK 63 AMG では、7こユア 
ルギアシフトを選択していると 
さにキックダウンを行なラこと 
はでをません。 

CLK 200 スポーツパッケージ 
/ CLK 3已〇 AMG スポーツ 
パッケージでは、ち側のパドル 
には" + "、左側のパドルには 
"一’’の表示びありまず。 


シフトアップ表示 （ CLK 巨3 AMG ) 



⑨ギア表お 

⑨ " up " マーク 

⑩ シフトアップマー ク 


エンジン回転数び上昇し、シフトアッ 
プずるタイ S ングになったとさは、マ 
ルチフアンクシヨンデイスプレイの表 
おびホ<なり、ギア表示⑨と " up " 
マーク⑨び表示されます。 

また、シフトアップマーク⑩ち表示さ 
れまず。 

必要に応じてシフトアップ操作を行 
なつてください。 


• CLK 已3 AMG では、ち側のパ 
ドルには ’’ UP ’’、 左側のパドルに 
は " DOWN " の表示びあります。 


• セレクターレバーを左側に操作 
して保持するか、左側のパドル 
を引いて保持すると、そのとさ 
の加速に最を適したギアび選択 
されます。 
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運転ずるとき 


才ートマチック車の運転 


才ートマチック車の運乾 


運転ずる前にオートマチック車の特性 
を理解し、正しい操作をしてくださし、 


才ートマチック車の特 I 性 

ク U - プ現を： エンジンびかかってい 
ると き、 セレクターレバーび 13、 DI 
LU がに入っていると、動力びつなびっ 
た状態になり、アクセルペダルを踏み 
込まなくてち車びゆっくり動き出しま 
す。これをク U — プ現象といいます。 

キックダウン： 走行中にアクセルぺダ 
ルをいっぱいまで踏み込むと、自動的 
においギアに切り替わり、エンジンの 
回転数び上びって素早く加まします。 
これをキックダウンといいまず。 


発進ずる 

► エンジンを始動します。 

► ブレーキ ペダルを踏んで、踏みし 
ろや踏みごたえを確認します。 

► ブレーキ ペダルを踏んだまま、セ 
レクターレバーを走行位置 III に 
入れます。 

警告 A 


アクセルペダルを踏んだ状態でセ 
レクターレバーを操作しないで< 
ださい。車び急発進するおそれび 
ありまず。 

知識 

ギアび完全に切り替わるのを待つ 
て < ださい。 

► パーキングブレーキを解除しまず。 
► ブレーキペダルを徐々に戻して、 
アクセルペダルをゆつくり踏み込 
みます。 


ま意！ 

急な坂道で発進するとさは、パー 
キングブレーキを効かせたままブ 
レーキペダルから足を放し、アク 
セルペダルをゆっくりと踏んで、 
車び動さ出す感触を確認してから 
パーキングブレーキを解除して発 
進してください。 
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運転ずるとさ 


才ートマチック車の運串5 


通常走巧 

通苗はセレクターレバーを la にして 
走行します。アクセルペダルの踏み加 
減や走行速度に応じて、自動的に変速 
び行なわれまず。 

警告 A 


走行中はセレクターレバーを1¢■に 
入れないで<ださい。エンジンブ 
レーキび効かないため、事故の原 
因になったり、トランス云ッシヨ 
ンを損傷するおそれびあります。 


知識 

エンジンび冷えているとをは、よ 
り高いエンジン回転数でシフト 
アップび行なわれまず。 


素早く加速したいとを 

アクセルペダルをいっぱいまで踏み 
込むと、キックダウンし、素早く加速 
しよす Q 

注意！ 

キックダウンするとさは、周囲の 
状況にま意しなびら操作してくだ 
さい。事故を起こずおそれびあり 
9 〇 


上り坂を走行ずるとき 

► 坂の勾配などに応じて、テイップ 
シフトで 1 氏いギアレンジを選択し 
ます。 

変速の少ない、なめらかな走行び 
でさまず。 

下り坂を走行ずるとき 

下り坂を111で走行ずると、エンジン 
ブレーキの効さび弱く、速度び出ずぎ 
ることびあります。 

► 坂の勾配などに応じて、テイップ 
シフトで 1 氏いギアレンジを選択し 
ます。 

エンジンブレーキの効をび強<な 
ります。 
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運転ずるとき 


オートマチック車の運乾 

エンジンブレーキ；走行中にアクセル 
ペダルを戻したとさに発生ずるエンジ 
ンの内部抵抗を利用した減連をエンジ 
ン ブレーキと いいまず。低いギアのと 
さほど効さび強 < なります。 


警告 A 


• 長い下りあや急な下りあではお 
ずエンジンブレーキを併用して 
ください。ブレーキペダルを踏 
み続けた0、急ブレーキを繰り 
返すと、ブレーキび効かな<な 
るおそれびありまず。 

• 急激なエンジンブレーキを効か 
せないでください。ス U ップし 
て車のコント□—ルを失い、事 
故を起こすおそれびあります。 


滑りやずい路面を走行ずるとを 

走行モード（已 -7) を C モードに切り 
曽え、急加速や急減速を適けた運転を 
むびけてください。 


A 


滑りやずい路面では、ほいギアレ 
ンジや低いギアを選択ずることに 
よる急激なエンジンブレーキを効 
かせないでください。車のコント 
□ールを失い、事故を起こすおそ 
れびあります。 


注意！ 

エンジンび許容回転数を超えるお 
それびある場合は、ほいギアレン 
ジや1氏いギアを選択することはで 
さません。このとさは、ブレーキ 
ぺダ J レを踏んで減速してから再度 
操作し、速度に応じたエンジンブ 
レーキを効かせてください。 


停車ずるとを 

► セレクターレバーを|〇に入れた 
ままブレーキペダルを踏みます。 
やむを得ず停車び長くなるときは、 
パーキングブレーキを確実に効か 
せ、わレクターレバーを la に入 
れます。 


A 


停車中は空ぶかしをしないでくださ 
い。 万ーセレクターレバーび III か 
■ a に入ると、車び急発進して重大 
な事故を起こすおそれびありまず。 
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運転ずるとさ 


ま意！ 

• 急な上り坂などでは、アクセルぺ 
夕しの踏み加減によって停止状態 
を保たないでください。トランス 
ミツシヨンに負担びかかり、過熱 
や故障の原因になりまず。 

• 停車中はブレーキペダルを確実 
に踏み、ク U — プ現象（已 -1 巨） 
で車び動かないよラにしてくだ 
さい。 

• セレクターレバーを ra に入れ 
るとをは、完全に停車してくだ 
さい。トランスミッションを損 
傷ずるおそれびありまず。 


駐車 

► 完全に停車して、フレーキペダル 
を踏み込んだまま、パーキングブ 
レーキを確実に効かせまず。 

► セレクターレノ（一を la に入れまず。 
► エンジンスイッチを0の位置にし 
て、キーを抜をまず。 

► ブレーキペダルから足をゆつ<り 
放します。 


A 


駐車時や車を離れるとさは、セレ 
クターレバーを la に入れ、パーキ 
ングブレーキを確実に効かせて、 
エンジンを停止してください。セ 
レクターレバーを13に入れただけ 
では十分なブレーキ効果び得られ 
ず、あ道などで車び動さ出すおそ 
れびあ D ます。 


才ートマチック車の運転 

ミち意！ 

-急なあ道で駐車ずるとをは、 
パーキングブレーキを確実に効 
かせてください。ごらに輪止め 
をして前輪を歩道方向に向けて 
くだごい。 

-短時間でち車から離れるとさは、 

モ供だけを車内に残さないでく 
ださい。また、ドアウインドウ 
や U アサイドウインドウ、スラ 5 
イディングルーフ（クーペ）*、 
ソフトトップ（カブ U オレ）を 
閉じて、施綻してください。 


* オプションまたは仕様により装備び異な D ます。 
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運転ずるとき 


才ートマチック車の運転 

エマージ王ンシーモード 

トランスミッションに異常び発生し、 
自動変速びでさなくなったとをは、自 
動的にエマージェンシーモードに切り 
替わることびあります。 

この場合、しソ下の方法でギアを2速か 
U パースに入れることびでさるよラに 
なり、走行でをる場合びあります。ま 
全な場所まで移動して指定サービスェ 
場に連絡して < ださい。 


エマージ； L ンシーモー ドでの走行 

► ま全な場所に停車して、セレクタ 
ーレバーを■堂に入れます。 

► エンジンスイッチを0の位置にし 
て、約] 0秒間待ちます。 

► エンジンを始動します。 

► セレクターレパーを 田に 入れまず。 
2速ギアに固定され、前進でさます。 


または 

► セレクターレノ（一を|〇に入れまず。 

U バースギアに固定ごれ、後退で 
をまず。 


ま意！ 

• 2速ギアや U バースギアに変速 
でをなかったり、変速でさてち 
走行でをないとさは、指定サー 
ビスエ場に連絡してください。 

• エマージェンシーモードで走斤 
ずるとをは、動力性能び大さく 
制限されます。十分にミ主意して 
走行し、指定サービスエ場で点 
検を受けてくだごい。 
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パーキング□ックの解除 


セレクターレバーを la の位置から動 
かせないとさは、な下の方法で動ひず 
ことびでさまず。 

故障時に車をけん引されるとをなどに 
パーキング□ックを解除しまず。 

この作業はでさるだけ指定サービスェ 
場に依頼してください。 





①ペンなど 


運転ずるとさ 


パーキング□ックの解除 



パーキング□ツクを解除ずる 

► フ□ントアームレスト下部のル物 
入れを開さ、内部前方にあるトレ 
イを取り外します（巨-38)。 

► 前面のち寄りにある巧にペン①な 
どを差し込み、内部前方にある解 
除ボタンを押しなびら、セレクタ 
ーレバーを13の位置から動かし 
9 〇 


5 

ま意！ — 

• この方法でセレクターレバーを 
動かせないとをは、指定ヴービ 
スエ場に連絡してくださし、。 

• セレクターレバーを動かずこと 
びでをたときでを、指定サービ 
スエ場で点検を受けてください。 

• 作業をずるとをは、ペンなどで 
アームレストなどを損傷しなし、 

よラにミ主意してください。 
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運転ずるとき 




ンプ 


ランプスイッチ 


:)かの法 

一 

左八ンドル車 
①ランプスイッチ 
( D フ□ントフォグランプ表示灯 
感 U アフオグランプ表示灯 


《ち八ンドル車はスイッチや表示口の配列 
び異なりまず。 


► ランプスイッチ①をまわして各位 
置に合わせます。 


位置 作動内容 

■9 すべてのランプび消灯 


Auto 


周囲の明るさに応じて自動 
的に点打/消打 


夕た 


車幅な、テールランプ、ラ 
イセンスランプやスイツチ 
などの照明び点灯 


^3 


車幅巧などに加え、ヘッド 
ランプび点な 


へッドランプ 

へッドランプは手動または自動で点灯 
/消 I なすることびでをまず。 

へッ ドランプび点 I 灯すると、メーター 
パネルに へッ ドランプ表示灯^び点 
に[しまず。 

へッドランプを手動で点打ずる 

► ランプスイッチを^3の位置に合 
わせまず。 


へッドランプを自動で点：打ずる 

► ランプスイッチを团3の位置に合 
わせまず。 


周囲び暗いとを、エンジンスイッ 
チを1の位置にすると、車幅灯、 
テールランプ、ライセンスランプ 
び自動的に点打しまず。 


エンジンを始動すると、上記に加 
えてへッドランプ石自動的に点灯 
します。 
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運転ずるとさ 


警告 A 


-ランプの点打/消打に関する責 
任は運転ちにありまず。ランプ 
の自動点灯機能は運乾ちをす援 
する機能でず。 

-(下の状況などではランプは自 
動的に点灯しなかったり、点灯 
していたランプび消巧して事故 
を起こすおそれびあります。こ 
のとをは、手動でランプを点打 
してください。 

◊震の中を走行するとを 

◊対向車のライトなどにより、 
センサーび正常に作動しなし、 
とを 

• ランプスイツチを田四から瞧3 
の位置にずるとさは、必ず停車 
して<ださい。ランプび一瞬消 
灯して事故を起こすおそれびあ 
りまず。 


注意！ 

• ランプび自動的に点巧している 
とさは、エンジンスイッチを0 
の位置に戻して運転席ドアを開 
くと、警告音び鳴り、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに 
"ラ仆ヲオフ7州キ-ヲヌイテクダサイ"と 
表示されます。このとさはラン 
プスイッチを U の位置にする 
か 、エンジンスイッチからキー 
をないてください。バッテリー 
びあびるおそれびありまず。 

• ランプスイッチを因3かの 
位置にしたまま、キーを抜し、て 
運転席ドアを開くと、警告音び 
鳴り、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに"ラ仆ヲケシテクタ''サ 
イ!"と表示されまず。このとを 
はランプを消灯してくださし、。 
パッテ U —びあびるおそれびあ 
りまず。 


• エンジンを停止した状態で、ラ 
ンプを長時間点打しないでくだ 
さい。バッテ U —びあびるおそ 
れびありまず。 


ランプ 

知識 

• フ□ントウインドウの上部中央 
には明るさを感知するセンサー 
びあります。このセンサーは、 

レインセンサー（已 -3 吕）と同じ 
位置にありまず。ステッカーな 
どを貼付すると、自動的に点灯 
/消打しなくなります。 

• ランプスイッチび团因の位置の 
ときはトンネルなどの暗い場所 5 
や悪天候のとをなどに、ランプ— 
び自動的に点巧ずることびあり 
ます。 
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運転ずるとき 


ランプ 
フォグランプ 

フ□ントフォグランプを点:打ずる 

► ランプスイッチの位置び巨因また 
は^のとき、ランフスイッチ① 
を]段引をます。 

フ□ントフォグランプび点好し、 
フ□ントフォグランプ表示灯②び 
点灯しまず。 

フ□ントフォグランプ/ U アフォグ 
ランプを点灯ずる 

► ランプスイッチの位置び区因また 
は^のとき、ランプスイッチ① 
を 2 段引をます。 

フ□ントフォグランプと U アフォ 
グランプび点灯し、フ□ントフォ 
グランプ表示灯②と U アフォグラ 
ンプ表示灯③び点灯します。 


警告 A 


ランプスイツチび团因の位置のと 
きは、フオグランプを点打するこ 
とびでさません。 

霧の中を走行ずるときは、あらか 
じめランプスイツチを^の位置に 
してへッドランプを点灯してくだ 
さい。 


ま意！ 

-フォグランプは、震などの悪天 
候で、十分な視界び確保でさな 
いとをじ(夕 W こは使用しないでく 
ださい。対向車や後続車の迷惑 
になります。 

-エンジンを停止した状態で、ラ 
ンプを長時間点灯しないで < だ 
さい。パ'ッテ U —びあびるおそ 
れびありまず。 


A ’ー キングランプ 

暗びりでの駐車時に後続車などに車の 
存在を知らせるため、車幅灯とテール 
ランプだけを点灯します。 

パーキングランプを点打ずる 

エンジンスイッチび0の位置のとを、 
またはキーを差していないとをに点灯 
させることびでさまず。 

► ランプスイッチを la または0因の 
位置にしまず。 


位置 

作動内容 

1=^ 

ち側のノ f ーキングランプび 
点灯 

P 3 

左側のノ f ーキングランプび 
点打 
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運転ずるとさ 


へッドランプの下向を/上向さの切 
り替え 



①下向き 
③上向き 
③パッシング 


へッドランプを下向きにずる 

► ヘッドランプび点灯しているとさ 
にコン ビネーシヨ ンスイッチを① 
の位置にします。 

へッドランプび下向をになります。 

へッドランプを上向きにずる 

► エンジンスイッチび1か吕の位置 
で、ヘッドランプび点灯している 
とさに、コンビネーシヨンスイッ 
チを②の位置にします。 

へッドランプび上向をになります。 

メーター パネルの八イ ビーム 表示 
灯區 1 び点巧しまず。 


ランプ 

パッシングずる 

► エンジンスイッチび1か吕の位置の 
とさに、コンビネーションスイッ 
チを③の方向に引をます。 

引いている間、ヘッドランプび上 
向さで点灯します。 

メーターパネルの八イビーム表示 
灯^び点好します。 

コンビネーションスイッチから手 
を放すと①の位置に戻ります。 

ミ主意！ 

対向車びあるとさや市街地を走行 
するときは、へッドランプを上向 
をにしないで <ださい。 
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運転ずるとさ 


ランプ 

車がランプ消灯遅延機能 

周囲び暗いとさにエンジンを停止する 
と、車幅灯、フ□ントフォグランプ、 
テールランプ、ライセンスランプび点 
灯し、ドアやトランクを開いて閉じた 
後、約]已秒後に消好しまず。 

この機能の設定と解除については （4- 
32) をご覧くださし、。 


車がランプ消'灯遅延機能を一時的に 
解除ずる 

► エンジンを停止した後、エンジンス 
イッチを吕の位置にしまず。 


知識 

• エンジンを停止してからドアや 
トランクを閉じたままにずるか、 
開いてそのままにしてから約 
已〇秒後にランプは消灯し、こ 
の機能は解除ごれまず。 

• この機能は、エンジンを停止し 
てから約2 0分経過ずると解除 
ごれまず。約20分じ(内なら、 
ドアやトランクを開くたびに車 
外ランプび点灯しまず。 
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コーナ u ングランプ* 

し i (下のとさに、方向指示灯の点滅、ま 
たはステア U ング操作に連動して、フ 
□ントフォグランプび点灯します。 

-周囲び暗いとを 

-走行速度び約 40 km / hl ； (下で、エ 
ンジンびかかっているとを 

. へッドランプを点打しているとき 


方向指をなの点滅との連動 

方向指示灯を点滅させると、点滅させ 
た側のフ□ントフォグランプび点灯し 
まず。 

わレ クターレバーが ra に入っている 
とさは、フ□ントフォグランプは点巧 
しません。 


運転ずるとさ 




ステア U ング操作との連動 

ステア U ングを操作ずると、操作し 
た側のフ □ ントフォグランプび点な 
しふ9 〇 

わレクターレバーが ra に入ってし、る 
とさは、ステア U ングを操作した方向 
と逆側のフ □ ントフォグランプび点巧 
します。 

知識 

• 点滅させたち向指示灯の方向 
と、ステア U ングの操作ち向び 
異なるとさは、ち向指示打と同 
じ側のフ□ントフォグランプび 
点灯します。 

• フ□ントフォグランプはゆっく 
り消灯するため、一時的に左ち 
両側のフ□ントフォグランプび 
点'なずることびあります。 

• 点 I 灯したフ□ントフォグランプ 
は、約3分後に自動的に消巧し 
ます。 


アクティブライトシステム* 

周囲び暗いとき、走行中にステアリン 
グを操作ずると、操作した方向にへッ 
ドランプの向をび変わります。 

知識 

. へッ ドランプの角度は、ステア 
U ングの操作角度や走行速度に 
応じて変化します。 

• 変化ずるへッドランプの角度は 5 

ルごいため、変化びわかりにく 
いことびあります。 


* オプションまたは仕様により装備び異な0ます。 
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運転ずるとき 





⑦ち側のち向指示灯び点滅 
②左側のち向指示灯び点滅 


ち側のち向指示なを点滅させる 


► コンビネーシヨンスイッチを①の 
方向に操作します。 

左側のち向指示灯を点滅させる 

► コン ビネーシヨ ンスイッチを③の 
ち向に操作します。 

ステア U ングを直進に戻ずとコンビ 
ネーシヨンスイッチは自動的に戻り 
ます。戻らないときは手で戻してく 
ださい。 

で向指示巧び点滅しているときは、 
メーターノてネルの方向指示表お打を点 
滅します。 


知識 

-方向指お打を使用しているとを 
に非當点滅巧スイッチを押す 
と、非常点滅打び点滅します。 
再度、非苗点滅巧スイッチを押 
ずと、方向指示 I 灯に切り替わり 
ます。 

• コンビネーションスイッチを軽 
く操作すると、方向指示灯び3 
回点滅します。 
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運転ずるとさ 


|| III I ■ 



①非常点;威灯スイツチ 


故障などの非萬時に、やむを得ず路上 
で停車するときなどに使用します。 

非常点滅:打を点滅させる 

► 非甫点滅灯スイッチ①を押します。 
すべての方向指示巧び点滅しまず。 

非萬点滅灯スイッチ①とメーター 
ノ くネルの方向指お表お巧ち点滅し 
ます。 

非常点滅:打を消'灯させる 

► 再度、非甫点滅灯スイッチ①を押 
しまず。 


ミ主意！ 

-非甫時 LU がは使用しないでくだ 
さい。 

-エンジンを停止して長時間使用 
ずると、ノくッテ U —びあびるお 
それびありまず。 

知識 

• 非常点滅灯を使用しているとさ 
にち向指おの操作をすると、そ 
のち向のち向指示打の点滅に切 
り替わります。方向指示灯び消 
好すると、再び非常点滅巧に切 
り替わりまず。 

-エアバッグび作動すると、非當 
点滅'なび自動的に点滅します。 
自動的に点滅した非常点滅灯を 
消灯ずるとをは、非當点滅灯ス 
イッチ①を押します。 
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運転ずるとき 





① ワイパー作動 モー ドの マーク 

② テイツプ機能/ウインドウウオッ 
シャーの噴射 


ワイパーを作動させる 

► エンジンスイッチが1か2の位置の 
とさにコンビネーシヨンスイッチ 
をまわして、ワイパー作動モード 
のマーク①を I 〜 III の位置に合わ 
せまず。 


位置 

作動内容 

0 

停止 

1 

AUTO モ ー K 

レインセンサーび感知した 
雨滴量や走行速度などに応 
じて、ワイパーの作動を自 
動的に切り替えまず。 

II 

イ氏速モード 

III 

高速モード 


知識 

II または III の位置のとさは、停車 
時または徐行時のワイパーの作動 
は、レインセンサーにより自動調 
整されます。 
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運転ずるとさ 


ワイパーを1回だけ作動させる 
(ティップ機能） 

► コンビネーションスイッチを矢印 
②のち向に軽く押しまず。 

ウォッシャー 液は噴射せずにワイ 
パーび1回だけ作動します。 

この機能はフ□ントウインドウび濡れ 
ているとさだけ使用してくださし、。 

ウインドウウォッシャーを晴射させる 

► エンジンスイッチび1ひ2の位置の 
とを、コンビネーションスイッチを 
矢印③の方向にいっぱいまで押し続 
けます。 

その間ウォッシヤー液び噴射し、 
ワイパーち作動します。 


注意！ 

• フ□ントウインドウを巧くとき 
などは、必ずコンビネーション 
スイッチの位置を0(停止）に戻 
してください。ワイパーび動を、 
けびをするおそれびあります。 

• ワイパーやウォッシャーを使用 
するとをは、歩行者に水しぶを 
やウォッシャー液びかからなし、 
よラにま意してください。 

• フ□ントウインドウび乾いてし、 
るとさはワイパーを使用しない 
でください。ウインドウの表面 
に細かい傷び付くおそれびあり 
まず。フ□ントウインドウびミち 
れてし'!る場合は、必ずウォッ 
シャー液を噴射してからワイ 
パーを使用してくださし、。 

• ウォッシャー液び出なくなった 
とさは、ウォッシャーの操作を 
しないでください。ウオツ 
シャーポンプを損傷ずるおそれ 
びあ0ます。 


ヮィパ- ■ 

• エンジンを停止するときは、必 
ずコンビネーシヨンスイツチの 
位置を0に戻してください。コ 
ンビネーシヨンスイッチの位置 
び II または III のとさにエンジン 
スイッチを1の位置にすると、 
ワイパーが作動し、ウインドウ 
び濡れていないとさは傷び付< 
おそれがあります。 

• 寒冷時にはワイパーブレードが 
ガラスに貼り付くことびありま 
ず。作動させる前に貼り付いて 
いないことを確認してくださ 
し、。貼り付し、たままワイパーを 
操作ずると、ワイパーブレード 
や モーターを 損傷するおそれび 
ありまず。 

-雪などび付着しているとさは、 

雪などを取り除いてからワイ 
パーを操作して<ださい。作業 
の際には、を全のため、キーを 
抜いてくだごい。 
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運転ずるとき 


ワイパー 
知識 

-ワイパーび作動しないときは、 
別のモードを選択すると作動ず 
ることびありまず。 

• き■季にはウォッシャー液の濃度 
にを意し、を用の純正ウォッ 
シャー液を使用してくださし、。 

• コンビネーションスイッチび I 
の位置のとを、停車時にドアを 
開くとワイパーは作動しません。 
ワイパーは Li (下のとさに作動を 
再開します。 

〇セレクターレバーび la また 
は ui のとさは、ドアを閉じ 
てわレクターレバーを raw 
ra に入れてからホ行を開始 
したとを 

◊ セレクターレバーび|田また 
は13のとさは、ドアを閉じ 
てから走行を開始したとを 


• フ□ントウインドウび乾いてし、 
てを、エンジンスイッチび1 か吕 
の位置のときに コンビネーショ 
ンスイッチを I の位置にすると、 
ワイパーび]回作動します。 

-ボンネットの□ックび解除され 
ているとさは、ワイパーは作動 
しません。 


• エンジンびかかっていてヘッド 
ランフび点灯しているときに、 
ウインドウウォッシャーを約 1 已 
回操作すると、へッドランプ 
ウオッシャーび自動的に作動し 
ます。 


レインセンサー 



③レインセン サー 


フ□ン トウインドウの図の位置にレイ 
ンセンサー③びあります。 

ま意！ 

レインセンサーの上にステ ッカー 
などを貼付しないでください。 レ 
インセンサーび正萬に機能しなく 
なりまず。 
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運転ずるとさ 



左八ンドル車 

①へツドランプウオツシヤースイツチ 


《ち八ンドル車はスイッチの配列び異なり 
ます。 


ヘッドランプウォッシャーを作動させる 

エンジンスイッチび2の位置のとさに 
作動します。 

► ヘッドランプウォッシヤースイッ 
チ①を押します。 

ウォッシャー液がへッドランプに 
向けて噴射されます。 

知識 

-エンジンがかかっていてヘッド 
ランプび点丹しているときに、 
ウインドウウォッシャーを約 
] 己回噴射させると、ヘッドラ 
ンプウォッシャーが自動的に作 
動します。 

エンジンを停止すると、ウイン 
ドウウォッシャーを噴射させた 
回数はリセットされます。 

. 冬季にはウォッシャー液の濃度 
にま意し、冬用の純正ウオッ 
シャー液を使用してください。 


へッドランプウォッシャー ■ 
ま意！ 

• へッドランプウォッシャーを使 
用ずるとさは、歩行者などに 
ウォッシャー液びかからないよ 
ラに注意して < ださい。 

-へッドランプには樹脂製レンズ 
を使用してし''るため、必ず専用 
の純正ウォッシャー液を使用し 
てください。レンズを損傷する 
おそれがあります。 5 

• ウォッシャー液び出なくなった 
ときは、へッドランプウォッ 
シャーの操作をしなし'\でくださ 
し、ウォッシャーポンプを損傷 
ずるおそれびあります。 
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運転ずるとさ 


jk ーキングブレーキ 



左八ンドル車 
①解除八ンドル 
( D ブレーキペダル 
風 パーキングブレーキペダル 


パーキングブレーキを 効かせる 

► ち足でブレーキペダル®を踏みなび 
ら、左足でパーキングブレーキぺダ 
ル®をいっぱいまで踏み込みます。 

パーキングブレーキを 解除ずる 

► 解除八ンドル①を引きまず。 


A 


• テ供だけを残して車ひら離れな 
いでください。パーキングブ 
レーキを解除して車び動さ出し、 
事故を起こすおそれびあります。 

-パーキングブレーキを効かせた 
まま走行しなし'' でくださし''。 
パーキングブレーキび過熱して 
効かなくなったり、火災び発生 
するおそれびあります。 


ま意！ 

-パーキングブレーキは完全に停 
車してから効かせてください。 

-急なお道に駐車ずるとさは、夕 
イヤに輪止めをしてください。 
さらに前輪を歩道方向に向けて 
ください。 

知識 

パーキングブレーキを解除せずに 
走行ずると、警告音び鳴り、マル 
チフアンクシヨンディスプレイに 
警告メッセージび表示されます。 
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運転ずるとさ 


ブレーキ 


A 


-長い下りあや急な下り坂では必 
ずエンジンブレーキを併用して 
ください。エンジンブレーキを 
併用しないでブレーキペダルを 
踏み続けたり、急ブレーキを繰 
り返すと、ブレーキび効かなく 
なり、停車でをなくなるおそれ 
びあります。 

-ブレーキ ペダルの上に足を置い 
たまま運転しないでください。 
ブレーキ パッドび早く摩耗する 
だけでな <、ブレーキび 過熱し 
て効かな<なったり、火災び発 
生するおそれびあります。 


注意！ 

• ブレーキび過熱している状態で 
は、ブレーキに水びかからない 
よラにして<ださい。ブレーキ 
ディスクを損傷するおそれびあ 
りまず。 

-水たまりの通過後や洗車後は、 
ブレーキの 効さび悪くなること 
びあります。このとをはを続車 
にま意しなびら低速で走行し、 
ブレーキの 効をび回復するま 
で、 ブレーキ ペダルを数回軽< 
踏んでください。 


ブし—十 

• ブレーキシステムに高い負荷を 
与えるよラな走行をした後は、 

必ず指定サービスエ場で点検を 
受けて < ださい。 

• ブレーキシステムを改造した 
り、スペーサーやブレーキダス 
トシールドなどを使用しないで 
ください。 

• マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイにブレーキ液またはブレー C 

キパッドに関する故障/警告— 
メッセージび表示されたとをは 
(10-8) をご覧ください。 
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運起ずるとき 


レーキ 


知識 

• 長い急な下り坂では、ティップ 
シフトでギアレンジ ra 、 0、 
〇を選択して、エンジンブ 
レーキを効かせて<ださい。ブ 
レーキの過熱や過度の摩耗を防 
ぐことびでをまず。 

-急ブレーキなどでブレーキに大 
さな負担をかけた後は、しばら 
く走巧を続けてくださし、走行 
風によりブレーキディスクを早 
く冷やすことびでをまず。 

-高速道路を走行しているとをな 
どブレーキを効かせずに長時間 
走行しているとをは、ブレーキ 
の効さび悪くなることびありま 
す。このとをはを続車にま意し 
なびら、時々ブレーキを効かせ 
てくださし、。 


顆巧 ■ ブレ-キ警告口 

mSiM エンジンスイッチを吕の位 
置にずると点灯し（点なしないとをは 
警告灯び故障していまず）、エンジン 
始動後に消灯しまず。 

エンジン始動後ちパーキングブレーキ 
を効かせているときは、点巧したまま 
になりまず（エンジンスイッチび1の 
位置のとをを点巧）。 

ノてーキングブレーキを解除してち消 I 灯 
しないとをや、エンジンびかかってし、 
るとをに点打する場合は、ブレーキ液 
び不足しています。ま全な場所に停車 
し、指定サービスエ場に連絡してくだ 
さい。 


ま意！ 

マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イにブレーキ液またはブレーキ 
パツドに関ずる故障/警告メツ 
セージび表示されたときは （ 1 0-8) 
をご覧くだごい。 
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運転ずるとさ 


ブレーキ 


ブレーキパッドに関ずる注意事項 

-必ず純正のブレーキパッドを使用し 
てください。純正(外のブレーキ 
パッドを使用ずると、ブレーキ特性 
び変わつてを全なブレーキ操作びで 
さな < なるおそれびあります。 

-ブレーキパッドは、目まとして走 
行距離び数百 km を超えるまでは制 
動能力を完全には発揮でさません。 
この期間は、必要に応じてブレー 
キペダルを少し強めに踏んでくだ 
さい。 

また、ブレーキパッドの交換を行 
なったとさち、目まとして走行距 
離び数百 km を超えるまではま意 
してくださし、。 


CLK 63 AMG のブレーキのミ主意事項 

CLK 63 AMG の高性能ブレーキシス 
テムは、走行速度やブレーキペダルの 
踏力、気温や湿度などのが気環境によ 
り、ブレーキノイズを発生ずることび 
あります。 


また 、 CLK 63 AMG のブレーキパッ 
ドやブレーキディスクなどブレーキシ 
ステムを構成する部品は、運転スタイ 
ルや走行状況に応じて摩耗度合いび異 
なってをまず。走行距離は摩耗度合い 
を測る目まにはなりません。負荷の高 
い運転を行なったとさは、摩耗度合い 
は高くなります。 
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運転ずるとき 


ABS 


ABS 


ABS (アンチ□ック.ブレーキング- 
システム）は、急ブレーキ時や滑りや 
すい路面でのブレーキ時など、車び不 
を定な状況になったとさに、タイヤの 
□ックを防ざ、ステア U ングでの車両 
操縦性を確保しよラとする装置でず。 


警告 A 


• A 巨 S はブレーキ操作をネ甫助ずる 
装置で、無謀な運商からの事故 
を防ぐをのではありません。 

A 目 S び適切に作動してち、車両 
操縦性や走行ま定性の確保、制 
動距離の短縮には限巧びありま 
ず。常に道路や天候の状況にま 
意し、十分な車間距離を保って 
運転して < ださし、。 

また、タイヤのグ U ップび失われ 
た状況では効果を発揮しません。 

• A 日 S 作動時のま全確保や危険回 
避については運転をに全責任び 
ありまず。 


注意！ 

- A 日 S は制動距離を短くする装置 
ではありません。しソ下のよラな 
路面び滑りやすい状況では、 
A 日 S を装備していない車と比べ 
制動お離び長くなることびあり 
ます。 


〇雪の積ちった路面や凍結し 
た路面 

〇砂利道などの荒れた路面 

〇石だたみのよ5に摩擦係数び 
連続して変化ずる路面 

〇 スノーチェーン 装着時 
-軽く ブレーキ ペダルを踏み込ん 
だだけでち A 日 S び作動するとを 
は、路面び滑りやすくなってい 
ます。十分ミ主意して走行してく 
ださい。 


-ブレーキ操作をずるとをは、ブ 
レーキペダルをしっかりと踏み 
込んでください。ポンピングブ 
レーキを行なラと制動距離び長 
<なるおそれびあります。 

- A 巨 S に異苗びあるとをは、ブ 
レーキ ペダルを強く踏み込むと 
タイヤは□ックします。その結 
果、ステア U ングでの車両操縦 
性び制限され、制動距離び長< 
なるおそれびありまず。 
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運転ずるとさ 


ABS^H 


知識 

- A 日 S は走行速度が約谷 km/h を 
超えると作動できるよラになり 
まず。 

• ABS に異萬びあると、じ(下のシ 
ステムち正しく作動しなくなる 
おそれびありまず。 

〇 ESP 
◊ 日 AS 

〇パーク ト □ニック* 

◊ ナビ ゲーシヨン 
◊オートマチックトランス 
云ッシ ヨン 

- A 曰 S に異常びあると、 ESP に 
関ずる故障/警告メッセージび 
表示されることびあります。ず 
みやかに指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 

• バッテ U —電圧び低下すると 
A 日 S び一時的に機能び解除され 
まず。電圧び回復ずると、機能 
ち元に戻りまず。 


ABS の作動 

ABS にはじ(下のよラな特性びあります。 

- ABS び作動ずると、ブレーキぺダ 
ルに脈動を感じたり車体び振動す 
ることびありますび、異當ではあ 
りません。そのままペダルを踏み 
続けてください。 

-エンジン始動後や発進直後にブ 
レーキ ペダルを踏み込むと、ぺダ 
ルびわずかに振動したりモーター 
の音び聞こえますび、これは、シ 
ステムび自己診断をしているとを 
の音で異萬ではありません。 


■(嚇 ■ 


ABS 警告な 

Iエンジンスイツチを2の位置 
にずると点打し（点Iなしないとさは警 
告灯び故障しています）、エンジン始 
動後に消灯します。 


エンジン始動をに消打しないとさや、 
エンジンびかかっているとをに点巧し 
たとをは、 A 巨 S に異常びあります。 


ブレーキは 通常通り作動しますび、 

ABS、 巨 AS、ESPI ホイ乍動しません。 5 

いつちより憤重に運転し、ずみやかに 
指定サービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、。 


を意！ 

マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イに A 目 S に関する故障/警告メッ 
セージび表示されたときは （10-3) 
をご覧ください。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異なります。 
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運転ずるとさ 




己 AS 


巨 AS (ブレーキアシスト）は、緊急 
ブレーキの操作時に、短い時間で大さ 
な制動力を確保するブレーキの巧助装 
■です。 

巨 AS の操作は、通苗のブレーキ操作 
と同じですび、ブレーキペダルを踏み 
込む速さなどをセンサーび感知して、 
緊急ブレーキと判断したとさに自動的 
に作動します。 

曰 AS は ブレーキ ペダルから足を放せ 
ば自動的に解除されまず。 


警告 A 


• 日 AS は緊急 ブレーキの 操作を 
補助する装置で、無謀な運転か 
日の事故を防ぐをのではありま 
せん。巨 AS び作動してを制動 
距離の短縮には限界びありま 
ず。また、タイヤのグ U ップび 
失われた状況では効果を発揮し 
ません。 

-日 AS 作動時のを全確保や危険回 
避については運転ちに全責任び 
あります。 


ま意！ 

• マルチフアンクシヨンディスフ 
レイに A 日 S に関する故障/警 
告メッセージび表示ごれたとを 
は （10-3) をご覧ください。 

- BAS に異苗びあるとをち通苗の 
ブレーキは作動しますび、票急 
ブレーキ時には制動距離び長< 
なるおそれびありまず。 

知識 

-日 AS に異萬びあると、 A 巨 S ち 
正し<作動しな<なることびあ 
0まず。 

- BAS に異苗びあるとをは、マル 
チフアンクシヨンディスプレイ 
に A 巨 S に関する故障/警告 
メッセージび表示されますび、 
通常のブレーキは作動しまず。 

-バッテ U —電圧びお下ずると 
日 AS び一時的に機能を停止しま 
ず。電圧び回復ずると機能を元 
に戻ります。 
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運転ずるとさ 


ESP^H 


ESP 


ESP (エレクト□ニック.スタビ U 
ティ.プ□グラム）は、タイヤの空転時 
や横滑り時など、車び不ま定な状況に 
なったとさに、車両操縦性や走行ま定 
性を確保しようとするシステムでず。 


警告 A 


- ESP は車両操縦性や走行ま定性 
を高めるシステムで、無謀な運 
転からの事故を防ぐちのではあ 
りません。 ESP び作動してを、 
車両操縦性や走行ま定性の確保 
には限界びあります。また、夕 
イヤのグ U ップび失われた状況 
では効果を発揮しません。 

• ESP 作動時の安全確保や危険回 
避については運転者に全責任び 
ありまず。 


〇 


ESP 表示口 

I エンジンスイツチを2の位置 
にすると点巧し（点灯しないとさは表 
示灯び故障しています）、エンジン始 
動後に消灯します。 


発進時または走行中に点滅したとを 
は、 ESP び作動しています。 


ESP オフスイツチで ESP の機能を解 
除 （已 -43) しているときは、点巧し 
たままになります。 5 


を意！ 

マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イに ESP に関する故障/警告メツ 
セージび表示されたときは (10- 
3) をご覧くださし、。 
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運転ずるとき 


ESP 


警告 A 


ESP 表示灯び点滅したとさは、夕 
イヤび空転しているか、車び横滑 
りしています。アクセルペダルを 
踏む力を少しゆるめてくださし 
また、慎重に運商するとともに、 
しソ下の操作は絶巧に行なわないよ 
ラにしてくださし、。 

• 急八ンドル 

• 急ブレーキ 

-急発進、急加速 
• 急激なエンジンブレーキ 

• ESP の機能の解除 


ま意！ 

-車輪を上げてけん引されるとを 
は、エンジンスイッチを吕の位 
置にしないでください。 ESP び 
作動し、接地している車輪のブ 
レーキび作動します。また、ブ 
レーキシステムを損傷するおそ 
れびありまず。 

- ESP び故障ずると、マルチファ 
ンクションディスプレイに故障 
/警告メッセージび表示され、 
エンジンの出力び1 氏下すること 
びあります。走行び困難なとを 
は、すみやかにま全な場所に停 
車し、指定サービスエ場に連絡 
してください。 

-ダイナモメーターを使用して 
パーキングブレーキをテストす 
るときや前輪を上げてけん引さ 
れるとさは、エンジンを停止し 
てください。 ESP び作動し、ブ 
レーキび作動します。また、ブ 
レーキシステムや駆動系部品を 
損傷ずるおそれびありまず。 


知識 

• エンジンびひかっている状態で、 
駐車場などのターンテーブルで 
回転させたり、駐車場のらせん 
状のアプ□ーチを走行している 
とをなどに、マルチファンク 
シヨンデイスプレイに ES 円こ関 
ずる故障/警告メッセージび表 
おごれ、 ESP 表示灯や A 日 S 警告 
灯び点なすることびあります。 

このようなときは、ま全な場所 
に停車して、エンジンスイッチ 
を0の位置に戻し、エンジンを 
再始動してください。しばらく 
走行ずると、故障/警告メッ 
セージや ESP 表示灯' A 日 S 警告 
巧は消巧します。 

-指定のサイズで4輪とち同じ銘 
柄のタイヤを装着しないと、 
ESP び作動することびあります 
(走行中に ES P 表示灯び点滅し 
たままになります）。 

- A 日 S び故障したときは 、 ESP 
を機能び解除されまず。 
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運転ずるとさ 


ESP^H 


ESP オフスイッチ 
警告 A 


• ESP オフスイッチで ESP の機能 
を解除したとさは、必ず路面の 
状況に応じた速度で慎重に運転 
するととをに、じ(下の操作は絶 
巧に行なわないようにしてくだ 
さい。 

◊急八ンドル 
◊急ブレーキ 
◊急発進、急加连 
〇急激なエンジンブレーキ 

- ESP の機能を解除する必要びな 
くなったときは、 ESP を巧機状 
態にしてください。車び不ま定 
な状況になったとをに、操縦を 
定性や走行ま定性を確保するこ 
とびでをません。 



① ESP オフスイッチ 


ESP オフスイッチは、 ESP の機能を 
解除するためのスイッチです。 

深い雪や砂、砂利などの上を走行ずる 
とさや、スノーチェーンを装着してし、 
るとをなどは、 ESP の機能を解除した 
ほ5び走行しやずい場合びありまず。 


ESP ①機能を解除ずる 

► エンジンびかかっているとをに、 

ESP オフスイッチ①を押しまず。 

ESP の機能び解除され、 ESP 表お 
灯び点灯したままになりまず。 

ESP を待機状態にずる 

► エンジンびかかっているとをに、再 
度 ESP オフスイッチ①を押しまず。 

ESP び待機状態になり、 ESP 表示 5 
灯び消灯しまず。 — 

知識 

• エンジンを始動したとさ 、 ESP 
は當に待機状態になりまず。 

• ESP オフスイッチで ESP の機 
能を解除しているときにタイヤ 
の空転や横滑りを感知すると、 

ESP 表示灯び点滅しますび、 

ESP は作動しません。 

ただし、このとをにブレーキを 
効かせると、 ES 円ま自動的に作 
動しまず。 
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運転ずるとさ 


クルーズコント □ ール 


クルーズコントロール 


クルーズコント□ールを使用すると、 
アクセルペダルを踏まなくてち、設定 
した速度を自動的に維持して走行でを 
まず。 

設定でをる連度は約 3 0 km / hL ソ上 
です。 


警告 A 


-車の走行連度や先行車との車間 
距離の確ななど、クルーズコン 
卜□ール使用時のま全確なやを 
険回週については運転をに全責 
任びあります。 

-しソ下のよラな場合はクルーズコ 
ント□ールを使用しないでくだ 
ごい。車のコント□ールを失い、 
事故を起こすおそれびあります。 

◊急な下りお、急カーブ、巧び 
りくねった道路 

◊ 加減まを繰り返すよラな交通 
状況や交通量のをい道路 

◊ 雨で濡れた路面や積雪路、凍 
結路などの滑りやすい路面 

◊ 降雨時や降雪時、濃霧時など 
視界び確なでさない場合 


ま意！ 

• クルーズコント□ールは、主に 
高速道路や自動車専用道路で使 
用ずることを想定した石ので 
ず。市街地では使用しないでく 
ださし、。 

-指定のサイズで4輪とち同じ銘 
柄のタイヤを装着しないと、ク 
ルーズコント□ールび誤作動す 
るおそれびありまず。 

• マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイにクルーズコント□ールに 
関する故障/警告メッセージび 
表示されたときは （10 -已）を 
ご覧くださし、。 

• 急な上り坂では、速度を維持 
ずるためにシフトダウンする 
ことびありまずび、設定した 
速度を維持でさないとさはア 
クセルペダルを踏んで加连し 
てください。 
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運転ずるとさ 


クルーズコント □ —ル 


ま意！ 

• 急な下りあなどで惰性びついた 
とさは、速度を維持ずるために 
自動的にブレーキを効かせるこ 
とびありまずび、設定速度を維 
持でをないことびあります。 


このよ5なとをは、 ブレーキ ぺ 
ダルを踏むか、ティップシフト 
でイ氏いギアレンジを選択し、エ 
ンジン ブレーキの 効をを強< し 
て、減速してくだごい。 

ただし、路面び滑りやすいとさ 
は、急激なエンジンブレーキを 
効かせないでください。ス U ッ 
プして車のコント□ールを失 
い、事故を起こすおそれびあり 
まず。 


①〜⑤レバーの 操作ち法 
⑥表示な 


可変スピードリミッター（已-已 0) と 
同じ レバーを 使用します。 

レノ（一の表示灯⑥び消灯しているとさ 
に、クルーズコント□ールを操作でさ 
ます。 


レノ（一の表示灯⑥び点打しているとを 
は、巧変スピード U ミツターを操作で 
きる状態でず。レバーを⑥の方向に押 
すと表示な⑥び消巧し、クルーズコン 
卜□ールを操作でをる状態に切り替わ 5 
りまず。 — 



• 自動的に ブレーキを 効かせてい 
るとをは、 ブレーキ ペダルび奥 
に引を込まれます。 ブレーキ ぺ 
ダルの下に足を置いていると挟 
まれたり、 ブレーキの 作動を妨 
げるおそれびありまず。 
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運転ずるとき 


クルーズコント □ —ル 

クルーズコント□-ルを設定ずる 

► レバーの表示灯⑥び消なしている 
ことを確認します。 

点好しているとをは、レバーを⑤ 
の方向に押して、表示灯を消灯さ 
せます。 

► 希望の速度まで加速、または減速 
します。 

► 希望の速度に達したとさ、レバー 
を①または③の方向に操作します。 

そのとをの速度に設定されまず。 
または 

► レバーを④の方向に引をます。 

言己慮されている速度に設定されまず。 

注意！ 

そのときの速度に設定したときは、 
走行状況により、高めの速度に設 
定されることびあります。必要に 
応じて、設定速度を変更してくだ 
さい。 



⑦クルーズコント□ールインジケー 


夕一 

アクセルペダルから足を放すと、 
設定した速度を維持するよラに走 
行します。 

また、 クルーズ コント □ー ルインジ 
ケーター⑦の設定速度より上の部分 
び点灯し、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに"クル-で]ント□- ル" と設 
定速度び数秒間表示されます。 


警告 A 


記憶されている速度に再度設定す 
るとをは、周囲び安全な状況であ 
ることを確認してください。走行 
中の速度と設定速度に大さな差び 
あると、急加连や急減速して事故 
を起こずおそれびあ0ます。 

知識 

• クルーズコント□ールインジ 
ケーターの目盛りは已 km / h 刻 
みでず。 

• クルーズコント□ールの設定速 
度の表示と、スピードメーター 
およびマルチフアンクシヨン 
ディスプレイの速度表示には、 
若干の誤差び生じることびあり 
ます。 
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知識 

下のとさは、 クルーズ コント 
□ールを設定することはできませ 
ん。このとさは、マルチファンク 
シヨンデイスプレイに "--- km / h " 
が数秒間点滅します。 

• 約 30 km / hli (下の速度で走行し 
ているとさ 

• ESP オフスイッチで ESP の機 
能を解除してあるとさ 

• 速度び記憶されていないとさに 
レノ（一を®のち向に引いたとき 


運転ずるとさ 


クルーズコント □ —ル 


設定速度を上げる 

► レバーを①の方向に上げ続けると 
加速しまず。 

希望の速度になったら手を放します。 

手を放したとさの速度に設定され 
ます。 

設定速度を下げる 

► レバーを③の方向に下げ続けると 
減速します。 

希望の速度になったら手を放します。 

手を放したとさの速度に設定され 
ます。 


知識 

• レバーを ①か②のち向にごく短 
時間操作ずると、 ] km / h 単位 
でま度の設定びでをます。 

• レバーを③の方向に下げて減ま 
しているときには、自動的にシ 
フトダウンしたり、ブレーキを 
効かせることびあります。 

注意！ 5 

自動的にブレーキを効かせている 
とさは、ブレーキペダルび奥に引 
き込まれまず。 

ブレーキ ペダルの下に足を置いて 
いると、挟まれたり、 ブレーキの 
作動を妨げるおそれびありまず。 

一時的]に速度を上げる 

追い越しなどで一時的に速度を上げる 
とさは、アクセルペダルを踏んで速度 
を上げてください。アクセルペダルか 
ら足を放すと、元の設定速度に戻り 
まず。 
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運転ずるとき 


クルーズコント □ —ル 

クルーズコント□ールの設定を解除 
ずる 

► レバーを③の方向に押します。 

次の操作をしたとを石解除されまず。 

• ブレーキペダルを踏んだとを 
• レバーを⑥の方向に押したとさ 

(已 -4 已） 

レバーの表示灯⑥び点灯し、巧変 
スピード US ッ ターを 操作でさる 
状態に切り替わります。 

クルーズコント□ールの設定び解除さ 
れると、スピードメーターのクルーズ 
コント□ールインジケーターびすべて 
消巧しまず。 


知識 

• クルーズコント□ールを解除ず 
る前の設定速度は記憶されます。 

ただし、エンジンスイッチを一 
度0か1の位置にすると、記憶 
ごれた速度は消去されまず。 

-クルーズコント□ールは liTF の 
とさに自動的に解除されまず。 
◊セレクターレバーを Ul に入 
れたとさ 

〇 ESP び作動したとき 
〇 ESP オフスイッチで ESP の 
機能を解除したとを 
〇走行速度び約 30 km / hi ； (下に 
なったとを 

このとさは確認音び鳴り、マル 
チフアンクシヨンディスプレイ 
に"クル-で]ン阳-ルオフ’’と表示され 
ます。 

また、パーキングブレーキを効 
かせたとさちクルーズコント 
□ールは解除されます。 


警告 A 


クルーズコント□ールはセレクター 
レバーを Ul に入れてち解除されま 
すび、走行中はセレクターレバーを 
131 に入れないでください。エンジ 
ンブレーキび効かないため、事故を 
起こしたり、トランスミッションを 
損、傷ずるおそれびありまず。 
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運転ずるとさ 


可変 スピードリミッター 


巧変スピード U S ッターで制限速度を 
設定ずると、アクセルペダルを踏み込 
んでいてを、設定した速度を超えない 
ように走行することびできます。 

設定できる制限速度は 30 km / h ひ日 
2] Okm / h または2已 Okm / h までの間 
です。 

にだし、車の最高连度し i (上に制限连度 
を設定してち、車の最高连度 liLh の速 
度で走行ずることはでをません。 


《車種や仕様により設定でをるお限ま度び 
異なる場合びあります。 


警告 A 


• 走行時は法定速度を遵守してく 
ださい。可変スピード U ミツ 
ター使用時の安全おなや危険回 
避については運転者に全責任び 
ありまず。 


-運乾を交代ずるとをは、必ず交 
代ずる運乾ちに、可変スピード 
U 云 ッ ターの機能と設定した制 
限速度を伝えてください。 

巧変ス ピー ド U 云 ッターの 機能 
を知らずに運転すると、アクセ 
ルペダルを踏んでち速度び上び 
らず、事故を起こすおそれびあ 
0ます。 


-可変スピード US ッターはブ 
レーキペダルを踏んでち解除で 
きません。 

• 巧変スピード US ッターは設 
定した制限速度しソ上に加ます 
る必要のないとをに使用して 
くださし、。 


可変スピードリ=ッター ■ 

注意！ 

-可変スピード U 云ッターの設定 
速度の表示と、スピードメー 
ターおよびマルチファンクシヨ 
ンディスプレイの连度表示に 
は、若干の誤差び生じることび 
ありまず。 

• マルチファンクシヨンディスフ 
レイに可変スピード U ミッター 
に関ずる故障/ 警告メッセージ 日 

び表示されたときは (10-5) — 
をご覧ください。 
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運転ずるとき 


可変スピードリミッター 
ま意！ 

-急な下り坂などで惰性びついた 
とをは、连度を維持ずるために 
自動的にブレーキを効ひせるこ 
とびありまずび、設定速度を維 
持でをないことびあります。 

このよラなとさは、ブレーキぺ 
ダルを踏むか、ティッフシフト 
で低いギアレンジを選択し、エ 
ンジンブレーキの効さを強くし 
て' 減连してくださし、。 

ただし、路面び滑りやすいとさ 
は、急激なエンジンブレーキを 
効かせないでください。ス U ッ 
プして車のコント□ールを失 
し、、事故を起こすおそれびあり 
ます。 


知識 

-ウィンタータイヤスピード U 云ッ 
夕一 (4-3 已） を設定していると 
をは、巧変スピード U 云ッターで 
設定でをる制限速度は、ウィン 
タータイヤスピードリミッターの 
設定速度び上限になりまず。 

• 設定した速度を維持でをないと 
をは、警告音び鳴り、マルチ 
フアンクシヨンデイスプレイに 
"リミット]1の夕!"と表示されること 
び友0ます。 


• 自動的にブレーキを効ひせてい 
るとさは、ブレーキペダルび奥 
に引さ込まれまず。ブレーキぺ 
ダルの下に足を置いていると挟 
まれたり、ブレーキの作動を巧 
げるおそれびあります。 


可変スピードリミツターの使いかた 



①〜⑥レバーの操作ちま 
⑥表示な 

クルーズコント□ール（已 -4 已）と同 
じ レバーを 使用しまず。 

レノ（一の表示灯⑥び点灯しているとさ 
に、巧変スピード U ミッターを操作で 
をます。 

レノ（一の表示灯⑥び消灯しているとさ 
は、クルーズコント□ールの操作びで 
さる状態です。レバーを⑥のち向に押 
ずと表示巧⑥び点巧し、巧変スピード 
U ミッターを操作でさる状態に切り誓 
わりまず。 
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運転ずるとさ 


可変スピードリ S ッターを設定ずる 

► レバーの表示灯⑥び点打している 
ことを確認しまず。 

►レノ（一を①ひ③の方向に操作しまず。 

. 停車中および走行速度び約 
30 km / h じ(下のときは、30 
km / h に設定されまず。 

• 走行連度び約 30 km / hi ； Lh のと 
をは、そのとをの速度に設定さ 
れます。 



⑦巧変スピード1」ミッターインジケー 
夕一 


または 


► レバーを④の方向に引きまず。 

記億されている速度に設定されまず。 


可変スピードリ=ッター ■ 

巧変スピード US ッターび設定され、 

可変スピード U ミ ッター インジ ケー 
ター⑦の設定连度より下の部分び点打 
します。また、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに設定速度と"リミット"び 
数秒間表示されまず。 
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運転ずるとき 


可変ス ピー ドリミッ ター 
ま意！ 

-可変スピード U 云ッターを設定 
するとをは、周囲の状況、特に 
後方の車などにを意しなびら操 
作してください。事故を起こず 
おそれびありまず。 

-そのとをの速度に設定したとさ 
は、走行状況により、高めの連 
度に設定されることびありま 
す。必要に応じて、設定连度を 
変更してください。 


知識 

• 可変スピード U ミッターインジ 
ケーターの目盛りは已 km / h 刻み 
でず。 


-可変スピード U ミッターを解 
除ずる前の設定速度は記憶さ 
れます。 


ただし、エンジンスイッチを一 
度 0 か 1 の位置にすると、記憶ご 
れた速度は消まされます。 

-設定連度び記憶されていない 
ときにレバーを④の方向に引く 
と、マルチフアンクシヨンディ 
スプレイに "--- km / h " び数秒 
間点滅しまず。 

-アクセルペダルを踏んでキック 
ダウンしているときは、可変ス 
ピード U ミ ッターを 設定するこ 
とはでをません。 


設定速度を変更ずる 

► レバーを①の方向に操作しまず。 
設定速度び1 Okm / h 単位で上びり 
ます。 

または 

► レバーを④の方向に引さまず。 

設定速度び] km / h 単位で上びりまず。 
または 

► レバーを②のち向に操作します。 

設定速度び] 0 km / h 単位で下びり 
ます。 
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運転ずるとさ 


可変スピードリミッターを解除ずる 

► レバーを③の方向に押しまず。 

次の操作をしたとさち解除されます。 

► レバーを⑥の方向に押します。 
レバーの表示灯⑧び消好し、ク 
ルーズコント□ールの操作びでさ 
る状態に切り替わりまず。 


知識 

次の操作をしたとさは可変スピー 
ド U ミッターび自動的に解除され 
ます。 


• アクセルペダルを踏んでキック 
ダウンしたとさ 

このときは確認音び鳴ります。 

ただし、設定速度より約 
20 km / hL ソ上低い速度までは、 
一時的にキックダウンしてち巧 
変スピード U S ッターは解除さ 
れません。 


• エンジンを停止したとさ 


可変スピードリ=ッター ■ 

を意！ 

巧変スピード U S ッターを解除し 
てち、設定连度は記憶されていま 
す。記憶されている速度び走行ま 
度よりちあい場合、記憶されてい 
る速度に再度設定ずると、アクセ 
ルペダルを踏んでいてち車は減ま 
しまず。 
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運転ずるとき 


卜□ニック 



パーク ト □ニックは、 フ□ント と 1」 ア 
のノ くンノ く一にあるセンサーで障害物な 
どを感知し、車と障害物とのおよその 
距離を、インジケーターと警告音で運 
転ちに巧らせまず。 

注意！ 

パークト□ニックは運転ちを支:援 
するシステムでず。運転者はパー 
クト□ニックだけに頼らず、必ず 
周囲の状況を確認して < ださい。 
特に周辺に人や動物びいないこと 
を確認してください。 


パークト□ニックセンサー 



フ□ント 

①センサー 

フ□ントバンパーの6個のセンサー① 
とリアバンノ（一の4個のセンサー③び 
車の周辺の障害物などを感知します。 



I 」ア 

③センサー 


ま意！ 

-センサーに泥や氷、雨、水しぶ 
さなどが付着したとさは、赤色 
インジケーターび点灯して、約 
2日秒後にパークト□ニックび 
停止することびあります。 


-センサーに損傷をちえないよラ 
にま意してください。正しく作 
動しな < なるおそれびあ0ます。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります。 
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運転ずるとさ 


インジケーター/作動表示灯 

バンパーと障害物などとのおよその 
距離をインジケーターの点灯数で示 
します。 

ま意！ 

システムに異常びあるとをは、ホ 
色インジケーターび点打して約2 
秒間警告音び鳴り、約20秒をに 
パーク ト □ニックの 機能び解除 さ 
れることびあります。このとさは、 
パーク ト □ニック オフスイ ッチの 
表示打び点打します。 

知識 

エンジンスイッチを吕の位置にずる 
と、すべてのインジケーターと作 
動表示灯び一瞬点灯します。 


フ□ント 



① 左側インジケーター 

② ち側インジケーター 

③ フ□ント作動表示灯 


ダッシュボード上の図の位置にあり 
ます。 


パークト□ニック 


リア（クーぺ） 





@左側インジケーター 
⑤ち側インジケーター 
© リア作動表示灯 


リアルームランプに装備されています。 
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運転ずるとき 


パークト□ニック 
U ア(カブ U オレ） 



④ 左側インジケーター 

⑤ ち側インジケーター 

⑥ リア作動表示打 

リアシートの間の図の位置にありまず。 


I パ~クト□ニツクの作動を件 1 

エンジンスイツチび吕の位置のとさ、 
シフト位置に応じてじ(下のよラに作動 


し c ^' 9 〇 

シフト位置 

作動内容 

|〇 

フ□ントのセンサー 
び作動し、 フ□ント 
の作動表示灯③び点 
灯します。 

Eld 

フ□ントと U アのセ 
ンサーび作動し、フ 
□ント作動表示好③ 
とリァ作動表示灯⑥ 
び点なします。 

El 

パークト□ニックは作 
動しません。 


知識 

• パークト□ニックび作動したと 
さ、センサーの感知範囲に障害 
物などびあると、その距離に応 
じてインジケーターび点灯し、 
警告音び鳴ります。 

• パークト□ニックは、走行速度 
び約] 7 km / h じ(下のとをに作 
動します。走行连度び約 
1 7 km / hl ； (上になると機能び 
解除ごれまず。 
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運転ずるとさ 


パークト□ニック 


パークト□ニックの作動 
センサー感知節囲に障害物び入ったとさ 

センサー感知範囲に障害物び入ると、 
黄色インジケーターび1個点灯します。 

障害物との距離び短<なるにつれ、点 
I 灯する黄色インジケーターの数び増え 
ていさまず。 


障害物と①距離び近くなったとき 

障害物との距離びセンヴーの最短感知 
距離に近くなると、黄色インジケー 
ターに加えて赤色インジケーターび] 
個点好し、警告音び断続的に約3秒間 
鳴ります。 

最短感知距離(約20〜]已 cm ) になる 
と、上記のインジケーターに加えて2 
個目の赤色インジケーターび点打し、 
警告音び連続的に約3秒間鳴ります。 


を意！ 

障害物との距離びセンサーの最短 
感知距離よりち近くなると、セン 
サーは障害物を感知でさなかった 
り、正當に作動しなくなることび 
ありまず。 

また、点打していたインジケー 
ターび消灯ずることびありまず。 


《上記の内容は取扱説明書作成時点のちので、予告なく変更されることびあります。 
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運転ずるとき 


パークト□ニック 


センサーの感知節囲 



I r'. • 、 r^i ■ , I ■ t 

tM •Cmi ■ «o laiH* 

クーペ 


フ□ント 

バンパー側 

センサー感知節囲 

センター部 

約] OOcm 〜2日 cm 

コーナー 部 

約巨日 cm 〜]目 cm 

U ア 

バンパー側 

センサー感知節囲 

センター部 

約] 20 cm 〜20 cm 

コーナー 部 

約8日 cm 〜]已 cm 


ま意！ 

• 車のセンター部でバンパーから 
約 20 cm し i (巧、コーナー部でバ 
ンパーから約]已 cm じ(内にある 
障害物は感知でさません。 

-センサーの周辺にアクセサ U — 
などを取り付けないで < ださ 
し、パークト□ニックび正常に 
作動せず、車を損傷したり事故 
につなびるおそれびあります。 

-針金や□ープなどの細い物や、 
植木鉢や建物の張り出しなどセ 
ンヴーの上下にあるちのに十分 
を意してください。これらびを 
近距離にあるとさ、状況によつ 
ては、センサーびこれらを感知 
せず、車や物を損傷するおそれ 
びあります。 


-センサーは雪などの超音波を吸 
収しやすい物を感知しないこと 
びあります。 

• 電波を発ずる物び近くにあるとき 
や、不整地などを走行していると 
きは、パークト□ニックび正甫に 
作動しないことびあります。 

-洗車機や大型車の排気ブレー 
キ、工事用のエアコンプレッ 
サーなどび近くにあると、超音 
波び乱され、パークト□ニック 
び正當に作動しないことびあり 
ます。 

-温度や湿度び高いとをや超音波 
や低周波を発生させる機器び車 
の近くにあるとを、またエンジ 
ンルームの温度び高いとをは、 
パークト□ニックび正當に作動 
しないことびあります。運転ち 
はパークト□ニックだけに頼ら 
ず、必ず周囲の状況を確認して 
ください。特に車の周辺に人や 
動物びいないことを確認してく 
ださし、。 
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運転ずるとさ 


パークト□ニック 


パークト□ニックオフスイッチ 



① パークト□ニックオフスイッチ 
③表示灯 


パークト□ニックの機能を解除するこ 
とびでさます。 

パークト□ニックの機能を解除ずる 

► パークト□ニックオフスイッチ① 
を押します。 

スイッチの表示な③び点打します。 

パークト□ニックを作動させる 

► 再度、パークト□ニックオフスイ 
ッチ①を押しまず。 

スイツチの表示灯③び消灯します。 


知識 

パークト□ニックオフスイッチで 
パークト□ニックの機能を解除し 
てち、次にエンジンスイッチを吕の 
位置にしたとさ、ノくークト□ニッ 
クは自動的に作動します。 

を意！ 

システムに異苗びあるとをは、ホ 
色インジケーターび点好して警告 
音び約2秒間鳴り、約20秒後に 
パーク ト □ニックの 機能び解除 さ 
れることびありまず。このとをは、 
パーク ト □ニック オフ スイッチの 
表示巧び点巧しまず。 
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エアコンディショナー 
( C し K 200 / C し K 3已 0) 

6-2 

エアコンディショナー 
(CLK 臣3 AMG ) 

6-1 已 

ルーム ランプ 

6-31 

サンバイザー 

6-33 

リアブラインド（クーぺ） 

6-34 

巧皿 

6-3 已 

ライター 

6-37 


. 快適.室内装備 


ル物入れ 巨-38 

カップホルダー 巨-40 

グ□—ブボックス 6-41 

収納ネット 巨-42 

シートバックポケット 巨-42 

アシストグリップ（クーぺ） 巨-43 

ルーフラック（クーぺ） 6-44 

ソフトトップ（カブ U オレ） 巨-4已 


ドラフトストップ（カブリオレ）巨-60 
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快適-室内装備 


エアコンデイシヨナー （ CLK 吕〇0 / CLK 3已 0) 


エアコン デ イシ ヨナー 

(CLK 200 / CLK 3已 0) 


エアコンディショナーは、設定温度や 
外気温度などに応じて、送風量や送風 
□の組み合わせなどを自動的に調整 
し、車内の温度や湿度などを快適な状 
態に保ちます。 

環境 9 


• エアコンデイシヨナーの冷媒に 
は、新冷媒 R] 34a を使用して 
います。 

• 地球環境を保護するため、フロ 
ンガスを大気放出することは法 
律で禁止されていまず。また、 
ずべての自動車オーナーは、フ 
□ンガスび適切に処理されるよ 
ラ努めなければなりません。 

• エアコンデイシ ヨナーの 冷媒の 
補充、交換、廃棄などは、必ず 
指定ヴービスエ場で行なつてく 
ださい。 

* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


ま意！ 

-送風温度を高めに設定してある 
とさは、送風□び過熱して高温 
になり、火傷をずるおそれびあ 
ります。また、暖気び送風され 
ているときは、送風□に身体を 
近付けたままにしていると低温 
火傷のおそれびあります。十分 
にま意してください。 

-送風温度を低めに設定してある 
とさに送風□に身体を近付ける 
と、しちやけなどを起こすおそ 
れびありますので十分にま意し 
て < ださし、。 

• 皮膚の弱い人は、送風□に身体 
を近付けすぎないよラにを意し 
て < ださし、。 

-車内び高温になっているときは、 
エアコンデイシヨナーを作動さ 
せる前に換気をしてください。 

-ボンネットの吸気□び雪や氷で 
覆われないよラにしてくださし、。 

-送風□や車内の吸排気□び覆わ 
れないよラにしてください。 


知識 

-除湿された水分は車体下方に排 
水されます。 

-ウインドウやスライデイングル 
—フ（クーペ）*、ソフトトツ 
プ（カブI」オレ）び開いている 
と、設定温度を維持することび 
でをません。 

-一度に大幅に設定温度を変更し 
てち、設定温度に達するまでの 
時間はあまり変わりません。 

-エアコン デ ィシヨナーの機能や 
モードのなひには、併用可能な 
組み合わせびありまず。 

• エアコンデイシヨナーのフィル 
ター類は定期的な交換び必要 
でず。また、交換時期は使用 
環境によって異なりまず。 

フィルター類び目づまりを起 
こしていると送風量び減るこ 
とび友0まず。 
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快適.室内装備 


王アコンディショナー （ CLK 吕〇0 / CLK 3已 0) 



名称 

① 送風量調整ダイヤル 

② 送風温度調整ダイヤル（左側) 

③ 送風温度調整ダイヤル（ち側) 

④ 送風□選択ダイヤル 

⑤ U アデ フォッガースイッチ 

⑥ AC スイッチ 

⑦ AUTO スィッチ 
⑨内気循環スイッチ 

⑨デフ□スタースイッチ 


》エアコンディショナーのスイッチ類の絵柄などは、イラストと異なる場合びあります。 
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快適-室内装備 


エアコンデイシヨナー （ CLK 吕〇0 / CLK 3已 0) 


通常の使いかた （ AUTO モード) 



⑦ AUTO スイッチ 

エアコンデイシヨナーを作動させる 

► AUTO スイッチ⑦を押します。 

スイッチの表示好び点好しまず。 

送風□の組み合わせと送風量び自 
動的に調整ごれるよラになります。 


AUTO モードを解除ずる 

► エアコンデイシヨナーび AUTO モ 
-ドで作動しているときに、 
AUTO スイッチ⑦を押します。 

AUTO スイッチの表示巧び消好し、 
AUTO モードび解除ごれます。 

送風□の選がや送風量の調整を手 
動で行なラことびでをまず。 

知識 

AUTO モードでエアコンデイシヨ 
ナーを作動させると、自動的に AC 
モード（巨- 6) に設定されまず。 


送風;豆度の調壁 



③送風温度調整ダイヤル（左側） 

③送風温度調整ダイヤル（ち側） 

送風温度を上げる 

► 送風温度調整ダイヤル②③を時計 
回りにまわします。 

送風温度を下げる 

► 送風温度調整ダイヤル②③を反時 
計回りにまわします。 
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快適.室内装備 


王アコンディショナー （ CLK 吕〇0 / CLK 3已 0) 


知識 

• 送風温度は左ち別々に調整でさ 
まず。 

• 通常は22でに設定ずることを 
お勧めします。 

• 左ちどちらかの送風温度を最高 
に設定すると、ちラーちの送風 
温度び自動的に上びります。 

また、最低に設定ずると、ちラ 
一方の送風温度び自動的に下び 
0ます。 


エアコンデイシヨナーの停止 



①を風量調整ダイヤル 

エアコン デ イシヨナーを 停止ず る 

► 送風量調整ダイヤル①を□の位置に 
します。 


知識 

-送風量調整ダイヤルび0の位置 
でエアコンデイシヨナーび作動 
しているとさは、送風量調整ダ 
イヤルを一度〇しソがの位置にし 
てから、再度0の位置にすると 
エアコンデイシヨナーは停止し 
9 〇 


• ウインドウやスライディングル 
—フ（クーぺ）*、ソフトトツ 
プ（カブ1」オレ）び閉じている 
とさにエアコンディシ ヨナーを 
停止すると、ウインドウび曇り 0 

やす<な0まず。 


* オプションまたは仕様により装備び異な0ます。 
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快適-室内装備 


エアコンデイシヨナー （ CLK 吕〇0 / CLK 3已 0) 


AC モード 



⑥ AC スイッチ 

AC モードでは除湿/冷房ごれた空気 
び送風されます。 

AUTO モー ドでエアコンデイシ ヨナー 
を作動ごせたとをは、 自動的に AC モ 
ードになり、スイッチの表示好び点灯 
しまず。 


AC モードを解除ずる 

► AC スイッチ⑧を押しまず。 

スイッチの表示灯び消好し、除湿 
/冷房されていない空気び送風さ 
れまず。 

AC モードを設定ずる 

► 再度、 AC スイッチ⑥を巧しまず。 

スイッチの表示打び点巧し、除湿 
/ :令房された空気び送風されまず。 

環境 9 


AC モードを解除すると、エンジン 
への負荷び軽減し、燃費び向上し 
ます。 


* オフシヨンまたは仕様によ D 装備び異なりまず。 


知識 

-除湿/冷房された空気はエンジ 
ンびかかっているとを送風され 
ます。 

-ウインドウやスライディング 
ルーフ（クーペ）*、ソフト 
トップ（カブ U オレ）び閉じて 
いるときに AC モードを解除す 
ると、ウインドウび曇りやす 
くなります。 

• エアコンディショナーの; 令媒び 
減ってし''るとをや、除湿/冷居 
機能び故障しているとをに AC 
スイッチ⑥を押ずと、表示巧び 
点滅もしくは消 I 灯したままにな 
り、除湿/冷房された空気は送 
風されません。すみやかに指定 
サービスエ場で点検を受けて< 
ださし、。 

- AC モードを解除してち、しば 
らくは除湿/冷房された空気び 
送風されることびあります。 
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快適.室内装備 


エアコンディショナー （CLK 200 / CLK 3已 0) 



© 送風量調整ダイヤル 


送風量を手動で調藍ずることびでさ 
ます。 

エアコンデイシヨナーび AUTO モード 
で作動しているときは、 AUTO モード 
を解除（巨- 4) してから、送風量を調 
整します。 

送風量を上げる 

► 送風量調整ダイヤル①を時計回り 
にまねしまず。 

送風量を下げる 

► 送風量調整ダイヤル①を反時計回 
りにまわします。 


知識 

-エアコンディショナーび停止し 
ているとさに送風量調整ダイヤ 
ル①を〇ながの位置にすると、 
エアコンディショナーび作動し 
ます。 

• エアコンディショナーび作動し 
ているときに送風量調整ダイヤ 
ル①を〇の位置にすると、エア 
コンディショナーは停止します。 
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快適-室内装備 


エアコンデイシヨナー （CLK 200 / CLK 3已 0) 


送風□の選択 



® 送風口選択ダイヤル 

送風口を手動で選択ずることびでさ 
まず。 


エアコンデイシヨナーび AUTO モード 
で作動しているとをは、 AUTO モード 
を解除（巨- 4) してひら、送風□を選 
択します。 


送風□を選択ずる 

► 送風□選択ダイヤル④をまわして、 
好みの送風□マークに合わせます。 



ち八ンドル車 


送風ロマークまに送風される送風 □ 


EI サイド送風口®中央送風□⑩中央上部送風□⑥ 

U ア送風 □ (6-10) 


la フ□ントウインドウ送風□⑥ドアウインドウ送風□⑥ 

Q フ□ントウインドウ送風□⑥ドアウインドウ送風□⑥ 

サイド送風口®中央送風□⑨中央上部送風□⑤ 

足元送風 □© U ァ送風 □ (6-10) U ァ足元送風 □ 

Q 足元送風 □© U ァ足元送風 □ 
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知識 

• 選択した送風 aL ソがの送風□か 
らち多少の送風び行なわれるこ 
とびあります。 

• U ア足元送風□はフ□ントシー 
卜の下にありまず。 

• ダイヤルを マークの 中間に合わ 
せると、組み合わせた送風□か 
ら送風されまず。 


快適.室内装備 


エアコンディシヨナー （CLK 200 / CLK 3已 0) 


送風□の開閉 
フ□ントの送風 □ 



⑥ヴイド送風□開開ダイヤル 
⑩中央送風□開閉ダイヤル 
①中央上部送風□開閉ダイヤル 


送風□を開< 

► 送風□開閉ダイヤル⑥ ® を上方 
に、送風□開閉ダイヤルのを前方 
にまわずと、徐々に送風□び開を、 

送風量び上びります。 

送風□を閉じる 

► 送風□開閉ダイヤル⑥ ® を下方 
に、送風□開閉ダイヤルのをを方 
にまわずと、徐々に送風□び閉じ、 

送風量び下びります。 

送風□開閉ダイヤルを停止ずるま 
で下方または後ちにまわすと送風 6 
□び閉じます。 — 


知識 

送風□開閉ダイヤルを停止するま 
で下方または後方にまわしてち、 
送風□を完全に閉じることはでさ 
ません。 
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快適-室内装備 


エアコンデイシヨナー （ CLK 吕〇0 / CLK 3已 0) 


U アの送風 □ 



@ U ァ送風口 
® リア送風□開閉ダイヤル 

フ□ントアームレスト後部にリアシー 
卜用の送風□びありまず。 


送風□を開ぐ 

► 送風□開閉ダイヤル®を左側にま 
わすと、徐々に送風□び開き、送風 
量び上びります。 

送風□を閉じる 

► 送風□開閉ダイヤル®をち側にま 
わすと、徐々に送風□び閉じ、送 
風量び下び0ます。 

送風□開閉ダイヤル®を停止ず 
るまでち側にまわずと送風□び閉 
じまず。 

知識 

-送風□開閉ダイヤルを停止す 
るまでち側にまわしてを、送 
風□を完全に閉じることはで 
きません。 

-左ちの U ア送風□からの送風温 
度は、フ□ントの左ちの送風温 
度の設定に連動します。 

• フ□ントシートの下に U ア足 
元の送風□びあります。荷物 
などで送風□をみさびないで 
ください。 


送風□の調整 
送風□の風向きを調壁ずる 

► 各送風□のノブを上下左ちに動か 
して風向をを調整します。 

フ□ントウインドウ送風□⑥、中 
央上部送風□⑥、ドアウインドウ 
送風□⑨、足元送風□©および U 
ア足元の送風□は、風向さを調整 
ずることはでをません。 

知識 

換気効率を良くするため、中央送 
風□⑨のノブは中央にすることを 
. お勧めします。 
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快適.室内装備 


エアコンディショナー （CLK 200 / CLK 3已 0) 



⑨内気循環スイッチ 

トンネル内など、空気び巧れた場所で 
外気を車内に入れたくないとさに使用 
します。 


内気循環モードに切り替えると、車内 
の空気び循環されまず。 

内気循環モードの設定/解除に連動し 
て、ドアウインドウや U アサイドウイ 
ンドウ、スライデイングルーフ（クー 
ぺ） * を開閉することびできます。 


内気循環 モー ドに設定ずる 

► 内気循環スイッチ⑨を押しまず。 
スイッチの表示なび点なしまず。 

内気循環スイッチ⑨を約2秒しソ上押 
し続けると、開いているドアウイン 
ドウや U アサイドウインドウ、スラ 
イディングルーフび閉じまず。 

スイッチから手を放すと、その位置 
で停止します。 


内気循環モードに設定されているとを 
ち、一定時間を経過すると LU 下のよう 
に外気導入に切り替わります。 


外気温度び 
約已でじ(上のとさ 

約3□分後 

夕 i 気温度び 
約已でしソ下のとさ 

約已分を 

AC モードを解除し 
ているとさ 

約已分を 


内気循環 モー ドを解除ずる 
(夕1•気導入 モー ドにずる） 

► 再度、内気循環スイッチ⑨を押し 
ます。 


スイッチの表示打び消打します。 

内気循環スイッチ⑨を約2秒しソ上 
巧し続けると、ドアウインドウや 
U アサイドウインドウ、スライデ 
ィングルーフび前回開いていた位 
置まで開さまず。 

スイッチから手を放すと、その位置 
で停止しまず。 0 


* オプションまたは仕様により装備び異な D ます。 
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快適-室内装備 


エアコンデイシヨナー （ CLK 吕〇0 / CLK 3已 0) 


ま意！ 

-外気温度び低いとをや、ドアウ 
インドウや U アサイドウインド 
ウ、スライディン グルーフ （クー 
ぺ） * 、ソフトトップ（カブ U 才 
レ）を閉じているとをに内気循 
環モードに設定すると、ウイン 
ドウび曇りやすくなりまず。 

-内気循環スイッチでドアウイン 
ドウや U アサイドウインドウ、 
スライディングルーフを閉じて 
いるとをは、柔員び身体を挟ま 
れないよラに十分にま意してく 
ださい。 

-内気循環スイッチでドアウイン 
ドウや U アサイドウインドウを 
開いているとさは、ウインドウ 
に身体を寄りかけないでくださ 
し、。 ウインドウとドア フレーム 
などとの間に身体び引を込まれ 
てけびをずるおそれびあ0ます。 


知識 

-外気温度びが常に高いときは、 
冷房効率を高めるために自動的 
に内気循環モードに切り替わる 
ことびありまずび、このとさは 
内気循環スイッチの表示打は点 
打しません。 

約30分経過ずると、一定の割 
合で外気導入をはじめまず。 

• AUTO モードやデフ□スターモ 
ードにするか、 AC モードを解 
除すると、が気導入モードにな 
りまず。 

-内気循環スイッチで閉じたドア 
ウインドウや U アサイドウイン 
ドウ、スライディングルーフを 
別のスイッチで開し''た場合、開 
いたドアウインドウや U アサ 
イドウインドウ、スライディ 
ングルーフを、内気循環モー 
ドの解除操作と連動して前回 
開いていた位置まで開くこと 
はでをません。 


デフ□スターモード 



⑨デフ□スタースイッチ 

フ□ントウインドウやドアウインドウ 
の内側の曇りを取るとさに使用します。 


* オフシヨンまたは仕様によ D 装備び異なりまず。 
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デフ□スターモードに設定ずる 

► デフ□スタースイッチ⑨を押しまず。 

デフ□スタースイッチの表示巧び 
点灯しまず。 

エアコンディショナーびし i (下の内 
容で作動しまず。 

• エアコンディショナーの送風量 
び上びり、送風温度び高くなり 
ます。 

• フ□ントウインドウ送風□とド 
アウインドウ送風□から送風さ 
れます。 

• 巧気循環モードに設定していた 
とをはが気導入になります。 

• AC モードに設定されます。 


快適.室内装備 


エアコンディシヨナー （CLK 200 / CLK 3已 0) 


デフ□スターモードを解除ずる 

► 再度、デフ□スタースイッチ⑨を押 
します。 

デフ□スタースイッチの表示打び 
消なします。 

デフ□スターモードに設定ずる前 
の内容でエアコンデイシヨナーび 
作動しまず。 

ただし、デフ□スターモードに設:定 
する前に AC モードを解除していた 
とさは AC モードに、内気循環モー 
ドにしていたとさは外気導入モード 
になりまず。 

または 

► AUTO スイッチ⑦を押します。 

デフ□スタースイッチの表示打び 
消灯し、 AUTO スイッチの表示灯 
び点灯しまず。 

送風□の組み合わせと送風量び自 
動的に調整されるよラになりまず。 


知識 

-曇りび取れたら、すみやかに解 
除してください。 

-デフ□スターモードに設定して 
いるとをは、送風温度や送風量 
などの調整はでをません。 


ウインドウのか側び量るとき 

車外の湿度び高いとさなどに、ウイ 
ンドウのが側び曇ることびあります。 
このときは、ウインドウに冷気び当 
たらないよラに送風□を調整すると、 6 
外側の曇りを軽減でをます。 

また、フ□ントウインドウ外側の曇 
りを取るとさには、ワイパーを作動 
させてくださし、。 
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快適-室内装偏 


エアコンデイシヨナー （ CLK 吕〇0 / CLK 3已 0) 


U アデフオッガー 



⑤ U アデフオッガースイッチ 


U アウインドウの曇りを取るときに使 
用します。 

エンジンスイッチび吕の位置のとをに 
使用でをまず。 

U アデフォッガーを使用ずる 

► U アデフォッガースイッチ⑥を押 
しまず。 

スイッチの表示好び点好しまず。 

リアデフォッガーを停止ずる 

► 再度、 U アデ フォッガースイッチ 
⑥を押します。 

スイッチの表示巧び消なします。 

U アデ フォッガーは 約] 2分じ(内に自 
動的に停止しまず。 


ま意！ 

-ウインドウに雪や氷び付着して 
いるとをは、運転前にそれらを 
取り除いて視界を確保してくだ 
さい。事故を起こずおそれびあ 
0ます。 

-消費電力び大さいため、曇り 
び取れたら早めに停止してくだ 
さい。 

知識 

-外気温度と走行速度により 、 U 
アデ フォツ ガーび自動的に停止 
ずるまでの時間は異なりまず。 

-バツテ U —の電圧びおくなると 
1」アデ フォツ ガーは自動的に停 
止し、表示灯び点滅しまず。電 
圧び回復ずると自動的に作動を 
開始します。 

-外気温度び1氏いときは 、リア 
デフ ォツガー スイ ツチを 押し 
てちすぐに作動しない場合び 
お0ます。 
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エアコンディショナー 
(CLK 臣3 AMG ) 


エアコンデイシヨナーは、設定温度や 
外気温度、曰射の強さなどに応じて、 
送風量や送風□の組み合わせなどを自 
動的に調整し、車内の温度や湿度など 
を快適な状態に保ちます。 

環境 9 


• エアコンデイシヨナーの;令媒に 
は、新冷媒 R ] 34 a を使用して 
います。 

-地球環境を保護するにめ、フロ 
ンガスを大気放出することは法 
律で禁止されていまず。また、 
すべての自動車オーナーは、フ 
□ンガスび適切に処理されるよ 
ラ努めなければな0ません。 

• エアコンデイシヨナーの;令媒の 
補充、交換、廃棄などは、必ず 
指定サービスエ場で行なつてく 
ださい。 


快適.室内装備 


エアコンデイシヨナー （ CLK 已3 AMG ) 


ま意！ 

• 送風温度を高めに設定してある 
とさは、送風□び過熱して高温 
になり、火傷をするおそれびあ 
りまず。また、暖気び送風され 
ているとさは、送風□に身体を 
近付けたままにしていると低温 
乂傷のおそれびありまず。十分 
にま意してください。 

• 送風温度を低めに設定してある 
とさに送風□に身体を近付ける 
と、しちやけなどを起こすおそ 
れびありますので十分にま意し 
てくだごし、。 

• 皮膚の弱し''人は、送風□に身体 
をお付けすざないよラにま意し 
て < ださし、。 

• 車内び高温になっているときは、 
エアコンデイシヨナーを作動さ 
せる前に換気をしてください。 

• ボンネットの吸気□び雪や氷で 
覆われないよラにして < ださし、。 

• 送風□や車内の吸気□び覆われ 
ないよラにしてくださし、。 


知識 

• 除湿された水分は車体下方にが 
水されます。 

• ウインドウやスライデイング 
ルーフ （クーぺ）、ソフトトツ 
プ（カブ U オレ）び開いてし、 

ると、設定温度を維持ずるこ 
とびでをません。 

• 一度に大幅に設定温度を変更し 
てち、設定温度に達するまでの 
時間はあまり変わりません。 

-エアコンデイシ ヨナー の機能や 
モードのなかには、併用巧能な 6 
組み合わせびあります。 

• エアコンデイシ ヨナー のフイ 
ルター類は定期的な交換び必 
要です。また、交換時期は使 
用環境によって異なります。 

フイルター類び目づまりを起 
こしていると送風量び減少し 
ます。 
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快適-室内装備 


アコンデイシ ヨナー （ CLK 巨 3 AMG ) 



《エアコンディショナーのスイッチ類の絵柄などは、イラストと異なる場合びあります。 



名称 

① 

送風□選択ダイヤル 

③ 

デフ□スタースイッチ 

③ 

送風温度調整スイッチ（高） 

④ 

送風温度インジケーター 

⑥ 

送風量調整スイッチ（強） 

⑥ 

1」アデフォッガースイッチ 

⑦ 

チヤコールフィルタースイッチ 

⑨ 

AC スイッチ/ホ熱ヒーター- 
ベンチ レーシヨ ンスイッチ 

⑨ 

送風温度調整スイッチ（低） 

⑩ 

送風量インジケーター 

⑩ 

送風量調整スイッチ（弱） 

⑩ 

内気循環スイッチ 

⑩ 

オフスイッチ 

⑩ 

AUTO スィッチ 
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快適.室内装備 


エアコンデイシヨナー （ CLK 已3 AMG ) 


通常の使いかた （ AUTO モード) 



⑩ AUTO スイッチ 


エアコンディシヨナーを作動させる 

► AUTO スイッチ⑩を押します。 

スイッチの表示なび点なしまず。 

送風□の組み合わせと送風量び自 
動的に調整されるよラになりまず。 


知識 

-オフスイッチや送風温度調整ス 
イッチなどを押してち、エアコ 
ンデイシヨナーを作動させるこ 
とびでさまず。 

• AUTO モードでエアコンデイシ 
ヨナーを作動させると、自動的 
に AC モード（巨- 19) に設定さ 
れまず。 


6 
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エアコンデイシヨナー （ CLK 已3 AMG ) 



③ 送風温度調整スイッチ（高） 

④ 送風温度インジケーター 
⑨送風温度調整スイッチ（あ） 

送風温度を上げる 

► 送風温度調整スイッチ（高）③を 
押しまず。 


送風温度インジケーター④の数字び 
上びりまず。 

送風温度を下げる 


知識 

-送風温度は左ち別々に設定でを 
ます。 

-通苗は22でに設定することを 
お勧めしまず。 

-送風温度調整スイッチ③と⑨を 
同時に巧ずと、送風温度び 
22でに設定ごれます。 

-左ちどちらかの送風温度を最高 
に設定して送風温度インジケー 
ターに " HI ” び表おされたとさ 
は、ちラー方の送風温度び自動 
的に上びります。 

また、最おに設定して送風温度 
インジケーターに ” L 0’’ び表示 
されたとをは、ちラー方の送風 
温度び自動的に下びりまず。 


エアコンデイシヨナーの停止 


⑩オフスイッチ 

エアコンディシヨナーを停止ずる 

► オフスイッチ⑩を押します。 

スイッチの表示灯び点打します。 

再度、オフスイッチ⑩を押ずと、 
エアコンディショナーび元の設定 
で作動します。 

知識 



送風温度調整スイッチり氏）⑨を 
押しまず。 

送風温度インジケーター④の数字び 
下びりまず。 


ウインドウやスライデイン グルー 
フ (クーペ）、ソフトトツプ（カブ 
1」オレ）び閉じているとさにエア 
コンデイシ ヨナー を停止すると、 
ウインドウび曇りやすくなりまず。 
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Lac モード 



⑨ AC スイッチ 

AC モードでは除湿/冷房された空気 
び送風されまず。 

AUTO モードでエアコンデイシヨナー 
を作動させたとさは、自動的に AC モ 
ードになり、スイッチの表ホ灯び点打 
します。 


快適.室内装備 


エアコンデイシヨナー （ CLK 已3 AMG ) 


AC モードを解除ずる 

► AC スイッチ⑨を押しまず。 

スイッチの表お巧び消巧し、除湿 
/を房されていない空気び送風さ 
れます。 

AC モードを設定ずる 

► 再度、 AC スイッチ⑨を押します。 

スイッチの表示灯び点巧し、除湿 
/ :令房された空気び送風されます。 


環境 

Q 

AC モードを解除すると、 

エンジン 

への負荷び軽減し、燃費び向上し 

弓 0 



知識 

-除湿/冷房された空気はエンジ 
ンびかかっているとを送風され 
ます。 

• ウインドウやスライディング 
ルーフ（クーペ）、ソフトトツ 
プ（カブ U オレ）び閉じてし、 

るとをに AC モードを解除ずる 
と、ウインドウび曇りやすく 
なりまず。 

• エアコンディショナーの冷媒び 
減ってし''るとをや、除湿/ :令居 。 
機能び故障しているとさに AC — 
スイッチ⑨を押ずと、表示灯び 
点滅石しくは消打したままにな 
り、 除湿/冷房された空気は送 
風ごれません。ずみやかに指定 
サービスエ場で点検を受けて< 

ださし、。 

• AC モードを解除してち、しば 
らくは除湿/冷房された空気び 
送風されることびありまず。 
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アコンデイシ ヨナー （ CLK 巨 3 AMG ) 


送風量の調整 



©送風量調整スイッチ（強） 

® 送風量インジケーター 
⑩送風量調整スイッチ（弱） 

送風量を手動で調整ずることびでさ 
まず。 


送風量を上げる 

► 送風量調整スイッチ（強）感を押し 
ます。 

送風量インジケーター®の点灯す 
る数が増えます。 

送風量を下げる 

► 送風量調整スイッチ（弱）⑩を押し 
ます。 

送風量インジケーター®の点灯ず 
る数び減ります。 


知識 

• エアコン デ イシヨナーび AUTO 
モードで作動していると さに 送 
風量調整スイッチを押すと、送 
風量の AUT 日モードび解除され 
ます。 

-送風量調整スイッチを押すと、 
リアの送風口からの送風量を増 
減しまず。 
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L 送風□の選択 



①送風口選択ダイヤル 
© 送風ロインジケーター 

送風口を手動で選択することびでさ 
まず。 


送風□を選択ずる 

► 送風□選択ダイヤル①をまわして、 
点灯している送風□選択インジケ 
—ター⑩を好みの送風□マークに 
合わせまず。 



送風□マーク 

主に送風される送風 □ 


サイド送風口®中央送風 □© 中央上部送風□⑥ 

U ァ送風 □ (6 -吕 3) 

El 

フ□ントウインドウ送風□⑥ドアウインドウ送風□⑥ 

の 

フ□ントウインドウ送風□⑥ドアウインドウ送風□⑥ 

サイド送風口®中央送風□⑨中央上部送風 □© 

足元送風□⑥ U ァ送風 □ (巨- 23) U ァ足元送風 □ 

田 

足元送風 □© 1」ア足元送風 □ 
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送風□の開閉 
フ□ント①送風 □ 



知識 

-送風□は左ち別々に選択でを 
ます。 

-選択した送風 口 (外の送風□か 
らちを少の送風び行なわれるこ 
とびあります。 

• U ア足元送風□はフ□ントシー 
卜の下にありまず。 

-点巧している送風□インジケー 
ターをマークの 中間に合わせる 
と、組み合わせた送風□から送 
風されます。 

• エアコンデイシヨナーび AUTO 
モー ドで作動しているとさに送 
風□選択ダイヤルを操作する 
と、操作した側の送風□選択の 
A U T 0 モー ドび解除され、 
AUTO スイツチの表示巧び消灯 
します。 


⑨サイド送風□開閉ダイヤル 
@中央送風□開閉ダイヤル 
①中央上部送風□開閉ダイヤル 


送風□を開< 

► 送風□開閉ダイヤル⑥ ® を上ち 
に、送風□開閉ダイヤル①を前方 
にまわずと、徐々に送風□び開を、 
送風量び上びりまず。 

送風□を閉じる 

► 送風□開閉ダイヤル⑥ ® を下方 
に、送風□開閉ダイヤルのを後ち 
にまわすと、徐々に送風□び閉じ、 
送風量び下びりまず。 

送風□開閉ダイヤルを停止ずるま 
で下方または後ちにまわずと送風 
□び閉じます。 

知識 

送風□開閉ダイヤルを停止するま 
で下方または後方にまわしてを、 
送風□を完全に閉じることはでき 
ません。 
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リアの送風 □ 


送風□を開く 


送風□の調壁 




@リア送風口 
® リア送風□開閉ダイヤル 


フロントアームレスト後部にリアシー 
卜用の送風口びあります。 


► 送風口開閉ダイヤル®を左側にま 
わすと、徐々に送風口び開き、送風 
量び上がります。 

送風□を閉じる 

► 送風口開閉ダイヤル®をち側にま 
わずと、徐々に送風口び閉じ、送風 
量が下がります。 

送風口開閉ダイヤル®を停止す 
るまでち側にまわずと送風口び開 
じます。 

知識 

• 送風口開閉ダイヤルを停止す 
るまでち側にまわしてを、送 
風口を完全に閉じることはで 
きまたん。 

• 左ちの U ア送風□からの送風温 
度は、フ□ントの左ちの送風温 
度の設定に連動します。 

• フ□ントシートの下に U ア足 
元送風□びありまず。荷物な 
どで送風□をふさびないでく 
ださい。 


送風□①風向さを調整ずる 

► 各送風□のノブを上下左ちに動か 
して風向さを調整します。 

フ□ントウインドウ送風□⑥、中 
巧上部送風□⑥、ドアウインドウ 
送風口⑨、足元送風□⑥および U 
ア足元送風□は、風向をを調整す 
ることはでさません。 

知識 

換気効率を良くするため、中央送 6 
風□⑨のノブは中央にすることを — 
お勧めしまず。 
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内気循環モード 



⑩内気循環スイッチ 

トンネル内など、空気び巧れた場所で 
外気を車内に入れたくないとさに使用 
します。 

内気循環モードに切り替えると、車内 
の空気び循環されまず。 

内気循環モードの設定/解除に連動し 
て、ドアウインドウや U アサイドウイ 
ンドウ、スライデイングルーフ（クー 
ぺ）を開閉することびでをます。 


内気循環モードに設定ずる 

► 内気循環スイッチ⑩を巧します。 
スイッチの表示灯び点灯します。 

内気循環スイッチ⑩を約2秒(上押 
し続けると、開いているドアウイン 
ドウや U アサイドウインドウ、スラ 
イディングルーフび閉じまず。 

スイッチひら手を放ずと、その位置 
で停止します。 


内気循環モードに設定されているとを 
を、一定時間を経過するとな下のよラ 
にが気導入に切り替わりまず。 


外気温度が 
約 5° Cli (上のとさ 

約30分後 

外気温度が 
約 5° Cli (下のとさ 

約已分後 

AC モードを解除し 
ているとさ 

約已分後 
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内気循環 モー ドを解除ずる 
(パ気導入 モー ドにずる） 

► 再度、内気循環スイッチ⑩を押し 
まず。 

スイッチの表示灯び消なしまず。 

内気循環スイッチ⑩を約2秒ムソ上 
押し続けると、ドアウインドウや 
U アサイドウインドウ、スライデ 
ィングルーフび前回開いていた位 
置まで開をまず。 

スイッチから手を放ずと、その位 
置で停止します。 


快適.室内装備 


エアコンデイシヨナー （ CLK 已3 AMG ) 


注意！ 

• 外気温度び低いとさや、ドアウ 
インドウや U アサイドウインド 
ウ、スライディン グルー フ（ク 
—ぺ）、ソフトトップ（カブ U 
オレ）を閉じているとさに内気 
循環モードに設定すると、ウイ 
ンドウび曇りやずくなります。 

• 内気循環スイッチでドアウイン 
ドウや U アサイドウインドウ、 
スライディングルーフを閉じて 
いるとをは、柔員び身体を挟ま 
れないよラ、十分にま意してく 
ださい。 

• 内気循環スイッチでドアウイン 
ドウや U アサイドウインドウを 
開いているとさは、ウインドウ 
に身体を寄りかけないでくださ 
し、。 ウインドウとドア フレーム 
などとの間に身体び引さ込まれ 
てけびをずるおそれびあります。 


知識 

-外気温度びが當に高いときは、 
自動的に内気循環モードに切り 
替わることびありますび、この 
とをは内気循環スイッチの表示 
灯は点打しません。 

約3□分経過ずると、一定の割 
合で外気導入をはじめまず。 

• AUTO モードやデフ□スターモ 
ードにするか、 AC モードを解 
除すると、外気導入モードにな 
りまず。 

• 内気循環スイッチで閉じたドア 
ウインドウやリアサイドウイン 
ドウ、スライディング ルーフを 
別のスイッチで開し''た場合、開 
いたドアウインドウや1」アサ 
イドウインドウ、スライディ 
ング ルーフを、 内気循環 モー 
ドの解除操作と連動して前回 
開いていた位置まで開くこと 
はでさません。 
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チヤコールフイルター 



⑦チヤコールフイルタースイッチ 


排気ガスなど、が気から車内に取り込 
まれたミちれや臭いを取0除< とさに使 
用します。 

チヤコールフイルタースイツチの操 
作に連動して、ドアウインドウや U 
アサイドウインドウ、スライデイン 
グルーフ（クーペ）を開閉すること 
びでをまず。 


チヤコールフィルターを使用ずる 

► チヤコールフィルタースイッチ⑦ 
を押します。 

スイッチの表示灯び点灯します。 

チヤコールフイルタースイッチ⑦ 
を約2秒ムソ上押し続けると、開い 
ているドアウインドウや U アサイ 
ドウインドウ、スライディングル 
ーフび 閉じます。 

スイッチひら手を放すと、その位置 
で停止します。 

知識 

チヤ コール フィ ルターを 使用して 
いるとをに、外気中の一酸化炭素 
( C 0) や窒素酸化物 （ NOx ) の濃 
度び一定値を超えたとさは、自動 
的に内気循環になります。 


チヤコールフィルターを停止ずる 

► 再度、チヤコールフィルタースイ 
ッチ⑦を押します。 

スイッチの表示灯び消灯しまず。 

チヤコールフィルタースイ ッ子な) 
を約2秒じ(上押し続けると、ドア 
ウインドウや U アサイドウインド 
ウ、スライディングルーフび前回 
開いてし)た位置まで開をまず。 

スイッチから手を放ずと、その位 
置で停止しまず。 
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ま意！ 

• チヤコールフィルターを使用し 
ているときは、自動的に内気循 
環モードに設定されるため、外 
気温度び低いとさや、ドアウイ 
ンドウや U アサイドウインドウ、 
スライディングルーフ（クーぺ)、 
ソフトトップ（カブ U オレ）を 
閉じているとをは、ウインドウ 
び曇りやす<なります。 

• チヤコールフィルタースイッチ 
でドアウインドウや U アサイド 
ウインドウ、スライディングル 
ーフを閉じているとをは、乗員 
び身体を挟まれないよラ、十分 
にを意してください。 

• チヤコールフィルタースイッチ 
でドアウインドウや U アサイド 
ウインドウを開いているとさ 
は、ウインドウに身体を寄りか 
けないでください。ウインドウ 
とドアフレームなどとの間に身 
体び引さ込まれてけびをするお 
それびありまず。 
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知識 

• ウインドウの内側び曇るとを 
や、急连に冷房/暖房ずるとを 
は、チヤコールフィルターを解 
除して < ださし、。 

• デフ□スターモードにずるか、 
AC モードを解除ずると、チヤ 
コールフィルターは作動を停止 
しまず。 

• AC モードを解除しているときや 
外気温度び約已°巳(下のときは、 
チヤコールフィルターを使用す 
ることはでをません。 

• チヤコールフィルタースイッチ 
で閉じたドアウインドウや U 
アサイドウインドウ、スライ 
ディングルーフを別のスイッ 
チで開いた場合、開いたドア 
ウインドウや U アサイドウイ 
ンドウ、スライディングルー 
フを、 チヤコールフィルター 
スイツチの停止操作と連動し 
て前回開いていた位置まで開 
<ことはでをません。 


デフ□スターモード 



②デフ□スタースイッチ 

フ□ントウインドウやドアウインドウ 
の内側の曇りを取るとさに使用します。 
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デフ□スターモードに設定ずる 

► デフ□スタースイッチ③を押します。 

デフ□スタースイッチの表示灯び 
点灯します。 

エアコンディショナーびしソ下の内 
容で作動します。 

• エアコンディショナーの送風量 
び上びり、送風温度び高<なり 
まず。 

• フ□ントウインドウ送風□とド 
アウインドウ送風□から送風さ 
れまず。 

-内気循環モードに設定していた 
とをはが気導入になりまず。 

- AC モードに設定されまず。 


デフ□スターモードを解除ずる 

► 再度、デフ□スタースイッチ③を押 
し CJ ^ 9 〇 

デフ□スタースイッチの表示灯び 
消灯します。 

デフ□スターモードに設定ずる前 
の内容でエアコンデイシヨナーび 
作動します。 

ただし、デフ□スターモードに設定 
する前に AC モードを解除していた 
とさは AC モードに、内気循環モー 
ドに していた場合はが気導入モード 
になります。 

または 

► AUTO スイッチ⑩を押します。 

デフ□スタースイッチの表示灯び 
消灯し、 AUTO スイッチの表示な 
び点なします。 

送風□の組み合わせと送風量び自 
動的に調整されるよラになりまず。 


知識 

-曇りび取れたら、ずみやかに解 
除してください。 

-デフ□スターモードに設定して 
いるとをは、送風温度や送風量 
などの調堅はでをません。 


ウインドウのが側び量るとき 

車がの湿度び高いとさなどに、ウイ 
ンドウの外側び曇ることびありまず。 
このとをは、ウインドウに冷気び当 
た日ないよラに送風□を調整ずると、 
外側の曇りを軽減でさまず。 

また、フ□ントウインドウが側の曇り 
を取るとさには、ワイパーを作動させ 
て < ださし、。 
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を熱ヒーター-ベンチレーシヨン 



⑨ま熱ヒーター-ベンチレーシヨン 
スイッチ 


エンジン停止後に車内を暖房ずるとを 
に使用します。また、外気温度び高い 
とさは、車内の換気を斤ないます。 

エンジンスイツチび 0 ひ 1 の位置のと 
を、またはキーを巧いているとをに使 
用でさまず。 


快適.室内装備 


エアコンデイシヨナー （ CLK 已3 AMG ) 


を熱ヒーター-ベンチ レーシヨ ンを使 
用ずる 

► 余熱 ヒーター. ベンチ レーシヨ ン 
スイッチ⑨を押します。 

スイッチの表示なび点なしまず。 

送風□の組み合わせや送風温度 
は、外気温度やエンジン停止前の 
送風温度により、自動的に調整さ 
れます。 

を熱ヒーター-ベンチレーシヨンを停 
止ずる 

► 再度、余熱ヒーター.ベンチレー 
シ ヨ ンスイッチ⑨を押します。 

スイッチの表示巧び消灯しまず。 


じ(下のとをは、余熱ヒーター.ベンチ 
レーシヨンび自動的に停止します。 

• エンジンスイッチを吕の位置にし 
たとさ 

• ホ熱ヒーター.ベンチレーシヨンを 
使用してから約3 0分経過したとを 

-バッテ U —の電圧び1氏下したとを 

知識 

-送風量は弱で一定になたれます。 

• 外気温度び高いとをや、エンジ ~ 
ン冷却水の温度び低いとさは、 
暖気の送風び行なわれないこ 
とびあります。 
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快適-室内装偏 


エアコンデイシヨナー （ CLK 已3 AMG ) 


U アデフオッガー 



⑥ リアデフ オッガース イッチ 


U アウインドウの曇りを取るときに使 
用します。 

エンジンスイツチび 2 の位置のとさに 
使用でさます。 


U アデフォッガーを使用ずる 

► U アデ フォッガースイッチ ⑥を押 
しまず。 

スイッチの表示好び点好しまず。 

リアデフォッガーを停止ずる 

► 再度、 U アデ フォッガースイッチ 
⑧を押しまず。 

スイッチの表示巧び消巧します。 

U アデフォッガーは、作動してから約 
12分け内に自動的に停止します。 


ま意！ 

-ウインドウに雪や氷び付着して 
いるとをは、運転前にそれらを 
取り除いて視界を確保してくだ 
さい。事故を起こずおそれびあ 
0ます。 

-消費電力び大さいため、曇り 
び取れたら早めに停止してくだ 
さい。 

知識 

-外気温度や走行速度により 、 U 
アデ フォツ ガーび自動的に停止 
ずるまでの時間は異なりまず。 

-バツテ U —の電圧び1 氏くなると 
1」アデ フォツ ガーは自動的に停 
止し、表示灯び点滅します。電 
圧び回復ずると自動的に作動を 
開始します。 

-外気温度び1氏いときは、リア 
デフ ォツガー スイ ツチを 押し 
てちすぐに作動しない場合び 
お0まず。 
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快適-室内装備 



クーペ（スライディングルーフ装備車） 

①読書灯 
霞読書灯スイッチ 
@常時消灯モード 
④自動点灯モード（中立の位置） 

© 手動点灯モード 
© ルーム ランプ 

③リアルームランプスイッチ(クーペ) 


《スライディングルーフ非装備車はスイッ 
チの形状などが異な0まず。 

《カブ U オレに U アルームランプは装備さ 
れません。 


ルームランプの点なモード 
自動点灯モードにずる 

► ルームランプスイッチを中立の位 
置®にしまず。 

周囲び暗いとさに、政下のようにフロ 
ントルームランプやリアルームランプ 
(クーペ）が点灯/消灯します。 

• エンジンスイッチからキーを抜く 
と点灯し、約]日秒後に消灯します。 

この機能の設定と解除については 
(4-33) をご覧くださし、。 

- U モコン操作で解錠ずると点灯し、 
約30秒後に消丹しまず。 


ルーム ランプ ■ 

-ドアを開閉すると点灯しまず。 

◊エンジンスイツチび吕の位置の 
とさは、ドアを閉じるとただち 
に消巧しまず。 

ドアを開いたままのとをは消灯 
しまわん。 

◊エンジンスイツチび0か1の位置 
のとを、またはキーび巧いてあ 
るとさは、ドアを閉じると約] 0 
秒後に消灯します。 

ドアを開いたままのとをは約已 
分後に消灯します。 I 6 

I 注意！ 

車を施錠したとさは、ルームラン 
プび消灯ずることを確認してくだ 
さい。 
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快適-室内装備 


ルームランプ 

常時消灯モードにずる 

► ルームランプスイッチの③側を押 
します。 

周囲び暗いとをに、 liTF のいずれかの 
操作をしてち、ルームランプは点灯し 
またん。 

• エンジンスイッチからキーを巧く 
• U モコン操作で解錠する 
• ドアを開< 


ルームランプの手動操作 
フ□ントルームランプを手動で点な 
ずる 

► ルームランプスイッチの⑤側を押し 
ます。 

フ□ントルームランプび点好し 
まず。 

U アルームランプを手動で点灯/消巧 
ずる（クーぺ） 

► U アルームランプスイッチ⑦を押 
します。 

U アルームランプび点打/消 I 灯し 
ます。 


読書！打を点灯/消むずる 

► 読書 I なスイッチ②を押します。 
読書灯①び点打/消灯します。 


r 乗降用ランプ_! 

柔降用ランプはドアの下部にあり、柔 
降時に足元を照らします。 

ルームランプび自動点打モード（臣- 
31) になっていて、周囲び暗いとを 
にドアを開くと点 I 灯し、ドアを閉じる 
と消巧します。 

エンジンスイツチび吕の位置じ(外のと 
さは、ドアを開いたままにずると約己 
分をに消灯します。 

エンジンスイツチび2の位置のとを 
は、ドアを開いたままにすると消灯し 
ません。 
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快適-室内装備 



①サンバイヴー 
③フック 

③ バニテイ吉ラーカバー 

④ 照明 

⑤ カー ド ホルダー 


前方か6①拉しさを防ぐ 

► サンバイヴー①を下げまず。 

横ち向か5①眩しさを防ぐ 

► サンバイヴー①を下げまず。 

► サンバイヴーをフック②から外し 
ます。 

► サンバイヴー①を横にまわしまず。 

ま意！ 

サンバイヴーを横にまわずときは、 
バニテイミラーカバー③を閉じて 
ください。ルーフ内張りやバニテ 

I イミラーカノ（一を損傷ずるおそれ 
びありまず。 

知識 

• バニテイ云ラーの横には力ード 
ホルダー⑥びあります。 

• 車種や仕様により、横にまわし 
たサンバイヴーを軸方向にスラ 
イドずることびでをまず。 


サンバイザー 

バニティミラー 
バニティ ミラーを使用ずる 

► サンバイヴー①を下げます。 

► バニティミラーカバー③を上方に 
開さまず。 

照明④び点巧します。 

使用後はカノ（一③を閉じまず。 

を意！ 

眩惑を防ぐため、走行中はカバー 

③を閉じてください。 ~ 

6 

知識 

サンバイヴーをフック②から外す 
と照明④は点灯しません。 
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快適-室内装備 


リアブラインド（クーペ) 



①リアブラインドスイッチ 


* オフシヨンまたは仕様によ D 装備び異なりまず。 


エンジンスイッチび1か吕の位置のと 
をに操作でさまず。 

U アブラインドを展開ずる（上げる） 

► U アブラインドスイッチ①を押し 
ます。 

U アブラインドを収納ずる（下げる） 

► 再度、 U アブラインドスイッチ① 
を押します。 


ま意！ 

- U アブラインドは展開/収納 
中にスイツチを再度巧ずとそ 
のとをの位置で停止しますび、 
必ず完全に展開/収納した位 
置で使用して<ださい。中間 
の位置で使用すると損傷する 
おそれびありまず。 

-ブラインドの展開/収納の巧げ 
になるよラな物を周囲に置かな 
いでください。また、身体を巧 
まないよラにミ主意してください。 
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快適-室内装備 


の皿 


灰皿 


灰皿を開< 

► カバー①のマーク②を押して開を 
ます。 


閉じるときは、カバーを下方に押 
して□ックさせまず。 


① ヵバー 
③ マーク 

③ 灰皿 

④ ノブ 


灰皿を取りかず 

► エンジンを停止し、パーキングブ 
レーキを 確実に効かせまず。 

► エンジンスイッチを吕の位置にし 
て、 ブレーキ ペダルを踏みなび 
日、セレクターレバーをに入 
れます。 

► ノブ④をち側に押しなびら、灰皿 
③を取り外しまず。 

灰皿を取り付ける 

► 灰皿③を元の位置に合わせて、押 
し込みまず。 


を意！ 

-開くとさはカバーの上側を押 
さないで<ださい。カバーの 
開閉機構を損傷するおそれび 
ありまず。 


• の皿を取り外ずとさは、おず 
エンジンを停止して、パーキ 
ングブレーキを確実に効かせ 
て < ださい。 


6 
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快適-室内装備 


巧皿 


リアの灰皿 



⑤ ヵバー 

⑥ スプリング 


灰皿を取りがず 

► スフ U ング⑥を押しなびら、灰皿 
を手前に引をます。 

灰皿を取り付ける 

► 灰皿底部を差し込み、スプリング 
⑥を押しなびら、の皿を押し込み 
ます。 


灰皿を開< 

► カバー⑥を手前に開さます。 

閉じるとさは、カバーを前方に押 
します。 


ま意！ 

• 吸いびらやマッチの义は確実に 
消してください。 

-紙<ずなどの燃えやすい物は入 
れないでください。 

-使用後は確実にカバーを閉じて 
ください。 
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快適-室内装備 



①ライター 

エンジンスイツチび1ひ吕の位置のと 
をに使用でさまず。 

ライターを使用ずる 

► ライター①を押し込みます。 

熱せられると、ライターは元の位 
置に戻ります。 

使用後は灰皿でのを落とし、元の 
位置に戻します。 


警告 A 


ライターは必ずノブの部分を持つ 
て<ださい。を属部を持つと火傷 
をするおそれがあ0ます。 


注意！ 

• 安全のため、子供び棄車すると 
さはライターを抜さ取ってく 
ださい。 

• ライターを押し込んだ後、押さ 
え続けないで < ださい。ライ 
夕一を損傷するおそれびあり 
9 〇 


-赤熱部に灰や異物が付着したま 
ま使用しないでください。火災 
が発生するおそれがあります。 

. ライターを改造したり、純正品 
政がのライターを使用しないで 
<ださい。ライターやセンター 
コンソールを損傷したり、火災 
が発生するおそれがあります。 


ライター ■ 

• ライターび戻らなくなったとき 
は、エンジンスイッチを 0 の位 
置にずるか、エンジンスイッチ 
から キーを 抜いて、指定 サービ 
スエ場に連絡してください。 

-アクセサ U —電源としてライタ 
ーソケットを使用ずるとをは、 

必ず DC ] を 、、最大消費電流 
1已 Ali (下（最大消費電力 180W 
LU 下）の規格にあった純正アク 
セサ U —のみを使用してくださ 
し、。ヒューズび切れた0、火災 
び発生するおそれびありまず。 6 
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快適-室内装偏 




か物入れ 


r フ□ントアームレストの小物入れ 



①フ□ン ト アーム レスト 
(D レバー（上部ル物入れ) 
感レバー（下部ル物入れ) 
® 解錠位置 
愈施錠位置 


警告 A 


走行中は必ずル物入れのカノ（一や 
アームレストを閉じてくだごい。 
急ブレーキ時や衝突時などに収納 
物び飛び出して、柔員びけびをず 
るおそれびあります。 

ま意！ 

-アームレストび閉じなくなるよ 
5な大さな物をル物入れに入れ 
ないでくだごい。アームレスト 
や収納物を損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

-ル物入れには食料品を収納しな 
いでください。 


上部のル物入れを開く 

► レバー ③を引いて カバーを 開をます。 

上部のル物入れを閉じる 

► カバーを下げて□ックしまず。 

下部のル物入れを開く 

► レバー③を引をなびら、アームレ 
スト①を引き上げまず。 

下部のル物入れにはトレイびあり、 
使用するとさは引を出しまず。 

下部のル物入れを閉じる 

► アームレスト①を下げて□ックし 
ます。 

知識 

下部のル物入れ内のトレイは、引 
さ巧いて取り外すことびでをまず。 
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快適-室内装備 


ル物入れの施錠 _ 

フ□ントアームレストのキーシ U ン 
ダーにエマージェンシーキー （3-10) 
を差し込んで施錠ずることびでをます。 

ル物入れを施綻ずる 

► キーシ I」ンダーにエマージェンシ 
ーキーを差し込んで、施錯位置⑥ 
にまわします。 

ル物入れを解綻ずる 

► キーシ U ンダーにエマージェンシ 
ーキーを差し込んで、解症位置④ 
にまわします。 


r 携帯電話の接続_ I 

フ□ントアームレスト上部のル物入れ 
には携帯電話用のコネクターび装備さ 
れていまず。 

コネクターに携帯電話を接続すると、 
電話の発信/受信びでさます。 

携帯電話を取り付ける 

► 携帯電話のが部端テをコネクター 
に接続しまず。 

携帯電話を取りがず 

► コネクター左ちの□ック解除ボタ 
ンを押しなびら、携帯電話をコネ 
クターから取り外しまず。 


か物入れ 

を意！ 

携帯電話びコネクターに接続でを 
ないとさは、巧理に取り付けない 
でください。携帯電話やアームレ 
ストのカバーを損傷するおそれび 
ありまず。 


※電話の操作については、別冊「マルチファ 
ンクシヨンコント□ーラー取扱説明書」 
をお読みください。 
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导ップホルダー 


カップホルダー 


ま意！ 

• 火傷防止のため、熱い飲み物 
び入った容器を置かないでく 
ださい。 

-カップホルダーのサイズに合っ 
たフタ付さの容器を使用して< 
ださい。 

-カップ ホルダーに 飲み物の容 
器しソ外の石のを置かないでく 
ださい。 

-走行中はカッフホルダーを使用 
しないでください。 

-カップホルダーに飲み物を置< 
とさは、スイッチや電装品など 
に飲み物をこぼしたり、結露し 
た水滴び垂れないよラにま意し 
てくださし、。 

スイッチや電装品などを損傷し 
たり、ショートして発义するお 
それびあります。 


フ□ントのカップホルダー 



ち八ン ドル車 
① カバー 

カップホルダーを使用ずる 

► カバー①を軽く押します。 

カップホルダーびポップアップし 
ます。 

カップホルダーを閉じる 

► カバー①を押して□ックします。 


リアアームレストのカップホルダー 
(ク-ぺ） 



カップホルダーを使用ずる 

► アームレストを引き出して水平に 
します。 

► カップホルダー②を軽く押しまず。 
カップホルダーび前方にスライド 
します。 

カップホルダーを収納ずる 

► カップ ホルダー ③を押し込んで □ 
ッフ します。 
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快適-室内装備 



ち八ンドル車 
①カバー 
③ レ バー 

グ □ー ブボ ックスを開< 

► レバー②を引いて開をます。 

グ□ー ブボックスを閉じる 

► カバー①を押して□ックしまず。 


ま意！ 

• 走行中は、グ□ーブボックス 
のカノ（一を開いたままにしな 
いで<ださい。急ブレーキ時 
や衝突時などに収納物び飛び 
出して乗員びけびをするおそ 
れびあります。 

• 貴重品はグ□ーブボックス内に 
な管しないで < ださし、。 

• グ□ーブボックス内には眼鏡入 
れびあります。眼鏡入れを開し、 
たままグ□ーブボックスを閉じ 
ないでください。眼鏡入れを損 
傷するおそれびあります。 


グ□ーブボックス 

知識 

• グ□ーブボックス内には外部音 
声入力端子、 CD チェンジャー 
びあります。詳しくは別冊「マ 
ルチフアンクシヨンコント□一 
ラー取扱説明書」をご覧くだ 
さい。 

• エンジンスイッチび1か吕の位 
置のとさにグ□ーブボックスを 
開くと、グ□ーブボックスラン 
フび点打しまず。 

• U モコン操作で解綻/施綻する „ 
と、グ□ーブボックス石連動し 
て解錠/施錠されます（カブ U 
オレ)。 
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快適-室内装備 


収納ネット/シートバックポケット 



ち八ンドル車 
①収納ネット 

助手席の足元に新聞や雑誌などを収納 
でをるネット①を備えてし'!まず。 


ま意！ 

• 収納ネットには、重い物やかた 
い物、ビンやち、割れやすい物、 
鋭利な形状の物を入れないで< 
ださい。 

-収納物び収納ネットからはみ出 
さないよラにしてください。 



_ 追 

づ 

^ぶ 


① シートバックポケット 


フ□ントシートの背面にシートバック 
ポケット①びありまず。 


を意！ 

. シートバックポケットには、重 
い物やかたい物、ビンや宙、割 
れやすい物、鋭利な形状の物を 
入れないで < ださし、。 

-収納物びポケットからはみ出さ 
ないよラにして<ださい。 
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アシストグリップ（クーペ) 


ドアウインドウとリアサイドウインド 
ウの上方にアシストグリップがありま 
す。コーナ U ング時の姿勢保持などに 
使用しまず。 

U アのアシストグリップには、コート 
フックび装備されています。 


警告 A 


SRS ウインドウバッグ*の作動を 
巧ばたり、作動時に物び飛んで乗員 
びけびをするおそれびありまずの 
で、じ(下の点にま意して<ださし、。 

• アシストグ U ップに八ンガーや 
アクセサ U —など物をかけない 
で < ださい。 

• コートフックには軽く柔らかい 
巧服しソ外の物をかけないで<だ 
ごい。 

• コートフックを使用ずるとをは、 
八ンガーなどを使用せず、巧服 
を直接かけて < ださい。 


アシストグリップ（クーベ） 
を意！ 

-アシストグ U ップにぶ5さびつ 
たり、必要 liLh の大をな荷重を 
かけないで<ださい。アシスト 
グリップを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

-運転者は運転中にアシストグ U 
ップを使用しないで < ださい。 

• コートフックを使用するとをは、 
巧服び運転をの視界の巧げにな 
らないよラにして < ださい。 


* オプションまたは仕様により装備び異な D ます。 
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ルーフラック（クーベ) 



①カバー 


ルー フラックは ダイムラー社の純正品 
および指定品の使用をお勧めします。 
詳し < は指定サービスエ場におたずね 
<ださい。 

ルーフラックを取り付ける 

► カバー①を外側に開をまず。 

► ルーフラックを取り付けます。 


警告 A 


ルーフに荷物を積んでいるとをは、 
車の重む位置び変化し、走行ま定 
性に影響をちえます。運転すると 
をは十分ま意してくださし''。 


ま意！ 

• ルーフの最ガ責載量御10 Ok 旨)を 
超えないよラを意してくださし、。 

-ルーフラックを取り付けるとを 
は、製品に添付の取扱説明書に 
従ってください。 

-純正品および指定品 L ソ外のルー 
フラックを取り付けると、車を 
損傷するおそれびあります。 

-ルーフラックを取り付けるとを 
は下記にを意してください。車 
を損傷ずるおそれびありまず。 

〇スライデイングルーフ * を 
チルトアップさせたとさに 
接触しないこと 

◊ トランクを開いたときに接 
触しないこと 


* オフシヨンまたは仕様によ D 装備び異なりまず。 
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ソフトトップ（カブリオレ） ■ 


ソフトトツプ（カブリオレ） 


ソフトトップを開閉するとをは、必ず 
政下の事項を守って < ださい。 


警告 A 


• ソフトトップを開閉ずるとをは、 
ソフトトップやソフトトップ収 
納室カバー、ソフトトップの U 
ンケージやヒンジ、ウインドウ 
など、作動する部分に絶対に触 
れないで<ださい（図の X 印の 
部分など）。身体を挟まれてけび 
をするおそれびあ0ます。また、 
それらび作動ずる範囲に障害物 
びないことち確認してください。 
ソフトトップや関連部品などを 
損傷するおそれびあります。 
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ソフトトップ（カブリオレ） 

• 走行速度び約 30km/hl； (上のと 
さはソフトトップスイッチを操 
作することはでをません。この 
とさは警告音び]回鳴り、マル 
チフアンクシヨンディスプレイ 
に"ソフトトッ T テイシチュウノミソウサカノ方''ス 
" と表示されまず。 

• 走行速度び約 30km/hl； (下のと 
さはソフトトップの操作びでをま 
ずび、ま全のため必ず完全に停車 
した状態で操作してください。 

• 万一、身体や物び挟まれそラに 
なったとをは、ソフトトップス 
イッチから手を放してくださ 
し、。ソフトトップの作動び停止 
します。 

• ソフトトップを開閉するときは、 
リアシー トに乗車しないでくだ 
さい。開閉中のソフトトップに 
身体び当たり、けびをするおそ 
れびありまず。 


. U アシー トに柔車ずるときは、 
ソフトトップの作動び完全に終 
ねってからにしてください。ま 
た、必ず U アへッドレストを完 
全に引き上げてください。 

• ソフトトップは必ず完全に閉じ 
るか、または完全に開いた状態 
にして < ださし、。 

• ソフトトップの開閉操作中にソ 
フトトップスイッチひら手を放 
すと、ソフトトップの作動び停 
止します。そのまま約7分び経 
週したとさ、またはエンジンス 
イッチを 0 か 1 の位置にしたとさ 
は約20秒じ(内にソフトトップび 
下びります。身体を挟まれない 
よラ十分にミ主意してください。 

〇このとをは警告音び鳴り、 
マルチファンクシヨンデイ 
スプレイに"ソフトトッフ°力'' 财 '' 
1」の!’’と表示されます。ソフ 
トトップび開/閉どちらの 
方向に下びるかは、ソフト 
トツフび停止した位置によ 
つて異なります。 


〇キーの解錠/施錠ボタンでソ 
フトトップの開閉操作 （3- 
12.14) をしているときに 
ボタンひら手を放ずと、ソフ 
トトップの作動び停止し、約 
20秒じ(内にソフトトップび 
下びりまず。 

-ソフトトップの開閉操作び完了 
していないとさは、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイに"ソフト 
トッアカ'' ヴドウチュウテ''ス"と表示さ 
れます。このとさに走行を開始 
して走行速度び約 30km/hliLh 
になると、警告音び鳴り、マル 
チファンクシヨンディスプレイ 
に"ソフトトッフ°フルオ-フ°'ノ /フルク□-ス 
と表示されます。必ず停車して、 
ソフトトップを完全に開閉して 
<ださい。 
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ま意！ 

• ソフトトップ収納室カバーの上 
に暖をかけたり、物を置かない 
でください。 

• ソフトトップを開閉ずるとさ 
は、ソフトトップや関連部品な 
どの損傷を防ぐため、しソ下の点 
にを意してください。 

◊ 上方に十分な空間びあるこ 
とを確認してください。 

◊ トランク内の荷物びラゲッジ 
カバーの下にあり、ラゲッ 
ジカバーを押し上げていな 
いことを確認してください 

(3-4 巨)。 

◊ ラゲッジカバーび閉じてい 
ることを確認してください。 

◊ソフトトップ収納室カバー 
の上に物び置いていないこ 
とを確認してください。 

〇オートマテイック□ールバ 
一び作動していないことを 
確認してください。 


〇トランクを閉じて<ださい。 

◊ソフトトップび凍結していな 
し、ことを確認してください。 

◊ソフトトップびミちれていた 
り濡れていないことを確認 
してください。 

◊車内にソフトトップび接触 
するおそれのある物を置か 
ないで < ださし、。 

• ソフトトップ開閉中にトランク 
八ンドルや運転席ドアのトラン 
クオープナー スイッチを操作し 
ないで < ださい。 

• ソフ h トップ収納室カバーび 
完全に閉じない、ソフトトッ 
プびフ□ントウインドウ上部 
に□ックされないなど、ソフ 
トトップの開閉システムに異 
常び発生したとをは、ただち 
に指定サービスエ場で点検を 
受けてください。 


ソフトトップ（カブリオレ） ■ 

• バッテ U —あびりを防ぐため、 

ソフトトップを操作するとをは 
エンジンを始動してください。 

-車を離れるとさは、盗難をごけ 
るため、必ずソフトトップやド 
アウインドウ、リアサイドウイ 
ンドウを閉じ、ドアやトランク、 

グ□ーブボックスび施錠されて 
いることを確認してください。 
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ソフトトップ（カブリオレ） 

知識 

• U モコン操作で車外からソフト 
トップの開閉びでさます （3- 

1吕、14)。 

. ソフトトップの作動に連動し 
て、ドアウインドウと U アサイ 
ドウインドウち動をまず。 

•才ートマティック □ ー ルバー 
(2-24) び作動したときは、ソ 
フトトップの開閉はでさません。 

-トランク内のラゲッジカバー 
(3-46) び閉じていないとさに 
ソフトトップを開閉しよラとず 
ると、マルチフアンクシヨンデ 
ィスプレイに"トランクル-ム ラグ'ッグカ 
A''- ヲトシ''テクタ''サイ!"と表示され 
ます。 


. ソフトトップを開閉する前に、 
必ずトランクび閉じているこ 
とを確認してください。トラ 
ンクび閉じていないとさにソ 
フトトップを開閉しよラとす 
ると、マルチフアンクション 
ディスプレイに警告マークび 
表示されまず。 

-短時間のラちに何度ちソフトト 
ップの開閉を< りかえすと、油 
圧装置を保護ずるため、ソフト 
トツプび作動しな < なることび 
あります。 


一度エンジンスイツチを0の位 
置にして、約1日分 liLb 待ってか 
らエンジンを始動し、ソフトト 
ツプを開閉して < ださい。 


[ ソフトトツプの開閉_ ] 

エンジンスイツチび2の位置のとを、 
センターコンソールのソフトトツプス 
イツチで操作できまず。 
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①ソフトトップスイッチ 


ソフトトツプを 開< 

► セレクターレバーを la に入れて、 
パーキングブレーキを確実に効か 
せます。 

► トランク内のラゲツジカバー (3- 
4 巨） び閉じていることを確認し 
まず。 

► トランクを閉じます。 


► ソフトトップスイッチ①を矢印の 
ち向に引いて、すべての作動び終 
了するまで保持します。 

• U アヘッドレストび下びり、ド 
アウインドウと U アサイドウイ 
ンドウび開をます。 

• マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイに"ソフトトッ T 力'' サド巧ユウドス" 
と表示されます。 

• ソフトトップの後部び上びり、 
ソフトトップ収納室カバーび開 
をまず。 

• フ□ントウインドウ上部の□ッ 
クび外れ、ソフトトッフび後方 
に移動して収納されます。 

• ソフトトツプ収納室カノ（一び閉 
じまず。 


• ソフトトップスイッチを引き続 
けると、ドアウインドウと U ア 
サイドウインドウび閉じます。 


ソフトトップ（カブリオレ） 

► ソフトトップ収納室カバーび確実 
に閉じていることを確認します。 

を意！ 

ソフトトップび肅れているとさは、 
開く前にソフトトップを乾燥させて 
ください。車内やソフトトップ収納 
室に水び入るおそれびあります。 


6 
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ソフトトップ（カブリオレ) 



①ソフトトップスイッチ 


ソフトトツプを閉じる 

► セレクターレバーを la に入れて、 
パーキングブレーキを確実に効か 
せます。 

► トランクび閉じていることを確認 
します。 


► ソフトトップスイッチ①を矢印の 
で向に押して、すべての作動び終 
了するまで保持します。 

.U アヘッドレストび下びりま 
ず。また、ドアウインドウびか 
し下びり、 U アサイドウインド 
ウび開さまず。 

• マルチフアンクシヨンディスフ 
レイに"ソフトトッ T 力'' サド巧ユウデス" 
と表示ごれます。 

. ソフトトップ収納室カバーび開 
をまず。 

• ソフトトップび前方に移動し、 
フ□ントウインドウ上部に□ッ 
クされます。 

• ソフトトップの後部び上びり、 
ソフトトツプ収納室カバーび閉 
じます。 


-ソフトトップの後部び下びり、 
□ックされまず。 

• ソフトトップスイッチを押し続 
けると、ドアウインドウと U ア 
サイドウインドウび閉じます。 

► ソフトトツプびフ□ントウインド 
ウ上部に□ックされ、ソフトトッ 
プ後部とソフトトップ収納室カバ 
一び完全に閉じていることを確認 
します。 
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ま意！ 

ソフトトップを閉じる前に、サン 
バイヴーびフックからがれていな 
いことやバニ テイ 云 ラーのカバー 
び開いていないことを確認してく 
ださし、。 


ソフトトップスイッチでドアウイン 
ドウと U アサイドウインドウを開閉 
ずる 

エンジンスイッチび吕の位置のとを、 
ソフトトップスイッチでドアウインド 
ウと U アサイドウインドウの開閉びで 
さます。 

注意！ 

ドアウインドウと U アサイドウイン 
ドウを開閉するとをは、ウインドウ 
に身体や物び挟まれないよラにま 
意してください。巧まれそラにな 
つたとをは、ソフトトップスイッチ 
から手を放してください。ウインド 
ウの開閉作動び停止します。 


ソフトトップ（カブリオレ）^^ 

ドアウインドウとリアサイドウインド 
ウを開< 

► ソフトトップスイッチ①を素早く 
2度押して保持しまず。 

ドアウインドウと U アサイドウイ 
ンドウび開をます。 

スイッチから手を放すと、ウイン 
ドウはその位置で停止しまず。 


ドアウインドウとリアサイドウインド 
ウを閉じる 

► ソフトトップスイッチ①を素早く 
2度引いて保持します。 

ドアウインドウとリアサイドウイ 
ンドウび閉じます。 

スイッチから手を放すと、ウイン 
ドウはその位置で停止しまず。 
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ソフトトップ（カブリオレ） 

ソフトトップび閉じないとさ 

ソフトトツプスイツチや U モコン操作で 
ソフトトップを閉じることびでをなし、と 
をは、じ(下の点を確認してください。 

• トランク内のラゲッジカバーび開 
じていること 

•才ートマティックロールバーが作 
動していないこと 

• トランクが閉じていること 

-バッテリー電圧び低下していない 
こと 

エンジンを始動して<ださい。 

それでち閉じることびでさず、どラし 
てもソフトトップを閉じる必要がある 
場合は、政下の作業を行ないます。 


警告 A 


ソフトトップを手動で閉じる作業 
は容易ではありません。また非苗 
に大さな力び要巧されます。けび 
をしたり、車を損傷するおそれび 
ありますので、どラしてち必要な 
とをにだけ行なって<ださい。そ 
れしソ外のとをは指定サービスエ場 
に連絡してくだごし、。 

注意！ 

-作業は必ず、大人2人 L ソ上で行 
なってください。 

-作業をずるとをは腕時計やアク 
セサ U —などを外してくださ 
し、けびをしたり、車を損傷ず 
るおそれびありまず。 


-作業中は指や手をけびしないよ 
ラに、十分を意してくださし、 


► セレクターレバーを la に入れ、 
パーキングブレーキを 確実に効 ひ 
せます。 

► ドアウインドウと U アサイドウイ 
ンドウを全開にします。 

► U アヘッドレストを下げます。ス 
イッチ操作で下びらないとさは手 
動で下げますに-28)。 

► エンジンスイッチからキーを抜を 
まず。 

► トランクを開をます。 


6-52 






快適-室内装備 



①油圧解除ノブ（トランクルーム左側) 


► トランクルーム左側にあるヒューズ 
ボックスのカバー (7-37) を開さ 
まず 0 

► 内部にある油圧解除ノブ①を引さ 
ながら、反時計回0に約日日度まわ 
レます。 



点線：内張りの切れ目 


► トランクルームち側の救急セット 
を取り出しまず (7-4) 〇 

► 図の矢印の部分に指をかけ、切れ 
目に沿ってトランクルームの内張 
りを上方にはびします。 


油圧解除ノブ①が引かれたままの 
状態になっていることを確認して 
<ださい。 


ソフトトップ（カブリオレ） ■ 



②油圧解除ノブ （ トランクルームち側) 


► トランクルームの内張りをはびし 
たところにある;由圧解除ノブ③を 6 
引きなびら、反時計回りに約90度— 
まわします。 

油圧解除ノブ③び引かれたままの 
状態になっていることを確認して 
<ださい。 
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ソフトトップ（カブ U オレ) 



③ 六角レンチ 

④ バルブスクリュー 


► 車載の六角レンチ③で、油圧ポン 
プのバルブスク U ユー④を反時計 
回りに約]回転半、停止するまで 
まわします。 

注意！ 

バルブスク U ユーを 六角レンチで 
まわすときは、ゆっくり停止する 
までまわし、停止したらそれな上 
まわさないでください。車を損傷 
するおそれびあります。また、高 
圧のオイルび吹を出してけびをず 
るおそれびあります。 



⑤ヒンジ 


► トランク開□部のヒンジ⑥ (2 力所) 
のレバーの両端をつまみ、横に引 
をなびら前方にまわしまず。 



⑥ヒンジ 
⑥ストラップ 


► 車載工具と一緒に2本車載されて 
いるストラップ⑥を巧意し、図の 
ようにヒンジ⑤の裏側に通します。 


6-54 


























⑥ストラップ 


► ストラップ⑥の握りの部分を反対 
側の輪に通し、ソフトトップ収納 
室 カバーの 上に出しまず。 

► ストラップび干渉ずるところ（矢 
印の部分）をガムテープなどで保 
護します。 

ま意！ 

• ストラップび干渉ずるところ 
(矢印の部分）は、必ずガムテー 
プなどで保護してください。保 
護をしないで操作を行なラと、 
車を損傷するおそれびあります。 
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ソフトトップ（カブリオレ） ■ 



⑥ ストラップ 

⑦ ソフトトップ収納室カバー 


► ストラツフ⑥をが側に出した状態 
でトランクを閉じます。 

ま意！ 

作業び終了ずるまではトランクを 
開< ことびでさな<なるので、六 
角レンチをトランク内に残さなし、 
よラにミ主意してください。これじ ( 
降の作業びでをな < なります。 


► ストラップ⑧をそれぞれ1名ずつび 
握り、矢印の方向に強<引をまず。 

ソフトトップ収納室カバー⑦の後 
部び上びりまず。 

ま意！ 

-トランクび開いた状態で、スト 
ラップを引かないで<ださい。 
ソフトトップ収納室カバーや卜 
ランクを損傷しまず。 

-ストラップを引くには、非常に 
大さな力び必要になりまず。 

これ L ソ降の作業は、必ず大人2 
人(上で行なってください。 


• トランクび開いているとをは、ス 
トラップを引かないでくださし、。 
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ソフトトップ（カブリオレ) 





⑦ソフトトップ収納室カバー 

► ストラップ⑧を外します。 

► 図の矢印の部分を持ちなびら、ソ 
フトトップ収納室カバー⑦を停止 
するまでしっかりと後ちに引き上 
げまず。 

ま意！ 

ソフト h ップ収納室カバーび確実 
に後方に弓 I を上げられてし、なし、と、 
このあとの作業でソフトトップ収 
納室カバーの後端とトランクび接 
触して、車を損傷するおそれびあ 
0ます。 



⑦ソフトトップ収納室カバー 


⑨ソフトトップ 



► ソフトトップ収納室カバー⑦の前 
側部を持ち、ななめを方に引を上 
げて、ソフト h ップ収納室カバー 
を開をます。 

このとを、ソフトトップ収納室力 
ノ（一⑦の後端をななめ後ちに引く 
よラにしまず。 

警告 A 


これ降の作業は、手や指を挟ん 
でけびをしないよラ十分にま意し 
てくだごい。また、車を損傷しな 
いよラ、細むのま意をはらって作 
業を続けて < ださい。 


► ソフトトップ⑨を引さ出します。 

ま意！ 

ソフトトップの両端のフレームな 
外に触れないでください 。リンケ 
ージやヒンジに触れると、けびを 
したり、車を損傷ずるおそれびあ 
りまず。 
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快適-室内装備 



⑨ソフトトップ 


► ソフトトツプ⑨をフ□ントウイン 
ドウ上部とかみ合ラ少し手前の位 
置まで閉じます。 



⑨ □ツ クスク U ユー 
⑩⑩操作ち向 

⑩ □ツク部 

► ソフトトツプ前部中央の□ツクスク 
U ユー ⑨のカバーをドライバーな 
どで外しまず。 

► 六角レンチ③を使って、□ックスク 
U ユー⑨を⑩の方向に停止ずるま 
でまわしまず。 


ソフトトップ（カブリオレ） 

► ソフトトップの□ック部⑩をフ □ 

ントウインドウ上部にかみ合わせ 
ます。 

► □ックスク U ユー⑨を⑩の方向に 
停止するまでまわします。 

ソフトトップび確実に□ックされ 
たことを確認してください。 

注意！ 

□ックスク U ユーを 六角レンチで 
まわすときは、ゆっくり停止ずる 
までまわし、停止したらそれじ(上 _ 
まわさないでください。車を損傷 
するおそれびあります。 
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快適-室内装備 


ソフトトップ（カブリオレ) 



⑩⑩操作ち向 
⑩フラップ 


► ソフトトップを部を⑩の方向に上 
げて保持します。 

► 左ちのフラッフ⑩の動さにミ主意し 
なびら、ソフト h ップ収納室カバ 
一を⑩の方向に閉じます。 

ま意！ 

ソフト h ップ収納室カバーのフラ 
ップ部分の取り扱いには特に;主意 
してください。フラップ部分や U 
ンケージなどを損傷するおそれび 
ありまず。 



⑩ソフトトップ固定用キャッチャー 

► ソフトトップ後部をゆっくり下げ 
ます。 

► 左ちのソフトトップ固定用フック 
⑩を、ソフトトップ固定用キヤッ 
チャー⑩に確実に差し込みます。 


ま意！ 

• 無理にソフトトッフ後部を押さ 
ないでください。車を損傷ずる 
おそれびあります。 

• ソフトトップ固定用フックを 
ソフトトップ固定用キャッチ 
ャーに差し込むとをは、ソフ 
トトッフ収納室カバーの前ち 
び下びりきっていることを確 
認して<ださい。下びりさっ 
ていないと、フックやソフト 
トッフ収納室カバーを損傷す 
るおそれびあります。 
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快適-室内装備 


ソフトトップ（カブ U オレ） 



⑦ソフトトップ収納室カバー 


► ソフトトップ収納室カバー⑦を前 
方に押してひら、下方に押します。 

知識 

ソフトトップ収納室カパーび確実 
に閉じていないと、トランクを開 
くことびでさません。 


► 再度、六角レンチでソフトトップ 
前部中央の □ ックスク U ユーを⑩ 
の方向（巨-已 7) にまわして、確実 
に□ックごれていることを確認し 
てください。 


注意！ 

• □ックスク U ューを六ちレンチ 
でまわずときは、ゆっくり停止 
ずるまでまわし、停止したらそ 
れじ(上まねさないでください。 
車を損傷ずるおそれびありまず。 

-この作業は、あくまでち非常時 
の緊急作業です。すみやかに指 
定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 

• 作業後にトランクを開くことび 
でをないとさは、ソフトトップ 
収納室カノ く一を再度下方に押し 
て < ださし、。 

また、エマージェンシーキーに 
よるトランクの解錠操作は絶巧 
に行なわないで<ださい。トラ 
ンクやソフトトップ収納室カバ 
一を損傷ずるおそれびありまず。 
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快適-室内装備 


ドラフトストップ（カブリオレ) 


ドラフトストツプ 
(カブ U オレ） 


ドラフトストップは、ソフトトップを 
開いてオープントップで走行するとさ 
に生じる風を整流するための装備で 
す。車内への風の卷さ込みを減かさせ 
ます。 

使用しないとさは付属のケースに入 
れて、トランク内などに保管してく 
ださい。 


警告 A 


-ドラフトストップは必要なとき 
だけ使用するよラにして < ださ 
し、。じ(下の場合はドラフトスト 
ッフの上部をキ斤りたたんで走行 
するか、ドラフトストップを取 
りがしてください。 

〇後方視界び十分に確保でをな 
し ' 'fed 

〇周囲び暗い場合 

-ドラフトストップを使用してい 
るとをは、 U アシートに乗車ず 
ることはでさません。 

-ドラフトストップの上に物を置 
かないでください。 

• ソフトトップを閉じて走行する 
とさは、ドラフトストップを使 
用しないでください。後方視界 
の巧げになるおそれびあ0ます。 


ま意！ 

• ドラフトストップを装着したと 
さなど、ルームミラーび後続車 
のライトに照射されない場合 
は、云ラーの自動防眩機能は作 
動しません。 

-ドラフトストップを装着してい 
てち、ソフトトッフの開閉には 
支障ありませんび、必要のない 
ときはドラフトストップを使用 
しないでください。 

-ドラフトストップを装着してい 
るときは、シートのバックレス 
卜びドラフトストップに当たら 
ないよラにま意してください。 
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快適-室内装備 




①ドラフトストップ 

ドラフトストップを取り付ける 

► ドラフトストップ①をケースから 
取り出します。 

► 図のようにドラフトストッフ①を 
展開して、合わせます。 


③リング 

③ ノブ 

④ 取り付け部 

► ノブ③び矢印と反対の方向に引か 
れていることを確認、しまず。 

► 1」ング②を取り付け部④に合わせ 
て押し込みまず。ノブ③び矢印の 
方向に動いて□ックごれます。 


ドラフトストップ（カブリオレ） 



⑥固定フック 


► 左ち2力所の固定フック⑥を起こ 

します。 0 
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快適-室内装備 


ドラフトストップ（カブリオレ) 



⑤ 固定フック 

⑥ バー 


⑦取り付け部 
⑨□ック部 
⑨□ックノブ 

► バー⑥のち端部を取り付け部⑦に 
合わせます。 

► 固定フック⑥を U アシートの取り 
付け部に差し込みます。 

► バー⑥の左端部と□ック部⑨を合 
わせ、矢印の方向に□ックノブ⑨ 
を動かして□ックしまず。 



①ドラフトストップ 


► ドラフトストップ①の上部を引を 
起こします。 


ドラフトストップを取り夕1•ず 

► ドラフトストッフ①の上部を巧り 
にたみます。 

► □ックノブ⑨を取り付けのときと 
逆の方向に動かして、□ックをが 
します。 

► ドラフトストップ①を車から取り 
外しまず。 

► 左ち2力所の固定フック⑤を元の 
位置に戻しまず。 

► ノブ③を、取り付けのとさとは逆 
のち向に動かして、□ックを外し 
ます。 

U ング②び外れまず。 

► ドラフトストップ①を巧りたたみ 
まず。 

► ケースに入れて、トランク内など 
にな管します。 
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事故-故障のとさ 

7-2 

非甫信号用具 

7-3 

救急セット 

7-3 

車載工具 

7-5 

停止表示板 

7-9 

輪止め 

7-10 

パンクしたとき 


(C し K 200 / C し K 3已 0) 

7-1 1 


7. 万一のとさ 


パンクしたとを 


(CLK 巨3 AMG) 

7-21 

けん引 

7-29 

オー パーヒートしたとさ 

7-32 

バッテリーびあがったとを 

7-33 

ヒューズ①交換 

7-36 

電球の交換 

7-40 



万一のとき 


■ I I || I 


事故-故障のとを 


A 


燃料などび漏れている場合は、ずぐ 
にエンジンを停止してください。ま 
た、車に火気を近付けないよラにま 
意してください。火災び発生したり、 
爆発ずるおそれびあります。 


事故び起きたとを 

じ(下の処置をとって < ださい。 

• 続発事故を防ぐため、交通の巧げ 
にならないま全な場所に停車し、 
エンジンを停止してくださし、。 

• 負傷ちびいるとをは、消防署に救 
急車の出動を要請ずるととちに、 
負傷者の救護を行なってくださし、。 
ただし、頭部を負傷している場合 
は負傷ちをむやみに動かさないで 
<ださし、。 


• 警察に連絡してください。事故び 
発生した場所や事故状況、負傷を 
の有無や負傷状態などを報告して 
<ださい。 

-ホ目手の方の氏名や住所、電話番号 
などを確認してくだごし、。 

-自動車保険会社に連絡してください。 


路上で故障したとを 

ま全な場所に停車して、非苗点滅巧を 
点滅させてください。高速道路や自動 
車専用道路では、車の後ちに停止表示 
板を置くことび法律で義務付けられて 
いまず。追突のおそれびあるため、乗 
員は車内に残らず、ただちにを全な場 
所に避難して < ださい。 


車び動かな<なったとを 

セレクターレバーを IS 1 に入れて、 
パーキングブレーキを解除し、同乗 
ちや付近の人に救援を巧めて、ま全 
な場所まで車を押して移動してくだ 
さい。このとをは、車速感応ドア 
□ックによるキーの閉じ込みにま意 
してくださし、。 

セレクターレバーを ui に入れられな 
いとさは、柔員を安全な場所に避難 
させて、続発事故を防いでくださし、。 

を意！ 

踏切内で動けな< なったとをは、 
ただちに踏切の非苗ボタンを押し 
て<ださい。票急を要するとさは 
非當信号用具を使用してください。 





非常信号用具 


救急セツ 


懐中電灯をドアポケットに備えてい 
9 〇 


知識 

• 新車時は電池の自然放電を防ぐ 
ため、電池の間に紙び挟まれて 
います。使用するとをは紙を取 
り除いてください。 

• 懐中電灯び十分な日月るごで点灯 
することを定期的に点検して< 
ださい。 


クーぺ 



① 救急セット 

② ストラップ 


万一のとさ 


非常信号用具/救急セット 

トランク左側の図の位置に収納されて 
いまず。 

► ストラップ③を外して、救急セツ 
卜①を取り出します。 


知識 

救急セツトの中身び揃っていて、 
使用可能であることを定期的に点 
検してください。 


















万一のとさ 




カブ u オレ 

救急セツトはトランクち側のカバー 
の下、またはトランクち側にストラ 
ツプで固定されていまず。 

知識 

救急セツトの中身び揃っていて、 
使用可能であることを定期的に点 
検してください。 



① カバー 


カバー①下の救急セツトを取り出ず 

► トランクち側のカバー①を開き 
まず。 



③救急セット 

図の位置に収納されていまず。 
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万一のとさ 




車載工具 


CLK 200 / CLK 350 



トランクフ□アボードを開いた状態 
①ラゲツジトレイ 
③スクリュー 


CLK 3已〇カブリオレ 



トランクフ□アボードを開いた状態 

① ラゲツジトレイ 

② スクリュー 


車載工具はラゲツジトレイの下に収納 
ごれています。 

車載工具を取り出ず 

► トランクフ□アボードを開をます 

(3-44) 〇 

► スク U ユー③を反時計回りにまわ 
して取りがします。 

► ラゲツジトレイ①を取り外します。 











万一のとさ 


車載工具 
注意！ 

トランクフ□ア ボー ドのフックを 
トランク開口部の縁にかけた状態 
でトランクを閉じないで<ださい。 
フック やシー; レ部を損傷しまず。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります。 



ラゲッジトレイを取りがした状態 
風ホイールレンチ 
® けん引フック 
愈輪止め 
© ガイドボルト 
③ストラップ中 
® 手袋 
風ジャッキ 
⑩トレイ 

⑩トレイの収納ち向表示 


&応急用スペアタイヤ用ホイールボルトは、 
応急用スペアタイヤ用ホイールに添付され 
ているか、トレイに収納されていまず。 


知識 

車載工具び入っているトレイ®を 
収納ずるとさは、トレイの収納方 
向表示⑩び車のフ□ントち向に向 
くよラにしてください。 
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万一のとさ 


CLK 63 AMG 



トランクフ□アボードを開いた状態 
① カバー 


車載工具はトランクフロアボードの下 
に収納されています。 

車載工具を取り出ず 

► トランクフ□アボードを開さます 

(3-44) 〇 

► カバー①を取り出しまず。 

ま意！ 

トランクフ□アボードのフックを 
トランク開口部の縁にかけた状態 
でトランクを閉じないで<ださい。 
フックやシー J レ部を損傷しまず。 


※仁 LK 63 AMG には、応急用スペアタイヤ 
は装備されていません。 

パンクしたとさは、タイヤフィットでタイ 
ヤを修理しまず（7-21)。 


車載工具 



カバーを取り出した状態 
③輪止め 
感 電動エアポンプ 
@手袋 

⑤けん引フック 
© ホイールレンチ 
③タイヤフィット 
愈ジャッキ 
風ガイドボルト 


※電動エアポンプの形状や絵柄などは、イラ 
ストと異なる場をがあります。使巧ち法び 
わからないとさは、指定サービスエ場にお 
たずねください。 
















万一のとさ 


車載工具 

CLK 巨3 AMG カブ U オレ 

車載工具はトランクフ□アボードの下 
に収納されています。 

車載工具を取り出ず 

► トランクフ□アボードを開さまず 

(3-44)。 

ま意！ 

トランクフ□アボードのフックを 
トランク開口部の縁にかけた状態 
でトランクを閉じないで<ださい。 
フックやシー;レ部を損傷しまず。 





トランクフ□アボードを開いた状態 
①ホイールレンチ 
® ストラップ 
感ガイドボルト 
@タイヤフィット 
(D 輪止め 
© 電動エアポンプ 
③けん引フック 
® トレイ 
(D ジャツキ 


& CLK 63 AMG カブ U オレには、応急用 
スペアタイヤは装備されていません。 
パンクしたときは、タイヤフィットでタイ 
ヤを修理します（7-21)。 


ジャッキ®はトレイ®の下に収納され 
ています。 

ジャッキを取り出ず 

► トレイ⑥を持ち上げ、ジヤツキを取 
り出します。 


※電動エアポンプの形状や絵柄などは、イラ 
ストと異なる場合があります。使用ちまが 
わか日ないときは、指定サービスエ場にお 
たずねください。 
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万一のとさ 


停止表示板 


クーぺ 



①□ックノブ 
③ホルダー 

停止表示板はトランク U ッドの裏側 
に収納されています。 

停止表示板を取り出ず 

► □ックノブ①を矢印の方向にまわ 
して、ホルダー②から停止表示板 
を取りがします。 


カブ U オレ 



① □ックノブ 

② 停止表示板ケース 


停止表示板を取り出ず 

► □ックノブ①を矢印の方向にまわ 
して、停止表示板ケース②を取り 
がします。 

► 停止表示板ケース③から停止表お 
板を取り出しまず。 


I II II ■ 



③ スタンド 

④ 反射板 
⑥フック 


停止表示板を組み立てる 

► スタンド③を引き出して、停止表 
示板を地面に立てまず。 

► 反射板④を開いて S 角おをつくり、 
頂点のフック⑤をかみ合わせまず。 


《停止表示板の巧がび異なる場合びあり 
ます。 
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万一のとさ 




輪止め 


の ③イ 

ベも 



輪止めは車載工具など （7 -已〜 ） とと 
ちに収納されています。 

輪止めは図のよラに組み立てます。 
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ま意！ 


輪止めを使用ずるとをは図④の矢 
印のち向にタイヤびあたるよラに 
しまず。方向にま意してください。 










万一のとさ 


パンクしたとき （CLK 200 / CLK 3已 0) 


パンクしたとを 

(CLK 200 / CLK 3已 0) 


茜 化 

言 口 

A 


• パンクしたとをは、あわててブ 
レーキペダルを踏まないでくだ 
さい。ステア U ングをしっかり 
握って徐々に速度を落とし、を 
全な場所に停車してください。 

-パンクしたタイヤで走行しなし、 
でください。車のコント□-ル 
を失い、事故を起こすおそれび 
あります。また、タイヤび異當 
に過熱して、乂災び発生するお 
それびあります。 

• 停車したとさは、が萬点滅打を 
点滅させてくださし''。また、十 
分ま意しなびら車の後方に停止 
表示板を置し'!てくださし、。 


注意！ 

• 車速感応ドア□ック (3-36) 
を設定した状態で車を押した 
り、タイヤ交換などで車を持ち 
上げるときは、エンジンスイツ 
チを0の位置にしてくださし、。 
車輪び回転すると車び自動的に 
施綻され、車外に閉め出される 
おそれびありまず。 

• タイヤ交換をずるとをは、必ず 
手袋を着用してください。素手 
で作業を行なラとけびをするお 
それびあります。 

• タイヤ交換をずるとをは、エン 
ジンを夕台動しないで < ださい。 

知識 

-高速道路や自動車専用道路で 
は、車の後方に停止表示板を置 
くことび法律で義務付けられて 
し、まず。 

• 応急用スペアタイヤを装着して 
いるとさは、タイヤ空気圧警告シ 
ステムは正南に作動しません。 


► ま全を確保でをる、かたくてずべり 
にくし、、水平な場所に停車します。 

► 非當点滅打を点滅させます。 

► ステア U ングを直進の位置にして、 
パーキングブレーキを確実に効か 
せ、セレクターレバーを la に入 
れます。 

► エンジンを停止して、エンジンス 
イッチからキーを抜を、ステア U 
ングび□ックされたことを確認し 
ます。 

► 周囲の状況にミ主意しなびら柔員を 
車ひら降ろして、ただちにま全な 
場所に避難させます。 

► 車の後方に停止表示板を置さまず。 

► 車載工具 （7 -已）から、輪止め、 
ジャッキ、ホイールレンチ、ガイ 
ドボルトを準備しまず。 
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万一のとさ 


パンクしたとき （CLK 200 / CLK 3已 0) 


輪止めをずる 

► 交換するタイヤの対角線の位置にあ 
るタイヤの前後に輪止めをしまず。 

やむを得ず傾斜地でタイヤ交換を 
するとをは、じ(下のよラに輪止め 
をします。 

◊ 前輪のいずれかを交換ずるとさ 
は、左ちの後輪の下り側に輪止 
めをします。 

〇後輪のいずれかを交換ずるとを 
は、左ちの前輪の下り側に輪止 
めをします。 


応急用スペアタイヤを取り出ず 



ラゲツジトレイを取り外した状態 

① トレイ 

② 応急用スペアタイヤ 


応急用スペアタイヤは、ラゲツジトレ 
イの下に収納されています。 

► トランクフ□アボードを開をます 

(3-44)。 

► ラゲツジトレイを取り外します 

(7-5) 〇 

車載工具などび収納されている卜 
レイ①を取り出しまず。 

応急用スペアタイヤ③を取り出し 
まず。 


知識 

輪止めは]個車載されていまず。 
ちラ1個必要なとさは、適切な大 
ささの木片か石を輪止めとして使 
用してください。 
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警告 A 


-応急用スペアタイヤに交換した 
とをは、必ず8日 km / h 政下で走 
行してください。 

また、 ESP の機能を解除しない 
で<ださい。 

• 応急用スペアタイヤは短い時間 
の使用にとどめ、でさるだけ早 
く標準タイヤに戻してくださし、。 

-応急用スペアタイヤと標準タイ 
ヤのヴイズが異なるため、応急 
用スペアタイヤを装着した場合、 
走行特性び大さ<変化します。 
十分注意して走行して<ださい。 


万一のとさ 


パンクしたとき （CLK 200 / CLK 3已 0) 


ま意！ 

• トレイや応急用スペアタイヤを 
取り出すとさは、必ず保護のた 
め手袋を着用してください。素 
手で作業するとけびをずるおそ 
れびありまず。 

• 応急用スペアタイヤを2本 LU 上 
装着して走行しないで < ださし、。 

• 応急用スペアタイヤは各車種専 
用でず。他車のちのは使用しな 
し、で < ださい。 

• 応急用スペアタイヤを収納する 
とさは、トレイやスク1」 ユーな 
どを確実に装着して < ださい。 

• 摩耗具合にかかわらず、日年し U 
上経過したタイヤは新品と交換 
して < ださい。 


ジヤツキアップ 



①ホイールレンチ 

► ホイールレンチ①で、交換する夕 
イヤのホイールボルト（曰本）を 
約]回転ほどゆるめます。 

この時点では、ホイールボルトを 
取り外しません。 
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万一のとさ 


パンクしたとき （CLK 200 / CLK 3已 0) 


ま意！ 

ホイールレンチを使用ずるとをに、 
ホイールレンチびホイールボルト 
から外れると、けびをしたり、ホ 
イールボルトを損傷するおそれが 
ありまず。じ(下の点にま意してく 
ださい。 

-ホイールレンチを確実に差し込 
んで < ださし、。 

-足で踏んでまわさないで < だ 
さし、。 

-両手で握り、ホイール側に押し 
付けるよラにしながらまわして 
<ださい。 





②ジャッキ八ンドル 


► ジヤツキ八ンドル②を矢印の方向に 
起こしてから、時計回りにまねすと、 
ジヤツキ アームび 上びりまず。 


ま意！ 

• 車載のジャッキはこの車専用 
でず。じ(下の点にま意して< 
ださし、。 

〇この車のタイヤ交換(がに 
は使用しないでくだごし、。 

◊不具合や損傷びあるとさは 
使用しないでください。 

〇かたくてずべりにくい水平 
な場所で使用してください。 

〇ジャッキサポートけがの場 
所に使用しないでください。 

-ジャッキアップずる前に乗員や 
荷物を車から降ろしてください。 

• ジャッキの下に、ブ□ックや木 
ネオなどを置いてジャッキアップ 
しないでください。ジャッキ 
アップした車び落下するおそれ 
びあります。 
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万一のとさ 


パンクしたとき （CLK 200 / CLK 3已 0) 



③ ジャッキヴポート 

④ ジャッキ アーム 
⑥ジャッキ 


ジャッキ⑥のジャッ キアー ム④の 
先端をジャッキヴポート③の位置 
に合わせまず。 

知識 

ジャッキサポートは前輪の後方、 
後輪の前方のボディ下部4力所に 
設けられていまず。 


注意！ 

-ジャッキを取り付ける前に、 
ジャッキサポー h に付着したミ尼 
などを取り除いてくださし、。 

• ジャッキ アームの 先端び正し< 
ジャッキサポートに入っている 
ことを確認してください。 

-側面から見て、ジャッキび垂直に 
なるよ5に取り付けてください。 

-ジャッキの底面び、確実に路面 
に接地ずるよラに取り付けてく 
ださい。 



(ち）正しい取0付けかた 
(ち）間違った取り付けかた 
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万一のとさ 


パンクしたとき （CLK 200 / CLK 3已 0) 



► ジャッキ八ンドルを矢印方向にまわ 
し、タイヤび地面から離れるまでゆ 
つくりとジャッキアップします。 


警告 A 


車び車載のジャッキだけで支えら 
れているときは、絶対に車の下に 
身体を入れないでくださし'1。 
ジャッキび外れると、車に挟まれ 
て致命的なけびをするおそれびあ 
ります。ジャッキは車を一時的に 
持ち上げるとをだけに使用してく 
ださし、。 


ま意！ 

-ジャッキアップしているとを 
は、エンジンを始動したり、ド 
アやトランク、ソフトトップ 
(カブ U オレ）を開閉したり、 
パーキングブレーキを解除しな 
いでくだごい。車び落下するお 
それびあります。 

• ジャッキアップしたとをのタイ 
ヤの高さは、地面ひら 3cmli( 
内にしてくださし、。 



⑥ガイドボ J レト 


► 上側のホイールボルトを]本がし 
ます。 

► そのネジ巧に、ガイドボルト⑥を 
ねじ込みます。 

► 残りのホイールボルトをがして、 
タイヤを取り外しまず。 
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万一のとさ 


パンクしたとき （CLK 200 / CLK 3已 0) 


ま意！ 

• ホイールボルトに砂やおび付 
着しないよラにま意してくだ 
ごい。 

• タイヤを地面に置くとさは、ホ 
イールの外側を下にしないでく 
ださい。ホイールに傷び付<お 
それびありまず。 

• ホイールをがしたとをは、ホ 
イールの内側を十分に清掃し、 
点検をしてください。 U ムの凹 
みや巧びりは空気圧減少の原因 
になり、タイヤを損傷するおそ 
れびあります。 


ホイールボルト 



① 標準タイヤ用ホイールボルト 

② 応急用スペアタイヤ用ホイールボルト 


► 応急用スペアタイヤを取り付けるた 
めのホイールボルトを用意します。 

応急用スペアタイヤに添付された、 
または車載工具に収納された応急 
巧スペアタイヤ用ホイールボルト 
③（短いホイールボルト）を使用 
してください。 
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万一のとさ 


パンクしたとき （CLK 200 / CLK 3已 0) 


告 A 


標準タイヤ用ホイールボルトで 
応急用スペアタイヤを取り付け 
ないで < ださい。 

ホイールを確実に取0付けるこ 
とびでさず、ブレーキシステム 
を損傷したり、走行中にタイヤ 
びがれて事故を起こすおそれび 
ありまず。 

ホイールボルトは、ホイールに 
適合した純正品だけを使用して 
ください。純正品(外のボルト 
を使用すると、タイヤび外れて 
事故を起こずおそれびあ0ます。 


知識 



応急用スペアタイヤに添付された、応急用ス 
ペアタイヤ用ホイールボルト② 


-応急用スペアタイヤ用ホイール 
ボルトは、応急巧スペアタイヤ 
に添付されているか、車載工具 
(7-5) び入っているトレイに収 
納されています。 

• 応急用スペアタイヤ用ホイー 
ルボルトには、ボルト頭部び 
中空になっていないちの石あ 
0ます。 


ま意！ 

-ホイールボルトに損傷や鐘びあ 
るとをは交換してください。ま 
た、ネジ山にはミ央してオイルや 
グ U スを塗巧しないでくださ 
し、。ボル h びゆるむおそれびあ 
0ます。 

-ホイール八ブのネジ巧び損傷 
してし''るときは、走行しなし'' 
で、指定サービスエ場に連絡 
して < ださい。 
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万一のとさ 


パンクしたとき （CLK 200 / CLK 3已 0) 


応急用スペアタイヤの取り付け 



①ガイドボルト 
③応急用スペアタイヤ 


► 応急用スペアタイヤのホイールお 
よび八ブの接合面に砂や巧れなど 
びないことを確認しまず。 

► ガイドボルト①に合わせて応急用 
スペアタイヤ③を取り付けまず。 

► 4本のホイールボルトを取り付け 
て、軽< 締め付けます。 

► ガイドボルトを取り外し、已本目 
のホイールボルトを取り付けて、 
軽 < 締め付けまず。 


ジャッキダウン 

► ジャッキ八ンドルを反時計回りに 
まわし、ゆっくりボディを下げて 
タイヤを接地させまず。 

► ジャッキを外します。 


A 


ジャッキアップした状態で、ホイー 
ルボルトを強<締め付けないで<だ 
さい。締め付ける勢いでジャッキび 
外れるおそれびあ0ます。 
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万一のとさ 


パンクしたとき （CLK 200 / CLK 3已 0) 



► 図の順までホイールボルトを巧一 
に締め付けます。 


ホイールボルトの締め付けトルク 
の規定値は、 ] lkg-m (1 1 ONm ) 
です。 

► ジャッキを元の状態に戻し、車載 
工具や輪止めなどととちに元の位 
置に戻します。 

注意！ 

• パンクしたタイヤをトランク内 
に収納して走行する場合は、速 
度を落とし十分ま意して走行し 
て<ださい。収納したタイヤび 
動さ、トランク内を損傷するお 
それびあります。 


ホイールレンチを使用ずると 
を、ホイールレンチびホイール 
ボルトからがれると、けびをし 
たり、ボルトを損傷するおそれ 
びあります。 Li (下の点にミ主意し 
て < ださし、。 

〇ホイールレンチを確実に差 
し込んでくだごし、 

〇足で踏んでまわさないでく 
ださい 

◊両手で握り、ホイール側に 
押し付けるよラにしなびら 
まねしてくださし、 

また 、ホイールレンチにパイプ 
を継ぎ足してまわすなど、必要 
• LU 上にホイールボルトを締め付 
けないでくだごい。ホイールボ 
ルトやネジ巧を損傷するおそれ 
び友0ます。 


警告 A 


-どんな場合でち、タイヤの速度 
許容範囲を超える速度で走行し 
ないでください。許容範囲を超 
えた速度で走行すると、タイヤ 
びパンクして事故につなびるお 
それびあります。 

-応急用スペアタイヤに交換した 
ときは、必ず8日 km / hli (下で走 
行してください。 

-応急用スペアタイヤを装着した 
とさは、 ESP オフスイッチで 
ESP の機能を觸除しないでくだ 
さし、 

• 応急用スペアタイヤは短い時間 
の使用にとどめ、でさるだけ早 
く標準タイヤに戻してくださし、 

-応急用スペアタイヤと標準タイ 
ヤのサイズが異なるため、応急 
用スペアタイヤを装着した場合、 
走行特性が大さ < 変化します。 
十分ま意して走行して < ださし、 
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万一のとさ 


パンクしたとき （CLK 色 3AMG) 


A 


• パンクしたとをは、あわててブ 
レーキペダルを踏まないでくだ 
ごい。ステア U ングをしっかり 
握って徐々に速度を落とし、ま 
全な場所に停車してください。 

-パンクしたタイヤで走行しなし、 
でください。車のコント□ール 
を失い、事故を起こすおそれび 
ありまず。また、タイヤび異當 
に過熱して、义災び発生するお 
それびあります。 

. 停車したとさは、が萬点滅打を 
点滅させてくださし''。また、十 
分ま意しなびら車の後方に停止 
表示板を置し'!てくださし、。 


ま意！ 

• 車速感応ドア□ツク (3-36) 
を設定した状態で車を押した 
り、車を持ち上げるとをは、 
エンジンスイツチを0の位置に 
してください。車輪び回転す 
ると車び自動的に施綻され、 
車外に閉め出されるおそれび 
あ0ます。 


• タイヤを修理ずるとをは、必ず 
手袋を着用してください。素手 
で作業を行なラとけびをするお 
それびあります。 


知識 

高连道路や自動車専用道路では、 
車の後方に停止表示板を置くこと 
び法律で義務付けられていまず。 


パンクしたとき （CLK 已 3AMG) 

► 安全を確保でさる場所に停車し 
ます。 

► 非當点滅打を点滅させます。 

► ステア U ングを直進の位置にして、 
パーキングブレーキを確実に効か 
せ、セレクターレバーを la に入 
れまず。 

► エンジンを停止して、エンジンス 
イッチからキーを抜を、ステア U 
ングび□ックされたことを確認し 
ます。 

► 周囲の状況にミ主意しなびら柔員を 
車から降ろして、ただちにま全な 
場所に避難させます。 _ 

► 車の後方に停止表示板を置をまず。— 

► 車載工具 （7-7、8) から、輪止め、 

電動エアポンプ、タイヤフィット 
を準備します。 
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万一のとさ 


パンクしたとき （CLK 己 3AMG) 
輪止めをずる 

► 修理するタイヤの対角線の位置にあ 
るタイヤの前後に輪止めをしまず。 

やむを得ず傾斜地でタイヤを修理 
するとをは、じ(下のよラに輪止め 
をします。 

◊ 前輪のいずれかを修理ずるとさ 
は、左ちの後輪の下り側に輪止 
めをします。 

〇後輪のいずれかを修理ずるとを 
は、左ちの前輪の下り側に輪止 
めをしまず。 


知識 

輪止めは]個車載されています。 
ちラ]個必要なとさは、適切な大 
ささの木片か石を輪止めとして使 
用して < ださし、。 


タイヤフィットの準備 

CLK 已3 AMG には、応急用スペア 
タイヤは装備されていません。パン 
クしたとさはタイヤフィットでタイ 
ヤを修理しまず。 

パンクしたタイヤをタイヤフィットで 
修理すると、一時的に走行することび 
でをまず。 
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万一のとさ 


警告 A 


• タイヤフィットによるパンク修 
理は、応急的なをのでず。修理 
をは、空気圧び適正であってち、 
必ずタイヤを交換して < ださし、。 
走行するとをの最高连度は 
80 km/h でず。 

-(下の場合などは、タイヤフィッ 
卜を使用しないでくだごい。 

〇空気圧不足で走行したために 
タイヤに凹み、亀裂、ひびな 
どびある場合 

〇タイヤから空気び完全に抜け 
てし''る場合 

〇ホイールに著しい損傷びある 
+日 

口 

-タイヤフィットに火気を近付け 
ないでください。タノ（コの义など 
び原因となり、火災び発生する 
おそれびあります。 


-タイヤフィットは、ミ央して身体 
や巧服に付着しないよラにを意 
してください。眼や皮膚に付着 
した場合は、ただちに清潔な水 
で十分に洗い流し、医師の診断 
を受けてください。巧服に付着 
した場合は、付着した巧服を着 
替えてください。また、アレル 
ギー症状び出た場合は、医師の 
診断を受けて < ださい。 

• タイヤフィットは、子供の手び 
届かない場所に保管してくださ 
し、万一、モ供びタイヤフィッ 
卜を飲み込んだ場合は、絶巧に 
吐かせないで<ださい。ただち 
に水で□を十分すすぎ、水を大 
量に飲ませまず。そして、ずぐ 
に医師の診断を受けてくださし、 

• タイヤフィットの臭気を吸し''込 
まないでください。 


パンクしたとき （ CLK 已 3 AMG)^fc 
を意！ 

(下の状況のとをはタイヤフィッ 
卜でタイヤを修理ずることびでさ 
ません。他の方法で車両を移動さ 
せてください。 

-タイヤの接地面(外に傷びある 

+曰-^ 

口 

-タイヤの傷び約 4mmli (上の場 
合や、凹み、亀裂、ひびなどび 
ある場合 

-ホイールに損傷びある場合 

-タイヤの空気圧び非常に低かつ 
たり、空気び完全に巧けた状態 
のタイヤで走行した場合 7 
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万一のとさ 


パンクしたとき （CLK63AMG) 



① ま度警告ステッカー 

② ホイールステッカー 


► タイヤフイットのボトル底部に貼 
付してある速度警告ステッカー① 
をはびし、運転者の見やすい場所 
に貼付してください。 

► 同様に、ホイールステッカー②を 
はびし、修理ずるタイヤのタイヤ 
ノ くルブの近くに貼付してください。 


タイヤフィット使用時のま意事項 

-タイヤに刺さった、パンクの原因 
と思われるクギまたはネジなどは 
取り除かないで < ださし、。 

• 外気温度び 一 20°Cli (下のとをは使 
用しないでください。 

• タイヤフィットび塗装面に付着し 
た場合は、ただちに湿らせた巧で 
拭き取ってください。 


-損傷したタイヤの中にま入したタイ 
ヤフィットは、乾燥させてタイヤと 
とちに適切に処分してください。 

• タイヤフィットで修理したタイヤ 
は必ず交換してください。そのま 
ま使用することはでをません。 

-タイヤフィットには使用期限びあ 
りまず。期限び過ざたとさは新品 
に交換してください。また、タイ 
ヤフィッ h の使用期限び過ざてい 
る場合は使用しないでくださし、。 

• タイヤフィットは4年ごとに交換 
してください。 


ま意！ 

異當のない適正な空気圧のタイヤ 
には、タイヤフィットを使用しな 
いで<ださい。タイヤフィットび 
漏れ出ずおそれびありまず。 
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電動エアポンプの準備 

車種や仕様により、車載されている電 
動エアポンプび異な0ます。 

ま意！ 

電動エアポンプを作動時間の上限 
を超えて連続して作動させないで 
くださし、。 

ポンプび過熱して損傷したり、乂 
傷をするおそれびあります。 

連続作動時間の上限は、電動エア 
ポンプに貼付してあるステッカー 
に記載されています。 


《電動エアポンプのあ状や給柄などは、 イ 
ラストと異なることびあります。 
使用方法びわからないとさは、指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 


空気圧ゲージ別体型 



① タイヤフィット 

② フラップ 

③ 凹部 

④ 電動エアポンプ 

⑤ 電源プラグ 

⑥ エア ホース 

⑦ バルブ 

⑨空気圧調整バルブ 

⑨ 電源スイッチ 

⑩ 空気圧ゲージ 

⑩タイヤ フィッ トの ホース 

► 電動エアポンプ④のフラップ③を 
開いて、電源プラグ⑥とエアホー 
ス⑥を取り出しまず。 


パンクしたとき （CLK 巨3 AMG) 
空気圧ゲージー体型 



①タイヤフィット 
@凹部 

@電動エアポンプ 
愈電源プラグ 
愈エア ホー ス 
(7) バルブ 
(D 電源スイッチ 
® 空気圧 ゲージ 
⑩空気圧調整ボタン 
⑩タイヤフィットのホ ース 

► 電動エアポンプ®の裏面から電源 
プラグ⑥とエアホース®を取り出 
します。 


空気圧調整バルブ®が閉じている 
ことを確認してください。 
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パンクしたとき （ CLK 63 AMG ) 


パンクしたタイヤを <度巧ずる 

► エアホース⑥をタイヤフィット① 
のバルブ⑦に確実に取り付けます。 

► タイヤフィット①のボトルをバル 
ブ⑦を下にして持ち、電動エアポ 
ンプ④の凹部③に差し込みまず。 

注意！ 

-電動エアポンプの ホースは タイ 
ヤフィットのバルブに確実に取 
り付けて<ださい。確実に取り 
付けないと、電動エアポンプの 
作動時に接続部からタイヤ 
フイットび漏れるおそれびあり 
ます。 


► パンクしたタイヤのノくルブキ ャッ 
フを取りがします。 

► タイヤフィットのホース⑩を、パ 
ンクしたタイヤのバルブに確実に 
取り付けまず。 

ま意！ 

タイヤフ ィッ トの ホースは バルブ 
に確実に取り付けてください。確 
実に取0付けないと、電動エアポ 
ンプの作動時に接続部からタイヤ 
フィットび漏れ、身体や衣類に付 
着するおそれびあります。 


• 使用上のを意を記載したス 
テツカーび、電動エアポンプ 
に貼付されています。 


► 電動エアポンプ④の電源スイッチ 
⑨び〇 (オフの位置）になってい 
ることを確認します。 

► 電源プラグ⑤をライター （巨- 37) 
のソケットに差し込みます。 

► エンジンスイッチを1の位置にし 
ます。 

► 電動エアポンプ④の電源スイッチ 
⑨を I (オンの位置）にしまず。 

電動エアポンプ④び作動し、パン 
クしたタイヤにタイヤフィットと空 
気び送り込まれます。 
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ま意！ 

• 電動エアポンプは作動中に金 
属部分やホースなどび熱 < な 
ります。おず手袋を着用して 
作業してください。 

• 電動エアポンプを再び作動させ 
るとをは、ポンプび冷えた状態 
になっていることを確認してく 
ださい。 

知識 

電動エアポンプび作動した直後は、 
タイヤフイットび送り込まれるた 
め、空気圧ゲージび約已 バール 前 
後を示すことびありますび、電動 
エアポンプの電源は切らないでく 
ださし、。 


► 空気圧ゲージ⑩で空気圧び].8バ 
ールになったことを確認し、電動 
エアポンフ④の電源スイッチ⑨を 
0 (オフの位置）にしまず。 

空気圧び1 .8 バールを超えたとを 
は、空気圧調整バルブ⑨または空 
気圧調整ボタン⑩を操作して空気 
をないて調整します。 

ミち意！ 

空気圧び1 .8 バールに達しない場 
合は、タイヤのバルブからタイヤ 
フィットの ホースを 取りがし、夕 
イヤフィットびタイヤ内に行き渡 
るよ5に、低速で車を約 10m 前進 
または後退させます。 

その後、タイヤに空気を入れ直し 
ます。それでを空気圧び1 .8 バー 
ルに達しない場合は、タイヤびか 
なり損傷していまず。それじ(上走 
行せず、指定サービスエ場に連絡 
して < ださい。 


パンクしたとき （ CLK 已 3 AMG ) 

► ライターのソケットから電源プラ 
グ⑥を抜きまず。 

► タイヤのバルブからタイヤフイッ 
卜のホース⑩を取り外しまず。 

を意！ 

タイヤのバルブからタイヤフイッ 
卜のぶースを取り外すとをは、接 
続部に布などを被せてください。 
取りがすとさにタイヤフイットび 
漏れるおそれびありまず。 


► タイヤフィットびタイヤ内にまん 
べんな < 行を渡り、損傷箇所び固 
まるように、ただちに走行してく 7 
ださい。 — 


7-27 








万一のとさ 


パンクしたとき （ CLK 63 AMG ) 
警告 A 


タイヤフイットでタイヤを修理し 
た後に走行ずるとさの最高速度は 
80 km / h です。カーブ走行時やブ 
レーキ時には特に懷重に運転して 
ください。また、操縦性に変化び 
現れることびあります。 


知識 

タイヤフィツトび漏れ出た場合 
は、乾燥させてから拭を取ってく 
ださし、。 


► およそ]□分間走行した後、電動エ 
アポンプ④のエアホース⑥を修理 
したタイヤのバルブに取り付けて、 
空気圧ゲージ⑩でタイヤ空気圧を 
点検します。 

].3 バールしソ上の場合は、規定空 
気圧になるまで電動エアポンプで 
タイヤ空気圧を調整しまず。 


ま意！ 

空気圧び1 .3 バールに達しない場 
合は、タイヤフィットで修理ずる 
ことびでさません。それじ(上走行 
しないで、指定サービスエ場に連絡 
してください。 


環境 9 


タイヤフィットやボトルの廃棄は、 
指定サービスエ場で行なつてくだ 
さい。 
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けん引 


ま意！ 

• けん引はでさるだけ避けて<だ 
さし、自走できなし''ときは、専 
門業者に依頼して車両運搬車で 
搬送してください。 

• やむを得ず、他車にけん引して 
ちらラときはじ(降に記載する説 
明に従ってください。 


フ□ント 

① マーク部 
( D カバー 



万一のとさ 




の翁③ 



I 」ア 

① マーク 部 

② カバー 


U アの取り付け位置 


フ□ント①取り付け位置 

フ□ントバンパーの向かって左側にあ 
ります。 

► マーク 部①を押して、 カバー ③を 
取り外しまず。 


1」アバンパーの向かってち側にあり 
ます。 

► マーク部①を押して、カバー③を 
取り外しまず。 

知識 

車種や仕様により、けん引フック 
取り付け部のカバーの形状び異な 
る場合は、カバー下部の切り欠さ 
にドライバーなどを差し込んで、 
カバーを取りがします。 
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けん引 

けん引フックを取り付ける 

► 車載工具 （7 -已〜）からけん引フ 
ックとホイールレンチを取り出し 
ます。 

► 内部のネジ巧にけん引フックをね 
じ込み、停止するまで手で締め込 
みます。 

► さらに、ホイールレンチの柄の部 
分をけん引フックの U ング部分に 
差し込み、確実に締め付けます。 


けん引する 

エンジンを S 台動でをるとを 

► エンジンを始動して、 ブレーキ ぺ 
ダルを踏みなびらセレクターレバ 
一を！3■に入れます。 


エンジンを始動でをないとを 

► エンジンスイッチを吕の位置にし 
て、 ブレーキ ペダルを踏みなび 
らセレクターレバーを Ul に入れ 
ます。 


知識 

• エンジンを始動でをないとを 
は、他車のバッテ U —を電源と 
したエンジン始動ち試みてくだ 

さい (7-33) 〇 

-バッテ I」一あびりなどでセレク 
ターレバーを la から動かずこ 
とびでさなくなったときは、手 
動で□ックを解除して動かすこ 
とびできまず（已-21)。 


ま意！ 

• フ□ントまたは U アをつり上 
げてけん引ずるとさは、必ず 
エンジンスイツチを0の位置に 
してください。 ESP び作動し 
て接地しているタイヤにブ 
レーキび かかりまず。また、 
ブレーキシステムを損傷する 
おそれびありまず。 

-けん引されるとさは、車速感 
応ドア□ツクを解除してくだ 
さし、 （4-3 巨）。車輪び回転す 
ると車び自動的に施綻され、 
車外に閉め出されるおそれび 
お0ます。 
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ま意！ 

• 一般道では30 km / h け下の速 
度で、已 0 km じ(内の距離に限 
り、けん引走行することびで 
をます。 

距離び已 0 km を超えるときは、 
車両運搬車などを使用して4輪 
を持ち上げた状態で搬送する 
か、プ□ペラシャフトを取り外 
す、または U アをつり上げてけ 
ん引して < ださい。トランス 
S ッションを損傷ずるおそれび 
ありまず。 

• オートマチックトランス S ッ 
ションび損傷しているとをは、 
U アをつり上げてけん弓 I してく 
ださい。 

• 車両運搬車に積載して車両を固 
定ずるとをは、固定□ープをサ 
スペンションなどのメンバー部 
分にかけないでください。車体 
を損傷するおそれびあります。 


• エンジンを停止した状態でけん 
引走行するとさでち、エンジン 
スイツチからキーを巧かないで 
<ださい。ステア U ング□ツク 
び作動し、ステア U ング操作び 
でさな < なりまず。 

• エンジンびかかっていないとを 
は、ブレーキやステア1」ングの 
操作に非當に大をな力び必要に 
なります。 

• けん引□ープを使用してけん引 
されるとさは、(下の点にま意 
して < ださい。 

〇ワイヤー□ープやチェーン 
を使用しないでくださし、。 
車を損傷ずるおそれびあり 
ます。 

〇 □ープの長さは已 m じ(内と 
し、□ーフの中央に白巧 
(30 巳 m X 30 cm じ(上）を付 
けて2台の車び□ープでつな 
びれていることを周囲に日月 
をしてください。 


けん引 M 

〇□ープは両車とちでをるだけ 
同じ側につないでください。 

〇けん引フックじ(外には□一 
プをかけないで < ださい。 

〇□ープに無理な力や衝撃び 
かからないよラにして<だ 
さい。 

◊走行中、 □ ープをたるませ 
ないよラに、前車のブレー 
キランプにま意しなびら車 
間距離を調整して < ださし、。 
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オー八’ーヒートしたとさ 


r — バ ’ー ヒートしたとを 


オーバーヒートしたとをは、じ1下のい 
ずれかのを状びあ百われまず 

• :令却水温度計のゲージび約] 20度 
じ(上を示してし、る 

• 走わ中に;ち却水量 ■ 冷却水温度警 
告灯び点I灯し、警告音び鳴る 

• エンジンルームから蒸気び出ている 

警告 A 


• エンジンルームひら蒸気び出て 
いるとさや冷却水び吹さ出して 
いるとをは、ただちにエンジン 
を停止し、十分に;令えるまで車 
から離れて<ださい。漏れた冷 
却水び発火して火災び発生する 
おそれびあ0ます。 

• 水温び下びるまで、絶対にボン 
ネットや U ヴーブ タンクの 
キャップを開かないで < ださし、。 
高温の蒸気や熱湯び吹さ出して 
火傷をずるおそれびあります。 


ま意！ 

• マルチフアンクシヨンデイス 
プレイに、冷却水に関ずる故 
障/警告メッセージび表示さ 

れたときは （10- 巨、9、1 0) を 

ご覧ください。 

-オーバーヒートした状態で走行 
したり、冷却水び吹さ出してい 
る状態でエンジンをかけたまま 
にすると、エンジンを損傷する 
おそれびあります。 

-オーバーヒートしたとをは必ず 
指定ヴービスエ場で点検を受け 
て < ださし、。 


オーバーヒートしたとをは、な下のよ 
ラに処置してください 

► ただちにま全な場所に停車しまず。 

► エンジンをアイド U ング状態でを 
劫!しまず。 

エンジンフアンび停止していると 
さや;令却水び吹を出しているとを 
は、エンジンを停止して冷却して 
くだごい。 

► エンジンび十分に冷えてから、を 
ま P 水量、水漏れ、エンジンフアン 
などを点検しまず。 

► 冷却水び不足しているとさは補給 

します（8-7)。 

ミ主意！ 

冷却水は、エンジンび熱いとさに 
補給しないでください。エンジン 
を損傷ずるおそれびあります。 
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バッテ U - びあびつたとを 


バッテ U —の電圧びお下し、エンジン 
の始動び困難なとをは、ブースター 
ケーブルを使用して他車のノ くッテ U — 
を電源として始動することびでさま 
す。容量の大をい太めのブースター 
ケーブルを使用して < ださい。 

知識 

• バッテ U —あびりなどで U モコ 
ン操作で解綻でさないとさはエ 
マージェンシーキーで運転席ド 
アを解顏します（3-37)。 

-バッテ U —あびりなどでセレク 
ターレバーを la か！ 5動かすこ 
とびでさなくなったときは、手 
動で□ックを解除して動かすこ 
とびできます （已-吕 1)。 


警告 A 


-作業を始める前に必ずし U 降に記 
載ずる説明を読んでください。 
説明を巧らないと、電気装備を 
損傷したり、バッテ U —び爆発し 
てけびをするおそれびあ0まず。 

-たばこなどの火気を近付けたり、 
火花を発生させたりしないでく 
ださい。バッテ U —び爆発して 
けびをずるおそれびありまず。 

-他車のバッテ U —を電源として 
始動しているとをは、バッテ 
1」一をのぞを込まないで < ださ 
し、爆発したときに、けびをす 
るおそれびあります。 

-他車のバッテ U - を電源として 
始動するとさは、バッテリーを 
傾けないでください。バッテ 
U —び爆発してけびをするおそ 
れびありまず。 


バッテリーがあがったとき 
バッテリーの位置 



左八ンドル車 
①ク U ップ 
③ フイ ルター ボックス 
③ バッテ U - 

バッテリーは、エンジンルームの助手 
席側、フィルターボックス②の下にあ 
りまず。 

フィルターボックス②を取り外ずとさ 
は、3力所のク U ッフ①をがします。 
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バッテリーがあがったとき 


始動のち法 


ち八ンドル車 

① ® 端子 カバー 

② ©端モ 


► バツテ U — 電圧び同じ （12 V ) で、 
バツテ U —容量び同程度の救援車 
を用意しまず。 

► 自車と救援車び接触していないこ 
とを確認します。 

► パーキングブレーキを効かせ、セ 
レクターレバーを13に入れまず。 

► 救援車のエンジンを停止して、両 
車の電気装備をすべて停止します 
(エンジンスイツチを0の位置にし 
ます)。 

► 自車の®端子カバー①を開きます。 

► 自車のバツテ U —の®端テにホ色 
ブースターケーブルを接続しまず。 

► 救援車のバツテ U — の街端子にホ色 
ブースターケーブルの反対側を接続 
しまず。 

► 救援車のエンジンを始動して、ア 
イド U ング状態にします。 



► 救援車のバッテ U — の©端テに黒色 
ブースターケーブルを接続します。 

► 自車のバッテ U — の台端テ③に黒 
色ブースターケーブルの反対側を 
接続します。 

► 自車のエンジンを始動しまず。 

ま意！ 

電気回路を巧るため、エンジンを 
始動したら、ただちにエアコンデ 
イシヨナ ー や U アデ フォッガーな 
どの電気装備を作動させてくださ 
し、ただし、ランプは点打させな 
いでください。 


► 取り付けたとをと逆の手順でケー 
ブルを外しまず。 

► 必要のない電気装備を停止します。 


7-34 











万一のとさ 


ま意！ 

• 救援車により接続方法び異な 
ることびあります。接続前に 
救援車の取扱説明書ちお読み 
くださし、。 

• 急速充電器などを接続してエン 
ジンを始動しないでください。 
車の電気装備を損傷します。 

• 触媒装置の損傷を避けるため、 
LU 下の点にま意してください。 

◊ 「押しびけ」や下り勾配を 
利用してエンジンを始動し 
ないでくださし、。 

◊エンジンび暖まっていると 
をは、他車のバッテリーを 
電源としてエンジンを始動 
しないでください。 

-エンジン始動を2〜3回試みて 
石始動でさないとをは、時間を 
おいてから、再度始動してくだ 
ごい。それでち始動しないとさ 
は指定サービスエ場に連絡して 
, <ださし、。 

* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異なります。 


• エンジン始動を長時間試みない 
で < ださし、。 

• エンジンを始動でをたとさを、 
すみやかに指定サービスエ場で 
バッテ U —の点検を受けてくだ 
さい。 

-ブースターケーブルは、十分な 
容量（太さ）のケーブルを使用 
して < ださい。 

〇ケーブル部分や絶縁部分び 
損傷しているちのは使用し 
ないで < ださい。 

〇ケーブルびエンジンフアン 
やソベルトなどに卷さ込まれ 
ないよラにして < ださし、。 

• パッテ1」一びあびっているとを 
は、ドアを開いたとさにドアウ 
インドウや U アサイドウインド 
ウは下降しません。このときは、 
巧理にドアを閉じないでくださ 
し、。 ウインドウや シール部、 ド 
アなどを損傷ずるおそれびあり 
9 〇 


バッテリーがあがったとき 

知識 

-放電したバッテ U —液は、 

約一] 0でで凍結します。凍結 
しているとさは、火気を近付け 
ずに已〇でじ(上にならないよう 
にバッテ U — 全体を暖め、バッ 
テリー液を解凍してからエンジ 
ンを始動してくださし、。 

• パッテ U —びあびったり、バッ 
テ1」一の接続び一時的に断たれ 
たとをは、な下のよラな作業び 
必要になることびありまず。 

〇マルチフアンクシヨンコン 
卜 □ーラーの 再設定 

◊パワーウインドウのリセット _L 

◊スライディングルーフ 
(クーぺ） * のリセット 

〇ドアミラーのリセット 
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万一のとさ 


I III 


-ズの交換 


電気装備び作動しないとさはヒューズ 
び切れていることび考えられます。 

ヒューズび切れているとさは、ヒュー 
ズを交換してくださし、。 

ヒューズー覧は (9 -巨)をご覧ください。 


警告 A 


規格や容量の異なるヒューズ、改造 
や修理をしたヒューズなどを使用し 
ないでください。また、針金などで 
代用しないでくだごい。火災などび 
発生するおそれびあります。 


ヒュ 


ま意！ 

じ(下のよラなとさは、ただちに指 
定サービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

• ヒューズを交換してちすぐに切 
れたり、装備び作動しないとさ 

-ヒューズに異苗はないび、電気 
装備び作動しないとを 


—ズの位置 
意！ 

ヒューズボックスのカバーは、 
ヒューズボックスに密着ずるよ 
ラに取り付けてください。ほこ 
りや湿気び入り、故障の原因と 
なりまず。 

ヒューズボックスの カバーを 取 
りかしたとをに、ヒューズボッ 
クスの内部に水などび入らない 
よラにしてくださし、。 
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ランプスイツチ横のヒューズボックス 



ち八ンドル車 
①カバー 


► 矢印の位置にドライバーなどを差 
し込み、カバー①を開きます。 

ヒューズブ□ック横にヒューズの 
配置表（英文）びあります。 


トランクルームのヒューズボックス 
(ク-ぺ） 


W 


矮驴 



_Ma JV バがか 


© カバー 
感内部の カバー 
® ヒューズI」厶ーバー 


カバー®を取りがしまず。 

巧部のカノ（一感を取りがしまず。 

知識 

内部のカバー®にはヒューズリ 
ムーノ く 一® びあります。 


万一のとさ 


ヒューズの交換 


トランクルーム①ヒューズボックス 
(カブ U オレ） 



⑥カバー 


► カバー⑥を取りがします。 
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万一のとさ 


ヒューズの交換 


エンジンルーム内のヒューズボックス 



ち八ンドル車 

⑥ クリップ 

⑦ ヒューズボックス上面のカバー 

エンジンルーム内のヒューズボックス 
は運転席側、カバー⑦の下にありまず。 

► ク U ップ⑥をまわして、ヒューズ 
ボックス上面のカバー⑦を取り外 
します。 



⑨ ヒューズボックスのカバー 
⑨ フック 


CLK 巨3 AMG を除く車種 

► 2力所のフック⑨を外してヒュー 
ズボックスのカバー⑨を取り外し 
ます。 

► 閉じるときは、ヒューズボックスの 
カバー⑨の後部を先に差し込み、手 
前側を密着させてから両側のフック 
⑨をかけます。 



⑨ ヒューズボックスのカバー 

⑩ ネジ 


CLK 巨3 AMG 

► 2力所のネジ⑩を六角レンチを使 
用してゆるめ、ヒューズボックス 
のカバー⑨を取り外します。 

► 閉じるとさは、ヒューズボックスの 
カバー⑨の後部を先に差し込み、手 
前側を密着させてから両側のネジ⑩ 
を締めます。 
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ヒューズを 交換ずる 

► すべての電気装備を停止しまず。 

► エンジンスイッチからキーを巧さ 
まず。 


► ヒューズー覧 （9-6) を参考に、 
作動しない電気装備に該当するヒ 
ューズを確認します。 

► 該当するヒューズを取りがします。 

► ヒューズを点検して、む線部び切 
れている（溶断）とさは同じ電流 
値（色）のヒューズと交換します。 


万一のとさ 


I I II I ■ 
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万一のとき 




電球の交換 


電球び切れてランプび点灯しないとを 
は、同規格•同容量の電球と交換して 
くだごし、。 

LED やキセノンへッドランプはユ 
ニット交換になるため、必ず指定 
ヴービスエ場に作業を依頼してくだ 
さい。その他の電 i まの交換ち、指定 
サービスエ場に作業を依頼すること 
をお勧めします。 

やむを得ずお客様ご自身で交換すると 
をは、しソ下のを意を巧って該当箇所の 
電球を交換して < ださい。 

電球一覧は （9 -已）をご覧ください。 


警告 A 


-電球び熱くなっているとをは、 
電球に触れたり、電球を取り外 
さないでください。义傷をする 
おそれびあります。 

• エンジンを始動しているとさや 
エンジンびかかっているとさ、 
エンジンスイッチび吕の位置の 
とさは、キセノンヘッドランプ 
のバルブソケットや配線に手を 
触れないでください。高電圧の 
発生部分や高温部分びあり、そ 
れらに触れると非當に危険です。 

-キセノンヘッドランプのバルブ 
交換は、必ず指定サービスエ場 
で行なって < ださし、。 


ま意！ 

-落下したり、衝撃び加わった 
電球を使用しないでください。 
破裂するおそれびありまず。 

• 電球は子供の手の届かなし、と 
ころに保管してくださし、。 

-電球び熱くなっているとをは、 
電球に触れたり、電球を取りが 
さないでください。電 i まには圧 
力のかかったガスび封入されて 
いるため、破裂ずるおそれびあ 
0まず。 

-電球を交換するとをは、手袋や 
保護眼鏡などを着用してくださ 
し、また、直接手で電球に触れ 
ないよラにして < ださい。 
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万一のとさ 


ま意！ 

• 指定 li (外の電球を使用しない 
でください。過熱してレンズ 
を損傷したり、故障の原因に 
なります。 

電球は高温になるため、電球の 
表面に油などび付着ずると切れ 
やずくなります。電球に触れた 
とさは、薄めた中性洗剤を含ま 
せた柔らかい巧で電球をよく巧 
し、て < ださい。 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
の故障/警告メッセージ 

マルチフアンクシヨンディスプレイに 
ランプに関ずる故障/警告メッセー 
ジび表示されたとをは （10-10) を 
ご覧ください。 

このとさは、ずみやかに電球を交換し 
て < ださし、。 


知識 

-ドアミラーの方向指示なや八イ 
マウント ブレーキ ランプは、ず 
ベての LE □び切れたとをに、マ 
ルチフアンクシヨンデイスフレ 
イに故障/警告メッセージび表 
示されます。 

-方向指お灯の電球び切れたとを 
は、マルチフアンクシヨンデイ 
スプレイの故障/警告メッセー 
ジに加えて、メーターパネルの 
方向指お表示巧の点滅と作動音 
の間隔び短くなります。 




r スタンバイランプ機能_1 

フ□ントや U アの方向指示打、車幅'灯、 
テールランプの電球び切れたり、アク 
ティブライトシステムび故障すると、 
他の電球び代替として点灯ずることび 
あります。 


7-41 









メンテナンス 

8-2 

エンジン ルーム 

8-3 

冷却水 

8-6 

エンジンオイル 

8-9 

ブレーキ 液 

8-12 


. 点検と整備 


ウォツシャー液 

8-1 已 

タイヤとホイール 

8-16 

バッテリー 

8-20 

寒冷時の取り扱い 

8-23 

曰常の手入れ 

8-29 
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点検と整備 




メンテナンス 


車の性能を十分に発揮させ、ま全かつ 
快適に運転するためには、指定サービ 
スエ場で点検整備を受ける必要びあり 
ます。指定サービスエ場ではし i (下のよ 
ラな点検を行なし ' I まず。 

• ダイムラー社指定の点検整備 

ダイムラー社の指示による点検整 
倫項目びありまず。これらはメン 
テナンスインジケーターの表示に 
応じて実施します。 

•] 年および2年点検整備 

] 年、2年点検整備は、車検時を含 
め、法律で定められ実施するちの 
です。 


メンテナンスインジケーター 

メーカー指定点検整備の時期を知らせ 
る目まとして、メンテナンスインジ 
ケーターび装備されています （4- 10)。 


舊備手帳 

車には整備手帳び備えてあります。点 
検整備で実施された作業は整備手帳で 
確認してくださし、。 


次の点検整備時期を示すステッ 
カーび フ□ントウインドウに貼付 
してあります。 


詳しくは指定サービスエ場におた 
ずねください。 


日常点検 

長距離走行前や洗車時、燃料補給時な 
ど、お客様び曰苗、車をご使用される 
中で、お客様ご自身の判断で実施して 
いただく点検です。 

点検項目は整備手帳に記載されてい 
ふ9 〇 

点検を実施したとをに異常び発見され 
た場合は、すみやかに指定サービスエ 
場で点検を受けてくださし、。 
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CLK 200 


① 

ウォッシャー液 
リヴーブタンク 

8-1 己 

③ 

ブレ~キ液 
リヴーブタンク 

谷-12 

③ 

冷却水リヴーブタンク 

8-6 

④ 

エンジンオイル 
フィラーキャップ 

谷-10 

⑤ 

エンジンオイル 
レベルゲージ 

8-9 


②の上にはカノ（一びあります。 



CLK 350 (ち八ンドル車) 


① 

ウォッシャー液 

U ヴーブタンク 

8-1 已 

③ 

ブレーキ液 

U ヴーブタンク 

8-12 

③ 

冷ま P 水リヴーブタンク 

8-6 

④ 

エンジンオイル 
フィラーキャップ 

8-10 

⑥ 

エンジンオイル 
レベルゲージ 

8-9 


左八ンドル車の思)はエンジンルーム内向かつ 
てち側にあります。 


③の上にはカノ く一びあります。 


点検と整備 


I II 



CLK 63 AMG 


① 

ウォッシャー液 

U ヴーブタンク 

8-1 已 

② 

ブレーキ液 

U ヴーブタンク 

8-12 

③ 

冷却水リザーブタンク 

8-6 

④ 

エンジンオイル 
フィラーキャップ 

8-10 

⑤ 

エンジンオイル 
レベルゲージ 

8-9 


②の上にはカノ く一びあります。 


8 


※仕様により、部品の形状などびイラストと異なることびあります。 
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点検と整備 


ンジンルーム 

エンジンルーム内の点検 

エンジンルーム内の各所を点検をする 
とさは!;(下の事項を厳巧してください。 


警告 A 


• イグニッシヨンシステムやキセ 
ノンへッドランプのバルブソ 
ケット、配線には、高電圧の発 
生部分や高温部分びあり、それ 
日に触れると非常に危険です。 


• エンジンスイッチひらキーを抜 
いているとをでを、冷ま P 水の温 
度び高いとをはエンジンフアン 
などび自動的に回転することび 
あります。エンジンフアンなど 
の回転部には身体や物をお付け 
ないでくださし、。 


!黃境 9 


環境保護のため、オイルなどの各 
種のミ由脂類やフルード類の交換- 
廃棄は、指定サービスエ場で行 
なつて < ださい。 
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点検と整備 


エンジンルーム内の手入れ 

手作業で巧いてくだごい。火傷や感電 
をしないよラにを意してくださし、。 

エンジンルームにはをくの電気装備び 
あり、水分や湿気を嫌います。水をか 
けたり、スチーム洗ををしないで<だ 
さい。 


注意！ 

• ェンジンや補器類の熱や動さに 
十分を意してください。火傷や 
けびをするおそれびあります。 

• ラジェターに手を触れないでく 
ださい。火傷やけびをずるおそ 
れびありまず。 

-作業はま全な場所で行なってく 
ださい。 

• 適切な工具を使用してくだごし、。 

• 部品や工具をェンジンの上な 
ど、ェンジンルーム内に置かな 
いでください。中に落とすおそ 
れびありまず。 

-油脂類（オイルなど）やフルー 
ド類（ブレーキ液、バッテリー 
液、冷却水など）は、十分ミ主意 
して取り扱ってください。万一 
目に入った場合は、ずぐに清潔 
な水で十分に洗い流し、医師の 
診断を受けてください。 


エンジンルーム 

-油脂類やフルード類び皮膚に付 
着したときは、ずぐに石けんを 
使用して洗い流してください。 
放置すると皮膚に障害を起こす 
おそれびあります。 

-油脂類やフルード類の容器は、 
モ供の手び届くところや火気の 
近< に保管しないでくだごい。 


Vベルト 

自動調整式なので、調整の必要はあり 
ません。 

亀裂や損傷びないことを確認してくだ 
さし、。 
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点検と整偏 




冷却水 


n を却水の量を点検ずる 



①リヴーブタンク 
③キャップ 
③バー 


► 水平な場所に停車します。 

► を却水び冷えていることを確認し 
ます。 

► U ヴーブタンク①のキャップ③を 
反時計回りにゆっくり約]回転ま 
でまわして、圧力を抜をます。 

► 圧力び巧けたら、キャップ②をさ 
らに反時計回りにゆっくりとまわ 
して取りがします。 

► を却水の液面び U ヴーブタンク① 
内のノ く一③の上面に達していれば 
適量です。 


警告 A 


-水温び少しでち高いとさは、絶 
巧に U ヴーブタンクのキャップ 
を開かないで<ださい。高温の 
蒸気や熱湯び吹さ出して、乂傷 
をするおそれびありまず。 

-不凍液をエンジンルームにこぼ 
さないよラにしてください。熱 
くなったエンジンに不凍;夜び付 
着すると、発乂して火傷をする 
おそれびありまず。 


冷却水は U ヴーブタンクで点検と補給 
を行ないます。 
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点検と整備 




ま意！ 

• 冷却水の減りひたび著しいとさ 
は、ただちに指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 

• 冷却水量-冷却水温度警告灯 
(3-7 已） び頻繁に点灯するとさ 
は、冷却水び漏れている可能性 
びあります。指定 サービス エ場 
で点検を受けてください。 

• 冷却水び適量でち、冷却水量- 
冷却水温度警告打び点灯してい 
るとをは、冷却装置び故障して 
います。安全な場所に停車して 
エンジンを停止し、冷却水び冷 
えてから、冷却水量を点検して 
ください。また、ただちに指定 
ヴービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 


冷却水を補給ずる 

を去 P 水び不足している場合は、冷却水 
び冷えているとをに U ヴーブタンクに 
補給します。 

► U ヴーブタンク①のキャップ③を 
反時計回りにゆっくり約]回転ま 
でまわして、圧力を抜さまず。 

► 圧力び抜けたら、キャップ②をさ 
日に反時計回りにゆっくりとまわ 
して取り外しまず。 

► 液面の高さにミ主意して;令却水を巧 
給しまず。 

通常は水道水に純正の不凍液を混 
ぜて使用しまず。 

車を使用ずる地域（最低気温）に 
よつて濃度を変スまず。 


知識 

水温び高いとさは液面び約]已 mm 
ほど高くなりまず。 
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点検と整備 


を却水 


不凍液の濃度 


不凍液混合率 

凍結温度 

約已0% 

-37で 

約已已％ 

一 4己で 


ま意！ 

-冷却水の巧給は、をち P 水び;令え 
てから行なってください。 

-冷却水には必ず不凍液を混ぜて 
ください。不凍液には防鐘の効 
果ちあります。 


-指定し U 外の不凍液や不適当な水 
を使用しないでください。鐘や 
腐食などの原因になりまず。 

-不凍液は塗装面を損傷させま 
す。ボディに付着したときは、 
すぐに水で洗い流してくださし、。 

• マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイに冷却水に関ずる故障/警 
告メッセージび表おされたとを 
は、オーバーヒートしてエンジ 
ンを損傷するおそれびありま 
す。ただちに指定サービスエ場 
で点検を受けて < ださし、。 


-不凍液の濃度は約已□%から約 
已已％の間にしてください。濃 
度を約已已％じ(上にすると、冷 
却性能び低下します。 


ちま P 水の交換時期 

冷却水は時間の経過ととちに劣化しま 
ずので、整備手帳に従い定期的に交換 
して < ださし、。 

詳しくは指定サービスエ場におたずね 
ください。 
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点検と整備 


エンジンオイル 


エンジンオイルの量を点検ずる 



① エンジンオイルレベル ゲージ 

② 上限 

③ 下限 


知識 

車種や仕様により、エンジンオイル 
レベル ゲージの 形状び異なります。 


► 水平な場所に停車しまず。 

► エンジンを始動させ、エンジンオ 
イルを温めます。 

► エンジンを停止して、已分ほど巧ち 
ます。 

エンジンび温まる前にエンジンを 
停止したとをは、約30分(上待ち 
ます。 

► エンジンオイルレベルゲージ①を 
抜を取り、をれいに巧いていっぱ 
いまで差し込みまず。 

► 再度エンジンオイルレベルゲージ 
を抜を取り、付着したエンジンオ 
イル量とミちれ具合を点検しまず。 

エンジンオイル量はエンジンオイ 
ルレべルゲージの上限③と下限③ 
の間にあれば正萬です。 

► エンジンオイルび下限じ(下のとを 
は、エンジンオイルフィラーキヤ 
ップを開いて、指定のエンジンオ 
イルを規定の量まで補給します。 


エンジンオイル 

注意！ 

• マルチフアンクシヨンディスフ 
レイにエンジンオイル量に関す 
る故障/警告メッセージび表示 
されたときは (10-11) をご覧 
<ださい。 

• エンジンオイルは使用している 
間にちれたり劣化するだけでな 
く、消費され減少しまず。定期 
的に点検し、必要であれば必ず 
補給または交換してください。 


知識 

慣らし運転中のエンジンオイル消 
費量は多少増加ずることびありま 
す。また、頻繁にエンジン回転数 
を上げて走行すると、エンジンオ 8 
イル消費量は増加します。 — 
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点検と整備 


I I III 


エンジンオイルを補給ずる 



CLK 3已〇 

①エンジンオイルフイラーキャップ 


► エンジンオイルフイラーキャップ 
①を反時計回りにまわして、取り外 
しまず。 

► 指定のエンジンオイルを補給し 
ます。 

ま全に十分ま意して、作業を行 
なつてください。 

► エンジンオイルフイラーキャップ 
①を補給□に合わせ、時計回りに 
まわして確実に取り付けます。 


警告 A 


エンジンオイルをエンジンルーム 
内にこぼさないでください。エン 
ジンび熱いとさにオイルび付着す 
ると、発火して乂傷をするおそれ 
びありまず。 


ミ主意！ 

マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イにエンジンオイル量に関する故 
障/警告メッセージび表おごれた 
とさは (10-11) をご覧ください。 


環境 9 


環境保護のため、エンジンオイル 
を地面や排水溝などに流さないで 
ください。 
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点検と整偏 


エンジンオイルの交換 

エンジンオイルおよびフィルターは定 
期的に交換することをお勧めします。 
交換時期はメンテナンスインジケー 
ターを目まとしてください。 

ただし、交換時期は使用状況によって 
異なりますので、詳しくは指定サービ 
スエ場におたずねください。 


注意！ 

• 必ず指定のエンジンオイルを使 
用してください。指定じ(外のエ 
ンジンオイルを使用して故障び 
発生した場合は、保証び適用さ 
れないことびあります。 

• 種類の異なるエンジンオイルを 
混ぜないでください。エンジン 
オイルの特性び発揮されません。 


• エンジンオイルびエンジンルー 
ム巧に付着したとさは完全に拭 
を取ってくださし、。 

• エンジンオイル量びをずざると 
故障の原因になりまず。 

• エンジンオイルの減りかたび 
著しいとさは、ただちに指定 
サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 

• エンジンオイルに添加剤などを 
使用しないでください。エンジ 
ンを損傷ずるおそれびあります。 


エンジンオイル 

使用ずるエンジンオイル 

指定のエンジンオイルを使用して<だ 
さい。詳しくは指定サービスエ場にお 
たずねください。 

グレードと粘度は、下図を参考にして、 
使用する場所の外気温度に合わせて選 
択してください。 


外気温度 SAE グレード 
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点検と整備 




ブレーキ液①量を点検ずる 

► ブレーキ液 U ヴーブタンクの上に 
あるカバーを取り外しまず。 

► ブレーキ液 U ヴーブタンクのレべ 
ルインジケーターで点検します。 

ブレーキ液の液面びレベルインジ 
ケーター上限 （ MAX ) ①と下限 
( MIN ) ③の間にあれば正南です。 


ち八ンドル車 

①レベルインジケーター上限 （ MAX ) 
霞レベルインジケーター下限 （ MIN ) 



ま意！ 

マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イにブレーキ液に関する故障/警 
告 X ッセージび表示されたとさは 
(10-8) をご覧ください。 
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点検と整備 


ブレーキ液の交換 

定期的に指定サービスエ場で交換をし 
てください。詳しくは指定サービスェ 
場におたずねください。 


警告 A 


• マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイにブレーキに関する故障/ 
警告メッセージび表示されたり、 
ブレーキ警告灯（已 -3 巨）び点 
灯したとさは、むやみにブレー 
キ液を補給しないで<ださい。 
補給によつて故障び解消するこ 
とはありません。 


ま全な場所に停車し、指定サー 
ビスエ場に連絡してくだごい。 

• 必ず指定のブレーキ液を使用し 
てください。指定(外のブレー 
キ液を使用したり、他の銘柄を 
混ぜると、ブレーキの効さ具合 
やブレーキシステムに悪影響を 
与え、を全なブレーキ操作びで 
さな < なるおそれびありまず。 


ブレーキ液 ■ 

• ブレーキ 液の巧給は、エンジン 
び冷えてから行なってください。 

また、上限 （ MAX ) を超えない 
よ5に補給してください。あふ 
れたブレーキ液び熱くなったエ 
ンジンや排気系部品などに付着 
すると、発乂して火傷をしたり、 

火災び発生するずるおそれびあ 
0ます。 
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点検と整偏 


ブレ-キ液 
ま意！ 

-ブレーキあの減りかたび著しい 
とさは、指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 

-ブレーキ液の補給や交換は、指 
定ヴービスエ場で行なつてくだ 
さい。 

-ネ甫給のとをは、ゴ S や水び U 
ヴーブタンクの中に入らないよ 
うにしてください。たとえルさ 
なゴ云でち、ブレーキび効かな 
くなるおそれびありまず。 


-レベルインジケーターの上限 
( MAX ) を超えて補給ずると、 
走行中に漏れて塗装面を損傷す 
るおそれびありまず。ボディに 
付着したとさは、すみやかに水 
で洗い流してください。 


-ブレーキ液は使用している間に 
大気中の湿気を吸収して劣化し 
ます。劣化した状態で使用する 
と、苛酷な条件下ではベーパー 
□ックび発生ずるおそれびあり 
ます。 


知識 

ベーパー□ック： 長い下りあや急 
な下り坂などでブレーキペダルを 
踏み続けると、ブレーキ液び沸騰 
してブレーキパイプ内に気泡び発 
生し、ブレーキペダルを踏んでち 
圧力び伝わらず、ブレーキび効か 
な < なる現象のことです。 
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点検と整備 


ウ オッシ 



「ウオ ッシャー液を補給ずる 



①ウォッシャー液リヴーブタンクの 
キャップ 


警告 A 


ウォッシャー液は可燃性でず。乂 
気を近付けたり、おくで喫煙をし 
ないでくだごい。また、エンジン 
び熱くなっているとをには補給し 
ないで < ださし、。 


► U ヴーブタンクのキャップ①を開 
いて補給します。 

使用ずるウォッシャー液 

専用の純正ウォッシャー液を水にミ昆ぜ 

て使用します（9-9)。 

知識 

• ウォッシャー液には夏用とを用 
の2種類びありまず。夏用には 
油膜の付着を防ぐ効果びあり、 
を用には凍結温度を下げる効果 
びあ0まず。 

• ウインドウウォッシャー液と 
へツ ドランプウオ ツシヤ ー ミ夜の 
U ヴーブタンクは兼用でず。 


注意！ 

-ウォッシャー 液は、 U ヴ ーブタ 
ンクに補給する前に別の容器で 
適正な混合比にミ畳ぜてください。 

• 粗悪なウォッシャー液や石けん 
水を使用すると、塗装面を損傷 
ずるおそれびあります。 

• ウォッシャー液び出なくなった 
とをは、ウォッシャーの操作を 
しないで < ださい。ウォッ 
シャーポンプを損傷するおそれ 
びあります。 

• へッドランプには樹脂製レンズ 
を使用してし''るため、必ず専用 
の純正ウォッシャー液を使用し 
てください。純正(がのウォッ 
シャー液を使用ずると、レンズ 8 
を損傷ずるおそれびあります。 — 

• マルチフアンクシヨンディスフ 
レイにウォッシャー液に関する 
故障/警告メッセージび表おさ 
れたときは (10-11) をご覧 
ください。 


8-15 















点検と整備 


ホイール 


タイヤとホイール 


タイヤとホイ ー J レは必ず純正品および 
承認された製品を使用してください。 
詳しくは指定サービスエ場におたずね 
<ださし、。 


タイヤの点検 

► タイヤ空気圧ゲージを使用ずるか、 
タイヤ接地部のたわみ状態（別冊 
「整備手帳」参照）を見て、空気圧 
び適切であるか点検します。 

► タイヤに大きな傷びないことや、 
くざや石などびささったり、かみ 
込んでいないことを点検しまず。 

► タイヤび偏摩耗を起こしたり極端 
にずり減っていないことを点検し 
まず。ス U ップサイン（別冊「整 
倫手帳」参照）び出ているとをは、 
新しいタイヤに交換します。 


警告 A 


• タイヤの摩耗には十分にま意し、 
ス U ッフサイン（別冊「整備手 
帳」参照）び現われたら、すぐ 
に交換してください。タイヤの 
溝の深さび約 3 mmi ； (下になる 
と著しく滑りやずくなり、事故 
につなびるおそれびあります。 

-必ず規定の空気圧を巧って<だ 
さい。燃料給油フラップの裏側 
に、規定のタイヤ空気圧を記載 
したラベルび貼付してあ0まず 

( 8 - 18 )。 


-空気圧の低いタイヤで走行しな 
いで<ださい。タイヤび過熱し 
て破裂したり、火災を起こずお 
それびあります。 


-ホイールボルトはホイールに適 
合した純正品だけを使用してく 
ださい。純正品し i (外のホイール 
ボルトを使用すると、ホイール 
び脱落して事故を起こすおそれ 
びありまず。 

-再生タイヤを装着した場合、ま 
全性の保証はでさません。 
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点検と整備 


ま意！ 

• タイヤに空気を入れてち、ずぐ 
に空気圧び1氏下するとをは、パ 
ンクやホイールの損傷、タイヤ 
パルブからの空気漏れなどのお 
それびあります。ただちに指定 
サービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

• タイヤのトレッドやサイド 
ウォールびひどくずり減った 
り、損傷しているとをは交換し 
てください。 

• タイヤの摩耗は均一ではありま 
せん。タイヤの摩耗を点検する 
とさは、おずタイヤの内側石点 
検してください。 

• ホイールやタイヤの還択を誤る 
と、車全体のバランスに影響し、 
安全性に支障をさたずおそれび 
ありまず。 

• 回転ち向び指定されているタイ 
ヤは、タイヤの側面に記された 
回転ち向の矢印などの指示に 
従つて装着してください。 


• 路面の段差などを柔り越えると 
きは、速度を落とし、を意して 
走行してください。タイヤやホ 
イールを損傷ずるおそれびあり 
9 〇 


• 純正品または承認された製品 LU 
がのタイヤやホイールを装着す 
ると、道路運送車両法違反にな 
ることびありまず。 

• 装着ずるタイヤは指定されたサ 
イズ、および4輪と石同じ銘柄 
のちのにしてください。サイズ 
や銘柄び異なるタイヤを組み合 
わせて装着すると、操縦性に悪 
影響をおよぼし、事故を起こず 
おそれびあります。 

• 摩耗具合にかひわらず、日年し U 
上経過したタイヤは新品のタイ 
ヤと交換してくださし、。 

応急用スペアタイヤ*ち同様に 
交換してくださし、。 


タイヤとホイール ■ 

-タイヤおよびホイールのサイズ 
び前後で異なるため、タイヤ 
□ — 了 —シヨンはわなわなし)で 
ください。前後のタイヤを入れ 
替えると走行ま定性や車両操縦 
性び確保でさません。 


知識 

• 新品のタイヤを装着したとさ 
は、走行距離び約] 00 km を超 
えるまではま度を控えて運転す 
ることをお勧めします。 

-タイヤ/ホイールは、オイルや 
グリース類の付着するおそれの 
ない、乾燥した冷暗所に保管し 
て < ださし、。 

8 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異なります。 
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点検と整備 


ホイール 


タイヤ空気圧ラベル 



タイヤ空気圧ラベル 


タイヤ空気圧ラベルは、燃料給油フ 
ラップの裏側に貼付されています。 

単位は 「 bar （与 kg / cm 9)」 と 「 psi 」 
で示してし''ます。 

乗車人数と荷物の量に応じて、前輪と 
後輪の空気圧を調整して < ださい。 


《タイヤ空気圧ラベルは車種により異なる 
ことがお0ます。 


1 知識 

"up to 2] 日 km / h " の表示びある 
場合は 、 "up to 2] 日 km / h " の空 
気圧に調整してください。 

I 注意！ 

必ず法定連度を守って走巧して< 
ださい。 
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点検と整備 


警告 A 


-空気圧のあいタイヤで走行しな 
いで<ださい。タイヤび過熱し 
て破裂したり、乂災を起こすお 
それびあります。必ず規定の空 
気圧を守ってください。 

• タイヤに空気を入れすざないで 
ください。空気を入れずぎた夕 
イヤは、路上の破片や凹みなど 
により損傷を受けたりパンクし 
やすくなります。また、タイヤ 
空気圧 警告 システムび正しく作 
動しなくなったり、車両操縦性 
に悪影響をおよぼすおそれびあ 
りまず。 


知識 

• 曰頃からタイヤの空気圧を点検 
してくださし''。特に重し'!荷物を 
積んで高速走行するとさなどは 
必ず点検を行なってくださし、。 

• 走行した直後や炎天下のよラに 
タイヤ自体び高温になっている 
ときは、約 0.3 ba 「 ほど空気圧 
び高くなりまず。空気圧はタイ 
ヤび冷えているとさに測定して 
<ださし、。 

• 応急用スペアタイヤ*の空気 
圧については （9-12) をご覧 
<ださい。 


タイヤとホイール ■ 

環境 9 

定期的にタイヤの空気圧を点検し 
てください。タイヤの空気圧びイ氏 
いと、燃料を余計に消費します。 


* オフシヨンまたは仕様により装備び異なります。 
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点検と整備 




こリー 


r バッテリー取り扱いの一般的なミ主意1 

バッテ U —を取り扱ラとさはじ(下の点 
に十分ミ主意してください。 

バッテ U —の充電、交換などの作業は、 
指定サービスエ場で行なラことをお勧 
めします。 


警告 A 


静電気にミ主意 

静電気び発生すると、可燃性のガ 
スに引火し、バッテ U —び爆発ず 
るおそれびあります。が下のこと 
にを意してください。 

• 巧などでバッテ U —を巧かない 
でください。また、カーペット 
の上などでバッテ U —を引さず 
らないでください。 

-バッテ U — に触れるときは、先 
に車体などに触れて、身体の静 
電気を放電ごせて < ださし、。 

また、バッテ U — に义気を近付け 
ないでください。 


バッテリー液に注意 

-バッテ U —を取り扱うときは、 
傾けたり横倒しにしないでくだ 
さい。バッテ U —液び漏れるお 
それびあ0ます。 

-バッテ U —液び目に入ると失日月 
するおそれびありまず。バッテ 
U —を取り扱ラとさは、保護眼 
鏡を着用して < ださし、。 

-バッテ U —液び皮膚に付着する 
と乂傷を起こしまず。すぐに清 
潔な水で十分に洗い流し、医師 
の診断を受けてください。 

• バッテ U —ケース側面部の液量 
表示び 「 min 」 しソ下のときは、 
エンジンを始動したりバッテ 
U —を充電しないでください。 
液量不足のまま充電ずると、劣 
化を早めたり爆発ずるおそれび 
ありまず。ただちに点検を受け 
てください。 
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点検と整備 


ショートに注意 

バッテ U —をショートさせると、 
可燃性のガスに発火して、バッテ 
U —び爆発ずるおそれびあります。 
LU 下のことにミ主意してくださし、。 

-金属製の工具などをバッテ U — 
の上に置かないでください。 

-接続するとさは、極性（プラス 
@、マイナス台）を間違えない 
よラにま意してくださし、。 

テ供にま意 

バッテ U— を取り扱うとさは、モ供 
をお寄らせないで < ださい。 


ま意！ 

• 指定のバッテ U —を使用してく 
ださい。詳しくは指定サービス 
工場におたずねください。 

• エンジンびかかっているとを 
は、バッテ U— 端子を外したり、 
ゆるめないで < ださし、。 

• 定期的にバッテ U —の点検を行 
なってください。バッテ U— 液 
び減っているとをはバッテ U — 
液を補充してくださし、。 

• 車を長期間使用しないとをや、 
短距離、短時間の走行びをし、と 
をは、通當よりを頻繁にバッテ 
U —液量などを点検してくだ 
ごい。 

• バッテ U —端テの接続を外ず 
とさは、エンジンスイッチを 0 
の位置にするかキーを巧さ、 
すべての電気装置を停止して 
<ださい。 


バッテリ- ■ 

-バッテ U —を充電するとをは車 
から取りがして < ださし、。 

• バッテ U —端テの取り付けボル 
卜は確実に締め付けてください。 

• バッテ U —の接続び一時的に断 
たれたとをとさは、1;■(下の作業 
び必要になります。 

0マルチフアンクシヨンコン 
卜 □ーラーの プ U セットの 

-pFT=rbr:；in 

巧 日又 

〇ドアウインドウのリセット 

(3-58) 

◊ スライディング ルーフ （クー 
ぺ） * のリセット （3-63) 

〇ドアミラーのリセット （3- 

69) 8 


* オフシヨンまたは仕様により装備び異なります。 
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点検と整備 


バッテリー 

イ ン ジケーター付をバッテリー 



①インジケーター 


ケースび黒色で、上面にインジケー 
夕一①びあるバッテ U — は、バッテ 
1」一液の補充はでさません。 

インジケーター①は、バッテ U - の液 
量や充電状態び適正なとさは黒色に、 
バッテ U —の交換び必要なとさは白色 
になりまず。 

インジケーターび白色になったとき 
は、指定サービスエ場に交換を依頼し 
てください。 

また、危険ですので分解は絶巧に行な 
わないで < ださし、。 


rVRLA バッテリー _ ] 

バッテ U —のケースび黒色で、上面に 
VRLA - 目 ATTERY のラベルびある場 
合は、バッテ U —液量の点検や補充は 
でをません。また、危険ですので分解 
は絶巧に行なわないでください。点検 
については指定サービスエ場におたず 
ね < ださし、。 


環境 9 


環境保護のため、使用済みのバッ 
テ U —は、新しいバッテ U —をお 
買い巧めになった販売店に廃棄処 
分を依頼してください。 
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点検と整備 


寒;ち時の取り扱い 


寒;令時には、通萬とは異なった取り扱 
いび必要です。必ず L ソ下のま意事項を 
守ってください。 


を却水/バッテリー 

指定サービスエ場で、：令却水の不凍液 
の濃度び適正であることやバッテリー 
の液量や充電状態に不足びないことを 
点検してください。 


エンジンオイル 

車を使用する場所のが気温に合わせた 
グレードと粘度のエンジンオイルを使 
用してください。 


ウォッシャー液 

ウォッシャー液には、夏用とを用びあ 
りまず。を巧の純正ウオッシャー液を 
使用して < ださい。 


ウィンタータイヤ/ スノーチェー ン 

積雪地ぼでは、ウィンタータイヤ、ス 
ノーチェーンび必要です （8 -吕7、28、 

9-13)。 


スノーチェーンは、ダイムラー社の指 
定品を使用してください。取り扱いに 
ついては、スノーチェーンに添付され 
ている取扱説明書に従ってくださし、。 


※ウィンタータイヤ、スノーチェーンにつ 
いて、詳しくは指定サービスエ場におた 
ずねください。 


寒を時の取り扱い ■ 

を季①手入れ 

凍結防止剤びまひれた道路を走行した 
とさは、早めに下回りの洗車をしてく 
ださし''。凍結防止剤び付着したまま放 
置ずると、腐をの原因になりまず。凍 
結防止用の塩類をまく地方の場合、] 
年に一度ボディ下回りの防鐘処理をす 
ることをお勧めします。 


積雪 

ボディやウインドウに雪び積ちつたと 
をはすベて取り除いてください。走行 
中に雪び落ちて視界を巧げるおそれび 
あります。 
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点検と整偏 


寒;ち時の取り扱い 


ドアやトランクなどの;ま結 

ドアやトランクび凍結しているときは 

が下のよラな方法で走行する前に解凍 

するひ、氷を取り除いてください。 

• 氷を取り除くとさは、樹脂製のへ 
らなどを使用し、ボディやウイン 
ドウを損傷しないよラにま意して 
<ださい。 

• ドアやトランクび凍結して開かな 
いとをは、開□部周囲にめるま湯 
をかけ、解凍してから開いてくだ 
さい。また、ドアやトランクの 
キー シ1」ンダーにはめるま湯びか 
からないよラにして < ださし、。 

• 再凍結を防止するため、を分な水 
分はをれいに巧を取ってください。 

• 凍結したまま無理にドアやトランク 
を開こラとすると、周囲の防水シー 
) レを損傷ずるおそれびありまず。 


• ドアウインドウや U アサイドウイン 
ドウび凍結しているとをはドアを開 
いたとさにドアウインドウや U アサ 
イドウインドウは下降しません。 

このときは、無理にドアを開閉し 
ないで<ださい。ドアウインドウ 
やシール部を損傷ずるおそれびあ 
りまず。 


ボディ下側の着氷 

-走行前にボディ下部やフェンダー 
の内側を点検してください。ブ 
レーキ関連部品やステア U ング関 
連部品、サスペンションなどに雪 
や氷巧び付着していたり、フェン 
ダーの内側に雪び詰まってかた 
まってし'!ると、ボディを損傷した 
り、車のコント□ールを失って事 
故を起こすおそれびありまず。 

-雪や氷塊び付着しているとをは、 
めるま湯をかけるなどして、部品 
やボディを損傷しないよラにを意 
しなびら、雪や氷塊を取り除いて 
ください。 

-走行中にち、はね上げた雪や水しぶ 
きび凍結し、氷となってボディ下部 
やフェンダーの内側に付着しまず。 
休憩時などにこまめに点検し、雪や 
氷巧び付着しているときは、大さく 
なる前に取り除いてくださし、。 
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点検と整備 


寒を時の取り扱い 


ワイパーなどの凍結 

ワイパーやドアミラー、ドアウインド 
ウ、 U アサイドウインドウ、スライ 
ディングルーフ（クーペ）*、ソフト 
トップ（カブ U オレ）などび凍結して 
いるとさに、無理に動かすとモーター 
を損傷ずることびあります。 

周囲にめるま湯をかけるなどして、必 
ず解凍してから操作してくださし、。 

また、ドアミラーは手で動かさないで 
ください。 


乗車前に 

靴底などに付着した雪や氷を取り除い 
てから柔車してください。ペダルを操 
作するとをに滑ったり、車内の湿度び 
高くなってウインドウの内側び曇りや 
すくなりまず。 


雪道を走行ずるとき 

雪道や凍結路面ではタイヤびが甫に滑 
りやすくなっています。十分な車間距 
離を確なし、いつちより控えめな速度 
で慎重に走行してください。 

ま全な走行と車両操縦性を確保するた 
め、(下のま意事項を守ってください。 

• ウィンタータイヤまたはスノー 
チェーンを必ず使用してください。 

-走行モードを C モードに切り替え 
てください (5-7) 〇 

-急八ンドル、急ブレーキ、急加ま 
などを避けてください。 

-ブレーキに付着した雪や水滴び凍 
結し、ブレーキの効きび悪くなる 
おそれびあります。 

このよラなとさは、後続車にミ主意 
しなびら低速で走行し、ブレーキ 
の効さび回復するまでブレーキぺ 
ダルを数回軽く踏んでくださし、。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異なります。 
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点検と整備 


寒冷時の取り扱い 


雪道で動けないとを 

雪道で動けなくなったとさは、先に 
マフラー（排気ガスの出口）と車の 
周囲から雪を取0除いてください。 
排気ガスび車内に侵入するおそれび 
あります。 


A 


マフラーなどび雪に埋をれた状態 
でエンジンをかけていると、排気 
ガスび車内に入り一酸化炭素中毒 
を起こしたり、中毒死するおそれ 
びあります。 


駐車ずるとを 

寒冷時や積雪地での駐車時はな下の点 

にま意してください。 

-パーキングブレーキび凍結するお 
それびある場合は、パーキングブ 
レーキを使用せず、セレクターレ 
バーを la に入れ、確実に輪止めを 
してください。 

• でさるだけ風下や建物の壁、日光 
の当たる方向にエンジンルームを 
向けて駐車し、エンジンび;令えず 
ざないよラにむびけてくださし、。 

• 軒下や樹木の陰には駐車しないで 
ください。雪やつららび落ちてを 
てボディを損傷するおそれびあ0 
ます。 


• エンジンを毛巧でカバーしたり、 
フ□ントグ U ルの内側にダンボー 
ルや新聞紙などを挟まないでくだ 
さい。放置したままエンジンを始 
動すると、火災や故障の原因にな 
ります。 
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点検と整備 


ウィンタータイヤ 

雪道や凍結路を走行するとをや外気温 
度び約 7°Cli (下のとをは、ウィンター 
タイヤの装着をお勧めします。 

このよラな路面状況では、ウィンター 
タイヤを装着することで、 A 巨 S や ESP 
の効果び発揮されます。 

装着するウインタータイヤは、指定さ 
れたサイズで4輪とち同じ銘柄のちの 
にしてください（9-13)。 


注意！ 

• 回転方向び指定されているウィ 
ンタータイヤは、タイヤの側面 
に記された回転方向の矢印な 
どの指示に従って装着してくだ 
さい。 

• ウィンタータイヤの装着時に、 
応急用スペアタイヤ*を装着ず 
ると、走行ま定性や制動性能び 
大をく低下するのでま意してく 
ださい。 

• スペアタイヤは応急的に使用 
し、できるだけ早くウィンター 
タイヤに戻してください。 

• ウィンタータイヤの溝の深さび 
約 4mm じ(下になったときは、 
必ず新品と交換してください。 


寒を時の取り扱い ■ 

• ウインタータイヤを装着して 
いてち、雪道や凍結路面では 
クルーズコント□ールを使用 
しないでください。 

• 取り外したウィンタータイヤ 
は、オイルやグI」ース類の付着 
ずるおそれのない、乾燥したを 
暗所で保管して < ださし、。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異なります。 
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点検と整偏 


取り扱い 
スノー チ 王ー ン 


ウィンタータイヤでを走行び困難なと 

さは、スノーチェーンを装着してくだ 

さい。 

• スノーチェーンは、 ダイ ムラー社 
の指定品を使用してください。取 
り扱いについては、 スノーチェー 
ンに添付されている取扱説明書に 
従ってくださし、。 

• スノーチてーンは必ず後輪に装着 
して < ださい。 

• スノー チェーン装着時は約 
已 Okm/hLiTF の速度で走行してく 
ださい。 

• スノーチェー ン装着時は、 ESP の 
機能を解除したほラび走行しやず 
い場合びあります。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異な D まず。 
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ま意！ 


. 標準タイヤ/ホイールにはス 
ノーチェーンを装着しないで< 
ださい。 

• 応急用スペアタイヤ*にはス 
ノー チェーンを装着しなし、で 
ください。 

-指定品じ(外の スノーチェーンを 
装着すると、タイヤからがれた 
り、車体に接触ずるおそれびあ 
りまず。 


• スノーチェーンの着脱は、周囲 
の交通を妨げない、を全で平坦 
な場所で行なってくだごい。 

-路面に雪や凍結びな<なったと 
をは、スノーチェーンをがして 
<ださい。 




点検と整備 


曰常の手入れ 


定期的に手入れをすることで、いつま 
でを車を美しく保つことびできまず。 

曰常の手入れには、ダイムラー社が指 
定ずる用品のみを使用して < ださし、。 

詳し < は指定ヴービスエ場におたずね 
<ださい。 


警告 A 


• 一部の合成ク U —ナーなどには、 
有機溶剤や可燃性物質び含まれ 
ていることびあります。カーケ 
ア用品を使用ずるときは、必ず 
添付の取り扱い上のま意を読み、 
指示に従って < ださい。 

• 車内でカーケア用品を使用ずる 
とさはドアやドアウインドウを 
開を、十分に換気してください。 
有機溶剤による中養を起こした 
り、静電気び可燃性ガスに引火 
して火災を起こすおそれびあり 
ます。 


• 車の手入れをずるときに、ガソ 
U ンやシンナーなどを使用しな 
いでくださし、中養を起こした 
り、気化ガスに引火して火災を 
起こすおそれびあ0ます。 

-カーケア用品は、テ f 共の手び届 
くところや火気の近くに置いた 
りな管しないでください。 


曰常の手入れ ■ 

-走行後は、ボディに付着したほこ 
りを毛ばたをなどで払い落として 
<ださい。 

• 少なくと石月に]度は洗車してく 
ださい。 

-飛び石により塗装面を損傷すると、 

鐘の原因になりまず。早めに補修 
を行なって< ださし、。 

-保管や駐車は、風通しの良い車庫や 
屋根のある場所をお勧めします。 

-ミ尼や虫の死びい、鳥のふん、樹液、 

油脂類、燃料およびタールなどび 
付着したとさは、ずみやかにおさ 
取ってください。特に、鳥のふん 
は塗装面を損傷しやすいので、で 
さるだけ早く水で洗い流してくだ 
さい。 8 

-凍結防止剤び散巧してある道路を ' 

走行したとさは、ずみやかに洗車 
し、ボディ下側やフェンダー内を 
洗い流して < ださい。 
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点検と整偏 


日常の手入れ 

• 直射日光び強く当たる場所や走行 
した直後でボンネツトび熱くなっ 
ているよラなとさに、塗装面の手 
入れをすると、塗装面を損傷する 
おそれびあります。 

• ボディの表面に ステツカー や フィ 
ルム、マグネツトなどを貼り付け 
ないでください。塗装面を損傷ず 
るおそれびあります。 

• 誤って傷を付けたり、誤った手入 
れにより鐘などび発生したときは、 
早めに指定サービスエ場で補修ず 
ることをお勧めします。 


車内 

• プラスチック部分は、少量の中性 
洗剤などを混ぜた水を柔らかい布 
に含ませて巧を取ります。 

また、乾いた巧や目の粗い巧、か 
たい巧などを使用したり、強くこ 
すらないで<ださい。表面を損傷 
するおそれびあります。 

• ウッドト U ムなどの部分は、水で 
湿らせた柔らかい布を使用して拭 
を取りまず。頑固なミちれには少量 
の石けん水を使用します。 


また、有磯溶剤を含むクリーナー 
などは使用しないで< ださし、。 
ウッドト U ムなどを損傷するおそ 
れびあ0まず。 


-ウインドウに、極細の熱線やアン 
テナ線びプ U ントされている車種 
びあります。ガラス面の内側を清 
掃するとをは、湿った柔らかい巧 
を使用して、熱線やアンテナ線に 
沿って拭を取り、傷を付けないよ 
ラにま意してください。 

また、乾し''た巧で巧し''たり、研磨 
剤や有機溶剤を含むク U —ナーな 
どを使用しないで < ださし、。 

-ウインドウに遮光フィルムなどを 
貼り付けるとラジオなどの電波の 
受信性能び低下するおそれびあり 
ます。詳しくは指定サービスエ場 
におたずねくださし、。 

警告 A 


エアバッグの収納部分には、有機 
溶剤を含むク U —ナーなどを使用 
しないで<ださい。エアバッグび 
正南に作動しなくなり、けびをず 
るおそれびあ0ます。 
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点検と整備 


洗車 

► ボディ全体に低圧で水をかけ、ほ 
こりなどを洗い流しまず。 

► 水に カーシヤンプーな どを混ぜた 
洗ミ争液を用意し、車全体にかけま 
す。が気取り入れ□付近では少量 
にし、ダクト内に洗ミき液び残らな 
いよラにを意してください。 

► スポンジやセーム皮などを使用し 
て、十分な量の水で洗い流します。 

► 洗車後は、ずみやかに水滴をなさ 
取ります。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異なります。 


ミホ車時のま意 

洗車をするとをは、が下の点にミ主意し 
てくだごし、。 

-マフラーにミ主意してください。マ 
フラーを端に触れて义傷をしたり、 
けびをするおそれびあります。 

-水び凍るよラな寒いとさや直射日光 
び強<当たる場所、走行した直後で 
ボンネットび熱<なっているよラな 
ときは洗車をしないでくださし、。 

• 走行した直後は、ブレーキディスク 
やホイールに直接水などをかけない 
でください。ブレーキディスクび熱 
いとさに急激に冷やすと、ディスク 
を損傷するおそれびありまず。 

. ヘッドランプを含むランプ類は樹 
脂製レンズでず。流水または水と 
カーシ ャンプーを混ぜた洗ミき液で 
洗い流してください。有機溶剤や 
強アル カ U 洗剤などを使用したり、 
乾いた巧などで強くこずるとレン 
ズを損傷するおそれびありまず。 

また、乾いた巧などで強くこする 
と、細かい傷を付けるおそれびあ 
りまず。 


曰常の手入れ ■ 

-虫の死がいなどは、洗車前に取り 
除いて < ださい。 

• コール タール やアスファルトのミちれ 
は、乾いてしまラと落としにくくな 
るので、早めに処理してください。 

• パークト□ニックセンサー*を清 
掃するとさは、乾いた巧、目の粗 
い巧、かたい巧などは使用しなし、 

でください。また、純正しソ外の手 
入れ用品を使用したり、強い力で 
乾巧をしないでくだごい。セン 
サーを損傷するおそれびあります。 

-ホイールには酸性のホイールク 
U —ナーを使用しないでください。 
ホイールやホイールボルトを損傷 
ずるおそれびありまず。 

-ホイールク1」ーナーなどでホイー 8 

ルを清掃した後にそのまま放置す~ 
ると、ブレーキディスクやブレー 
キパッドなどび腐をするおそれび 
ありまず。 

このようなとをは、しばらく走行 
して、ブレーキディスクやブレー 
キパッドを乾燥させてくださし、。 
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点検と整偏 


曰常の手入れ 


高圧式スプレーガンの使用 

• 高圧式スプレーガンのノズルは、 
車から十分離して使用してくださ 
し、。水圧び高すざると、塗装面を 
損傷するおそれびあります。 

• 高圧式スプレーガンのノズルをウ 
インドウガラス接合面やボディパ 
ネルの継ぎ目部分、サスペンシヨ 
ン、電気装備、コネクター類など 
に近付けないでください。水圧び 
高いため、車内に水び侵入したり、 
防水シールや塗装面を損傷ずるお 
それびあります。 


高圧式スプレーガンのノズルを夕 
イヤに向けないでください。水圧 
び高いため、タイヤを損傷するお 
それびあります。 

パークト□ニックセンサー*には、 
高圧式スプレーガンやスチームク 
1」ーナーを使用しないで < ださい。 
センサーや塗装面を損傷するおそ 
れびありまず。 


自動洗車機の使用 

自動洗車機で洗車ずるとをは(下の点 

にま意してくだごし、。 

-車のちれびひどいとさは、自動洗 
車機で洗車する前に水洗いをして 
ください。 

-自動洗車機び車のサイズに合って 
いることを確認してください。 

-洗車前にドアミラーを格納してく 
ださし、。 

• ワイパーの作動モードを停止の位 
置にしてください（已-30)。 

-回転ブラシのかたさによっては、 
細かな傷び付を、塗装面の光ミ尺び 
失われたり、劣化を早めるおそれ 
びあります。 

• 洗車後は、フ□ントウインドウや 
ワイパーブレードに付着した洗を 
液をなさ取ってください。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異な D まず。 
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点検と整備 


ソフトトップの手入れ（カブリオレ） 

通常のミちれは、ブラシと清潔な水で清 
掃してくださし、。ソフトトップを閉じ 
た状態で、ソフトトップの生地の目に 
沿ってフ□ントから1」アのち向にブラ 
シをかけます。ひどい巧れやシ S には、 
ソフトトップ用のカーケア用品を使用 
して < ださし、。 

ソフトトップと U アウインドウの手入 
れについて、詳しくは指定サービスエ 
場におたずねください。 

知識 

屋外に駐車するときは、ソフト 
トップに適切なカバーをかけてく 
ださし、。 


ま意！ 

• ソフトトツプは乾燥した状態で 
収納してください。やむを得ず、 
湿つた状態で収納したときは、 
でさるだけ早い機会に乾燥させ 
てください。またソフトトツプ 
の生地などは、長時間直射日光 
にさらごれると変色ずることび 
あります。 

• ソフトトツプび巧れた状態で作 
動させると、故障の原因になり 
ます。 

• 鳥の&んび付着したとさは、ず 
みやかに取り除いてくださし、。 
腐を性びあるため、水漏れの原 
因になりまず。 


曰常の手入れ ■ 

• ソフトトップに積ちった雪を取 
り除くときは、角の鋭い道具は 
使用しないでください。 

. ソフトトップの手入れには高圧 
式スプレーガンをしないでくだ 
さい。またガソ U ンやシンナー、 

タール除去剤などの有機溶剤は 
使用しなし'!でくだごし''。純正品 
L ソがのをのを使用した場合、水 
漏れなどび発生し、車を損傷す 
るおそれびありまず。 
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純正部品/純正アクセサリー 
ビークルプレート 
電球一覽 
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オイル-液類 9-8 

タイヤとホイール 9-1 1 

積載荷物の制限重量 9-14 
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サービスデータ 


純正部品/純正アクセサリー 


純正部品/純正アクセサリー 


ダイムラー社では、点検や整備に必要 
な純正部品を豊冨に用意してし''ます。 

x ルセデス-ベンツ純正部品は厳格な 
基準により品質管理されております。 
点検や整備、修理のとさは、必ず純正 
部品を使用して < ださい。 

アクセサリーについてち、ダイムラー 
社またはルセデス-ベンツ日本株式 
会社び指定する製品だけを使用して< 
ださい。 


警告 A 


どんな場合でを、ブレーキ関連部 
品などの重要保ま部品や走行系統 
に使用ずる部品に、純正部品じ(が 
の部品を使用しないで<ださい。 
事故や故障の原因になります。 


ま意！ 

• しソ下の場所の周囲には、エア 
バッグやシートベルトテンシヨ 
ナーの本体、乗員保護装置のコ 
ント□ール ユニッ トやセンサー 
類び取り付けられています。こ 
れらの部位にオーディオなどを 
追加装備したり、修理や飯金作 
業などを行なラと、エアバッグ 
やシートベルトテンシヨナ ーの 
作動に悪影響を与えるおそれび 
あります。 


〇エアバッグ 
〇 シー トベルト 
◊インストルメントパネル 
〇センターコンソール 
〇ドア 
◊シ ート 
〇サイドシル付お 


詳しくは指定サービスエ場にお 
たずねください。 

. 車の電モ制御部品やソフトウェ 
アを改造しないでください。事 
故や故障の原因になります。ま 
た、関連する化の装備にち悪影 
響を与えるおそれびあります。 


-ウインドウに透明な吸盤を貼り 
付けないでください。吸盤びレ 
ンズとして作用して、火災び発 
生するおそれびあります。 

-車載無線機など電装アクセサ 
U —を装着ずるとをは、指定 
サービスエ場に巧談してくださ 
し、装着方法などび適切でない 
と、車の電子制御部品に悪影響 
をちえることびあります。 また、 
電気配線を間違えると、火災や 
故障の原因になりまず。 

知識 

純正部品じ(外の部品を使用したと 
さは、該当箇所だけでなく関連箇 
所に不具合び生じてち、保証を適 
用でをないことびありまず。 


環境 9 


ダイムラー社では、資源の有効利 
用を促進するため、 U サイクル部 
品を積極的に導入していまず。 












ビークルプレート 


純正部品をを文するとをに、車台番 
号あるいはエンジンま号などび必要 
になることびあります。 

車台番号やエンジン番号などは、図 
の箇所に記されています。 


サービスデータ 


ビークルプレート 

ビークルプレートの位置 ニユーカープレート 


⑤ ③ 



① ニューカー プ レー ト 
③車台番号 

③ オプションコードプレート 

④ エンジンま号 



① ニューカープレート 


運転席側または助手席側のドア開 □ 
部の車体側に、車の車台 ま 号および 
カラーコー ドを記載した ニューカー 
プレート①び貼付されています。 
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サービスデータ 


ビークルプレート 


車台ま号 



②車台番号 
⑤ カバー 

ち側前席足元のカーぺッ 卜下に車台ま 
号②び巧刻ごれていまず。 

►シートを後方の位置にして、シー 
トクッシヨンを上げてから、カバ 
一⑥を引さ上げます。 


オプションコードプレート 



③オフ ショ ン コー ドプ レー ト 

ボンネットの裏側にオプションコー 
ドを記載したオフションコードプ 
レート③び貼付されていまず。 


r エンジンを号_ ] 

エンジンブ□ックの後方上部に、エ 
ンジンま号④び巧刻されていまず。 

詳しくは指定サービスエ場におたず 
ねください。 
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サービスデータ 





注意！ 

電球を交換するとさは、実隙に車 
両に装着されてし''る電球の規格を 
確認してください。 



ランプ 

ワット数け見格） 

① 

ドアミラー方向指示打 

LED (発光ダイオード） 

③ 

フ□ント方向指示灯 

21 W (黄色） 

③ 

ヘッドランプ（下向き/上向さ） 

3已 W (キセノン D2S) 

④ 

へッドランプ（上向き） 

已已 W (H7) 


フ□ントパーキングランプ/車幅打 

目 W 

⑥ 

フ□ントフォグランプ 

已已 W (H7) ま;■こ1ま已已 W (H1 1 ) 
または已] W(H 曰 4) 

⑥ 

八イマウントブレーキランプ 

LED (発光ダイオード） 

⑦ 

パックランプ 

21W 

⑨ 

ブレーキランプ 

21W 

⑨ 

テールランプ/ U アパーキングランプ 

21 W / 5W 


リアフォグランプ（ち側のみ ）/テー 
ルランプ 

21 W / 4W 

⑩ 

U ア方向指示灯 

21 W (黄色） 

⑩ 

ライセンスランプ 

目 W 


※記載の内容は、取扱説明書作成時点のわので、予告なく変更されることびあります。 
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サービスデータ 


1已 A 
5A 


7.己 A 


7.己 A 


20A 


20A 


未使用 

オプション 

マルチコント□ールシートバック、 
パークト□ニック、電話 
卞使用 

燃料給油フラップ、グ□ーブボック 
ス□ック（カブ U オレ） 

電話 

未使用 

エンジンエレクト□ニクス 
(CLK 巨3 AM 百） 

マルチコント□ールシートバック 


1 0A : CD チェンジヤー、 U アブラインド 
(クーペ） 


ヒューズボックス2 
(ランプスイッチ横） 

ヒューズ番号/アンペア数/装置名 
21 30 A :セントラル□ッキングシステム、コ 
ンビニエンス□ック、棄降巧ランプ、 
ドア S ラー調整、自動防腔機能、ド 
アミラー格納/展開、ドア S ラー 
ヒーター、パワーウインドウ（前席）、 
パワーウインドウ（後席）、リモー 
トトランクリリース、シート調整 
(運転席）、ステア U ング調整、ス 
イッチ照明 

セントラル□ッキングシステム、コ 
ンビニエンス□ック、乗降巧ランプ、 
ドア S ラー調整、ドア S ラー格納/ 
展開、ドア=ラーヒーター、パワー 
ウインドウ（前席）、パワーウイン 
ドウ（禮席)、シート調整（助手席)、 
スイツチ照日月 
未使用 


22 30A 


23 

24 

吕已 30A 
吕巨2已 A 

27 

28 20A 

29 30A 

30 40A 


未使用 

シートヒーター 
サウンドシステム 
未使用 

ソフトトップ（カブ U オレ） 

シート調整（運輯席） 
エアコンディショナー送風フアン、 
を熱ヒーター 


ヒュースー覽 



ヒューズ番号/アンペア数/装置名 
1 30A :シート調整（助手席） 

2 30A :シート調整（運転席） 

3 7.已 A :ルームランプ、テレビ 

4 2日 A :燃料ポンプ 

已 ：未使巧 

6 :未使巧 

7 7.已 A : NECK PRO アクティブヘッドレスト 

8 7.已 A :盗難防止警報システム、コンビニエ 

ンス□ック、 U モートトランク1」 
1」ース 

日2已 A :盗難防止警報システム、コンビニエ 
ンス□ック、ルームランプ、バニ 
ティミラー照明、自動防眩機能、レ 
インセンサー、スイッチ照明、スラ 
イディングルーフ（クーペ） 

10 40A : U アデフオツガー 


※記載の巧容は、取扱説明書作成時点のわので、予告なく変更されることびあります。 
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吕3 4已 6 7 8 












サービス デー タ 


ヒュースー覽 


31 20 A :スターター、ステア U ング□ック 
3 吕 30 A :シートベルトフィーダ ー、 コンビニ 
エンス□ック、パワーウインドウ 
(後席）、スイッチ照明 

33 30 A :シートベルトフィーダー、コンビニ 
エンス□ック、パワーウインドウ 
(後席）、スイッチ照明 
シート調整（助手席） 

未使巧 

ラジオ、電話 
未使巧 
未使巧 

燃料ポンプ （CLK 63 AMG ) 

未使巧 

エアバッグシステム警告好、エアコ 
ンディショナ ー、 盗難防止警報シス 
テム、エアコンディショナー送風 
ファン、ドア□ックスイッチ、余熱 
ヒーター、非常点滅灯、リアデ 
フォッガー、パークト□ニック、 I 」 
アヘッドレスト、シートヒーター、 
リアブラインド（クーペ）、スイッ 
チ照日月 

42 7.已 A :エアバッグシステム警告灯、メー 
夕 ーパネル 


34 3UA 
3已 

3巨 ISA 

37 

38 

3呂 40 A 

40 

411円 A 


ヒューズボックス3 
(エンジン ルーム 内） 


ヒューズ番号/アンペア数/装置名 


已 6已 A 
已 7 已 A 

已8 


: A 巨 S、ESP 

:セントラル □ツ キングシステム、 
ESP 、 スターター 
:未使用 


43 

44 
4已 

4居 
47 


48 
4白 

50 

51 


52 
已3 
已4 
已已 


1己 A :ホーン 
:未使用 

7.已 A :エアバッグシステム警告灯、エア 
バッグコント□ールユニット 
40 A : ワイパー 

ISA :ライター、グ□ーブボックスラン 
プ、アームレスト下部のル物入れ 
のランプ 

ISA :エンジンエレクト□ニクス 

7.已 A :エアバッグシステム警告灯、エア 
バッグコント□ールユニット 

已 A :スイッチ照日月 

7.已 A :エアコンディショナー、エンジン 
フアン、を熱ヒーター、へッドラン 
プ照射角度調整 


已9己 0 A 

60 40 A 

61 

62 己 A 
63 己 A 


64 1己 A 


6已 40 A 


: A 己 S、ESP 

: ABS 、 ブレーキ ランプ、 ESP 
:未使用 

: A 巨 S 、 診聯ソケット、 ESP 、□— 
ビーム 

:ヘッドランプウォッシャー、 □— 
ビーム、ドアミラー調整、ドアミ 
ラー格納/展開 

:マルチファンクシヨンコント □— 
ラー、ナビゲーシヨンシステム、ラ 
ジオ 

:オプション 


(2004-05-04 - A 209已4己]已 00) 


20 A : スターター 

1已 A または2已 A :エンジンエレクト□ニクス 
ISA :エンジンエレクト□ニクス 
7.已 A : ESP 、 トランス S ッシヨンエレク 
卜□ニクス 


I 知言哉 

仕様/装備などの違いにより、装 
備されているヒューズが異なるこ 
J とがありまず。 


※記載の内容は、取扱説明書作成時点のをので、予告なく変更されることびあります。 


9-7 








サービスデータ 


■ I I II I III 


オイル-液類 


必ずダイムラー社の純正品または指定詳し<は指定サービスエ場におたずね 
品のみを使用して < ださい。 < ださい。 


油脂類 

車種 

容量り） 

指定品目 

備考 

エンジンオイル 

CLK 200 

約己.己 

承認オイル 

オイルフィルター分を含む 

CLK 3已〇 

約8.日 

CLK 63 AMG 

約8.谷 

ディファレンシャル 
オイル 

全車 

— 

承認オイル 

八イポイドギアオイル 
SAE9 日、谷曰 W 白日 

パワーステアリング 

オイル 

全車 

— 

純正パつーステア 
リングオイル 

専用オイル 

ブレーキ液 

全車 

— 

純正 ブレーキ 液 

DOT 4規格 


※記載の内容は、取扱説明書作成時点のをので、予告なく変更されることびあります。 
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サービス デー タ 


I III I III ■ 


油脂類 

車種 

容量 （む 

指定品目 

備考 

ちま P 水 

CLK 200 

約8.日 

純正不凍液 

水に純正不凍液を混ぜて使用。 
濃度に；主意 （8-8) 

CLK 3已〇 

約 7'] 

CLK 巨3 AMG 

約] 0.9 

ウォッシャー液 

全車 

約巨.日 

純正ウインドウ 
ウォッシャー液 
を用、夏用 

水と純正ウインドウ 
ウォッシャー液を 
混ぜて使用 

バッテリー 

全車 


1 2 V / 1日日 Ah 

エンジンルーム内に装備 

エアコンデイ 
シヨナー冷媒 

全車 


R 134 a 

R -1 2を使用しないこと 

燃料 

全車 

約目2.日 

無鉛プレ S アム 
ガソリン 

警告灯点灯時の残量 
約8.□占 

(CLK 已3 AMG は約] 2.0 占） 


※記載の内容は、取扱説明書作成時点のもので、予告なく変更されることびあります。 
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サービスデータ 


オイル-液類 


ま意！ 

•才ートマチックトランス云ッ 
ションオイルの交換について 
は別冊「整備手帳」をご覧く 
ださい。 

•才ートマチックトランス云ッ 
ションオイルは専用品のみを使 
用して < ださし、。 

• オートマチックトランス云ッ 
ションオイルの漏れを見つけた 
り、トランスミッションの作動 
に異苗を感じたとをは、指定 
サービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 


-燃料は無鉛プレ云アムガソリン 
を使用してください。 

-指定 LU がの燃料（高濃度アル 
コール含有燃料など）を使用ず 
ると、燃料系部品の腐をや損傷 
などによりエンジンび故障した 
り、火災び発生ずるおそれびあ 
りまず。 

-指を Li (がの燃料（高濃度アル 
コール含有燃料など）を使用し 
て、故障び発生した場合はイ呆証 
の適用外となりますので、ご了 
承くださし、。 


9-10 




サービスデータ 


タイヤとホイール 


タイヤとホイール 


標準 タイヤ 


車種 

タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

CLK 200 

前輪 225 /45 R ]7 
後輪 24 已 / 40 R 1 7 

前輪 7.5 JX 17 
後輪 8.5 JX 17 

前輪 36 mm 
後輪 30 mm 

CLK 200 スポーツパッケージ 

fuli 225/40 R 18 
後輪 2 已己/ 3 己 R ] 8 

前輪 7 .已 JX ] 谷 
後輪 8.5 JX 18 

前輪 36 mm 
後輪 30 mm 

CLK 吕曰〇 

fuli 22 己/ 4 曰 R ] 7 
後輪 24 己/ 40 R 1 7 

前輪 7.5 JX 17 
後輪 8.5 JX 17 

前輪 36 mm 
後輪 30 mm 

CLK 3 已〇 AMG スポーツパッケージ 

前輪 225/40 R 18 
後輪 2 已己/ 3 己 R ] 8 

前輪 7 .己」 X ] 谷 
後輪 8.5 JX 18 

前輪 37 mm 
後輪 30 mm 

CLK 巨 3 AMG 

前輪 22 已 /40 R 18 
後輪 2 已 5 / 3 曰 R ] 8 

前輪 8 .日」 X ] 谷 
後輪 8 .已 JX ] 谷 

前輪 34 mm 
後輪 30 mm 


注意！ I • タイヤ□ーテーシヨンは行なわ 

. 標準タイヤにはスノー チエー ン I ないでくださし、。 

を装着しないでくださし、。 


《記載の内容は、取扱説明書作成時点のわので、予告なく変更されることびあります。 


9-11 



















サービスデータ 


ホイール 


[応急用スペアタイヤ* 


車種 

タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

空気圧 

CLK 200 

T ] 2曰 / 90 R 1 6 

吕.已己 X ] 巨 

1 7 mm 

4.2 ba 「 / 60 psi / 
420 kpa 

CLK 200スポーツパッケージ 

CLK 3已〇 

CLK 3曰日 AMG スポーツパッケージ 

T ] 2己 / 谷 OR ] 7 

吕.已巨 X ] 7 

1 7 mm 

4.2 ba 「 / 60 psi / 
420 kpa 


注意！ 

応急用スペアタイヤにはスノー 
チェーンを装着しないで<ださい。 


知識 

CLK 63 AMG は、タイヤフイッ 
卜でタイヤを修理します（7-21)。 


※記載の内容は、取扱説明書作成時点のちので、予告なく変更されることがあります。 
* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります。 
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サービス デー タ 


タイヤとホイール 


[ウインター タイヤ 


車種 

タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

CLK 200 

CLK 200 スポーツパッケージ 

CLK 吕曰〇 

22 已 / 4 曰 R ] 7 M+S 

7 .已」 X ] 7 

36 mm 

CLK 3 已〇 AMG スポーツパッケージ 

22 已 / 4 曰 R ] 7 M+S 

7 .已」 X ] 7 

37 mm 

22 已 / 40 R 1 8 M+S 

7.5 JX 18 

37 mm 

CLK 63 AMG 

22 已 / 40 R 1 8 M+S 

8.0 JX 18 

34 mm 

ま意！ 

ウィンタータイヤのサイズはダイ 
ムラー社び指定ずるちので、日本 
国内で発売されているスタッドレ 
スタイヤは、表記のサイズに対応 

知識 •ウィンタータイヤやスノー 

. スノーチェーンはウィンタータ チェーンについては' 指定サー 

イヤの後輪に装着することびで ビ^ェ场におたがね<ださし、 

さまず。 


していないことびあります。 


《記載の内容は、取扱説明書作成時点のわので、予告なく変更されることびあります。 
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サービスデータ 


積載巧物の制限重量 


積載荷物の制限重量 


車種 

ルー フ（クーぺ） 

トランク 

全車 

10 Ok 呂 

100 kg 


知識 

ルーフの 制限重量には、 ルーフ 
ラックやアタッチ;/ントの 重量 も 
含まれまず。 


ま意！ 

ソフトトップには荷物を積載する 
ことはでさません（カブ U オレ）。 


※記載の内容は、取扱説明書作成時点のをので、予告なく変更されることびあります。 
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故障/警告メッセージ 



1 0-2 トラブルの原因と対応 10-14 


10-1 




こんなとさは 


故障/警告メツセージ 


故障/警告メッセージ 


車の機能やシステムに故障や異南び発 
生すると、マルチフアンクシヨンデイ 
スプレイに警告やミ主意、対応方法など 
び表示されます。 

知識 

-故障/警告メッセージによって 
は警告音び鳴ることびありま 
す。また、重要度の高いメッセ 
ージは、赤色で表おされます。 

-重要度の低いメッセージは、数 
秒後に自動的に消えます。 

• ステア1」ングの MBI liHI や 
0区3、または U セットボタ 
ン （3-7 吕）を押ずと、メッセ 
ージび消え、故障内容び記憶さ 
れます。 

-重要度の高いメッセージは、 
故障や異萬び解消するまで、 
メッセージび消えない場合び 
あります。 


ま意！ 

• 走行ずる前にエンジンスイッチ 
を吕の位置にして、メーターパ 
ネルの表示好/警告灯び点 I灯 
し、マルチフアンクシヨンデイ 
スプレイび表示されることをお 
ず確認してください。 

• メーターパネルやマルチフアン 
クシヨンディスプレイび故障し 
た場合は、表おI 灯/警告灯や故 
障/警告メッセージび表示され 
ません。車両操縦性などに悪影 
響をおよぼずよラな故障や異萬 
び発生した場合は内容び確認で 
をないため、ただちに指定サー 
ビスエ場に連絡してくださし、。 

-表示される故障や異萬は、一部 
の限られた装備についてであ 
り、また表示される内容ち限ら 
れています。この故障表示の機 
能は運転ちを支援する装置で 
す。発生した故障に対処して車 
のま全性を維持する責任は運転 
者にありまず。 


-点検整備や修理などは、必要な 
専門知識と専用工具を備えた指 
定サービスエ場で行なラことを 
お勧めします。 

特にを全に関わる整備について 
は、必ず指定サービスエ場で点 
検整備や修理を行なつてくださ 
し、不適切な作業を行なラと、 
事故や故障の原因になります。 

&記載の故障/警告メッセージは、取扱説 
巧書作成時点の6のです。マルチファン 
クションディスプレイの表記などは、モ 
告なく変更-追加されることびあ0ます。 
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こんなとさは 


故障/警告メツセージ ■ 


文字メッセージ 


ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状 

対応 

ABS 

ABS 卜 ESP 
] ショウ 

A 事故のおそれがあります 

故障のため、 A 日 S と ESP の機能び辭除されて 
し、る。同時に己 AS の機能も解除されている。 
上記の機能は作動しないび、ブレーキは通常通 
り作動する。 

► 十分ミ主意して走行してください。 

► ただちに指定サービスエ場で点検を受けてください。 

ESP 

ショウテ。巧セン！ 

にユアルヲサンショウ 

A 事故のおそれがあります 

システムの自己 i を削び完了していないなどのた 
め、一時的に ESP の機能び解除されている。 

A 巨 S は作動ずる。 

ESP は作動しないび、ブレーキは通常通り作動 
ずる。 

► 約吕 Okm/hUU： の速度で短い距離を走巧してください。 
メッセージび消えれば、 ESP は作動でさる状態になります。 



A 事故のおそれがあります 

電圧低下のため、 ESP の機能び解除されている。 
同時に巨 AS の機能わ辭除されている。 

バッテ U —び充電されていない可能性びある。 

A 巨 S は作動する。 

ESP は作動しないび、ブレーキは通常通り作動 
ずる。 

► 十分注意して走行してください。 

► ただちに指定サービスエ場で点検を受けてください。 
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こんなとさは 


故障/警告メツセージ 


ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状 

対応 

ESP 

ESP 

] ショウ 

A 事故のおそれがあります 

故障のため、 ESP の機能び辭除されている。同 
時に巨 AS の機能ち解除されている。 

ESP は作動しないび、ブレーキは通常通り作 
動ずる。 

► 十分注意して走行してください。 

► ただちに指定サービスエ場で点検を受けてください。 

トランスミッション 

シテイノ]ウシ''ヨウテ'' 

テンケン！ 

トランス=ッションの作動び制限されている。 

► 十分注意して走行してください。 

► ただちに指定サービスエ場で点検を賣けてください。 



ーターパネルのシフト位置表示に" F " び表 
示され、オートマチックトランスミッション 

の変速びでさない。 

► 周囲の状況にミち意しなびら、安全な場所に停車してください。 

► 状況を問わず、走巧しないでください。 

► 最寄りの指定サービスエ場に連絡してください。 

夕仆クウキアツ 

タイト3テンケン 
シテクタ''サイ！ 

タイヤ空気圧警告システムび、タイヤからの 
急激な空気漏れを検知した。 

► 周囲の状況に注意しなびら、急八ンドルや急ブレーキを避 
けて停車してください。 

► タイヤを点検してくださし、。 

► タイヤ空気圧を点検し、必要であればタイヤ空気圧を適正 
にして < ださし、。 

► 必要であれば該当ずるタイヤを交撰するか、タイヤを修理 
してください （7-1 1、吕1)。 

► 標準タイヤに交換した後、タイヤ空気圧警告システムを再起 
動してください（4-7)。 


10-4 










こんなとさは 


故障/警告メツセージ ■ 


ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状 

対応 

夕仆ヲテンケン 

ソノ ： r 

タイトクウキアツ 
ケイ]クシステム 
サイ外。ウ 

タイヤ空気圧警告システムの警告び行なわ 

れた。 

► ずべてのタイヤの空気圧び適正であることを確認してくだ 
さし、。 

► タイヤ空気圧警告システムを再起動してください（4-7)。 

夕仆クウキアツ 
ヶイ]クシステム 

] ショウ 

故障のため、タイヤ空気圧警告システムの機 
能び辭除されている。 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 

SRS 

SRS システム 
シテイノ]ウグヨウテ’' 

テンケン！ 

柔員保護装置び故障している。 

► ただちに指定サービスエ場に連絡してください。 

スヒ。-ド 
リミッタ- 

] ショウ 

クルーズコント□ールまたは可変スピード U 
ミッターび故障している。 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 

クル-ス " 

] ン怔 -) レ 


クルーズコント□ールの作動条件に合わない 
状態で、クルーズコント□ールを作動させよ 

うとした。 

► 約 30 km/h し:^上の速度で走行し、クルーズコント□ールを 
設定してください。 

または 

► クルーズコント□-ルの作動条件を確認してください （5- 

44)。 
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こんなとさは 


故障/警告メツセージ 


G イラストメッセージ 


ディスプレイ表示 

ちえ5れる原因および症状 

対応 



トランクび開し)たまま走行している。 

► トランクを閉じてください。 



A 事故のおそれがあります 

盗難防止警報システム装備車： 

ボンネットび完全に閉じていない状態で走行し 
ている。 

► 周囲の状況に注意しなびら、安全な場所に停車してくだ 
さし、。 

► ボンネットを確実に閉じてください。 



ドアび完全に開じていない状態で走行して 
し)る。 

► ドアを閉じてください。 

nn 


ラジェターの冷却ファンび故障している可能 
性びある。 

► 冷却水温度を点検してください。 

► 最寄りの指定サービスエ場に連絡してください。 


10-6 














こんなとさは 


故障/警告メツセージ ■ 


ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状 

対応 

■Ml 


L ソ下の原因により、バッテリーび充電されて 

いない。 

• オルタネーターの故障 
• V ベルトの切断 

► 周囲の状況に注意しなびら、ただちに停車してください。 

► v ベルトを点検して < ださい。 

V ベルトが切れているとさ 

► 走行しないでください。 

► 最寄りの指定サービスエ場に連絡してください。 

V ベルトが損傷していないとき 

► ただちに最寄りの指定ヴービスエ場で点検を受けてくだ 

さし、。 



バッテ U —に異常びある。 

► 指定サービスエ堤でバッテ1」一の点検を受けてくださし、。 


テ'' ンアツテイカ 

A '' ッテリ-グユ巧'‘ン 

バッテ U —の電圧び低下している。 

► エンジンを始動してください。 


テ'' ンアツテイカ 
ドンソウヒンヲ 
オフ 

バッテ1」一の電圧び低下している。 

► 必要のない電気装備を停止してください。 
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こんなとさは 


故障/警告メツセージ 


ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状 

対応 

iH 

T レ-り r ッド7モウ 

ブレーキパッドの摩耗び限界に達している。 

► すみやかに指をサービスエ場でブレーキパッドを交換して 
<ださい。 

画 

T レ-キオイル 
レへ、、)レ 
テンケン 

A 事故のおそれがあります 

1」ヴーブタンクのブレーキ液量び不足して 
し)る。 

► 周囲の状況に注意しなびら、すみやかに安全な場所に停車 
してください。 

► 状況を問わず、走巧しないでください。 

► 最寄りの指定サービスエ場に連絡してください。 

► ブレーキ液を補給しないでください。ブレーキ液を補給し 
てち問題は解消しません。 

圆 

/ r - キングアレ-キ 

パーキングブレーキを解除しないで走行し 

► パーキングブレーキを解除して<ださい。 

カイシ'‘ヨシテクタ"サイ！ 

ている。 



10-8 










ディスプレイ表示 


考え6れる原因および症状 


Ra 


レイキトクスイ 
テイ外シテ、 

Iングンヲテイシ! 


冷却水の湿度び高すざる。 


Vベルトび切れている可能性びある。 


こんなとさは 


故障/警告メツセージ ■ 


対応 

► 周囲の状況に注意しなびら、安全な場所に停車してくださし)。 
► エンジンを停止してください。 

► メッセージび消えてからエンジンを始動して<ださい。メッ 
セージび消えるまで待たないと、エンジンを損傷するおそれ 
びあります。 

► 冷却水温度計 （3-7 己） で;令却水温度を点検して<ださし、。 

► 冷却水温度び再び上昇する場合は、ただちに指定サービスエ 
場で点検を壁けてください。 

► 周囲の状況に注意しなびら、安全な場所に停車してくださし)。 
► エンジンを停止してください。 

► V ベルトを点検して < ださい。 

V ベルトが切れているとを 

► 走行しないで < ださい。 

► 最寄りの指定サービスエ場に連絡してください。 

V ベルトが損傷していないとを 

► ッセージび消えない堤合はエンジンを始動しないで < だ 
さい。エンジンを損傷ずるおそれびありまず。 
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10-9 






こんなとさは 


故障/警告メツセージ 


ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状 

|»1 

レイキャクスイ 
ホグユウ 

にユアルヲサンショウ 

冷却水量び不足している。 


ヒダリ□-ピ-ム 1) 

左へッドランプ(□—ビーム)び切れている。 


アクティ]''ラ仆システム 
] ショウ 

アクティブライトシステムび故障している。 


才-トラ仆 
] ショウ 

ランプセンサーび故障している。自動的にラ 
ンプび点灯する。 


ラ仆ヲ 
ケシテクタ''サイ！ 

車外ランプを消口しないでエンジンスイッチ 
からキーを损を、運転席ドアを開いた。 


ラ仆3わ 
巧 A キ-ヲ 
ヌイテクタ"サイ！ 

ランプスイッチび四 a の位置でランプび自動 
的に点灯しているときに、エンジンスイッチ 
を〇の位置に戻し、キーを抜かずに運転席ド 
アを開いた。 

阻 

エア如-ナ 
] 如ン 

エンジンエアフィルターの交換時期になって 

し)る。 


1) 他のランプび切れたとさは、この例■(がのメッセージび表示されまず。 
車がランプいずれかに異常び発生ずると、その箇所と対応び表示されます。 


10-10 


対応 

► 補給時のミ主意を参照しなびら、冷却水を補給してください 

(8-7)。 

► 通常より頻繁に冷却水を補給している堤合は、指定サービス 
工場で;令却システムの点検を受けてください。 

► 指定サービスエ場でランプを交換してください。 

► 指定サービスエ場で点横を受けてください。 


►マルチフアンクシヨンディスプレイの各種設定で、ランプ 
を手動点なに切り誓えてください（4-30)。 

► ランプスイッチでランプを点灯/消口してくださし、。 

► ランプスイッチを匿■の位置にしてください。 


► ランプスイッチを D の位置にして<ださい。 
► キーを损いてください。 


► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 










こんなとさは 


故障/警告メツセージ ■ 


ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状 

対応 


キ助ノサイニ 
オイルレへ"ルテンケン 

エンジンオイル量び限巧まで下びっている。 

► エンジンオイル量を点検し、必要であれば補給してくださ 

い （8 -日、10)。 

► 通常より頻繁にエンジンオイルを補給している場合は、指 
定サービスエ場で、エンジンからオイルび漏れていないか 

点検を受けてください。 

回 

テ''イス T レイ ] ショウ 
シテイノ ] ウシ'‘ョウテ'' 

テンケン！ 

1つ政上の電気システムびマルチフアンクシ 
ヨンディスプレイに情報を表示できない状態 
になっている。じ(下のシステムび故障してい 
る可能性びある。 

-冷却か温度計 
• タコ y —ター 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 


キ -3 

] ウカンシテクタ''サイ！ 

キーび機能しなくなっている。 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 

四 

ネンリョウ 

わたシテクタ''サイ 

燃料の鶏量びかなくなっている。 

► 最寄りのガソ U ンスタンドで給油してください。 

四 

ウォッ外 I キ 
ホ'/ユウ 'ンテクタ''サイ 

U ヴーブタンクのウォッシャー液量び最低レ 
ベルまで減っている。 

► ウォッシャー液を補給してください （8-1 己）。 
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10-11 














こんなとさは 


故障/警告メッセージ 
I イラストメッセージ（カブリオレ）」 



10-12 


















こんなとさは 


故障/警告メツセージ ■ 


ディスプレイ表示 

考え6れる原因および症状 

対応 


ソ7トトツ了 
テイシチュウノミ 
ソウ抽ノ巧''ス 

走行速度び約 30 km / h じ(上のときにソフトト 
ップを開閉しよラとしている。 

► 安全な場所に停車してから、ソフトトップスイッチを操作 
して < ださい。 


ソフトトツ了が‘财''リ7ス 

油圧装置の圧力び低下し、開閉中のソフトト 
ップび倒れ込もラとしている。 

► ソフトトップを完全に開閉してください。 


ソフトトツ了 

M - ry / WD-T 

ソフトトップの開閉操作び完了していない状 
態で走行を開始した。 

►ソフトトップスイッチを操作して、マルチフアンクション 
ディスプレイの表示び消えるまで、ソフトトップを完全に 
閉じるか、完全に開いてくださし、。 


ソ7トトが 
サドゥチュゥ 

バッテ U —の電圧び低すぎる。 

► エンジンを始動して<ださい。 


ォマチクタ。サイ！ 

ソフトトップの開閉操作び何度ち繰り返され 
たため、安全のためにソフトトップの開閉機 
能び一時的に停止した。 

► 約10分間待ってください。機能び復帰することびあります。 

► エンジンスイッチを 0 の位置にしてから、吕の位置にずるか、 
エンジンを始動してください。 

►再度、ソフトトップスイッチを操作してください。 

► ソフトトップび開閉しないときは、指定サービスエ場で点 
検を受けて < ださい。 
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10-13 






こんなとさは 


トラブルの原因と対応 


トラブルの原因と対応 


G スイッチやボタンの表示な/警告01 


トラブル 

考え 5 れる原因および症が 

巧応 

シートヒータースイッチ*の表示灯び 

点滅している。 

多くの電気装備び使用されているために電圧 
び低下し、シートヒーター*び自動的に停止 
している。 

► 必要のない電気装備を停止してください。 

電圧び回復ずると、シートヒーターは自動的に作動を開始 
します。 

エアコンデイシヨナーの AC スイッチ 

を押してち、表示灯び点灯しなかつ 
たり、点滅ずる。 

エアコンデイシヨナーの AC スイッチ 

を押して右、除湿/冷房されない。 

エアコンデイシヨナーの冷媒び不足している。 

► 指定サービスエ場でエアコンディショナーの点検を費けて 
ください。 

U アデフォッガースイッチの表示灯び 

点滅している。 

リアデフォッガーび短時間で停止ず 
る。または作動しない。 

多くの電気装備び使用されているために電圧 
び低下している。 

► 必要のない電気装備を停止してください。 

電圧び回復ずると、 U アデフォッガーは自動的に作動を開 
始しまず。 


* オフシヨンまたは仕様により装備び異なります 


10-14 









こんなとさは 


トラブルの原因と対応 ■ 


トラブル 

考え 6 れる原因および症状 

対応 

CLK 巨3 AMG : 

センターコンソールの助手席エアバッ 
グオフ表示灯び点灯している。 

助手席にセンサー付さ純正チヤイルドセーフ 
ティシートび装着されているため、助手席エ 
アバッグび作動しない状態になっている。 



A けがのおそれがあ0ます 

助手席にセンサー付さ純正チヤイルドセーフ 
ティシートび装着されていない場合は、チヤイ 
ルドセーフティシート検知システムび故障し 
ている。 

► 助手席のシート座面に _ urF のをのを置いているとさは取り 
除いて < ださい。 

•パソコン 
-携帯電話 

•磁気カードやにカード 

電子機器やカードを取り除いてち助手席エアバッグオフ表お 
なが点灯する 

► 指定サービスエ場でチャイルドセーフティシート検知シス 
テムの点検を受けて<ださい。 

CLK 63 AMG を除く車種： 

センターコンソールの助手席エアバッ 
グオフ表示口び一時的に点なする。 

A けがのおそれがあ0ます 

チヤイルドセーフティシート検知システムを 
装備していないため、センサー付き純正チヤ 
イルドシートを装着してち、助手席エアバッ 
グび作動ずる状態になっている。 

►チャイルドセーフティシートを後席に装着してください。 
やむを得ず助手席に装着ずるとをは、前向さで使用し、助 
手席シートの位置をちっとも後ろの位置にしてください。 


10 


10-15 





こんなとさは 


トラブルの原因と対応 


[メ—夕-パネルの表示な/警告灯] 


トラブル 

考え5れる原因および症が 

対応 

エンジンびかかってい 

るときに黄をの ABS 

警告灯び点灯ずる。 

A 事故のおそれがあります 

故障のため、 A 日 S の機能び辭除されている。 
同時に ESP と巨 AS の機能も解除されている。 
ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は 
作動しないため、急ブレーキ時などにタイヤ 
び□ックする可能性びある。 

► 十分注意して走行してください。 

► マルチフアンクションディスプレイの故障/警告メッセー 
ジに従って < ださし、。 

► すみやかに指定サービスエ場で点検を受けてください。 


A 事故のおそれがありまず 

電圧低下のため、 ABS の機能び解除されてい 
る。バッテリーび充電されていない可能性び 

^5る。 

同時に ESP と巨 AS の機能も辭除されている。 
ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は 
作動しないため、急ブレーキ時などにタイヤ 
び□ックする可能性びある。 

► 必要のない電気装備を停止してください。 

電圧び回僵ずると、 A 巨 S は作動でさる状態になりまず。 


* オフシヨンまたは仕様により装備び異なります 


10-16 







〇 

〇 


SRS 


こんなとさは 


トラブルの原因と対応 ■ 


トラブル 

考え 5 れる原因および症状 

対応 

走行中に黄色の ESP 表 
お口び点滅する。 

A 事故のおそれがあります 

タイヤびグ U ップを失いかけているか車び横 
滑りをしているため、 ESP または A 巨 S 、 トラ 
クションコント□—ルび作動している。 

► 発進ずると舌は、アクセルペダルを必要 U (上に踏み込まな 
いで < ださい。 

► 走行中はアクセルペダルをゆるめてください。 

► 路面と天候の状態に合わせて運輯してください。 

► ESP の機能を辭除しないでください（雪道などでの走行を 
除<)。 

エンジンびかかってい 
るとをに黄色の ESP 表 
お灯び点なずる。 

A 事故のおそれがありまず 

ESP の機能び解除されている。 

車び横滑りしたとさや車輪び空転したとさに、 
車両操縦性や走行安定性を確保ずることびで 
さない。 

► ESP を待機状態にしてください（雪道などでの走行を除く）。 

► 路面と天候の状態に合わせて運転してください。 

エンジンびかかってい 
るとさに赤色のエアバ 
ッグシステム警告なび 
点灯ずる。 

A けがのおそれがあ0まず 

棄員保護装置に異常びある。エアバッグやシ 
ートベルトテンショナーび不意に作動したり、 
事故のとさに作動しない可能性びある。 

► ただちに指定サービスエ場で点検を受けて<ださい。 


10 


10-17 






こんなとさは 


トラブルの原因と対応 


トラスレ 

考え 5 れる原因および症状 

対応 

画 

走行中にホ色のブレー 
キ警告灯び点灯し、警 
告音ち聞こえる。 

パーキングブレーキを解除しないで走行して 
し、る。 

► パーキングブレーキを解除して<ださい。 


エンジンびかかってい 
るとさにホ色のブレー 
キ警告灯び点灯ずる。 

A 事故のおそれがあります 

U ヴーブタンクのブレーキ液量び不足して 
し)る。 

► 状況を問わず、走巧しないでください 
► ただちに指定サービスエ場に連絡してください。 

► マルチファンクションディスプレイの故障/警告メッセージ 
(10-8) に従ってください。 

►状況を問わず、ブレーキ液を補給しないで<ださい。ブレ 
ーキ液を補給してち問題は解消しません。 

エンジンびかかってい 
BRIm るときにホをの;令却水 
量-冷却水温度警告な 
び点灯ずる。 

IJ ザーブタンクの冷却水量び不足している。 
冷却水の温度び高すざて、エンジンび十分に 
冷却されていない。 

► 周囲の状況に注意しなびら、安全な場所に停車してください。 

► エンジンと冷却水を冷やしてください。 

► エンジンと冷却水び冷えてから冷却水量を点検し、不足し 
ている場合は、補給時の注意を参照しなびら、冷却かを補 
給して < ださし、。 

► 通常より頻繁に冷却水を補給している堤合は、指定サービ 
スエ場で点検を費けてください。 


冷却水量び正常なとさは、冷却ファンび故障 
している可能性びある。 

冷却水の温度び高ずぎて、エンジンび十分に 
冷却されていない。 

► 最害りの指定サービスエ場に連絡してください。 
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こんなとさは 


トラブルの原因と対応 ■ 


トラブル 

考え5れる原因および症状 

対応 

エンジンびかかってい 

るときに跪のを却水 
量-冷却水温度警告灯 
び点灯し、警告音ち鳴 

っている。 

U ヴーブタンクのを却水量び不足している。 

;令却水温度び約120むを超えている。 
エンジンび十分に冷却されないため、エンジ 
ンを厦傷ずるおそれびある。 

► 周囲の状況に注意しなびら、を全な場所に停車してください。 

► エンジンと冷却水を冷やしてください。 

► エンジンと冷却水び冷えてから冷却水量を点検し、不足し 
ている場合は、補給時の注意を参照しなびら、冷却水を補 
給してくださし、。 

► 通常より頻繁に冷却水を補給している場合は、指定サービ 
スエ場で点検を受けてください。 

エンジンびかかってい 
BUm るときにホをの冷却水 
量-:令却水温度警告灯 
び点灯し、警告音わ鳴 

っている。 

;令却水量び正常なとさは、冷却ファンび故障 
している可能性びある。また、冷却水温度び 
約12ぴ仁を超えている。 

エンジンび十分に;令却されないため、エンジ 
ンを損傷するおそれびある。 

► 状況を問わず、走巧しないで<ださい。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

HRPH エンジンびかかってい 
HSUl るときに能のエンジ 
ン酷灯び点なずる。 

LU 下に異常びある可能性びある。 

• エンジン制御システム 
-燃料噴射システム 
•排気システム 
• イグニッションシステム 
排出ガスの成分び基準値を超えたために、エ 
ンジンびエマージェンシーモードになってい 
る可能性びある。 

► ずみやかに指定サービスエ場で点検を受けてください。 
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こんなとさは 


トラブルの原因と対応 


トラブル 

奪え 5 れる原因および症が 

ドアを閉じてエンジン 
を始動ずると、赤色の 
シ-トベルト警告なび 
点灯ずる。 

A けがのおそれがあ 0 ます 

運転席または助手席の栗員びシートベルトを 
着用していない。 


A けがのおそれがあ 0 まず 

助手席シートの上に荷物を置いている。 

赤色のシートベルト警 
告灯び庶威し、警告音 
ち鳴る。 

A けがのおそれがあ 0 まず 

運転席または助手席の乗員びシートベルトを 
着用していない状態で走巧し、速度び約 

2已 km / h を超えた。 


A けがのおそれがあ 0 まず 

助手席シートの上に荷物を置いた状態で走行 
し、速度び約吕已 km / h を超えた。 

エンジンびかかってい 
BSI るときに黄を脚燃料残 
量酷灯び点なする。 

燃料の残量びかなくなっている。 


10-20 


対応 


► シートベルトを着用してくださし1。 
シートベルト警告灯び消灯します。 


► 助手席シートの上に置いてある荷物を、別の場所に確実に 
固定してください。 

シートベルト警告なび消灯します。 

► シートベルトを着用してください。 

シートベルト警告灯■び消灯し、警告音ち鳴り止みまず。 


► 安全な場所に停車してから、助手席シートの上に置いてあ 
る荷物を、別の場所に確実に固定してください。 

シートベルト警告灯び消灯し、警告音ち鳴り止みまず。 

► 最寄りのガソ1」ンスタンドで給油して < ださい。 





表示灯/警告灯（カブリオレ) 


考え6れる原因および症状 


トラブル 



エンジンびかかってい 
るとさに黄色の□ール 
バー警告灯び点滅また 
は点灯する。 


A けがのおそれがあ0ます 

オートマテイック□ールバーび作動でさない 
状態になっている。 


こんなとさは 


トラプルの原因と対応 


対応 

► 才ートマティックロールバーを手動で上げてください（吕- 

26 )。 

► 指定サービスエ場でオートマティック□ールバーの点検を 
費けてくださし、。 
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こんなとさは 


トラブルの原因と対応 


L 警告音 


トラブル 

考え 5 れる原因および症が 

対応 

盗難防止警報び作動した。 

盗難防止警報システムび待機状態のとさに、 
運転席ドア、またはトランクをエマージェン 
シーキーで解錠して開いた。 

盗難防止警報システムび待機状態のとさに、 
車内からドアを辭錠して開くか、ボンネット 
の□ックを解除した。 

► キーのいずれかのボタンを巧して<ださい。 

または 

► エンジンスイッチにキーを差し込んでください。 

警告音び鳴った。 

マルチフアンクションディスプレイに故障/警 
告メッセージび表示されている。 

► 故障/警告メッセージをご覧ください （10-2 〜13)。 


パーキングブレーキを解除しないで走行して 
し、る。 

► パーキングブレーキを解除して<ださい。 


車外ランプを消：〇しないでエンジンスイッチ 
からキーを抜を、運転席ドアを開いた。 

► ランプスイッチを■■の位置にしてください。 

エンジンスイツチを吕の位置にした 
とさに警告音び鳴る。 

A けがのおそれがあ0まず 

運転席の乗員びシートベルトを着用してい 
なし、。 

► シートベルトを着用してください。 

速度び約2已 km/hL： ■(上になったと 
をに警告音び鳴る。 

A けがのおそれがあ0ます 

運転席または助手席の栗員びシートベルトを 
着用していない。 

► シートベルトを着用してください。 
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こんなとさは 


トラブルの原因と対応 ■ 


事故のとを 


トラブル 

考え6れる原因および症状 

対応 

燃料び漏れている。 

A 乂災や爆発のおそれがありまず 

燃料お給システム、または燃料タンクび損傷 
している。 

► ただちにエンジンを停止し、エンジンスイッチからキーを 
抜いてくださし、。 

► 状況を問わず、エンジンを始動しないで<ださい。 

漏れた燃料に弓 I 火したり、爆発するおそれびありまず。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

損傷の程度びわからない。 


► 指定サービスエ場に連絡してください。 

損傷箇所び見当たらない。 


► 通常通りエンジンを始動してください。 

運転席と助手席のへッドレストび前 
方に動いた。 

追突などの事故により 、 NECK PRO アクテ 
ィブヘッドレストび作動した。 

► NECK PRO アクティブヘッドレストをリセットしてください 

(3-1 日)。 
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10-23 







こんなとさは 


トラブルの原因と対応 


[ジ ートへ J レト 


トラブル 

ちえ 5 れる原因および症状 

対応 

シートベルトフイーダーび元の位置に 
戻らない。 

A けがのおそれびあ0ます 

シートベルトフイーダーに問題びある。 

► 手でシートベルトフイーダーを巧し込んでください。 

► 指定サービスエ場で点横を受けてください。 

手で巧し込んでち戻らないとさ 
► 走行しないでください。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 


G 燃料と燃料タンク 


トラブル 

考え 5 れる原因および症が 

対応 

燃料び漏れている。 

A 乂災や爆発のおそれげありまず 

燃料供給システム、または燃料タンクび損傷 
している。 

► ただちにエンジンを停止し、エンジンスイッチからキーを 
飯いて < ださい。 

► 状況を問わず、エンジンを始動しないで<ださい。 

漏れた燃料に引火したり、爆発するおそれびありまず。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

燃料給油フラップび開かない。 

燃料給油フラップび解錠されていない。 

► U モコン操作で解錠してください。 


燃料給油フラップの開閉機構に異常びある。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 
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こんなとさは 


トラブルの原因と対応 


エンジン 


トラブル 

考え 5 れる原因および症げ 

対応 

エンジンび始動しない。 

エンジンスイッチを 3 の位置にずると 
スターターモーターの音びずる。 

-エンジンの電気システムに異常びある可能 
性びある。 

-燃料供給に異常びある可能性びある。 

► エンジンを再始動する前に、エンジンスイッチを 0 の位置に 
戻してくださし、。 

► 再度、始動操作を行なってください （已 -4)。 

ただしエンジン始動操作を長時間何度右巧なラと、バッテリ 
一びあびるおそれびありまず。 

何度始動を試みてちエンジンが始動しないとさ 

► 指定サービスエ場に連絡してくださし、。 

エンジンび始動しない。 

エンジンスイッチを 3 の位置にしても 
スターターモーターの音びしない。 

バッテ U —びあびっているか、充電されていな 
いため、バッテリーの電圧び低下している。 

► 他車のバッテ IJ - を電源として始動してください （7-33)。 
エンジンが始動しないとさ 
► 指定サービスエ場に連絡してください。 

エンジンの回転び滑らかでなく、 ミス 
ファイアち起をている。 

エンジンの電気システム、またはエンジン制 
御システムに異常びある。 

► アクセルペダルを踏みずぎないで<ださい。 

► ただちに指定サービスエ場で点検を受けてください。 

触媒を損傷するおそれびあります。 

冷却水温度び約12□でを超えている。 
冷却水量-冷却水温度警告灯び点灯 
し、警告音を鳴っている。 

U ヴーブタンクの冷却水量び不足している。 
冷却水の温度び高すぎて、エンジンび十分に 
;令却されていない。 

► 周囲の状況に注意しなびら、安全な場所に停車して<ださい。 

► エンジンと冷却かを冷やしてくださし、。 

► エンジンと冷却水び冷えてから冷却水量を点検し、不足し 
ている場合は冷却水を補給してください （8-巨、7)。 


;令却水量び正常なとさは、を却ファンび故障 

している。 

;令却水の温度び高すざて、エンジンび十分に 
;令却されていない。 

► ;令却水温度び約] 20で政下のとをは、最寄りの指定サービ 
スエ場まで走行して点検を受けてください。 

► このとをは、山道での走巧などでエンジンに大さな負担を 
かけたり、発進と停止を繰り返すよラな運転は避けて<だ 
さし、。 
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10-25 







こんなとさは 


トラブルの原因と対応 

I 才ートマチックトランス S ッション I 

トラブル ちえ5れる原因および症状 

トランスミッションび正しく変速し トランスミッションオイルび減っている。 

なし、。 

加速性能び悪化している。 トランス=ッションに異常びある。 

トランスミッションび変速しない。 


10-26 


対応 


► ただちに指定サービスエ場でトランスミッションの点検を 
受けて < ださい。 

エマージェンシーモードにして、2速ギアと U バースギアで走 
巧でさる場合びあります。 

► 停車してください。 

► セレクターレバーを la に入れてください。 

► エンジンスイッチを〇の位置にしてください。 

►約10秒政上待ってから、エンジンを再始動します。 

► セレクターレパーを lO に入れます。 

2速ギアになります。 

または 

► セレクターレバーを13に入れます。 

U バースギアになります。 

► ただちに指定サービスエ場でトランスミッションの点検を 
受けて < ださい。 







こんなとさは 


トラブルの原因と対応 ■ 


パークト□ニック* 


トラブル 

考え 5 れる原因および症状 

対応 

パークト□ニックのホ色インジケータ 
一だけび点灯して約 2 秒間警告音び鳴 
った。 

約 20 秒後にパークト□ニックび解除 
され、パークト□ニックオフスイッチ 
の表示灯び点好した。 

パークト□ニックに異常びあり、機能び停止 
している。 

► トラブルび続くよラであれば、指定サービスエ場でパーク 
卜□ニックの点検を費けてください。 

パークト□ニックのホ色インジケータ 
一だけび点灯し、約 20 秒後にパーク 
卜□ニックび解除された。 

パークト□ニックセンサーび巧れているか、 
付着物などびある。 

► パークト□ニックセンサーを清掃してください（8-31)。 
►再度、エンジンスイッチを吕の位置にしてくださし、。 

外部の電波や超音波の干渉などにより、機能 
び停止している。 

► 場所を変えて、パークト□ニックの作動を確認してください 

ほ-已巨）。 
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* オプションまたは仕様により装備び異なります 


10-27 







こんなとさは 


トラブルの原因と対応 
I へッドランプ/ち向指示灯 


トラブル 

考え5れる原因および症が 

対応 

へッドランプまたはドアミラー方向指 
示灯の内側び曇っている。 

が気の湿度び高くなつている。 

►へッドランプを点灯して走行してください。 

しばらく走行すると、へッドランプ内側の曇りは取れます。 


へッドランプユニットやドアミラー方巧指示 
灯ユニットび密閉されていないため、ホ:分び 
侵入してし)る。 

► 指定サービスエ場でへッドランプやドア S ラーの点検を受 
けて < ださい。 


[ワイ パー 


トラブル 

考え 6 れる原因および症が 

巧応 

ワイパーび正しく作動しない。 

葉や雪など、ウインドウに障害になる物び付 
着している。 

ワイパーモーターの作動び停止している。 

► 安全のため、エンジンスイッチからキーを损いてください。 

► 障害物を取り除いてください。 

►再度、ワイパーを作動させてください。 

ワイパーび作動しない。 

ワイパーび故障している。 

► コンビネーションスイッチをまわして、別のモードを選択 
してください（已-30)。 

► 指定サービスエ場でワイパーの点検を受けてください。 


10-28 










こんなとさは 


トラブルの原因と対応 ■ 


ウインドウ 


トラブル 

考え 5 れる原因および症状 

対応 

ドアウインドウを閉じることびでさ 

なし、。 

A けびのおそれびあ0ます 

ドア巧部のガイドレールなどに障書になる物 
び挟まったり、詰まっている。 

► スイッチから手を放してくださし、。 

その位置からドアウインドウびかし開をまず。 

► ドアウインドウを開いて < ださし、。 

► 障善物を取り除いて < ださい。 

► ドアウインドウび閉じるまでスイッチを軽く引さまず。 

ドアウインドウに挟まれないよラに注意してください。 

ドアウインドウを閉じることびでさ 

なし、。 

A けがのおそれがあ0まず 

原因びわからない場合。 

ドアウインドウを閉じようとすると、操作び 
中斷される。 

► ドアウインドウび閉じないときは、一度スイッチから手を 

放し、すぐにスイッチを軽く弓 I き続けます。 

ウインドウに挟まれないよラに注意してください。 

ドアウインドウを閉じることびでさ 
なし、。 

A けびのおそれがあ0ます 

原因びわからない場合。 

ドアウインドウを自動で全開しよラとすると、 
ドアウインドウび少、し開いた状態で停止し、 
操作び中断される。 

► ドアウインドウび自動で全開しないとをは、すぐにスイッ 
チを軽く引さ続けます。 

挟み込み防止機能び働かない状態でウインドウび閉じます。 
ウインドウに挟まれないように注意してください。 

数秒後に、挟み込み防止機能び働く状態になりまず。 


5ラー 


ドアミラーび無理に前方/後方に曲 ► ドアミラー格納/展開スイッチ （3-67) を、ギアび聴みを 

げられた。 ラ音び聞こえるまで押します。 10 


10-29 










こんなとさは 


トラブルの原因と対応 




トラブル 

考え5れる原因および症が 

対応 

U モコン操作で解錠/施錠でをない。 

キーの電池び消耗している。 

► キーの先端を運転席のドア八ンドルに向け、至近距離から 
再度 U モコン操作をしてください。 

リモコン操作ができないとさ 

► エマージェンシーキーで運転席ドアを解錠/施錠してくだ 

さい（3-37、38)。 

►キーの電池を点検し、必要であれば交換してください （3- 

1 已)。 


キーび故障している。 

► エマージェンシーキーで運転席ドアを解錠/施歸してくだ 

さい（3-37、38)。 

► 指定ヴービスエ場でキーの点検を費けてください。 

キーのボタンを押してち表示 cr び点な 
しない。 

キーの電池び消耗している。 

► キーの電池を交換してください （3-1 已）。 

電池は指定サービスエ場で入手でさまず。 

キーを紛失した。 


► ただちに指定:サービスエ場に連絡してください。 

新しいキーの入手については、指定サービスエ場におたず 
ね < ださし、。 

► ただちに自動車保険舍社へキー紛失の事実を報告してくだ 

さい。 

► 必要であればキーシリンダーち交換してください。 


10-30 







こんなとさは 


トラブルの原因と対応 ■ 


トラブル 

考え 5 れる原因および症状 

対応 

エマージェンシーキーを紛失した。 


► ただちに指定サービスエ場に連糖してください。 

新しいキーの入手については、指をサービスエ場におたず 
ね < ださい。 

► ただちに自動車保険尝社へキー紛失の事実を報告してくだ 
さし、。 

► 必要であればキーシ1」ンダーち交換してください。 

エンジンスイッチびまねらない。 

エンジンスイッチからキーを抜かずに0の位 
置で長時間放置していた。 

► エンジンスイッチからキーを损さ、再度差してください。 

► バッテリーを点検し、必要であれば充電してください。 

► エンジンを始動してください。 


バッテ U —の電圧び低下している。 

► 必要のない電気装備を停止してから再度エンジンスイッチ 
をまねして < ださい。 

それでらエンジンスイッチがまわらないとさ 

► バッテリーを点検し、必要であれば充電してください。 

► 他車のバッテ U - を電源として始動してください（7-33)。 

または 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 


10 


10-31 





こんなとさは 


トラブルの原因と対応 


G 車を使用しないとを 


トラブル 

ちえ！ 5 れる原因および症状 

対応 

エンジンを始動しない期間び約百週間 
じ(上におよぶとさ。 


► 対応について、指定サービスエ場におたずねください。 

► バッテ1」一からケーブルを列してください。 


10-32 







ソフトトップ（カブリオレ) ] 

トラブル 考え6れる原因および症状 

ソフトトップび開閉しない。 エンジンスイッチび吕の位置になっていない。 

トランクび閉じていない。 

ラゲッジカバーび企しくセットされていない。 

オートマティック□ールバーび自動的に作動 
した。 

ソフトトップの開閉機構または制御システム 
び故障している。 

ソフトトップの開閉操作び何度ち繰り返され 
たため、安全のためにソフトトップの開閉機 
能び一時的に停止した。 


こんなとさは 


トラブルの原因と対応 ■ 


対応 

► エンジンスイッチを吕の位置にしてくださし、。 

► トランクを閉じて < ださい。 

► ラゲッジカバーを確実にセットしてください（3-46)。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

► どラしてちソフトトップを閉じる必要びある場合は、ソフ 
トトップを手動で閉じてください（巨-已の。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

► 約10分間待ってください。機能び復帰することびありまず。 
► エンジンスイッチを0の位置にしてから、吕の位置にずるか、 
エンジンを始動してください。 

►再度、ソフトトップスイッチを操作してください。 

► ソフトトップび開閉しないときは、指定サービスエ場で点 
検を費けて < ださし、。 
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10-33 







さ < いん 


1 1-2 


. さくいん 




さ < いん 



アシストグリップ（クーぺ） .6-43 

雨降りや濃霧時の運転 .1-12 

インストルメントパネル . 3-吕 


アシストグリップ（クーぺ） .6-43 

雨降りや濃霧時の運転 .1-12 

インストルメントパネル . 3-吕 

ウォッシャー液 .8-1 曰 

ウォッシャー液を補給ずる .8-1 5 

エアコンディショナー 

(CLK 200 / CLK 3已〇) .6-2 

コント□—ルパネル . 巨-3 

通常の使いかた （AUTO モード）……色-4 

送風温度の調整 .6-4 

エアコンディショナーの停止 . 巨-己 

AC モード .6-6 

送風量の調整 .6-7 

送風口の選択 .6-8 

送風口の開閉 . 白-日 

送風□の調整 .6-10 

内気循環モード .6-1 1 

デフ□スターモード .6-12 

U アデフォッガー .6-14 

エアコンディシ ョナー 

(CLK 63 AMG ).6-1 己 

コント□ールパネル .6-16 

通常の使いかた （AUTO モード） ■••6-17 

送風温度の調整 .6-18 

ェアコンデイシヨナーの停止 .6-18 


AC モード .6-1 9 

送風量の調整 .6-20 

送風□の選択 .6-21 

送風□の開閉 .6-22 

送風□の調整 .6-23 

内気循環モード .6-24 

チヤコールフィルター .6-26 

デフ□スターモード .6-27 

を 熱ヒーター. ベンチ レーシヨ ン ••巨- 2 日 

U アデフォッガー .6-30 

エアバッグ （ SRS エアバッグ） .2-1 1 

運転席/助手席エアバッグ .2-1 1 

サイドバッグ .2-12 

ウインドウバッグ（クーペ） .2-13 

エンジンオイル . 召-日 

エンジンオイルの量を点検する…… 8-9 

エンジンオイルを補給する .8-1 0 

エンジンオイルの交操 .8-1 1 

使用するエンジンオイル .8-1 1 

エンジンスイッチ . 已 -2 

ステア U ング□ック . 己-3 

エンジンの始動と停止 . 已 -4 

エンジンを始動する . 己-4 

エンジンび始動しないとを . 己-己 

エンジンを停止するとき . 己-己 

エンジンルーム . 扫 -3 

オイル-液類 . 日-8 


才ーデイオ . 4-20、（別冊） 

才ートマチック車の運転 . 已 - 1巨 

エマージェンシーモード . 己- 20 

才ートマチック車の取り扱い .1-13 

才ートマチックトランスミッション•••曰-6 

シフト位置表示 .5-6 

セレクターレバー . 已-已 

走行モード . 己-7 

テイップシフト . 己-目 

才ートマテイック □ —ルバー 
(カブリオレ） . 吕 -24 

オートマテイック□ールバーの 

手動操作 .2-2 已 

才ーパーヒートしたとき .7-3 吕 



懐中電打（非常信号用具） .7-3 

カップホルダー .6-40 

フ□ントのカップホルダー . 已 -40 

U アアームレストの 
カップホルダー(クーペ） . 已 -40 

ガソリン（燃料） . 日-日 

可変スピードリミッター .5-49 

巧変スピード U ミッターの使いかた己-己 0 

寒冷時の取り扱い .8-23 


11-2 






































































さ < いん 


キー .3-5 

U モコン機能 .3-6 

施錠時のドアミラーの格納 .3-9 

□ケイターライティング .3-9 

エ マージェ ン シーキー .3-10 

サマーオープニング機能 .3-1 1 

コンビニエンスク□—ジング機能 • ‘3-1 3 

電池の交撰 .3-1 已 

救急セット .7-3 

クルーズコント□—ル .5-44 

クルーズコント□—ルの使いかた • -5-4 己 

グ□—ブボックス .6-41 

けん引 .7-2 曰 

けん引フックの取り付け .7-29 

けん引する .7-30 

故障/警告メッセージ .10-2 

子供を乗せるとき .1- 曰 

ル物入れ .6-38 

フ□ントアームレストのル物入れ • •6-38 
携帯電話の接続 .6-3 日 

こんなことにもま意 .1-1 曰 



事故-故障のとき .7-2 

事故び起きたとき .7-2 

路上で故障したとき .7-2 

車び動かなくなったとき .7-2 

非常信号用具 .7-3 

救急セット .7-3 

車載工具 .7-5 

停止表示板 .7-9 

輪止め .7-1 0 

パンクしたとき .7-1 1、2] 

けん引 .7-29 

才ーノ くーヒートしたとき .7-32 

バッテ U —があがったとき .7-33 

シートパックポケット .6-42 


シー トベルト .2-3 

シートベルトの着用 .2-6 

シートベルトフイーダー .2-7 

シートベルトテンシヨナー .2-8 

ベルトフオースリミッター .2-8 

シートベルト着用警告 .2-10 

車載工具 .7-5 

ジャッキ . 7-巨、7、8 


収納ネット .6-42 

純正部品/純正アクセヴ U—.9-2 


スライディングルーフ（クーぺ）…… 3-59 

スライディングルーフを開閉する • ‘3 -己日 
スライディングルーフを 

チルトアップ/チルトダウンする 3-60 

サンシエード . 3-61 

自動チルトアップ機能 . 3-62 

スライディングルーフの U セット • -3 -已 3 

積載荷物の制限重量 . 9-14 

センターコンソール .3-4 

走行ずるとき .1-8 

走巧ずる前に .1-2 

走行中に異常を感じた6 .1-10 

ソフトトップ（カブ U オレ） . 6-4 曰 

ソフトトップの開閉 . 6-48 

ソフトトップが閉じないとき . 已-己2 



タイヤとホイール .8-1 巨、日-11 

タイヤ空気圧ラベル .8-18 

標準タイヤ/ホイール .9-1 1 

応急用スペアタイヤ .9-12 


ウインタータイヤ . 8-27、 9-1 3 


正しい運転姿勢 


2-2 


サンバイザー .6-33 

バニテイミラー .6-33 


ステアリング .3-70 

ステア U ング位置の調整 .3-70 


チャイルドセーフテイシート .2-18 

純正チャイルドセーフテイシー!- 2-19 


11-3 

































































さ < いん 


チャイルドセーフティシート検知 

システム（仁 LK 臣3 AMG).2-20 

助手席エアバッグオフ表示口 .2-21 

ISO-FIX 対応チャイルドセーフティ 

シート固定装置 .2-23 

駐車ブレーキ（パーキングブレーキ）••曰-34 

駐停車ずるとき .1-1 1 

定期点検 . （整備手帳） 

停止表示板 .7-9 

電球一覧 . 日-己 

電球の交換 .7-40 

マルチフアンクシヨンディスプレイの 

故障/警告メッセージ .7-40 

スタンバイランプ機能 .7-41 

電球の取り扱い .7-41 

ドア .3-32 

ドアの開閉 .3-32 

ドアごとに解錠/施錠ずる .3-34 

ドア□ックスイッチ .3-3 己 

車速感応ドア□ック .3-36 

イージーエント U -機能 .3-36 

エマージェンシーキーで運転席ドアを 

解錠ずる .3-37 

非常時の車の施錠 .3-38 

ドアミラー .3-66 

ドアミラーの角度調整 .3-66 


ドアミラーの格納/展開 .3-67 


助手席側ドアミラーの 

ノ くーキングヘルプ機能 .3-68 

盗難防止 警報 システム .3-54 

ドラフトストップ（カブ U オレ） . 百-己0 

トラブルの原因と対応 .10-14 

トランク .3-39 

トランクを開く .3-40 

トランクを閉じる .3-41 

トランクの独立施錠 .3-42 

トランクランプ .3-43 

エマージ王ンシーキーでの 

トランクの解錠 .3-43 

トランクフ□アボード下の 

収納スぺース .3-44 

ラゲッジトレイ .3-4 己 

ラゲッジカノ く一(カブ U オレ） .3-46 

トランクに荷物を積むとき .3-47 

荷物固定用リング（クーペ） .3-48 

ナビゲーシ ヨン . 4-20、（別冊） 

慣らし運転 .1-7 

日常の手入れ .8-29 

ソフトトップの手入れ（カブ U オレ） -8-33 

燃料 . 曰-曰 


燃料給油口 .3-52 

燃料給油フラップが開かないとき • -3 -己3 




队皿 .6-35 

フ□ントの灰皿 .6-3 己 

U アの灰皿 . 已 -3 已 

パーキングブレーキ . 已 -34 

パーキング□ックの解除 .5-21 

パークト□ニック . 已-已4 

パークト□ニックセンサー . 己-己4 

インジケーター/作動表示灯……己-己巳 

パークト□ニックの作動条件 . 己-己6 

パークト□ニックの作動 . 己-己7 

センサーの感知範囲 . 己-己8 

パークト□ニックオフスイッチ • • • •己-己日 

バッテ U —.8-20 

バッテ U —取り扱いの 

一般的なを意 .8-20 

インジケーター付きノ（ッテ U - 8-22 

VRLA バッテ U—. 召-22 

バッテ U — があがったとき .7-33 

ノ（ッ了 U —の位置 .7-33 

始動の方法 .7-34 
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パワーウインドウ .3-56 

ドアウインドウ/ U アサイド 

ウインドウの開閉 .3-56 

セーフティスイッチ .3-58 

ドアウインドウが 

自動で開閉しないとを .3-58 

パンクしたとき 

(CLK 200 / CLK 3已〇) .7-1 1 

輪止めをする .7-12 

応急用スペアタイヤを取り出す••- -7-12 

ジャッキアップ .7-13 

ホイールボルト .7-17 

応急用スペアタイヤの取り付け• - -7-19 

ジャッキダウン .7-19 

パンクしたとき 

(CLK 63 AMG).7-21 

輪止めをする .7-22 

タイヤフィットの準備 .7-22 

タイヤフィット使用時のを意事項 ••7-24 

電動エアポンプの準備 .7-2 已 

パンクしたタイヤを修理する .7-26 

ビークルプレート .9-3 

ビークルプレートの位置 .9-3 

ニューカー プ レー ト .9-3 

車台番号 .9-4 

オプションコードプレート .9-4 

エンジン番号 .9-4 


非常信号用具（懐中電巧） .7-3 

非常点滅灯 . 己-吕曰 

ヒューズー覧 .9-6 

ヒューズの交換 .7-36 

ヒューズの位置 .7-36 

ヒューズを交換する .7-39 

ブレーキ . 已 -3 己 

ブレーキパッドに関するミ主意事項••已 -37 
仁 LK 63 AMG のブレーキのミ主意事項 5-37 

ブレーキ液 .8-12 

ブレーキ液の量を点検ずる .8-12 

ブレーキ液の交撰 .8-13 

フ□ントシート .3-17 

シートの調整 .3-1 7 

NECK PRO アクティブ 

へッ ドレスト .3-1 8 

シート位置のメモ1」一機能 .3-19 

リアシートへの棄り降り .3-21 

シートヒーター .3-22 

マルチコント□—ルシートバック- -3-24 

へッドランプウォッシャー . 己-33 

方向指示 . 已 -28 

ボンネット .3-49 

ボンネットを開く .3-49 

ボンネットを閉じる .3-50 

ボンネットを垂直に開く .3-51 



マニュアルギアシフト . 已 -1 吕 

マニュアルギアシフトの選択 .5-1 3 

セレクターレバーによる操作 . 己-14 

パドルによる操作 .5-14 

シフトアップ表示 （CLK 已 3AMG) 己-1己 

マルチフアンクシヨンディスプレイ •••4-1 

ステア U ングスイッチ .4-2 

メイン画面一 覧 .4-3 

車両情報 .4-4 

車両情報;イン画面 .4-5 

タイヤ空気圧警告システム画面……4-已 

走行速度/外気温度表示画面 .4-9 

メンテナンスインジケーター画面 • •4-1 0 

表示メッセージ .4-10 

；><ンテナンスインジケーターの 

リセット .4-11 

AMG 表示 .4-12 

ギア表示.油温表示画面 .4-13 

ギア表示-電圧表示画面 .4-14 

ギア表示-レースタイマー画面—— 4-1 已 

をラップの計測結果を確認する- 4-18 

ラップごとの計測結果を確認ずる • • 4- 1日 

才ーデイオ . 4-20、（別冊） 


ナビダーシヨン. 進行方向方位表示 

. 4-20、（別冊) 
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故障表示 .4-21 

故障表示のリセット .4-22 

各種設定 .4-23 

各種設定メイン画面 .4-24 

設定グループ選択画面 .4-24 

各種設定項目の初期化 .4-25 

—夕ークラスタ .4-26 

速度-距離単位設定画面 .4-27 

ディスプレイ言語設定画面 .4-28 

ディスプレイ下段の表示設定画面 •• 4-2 8 
車両情報;^イン画面の表示設定画面 4-28 

ライト .4-29 

へッドランプ点:〇モード設定画面‘ -4-30 
□ケイタ—ライティング設定画面 • ‘4-31 
車外ランプ消灯遅延機能設定画面 - 4-32 


ルームランプ消灯遅延機能設定画面 4-33 


シャ U ョゥ .4-34 

ウィンタータイヤスピード US ッター 

設定画面 .4-3 己 

車速感応ドア□ック設定画面 .4-36 

コンフオート .4-37 

イージーエント U —設定画面 .4-38 

施錠時のドアミラー格納設定画面 • ‘4-3 日 

トリップコンピユーター .4-40 

シヨートト U ップ方一夕一画面—— 4-41 

□ングト U ップ方一夕一画面 .4-42 

走行可能距離画面 .4-43 

電話 . 4-44、（別冊） 


メーター パネル .3-71 

メーター照度調整ノブ/ 

U セットボタン .3-72 

燃料計 .3-72 

時計 .3-72 

方向指示表示な .3-73 

ESP 表示灯 .3-73 

スピードメーター .3-73 

マルチフアンクシヨンディスプレイ- 3-74 

タコ^-夕一 .3-7 己 

冷却水温度計 .3-7 己 

冷却水量.冷却水温度警告灯 .3-7 己 

シートベルト警告口 .3-76 

A 巨 S 警告灯 .3-76 

八イビーム表示灯 .3-77 

へッドランプ表示に T .3-77 

エアバッグシステム警告灯 .3-77 

走行モード表示/シフトアップマーク 

.3-77 

オド分一夕一 .3-77 

シフト位置表示/ギアレンジ表示/ 

ギア表示 .3-78 

エンジン警告灯 .3-78 

ブレーキ警告灯 .3-79 

□ールバー警告灯（カブ U オレ） ••‘3-7 目 

燃料残量警告灯 .3-79 

メンテナンス . 扫 -2 



ライター .6-37 

ランプ . 曰-2吕 

ランプスイッチ . 己-22 

へ、ソ ドランプ . 己-22 

フォグランプ . 己-24 

パーキングランプ .5-24 

へッドランプの下向き/ 

上向きの切り替え . 己-2已 

車外ランプ消巧遅延機能 . 已 -2 已 

コーナリングランプ . 己-27 

アクティブライトシステム .5-27 

U アシート .3-2 曰 

U アヘッドレスト（クーぺ） .3-2 已 

U アヘッドレスト（カブ U オレ） ••‘3-28 
分割可倒式リアシート（クーペ）- •‘3-2 日 
バスモジュール（カブ U オレ）…… 3-31 

U アブラインド（クーぺ） .6-34 

ルーフラック（クーぺ） .6-44 

ルームミラー .3-64 

ルームミラーの調整 .3-64 

自動防眩機能 . 3-巨已 

ルームランプ .6-31 

ルームランプの点灯モード .6-31 

ルームランプの手動操作 .6-32 

読書口を点灯/消灯ずる .6-32 
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乗降用ランプ .6-32 

冷却水 .8-6 

冷却水の量を点検する .8-6 

冷却水を補給する .8-7 



ワイ パー . 己-30 

レインセンサー . 己-32 


ワイ パー . 己-30 

レインセンサー . 己-32 

輪止め .7-10 


英字 


ABS. 

ABS の作動 

BAS. 


ESP® 


ESP オフスイッチ 


SRS エアバッグ 


さ < いん 


已 -38 
已 -3 日 
已 -40 
已 -41 
己-43 
2-1 1 



















" ESP ⑩"はダイムラー社の登録商標です。 

《この取扱説明書の内容は、2008年7月現在のわのです。 


クーぺ 

CLK 200 KOMP 民 ESSOR AVANTGARDE 
CLK 350 AVANTGARDE 
CLK 63 AMG 

カブ U オレ 

CLK 350 CABRIOLET 
CLK 63 AMG CABRIOLET 
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